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例　　言

1・本書は、高知空港拡張整備事業に伴う埋蔵文化財一田村遺跡群－の発掘調査報告書15分冊

の内、第3分冊である。

2・調査は、運輸省第三港湾建設局の委託を受け、高知県教育委員会が実施した。調査期間は、

昭和54～58年度に発掘調査、昭和58～60年度に整理作業及び報告書作成を行い、7年間にわ

たった。

3・遺跡の名称としては、調査対象地の大部分から各時代の遺構、遺物を検出しており、調査

区も多いため、これを一括して田村遺跡群と呼ぶこととした。また、各調査区はL。。．1～48

と呼称した。

4・本書の作成にあたっては、本文執筆、図版作成、写真撮影等の作業を各調査区を担当した

調査員が行い、各時期、時代についても担当者を決め、これをまとめた。編集は高知県教育

委員会である。

5・発掘調査、整理作業及び報告書作成を通じて、顧問岡本健児教授（高知女子大学）には、

御指導、御助言をいただいた。記して感謝する次第である。

6・図中の方位はすべて磁北であ生標高は海抜高である。遺構図の縮尺は、竪穴住居址、掘

立柱建物址、柵列を鬼、その他の遺構、断面図及びセクション図を鬼とした。建物実測図の縮

尺は、原則として土器については、縄文・弥生時代を兄、古墳時代以降を％、石器、金属器を

猪、木器を猪とした。写真図版は約％～猪であるが縮尺不同である。

7・遺構の略号は、竪穴住居址－ST、掘立柱建物址－SB、土砿－SK、溝－SD、井戸－

SE、柵列－SA、水濫用犬遺構－SP、性格不明遺構－SX、ピットーP、自然流路－S

Rとした。

8・調査期間を通じて多くの方々、諸機関に御協力、御援助をいただいた。各々の名称はあげ

ないが、記して感謝する次第である。

9・出土遺物その他の資料については、高知県教育委員会が保管の任にあたっている。



本　文　目　次

第Ⅴ章　弥生時代　く前期2〉

1．　Loc．27

2．　hc．28

3．　Loc．35A

4．　Loc．44

5．　Loc．10B

6．　Loc．23・37

7．　Loc．39

8．弥生時代前期小結

9．自然科学分析

（1）プラントオパール分析

（2）花粉分析

（3）14C年代測定

（4）リン分析

479

481

493

517

518



挿　図　目　次

1．　Loc．27

第1図　調査区設定図

第2図　調査区セクション、S Kl

第3図　SKl出土遺物

2．　Loc．28

第4図　調査区設定図

第5図　調査区セクション

第6図　S Bl、S Kl・2

第7図　第Ⅳ層出土遺物

第8図　第Ⅳ層、SKl・2、・SD2出土遺物

3．　Loc．35A

第9図　調査区設定図

第10図　Aトレンチセクション

第11図　Bトレンチセクション

第12図　S Kl～5

第13図　S Rl・2

第14図　S Kl～3出土遺物

第15図　S K3～5、SRl出土遺物

第16図　S Rl出土遺物

第17図　　　　〝

第18図　　　　〝

第19図　SRl、Pl出土遺物
ノ

第20図　S R2出土遺物

第21図　　　　〝

第22図　　　　〝

第23図　　　　〝

第24図　　　　〝

第25図　　　　〝

第26図　　　　〝

第27図　　　　〝

第28図　　　　〝

第29図　　　　〝

第30図　SR2出土遺物

第31図　SK2～4、SRl・2出土遺物

第32図　S Rl・2出土遺物

第33図　　　　　　〝

第34図　SK3出土遺物

第35図　SK3、SRl出土遺物

第36図　SRl出土遺物

第37図　　　　〝

第38図　　　　〝

第39図　　　　〝

第40図　S Rl・2、S Kl・3・4

出土遺物

第41図　S Rl・2出土遺物

第42図　SK2、SRl・2出土遺物

第43図　SRl、SK3出土遺物

4．　Loc．44

第44図　調査区設定図

第45図　S Dlセクション

第46図　SDl・2セクション

第47図　SDl出土遺物

第48図　　　　〝

第49図　　　　〝

第50図　　　　〝

第51図　　　　〝

第52図　　　　〝

第53図　　　　〝

第54図　SDl・2出土遺物

第55図　SDl出土遺物

第56図　　　　〝

第57図　　　　〝

第58区I　　　　〝

第59図　　　　〝



第60図　SDl出土遺物

第61図　　　　〝

第62図　　　　〝

第63図　　　　　〝

第64図　　　　〝

第65図　　　　　〝

第66図　　　　〝

第67図　S K1－6

第68図　S K7－12

第69図　S K13－18

第70図　SK19、SD2～4、SX2

第71図　S Dl

第72図　C区北端I層土器出土状態

第73図　SKl・2・7・12・16出土遺物

第74図　SK18・19出土遺物

第75図　SK19出土遺物

第76図　SK19、SDl出土遺物

第77図　S Dl出土遺物

第78図　　　　〝

第79図　　　　〝

第80図　　　　〝

第81図　SXl出土遺物

第82図　　　　〝

第83図　SD2、SXl・2出土遺物

第84図　SDl出土遺物

朝85図　　　　〝

第86図　　　　〝

第87図　SDl出土遺物

第88図　SD3、SXl出土遺物

第89図　SDl・4、SXl出土遺物

第90図　SDl・4出土遺物

第91図　SDl、SXl出土遣物

第92図　SKl、SDl、P2出土遺物

第93図　SDl出土遺物

第94図　SDl、SXl出土遺物

第95図　SDl・3、SX2出土遺物

第96図　SK14、SDl、SX2出土遺物

出土遺物

第97図　SKl・12・18、SDl出土遺物

第98図　SK19、SDl・3、SXl

出土遺物

第99図　SK18、SDl出土遣物

第100図　SDl出土遺物

第101図　SDl、SXl・2出土遣物

第102図　SKl、SDl、Pl出土遺物

第103図　STl、SK1－4

第104図　S K5～9

第105図　S K10－16

第106図　SK17－22、SDl

第107図　STl出土遺物

第108図　S Kl・2・4出土遺物

第109図　SK5－8出土遣物

第110図　S K8出土遺物

第111図　　　　〝

第112図　　　　〝

第113図　　　　〝

第114図　　　　〝

第115図　SK8・9・12・13出土遺物

第116図　SK13－15出土遺物

第117図　SK16出土遺物

第118図　SK19・20出土遺物

第119図　S K20出土遣物

第120図　　　　〝

第121図　SK20、SDl出土遺物

第122図　SDl、P37出土遺物

第123図　田村川出土遺物

第124図　　　　〝

第125図　SK8、田村川出土遺物



第126図　SK8、SDl、田村川出土遺物

第127図　　　　　　　〝

第128図　S K8・13、SDl、田村川出土遺物

第129図　STl、SK8、田村川出土遺物

第130図　S K8、田村川出土遺物

第131図　S K7、田村川出土遺物

第132図　田村川出土遺物

第133図　STl、SK8、田村川出土遺物

第134図　S K8、田村川出土遺物

第135図　SK16、田村川出土遺物

第136図　STl、SK8・13、田村川出土遺物

第137図　SK8出土遺物

第138図　　　　〝

第139図　S Kl～4

第140図　S K5－8

第141図　SK4・6遺物出土状態

第142図　S K3－Pl～3、S Dl

第143図　SK4－6出土遺物

第144図　SK6・7出土遺物

第145図　SDl出土遺物

第146図　　　　　〝

第147図　　　　〝

第148図　　　　　〝

第149図　　　　〝

第150図　　　　〝

第151図　SK3、SDl出土遺物

第152図　SDl、田村川出土遺物

第153図　田村川出土遺物

第154図　　　　〝

第155図　SDl、田村川出土遺物

第156図　SK3、田村川出土遺物

第157図　　　　〝

第158図　SK6、SDl出土遺物

第159図　SDl、田村川出土遺物

第160図　SDl、田村川出土遺物

第161図　SDl出土遺物

第162図　SK3、SDl出土遺物

第163図　SDl出土遺物

第164図　　　　〝

第165図　SK5、SDl出土遺物

5．　Loc．10B

第166図　調査区設定図

第167図　調査区セクション

第168図　ST2・3

第169図　ST4

第170図　ST5・6

第171図　S Bl・2

第172図　S B3

第173図　S Kl・2・7～9・13

第174図　S K14～16・19－21

第175図　S K22～26・28

第176図　S K27・31～33・35

第177図　S K36－38・46

第178図　S K39－41

第179図　S K42・43、S D5－7

第180図　第Ⅳ・Ⅴ層出土遺物

第181図　　　　　　〝

第182図　　　　　　〝

第183図　　　　　　〝

第184図　　　　　　〝

第185図　　　　　　〝

第186図　第Ⅳ層出土遺物

第187図　第I・Ⅳ層出土遺物

第188図　第Ⅳ層出土遺物

第189図　第Ⅳ・Ⅴ層出土遺物

第190図　第I・Ⅳ層出土遺物

第191図　第Ⅳ・Ⅴ層出土遺物

第192図　ST2・4出土遺物



第193図　ST4出土遺物

第194図　　　　〝

第195図　　　　〝

第196図　　　　〝

第197図　　　　〝

第198図　　　　〝

第199図　ST4～6出土遺物

第200図　ST3・6、SK2出土遺物

第201図　SK4・7・12・13・26出土遺物

第202図　SK26出土遺物

第203図　SK26・32出土遺物

第204図　SK38・39出土遣物

第205図　SK6・11・40～43出土遺物

第206図　SK21・27・30出土遺物

第207図　SD5出土遣物

第208図　SD5・6出土遺物

第209図　SD7出土遺物

第210図　　　　〝

第211図　　　　〝

第212図　　　　〝

第213図　　　　〝

第214図　　　　〝

第215図　SD7、P1－10出土遣物

第216図　ST4．・6、SK9・13、SD7

出土遺物

第217図　ST4、SK39、SD7出土遺物

第218図　SK13・19出土遺物

第219図　SK43、SD7出土遺物

第220図　ST2・4・6出土遺物

第221図　ST6出土遣物

第222図　　　　〝

第223図　　　　〝

第224図　　　　〝

第225図　SK39、SD5、Pll出土遺物

第226図　SK8・26・39出土遺物

第227図　ST4・6、SK13、SD7

出土遺物

第228図　ST3・4・6、SK32・39、

SD7出土遺物

第229図　ST3・4・6、SK26・41、

SD7出土遺物

6．　Loc．23・37

第230図　調査区設定図

第231図　調査区セクション

第232図　Loc．23・37・39（水田址）

出土遺物

7．　Loc．39

第233図　調査区設定図

第234図　調査区セクション

9．自然科学分析

第235図　Loc．23における土層柱状図

第236図　Loc．37における土層柱状図

第237図　Loc．23の分析結果

第238図　Loc．37の分析結果

第239図　古代水田址分布域の分析的推定法

第240図　Loc．39における試料採取地点

第241図　地点別分析結果（1）

第242図　　　　〝　　　（2）

第243図　　　　〝　　　（3）

第244図　　　　〝　　　（4）

第245図　Loc．39における弥生水田の推定分布域

第246図　田村遺跡の位置

第247図　Loc・6試料採取地点における堆積物層

序、試料採取点、および14C年代値

第248図　主な木本花粉および草本花粉ダイア

グラム

第249図　主な草本花粉およびシダ胞子・コケ

胞子ダイアグラム



第250図　マツ属、スギ属、エノキ属、暖温帯林

要素、およびモミ属＋ツガ属の変遷

第251図　各試料における木本花粉、草本花粉

およびシダ胞子の出現状態

表　目

第252図　イネ花粉比率図

第253図　採取位置略図

第254図　分析値分布図

次

1．　Loc．27

第1表　土砿計測表

第2表　遺構出土遺物観察表

2．　Loc．28

第3表　掘立柱建物址計測表

第4表　土砿計測表

第5表　包含層出土土器観察表

第6表　包含層出土石器観察表

第7表　遺構出土土器観察表

3．　Loc．35A

第8表　土砿計測表

第9表　遺構出土土器観察表

第10表　遺構出土石器観察表

Loc．44

表　D区竪穴住居址計測表

表　C区土砿計測表

表　D区土砿計測表

4．

第11

第12

第13

第14

第15

第16

第17

第18

第19

第20

第21

第22

表　E区土砿計測表

表 A区遺構出土土器観察表

表　A区遺構出土石器観察表

表

表

表

表

表

表

C区遺構出土土器観察表

C区遺構出土石器観察表

D区遺構出土土器観察表

D区遺構出土石器観察表

E区遺構出土土器観察表

E区遺構出土石器観察表

5．　Loc．10B

第23表　竪穴住居址計測表

Photol　花粉写真　Photo2

第24表　掘立柱建物址計測表

第25表　土砿計測表

第26表　包含層出土土器観察表

第27表　包含層出土石器観察表

第28表　遺構出土土器観察表

第29表　遺構出土石器観察表

6．　Loc．23・37

第30表　I期水田地面積一覧表

第31表　遺構出土土器観察表

第32表　遺構出土石器観察表

7．　Loc．39

第33表　水田址面積一覧表

8．弥生時代前期小話

第34表　蜜E類細分表

第35表　蛮E類口唇部形態表

第36表　土器器種別構成比表

第37表　壷口頸部形態分類表

第38表　壷A類分類表

第39表　壷B類分類表

第40表　壷C類分類表

第41表　壷E類分類表

第42表　婆口綾部形態分類表

第43表　婆A類分類表

第44表　蛮B類分類表

第45表　時期別土器出土数表

9．自然科学分析

第46表　分析結果

第47表　統計処理数値表

写　真　図　版

花粉写真　Photo3　花粉写真



1．Loc．27



Loc．27

I．位置と調査経過　　　　　　　　　　I

Loc．27は、空港拡張範囲の南部に位置し、田村川とその支流にはさまれている。字名は中州

と呼ばれている。Loc．27の西にはLoc．28、東にはLoc．25が隣接している。調査は、4m幅のト

レンチにより試掘を行ったが、遺構、遺物はあまり多く検出されず、拡張し、全面発掘をした

範囲は狭い。調査期間は、昭和56年5月と11月に行われ、約1カ月間であり、調査面積は325

mZである。

2．調査概要

調査区の西半部は、床土を除くと黄褐色粘質土の地山層がみられるが、東半部は、旧地形が

Loc．25に向って下降している。この傾斜は、Loc．25でみられた、西半部の大きな窪地へと続く

ものであり、東半部の弥生時代前期の遺構検出面で再び上昇しているものと考えられる。した

がって、Loc．27も南北に長い自然堤防上に立地していると推定される。

検出された遺構は、弥生前期IIの土櫨と時期不明のピット数個である。西隣するLoc．28にお

いても、同時期の掘立柱建物址及び土砿が検出されているので、Loc．27の土肱は、Loc．28の遺

構と共に西方へ広がるところの前期IIの集落の一部と考えられる。

3．層序と出土遺物

Loc．27の層序は、第I～Ⅳ層からなるが、遺物包含層はほとんど形成されず、地表下35cmの

面が遺構検出面となっている。基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床　土

第III層　黒褐色粘質土層

第Ⅳ層　黄褐色シルト～粘質土層

第III層が弥生時代前期の遺物包含層であるが、出土遺物はまったくみられなかった。

4．遺構と遺物

土車広

S KI

SKlは、南部約％が調査区外に出ておr上長径推定2．40m、短径0．88m、深さ0．68mを測る。

長軸はN－38LEを示す。壁は斜めに立ち上県底は一部が段状をなす。埋土は、第I層黄褐

色粘質土、第II層黒色粘質土の2層からなる。出土遺物は、図示した6点（1－6）以外にも

－3－
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第1図　調査区設定図
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約40点の土器片がみられる。すべて前期IIのものであり、貯蔵穴と考えられる。

5．　まとめ

Loc・27では、弥生時代前期の土肱と、時期不明であるが近世と考えられるピットを検出した。

近世と考えられるピットからの出土遺物はみられなかった。SKlは、前期IIの貯蔵穴と推定

され、Loc・28の同時期の遺構と関連するものとして考えなければなられない。すなわち、後

述するように、Loc・28と共に前期II段階の集落の一部を構成するものと考えられる。

第1表　土砿計測表

挿図番号 遺構番号 平　 面　 形
規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第　 2　図 8 K l 不定形 2 ．40 0．88 0 ．68 N －38L E 逆台形

第2表　遺構出土遺物観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K l 士互E

（ 6 ．2）

10 ．4

胴部 中位 は直線 的に立 ち上が り、
上胴 部は 強 く内側 に屈 曲 し、外面

に 2 条のへ ラ描 き沈線 を配す 。

外面 はへ ラ磨 き。

2 ／／ 無

13 ．6

（ 4 ．6）

口縁 部は如 意形 に外 反。 口唇 部は
丸 くお さめ 、 口唇 部 に 刻 目 を施

す。 胴部 は直線 的に立 ち上が る。

土 器の大 きさに比 して器壁 が厚 い。

3 ／1 ／／

22 ．4 口綾 部は如 意形 に外 反。 口唇 部 は 口縁部 外面 は横方 向の 強いナ デ調 外面 は全面 ス

（ 7 ．0 ） 丸 くお さめ、全 面に刻 目を施 す。 整。刻 目はへ ラ状 工具 に よる。 スけ てい る。

4 ／！ ／1

20 ．0 ロ綾 部は如 意形 に外 反。 口唇 部 は 口縁部 内外 面は横 方 向の強 いナデ

（ 5 ．0 ） 面 をな し、全面 に刻 目を施す 。胴

部 は直線 的に立 ち上が る。

調整 。

5 ／／ ／！

19 ．4 口綾 部は如 意形 に外 反。 口唇 部 は 日録部 外面 は横 方向 の強 いナデ調

（ 4 ．2 ） 丸 くお さめ全面 に刻 目 を施 す。胴

部 は直線 的に立 ち上が る。

整。刻 目はへ ラ状 工具 に よる。

6 ／／ ／／
（ 9 ．2 ）

8 ．0

しっか りとした平底 であ る。 底部 内面 に指頭庄 痕 あ り。 断面 に

粘土 帯の接 合部 を観察 す るこ とが

で きる。
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2．Loc．28



Loc．28

I．億置と調査経過

Loc．28は、空港拡張範囲の西南部に位置しており、小字は裏柿ノ木と呼ばれている。当地点

は昭和56年度に試堀調査をして中世のピット等の遺構や弥生時代の遺物包含層を確認したため、

同年度に拡張して調査を実施した。調査期間は、昭和56年11月9日から12月17日までの約40日

間を要し、調査面積は約1，670m2であった。

2．調査概要

Loc・28は、場周の道路工事の関係で南端部に短い試堀トレンチを設定した結果、中世のピッ

ト等の遺構や弥生時代の遺物包含層を確認した。

しかし、調査対象地がかなり広範囲にわたるため、不規則な試掘トレンチを延ばし、遺構の

分布状況を把握することに努めた。その結果、Loc．28の西部と東部に遺構が集中していること

が判明した。

以下、Loc・28の西部をA地点（Loc・28A）とし、東部をB地点（L。。．28B）として記述する

ことにする0最初にLoc・28の西部（Loc・28A）の調査を終了させてから、東部（Loc．28B）

の調査に移行した。

Loc・28Aでは後期IIIの溝2条を検出し、Loc・28Bでは前期IIの掘立柱建物址1棟の他、土

砿2基を確認した。Loc・28Aでは第Ⅳ層の黒褐色粘質土層が遺構検出面であり、Loc．28Bでは

第Ⅴ層の淡茶灰色粘質土層が遺構検出面である。

3．層序と出土遺物

Loc．28の基本層序は以下の通りである。

第I層　耕作土

第II層　黄褐色粘質土層

第III層　黄灰色粘質土層

第Ⅳ層　黒褐色粘質土層

第Ⅴ層　淡茶灰色粘質土層

第II層の黄褐色粘質土層は、中世及び近世の遺構検出面であり、無遺物層である。第III層の

黄灰色粘質土層は、無遺物層であるが、Loc・28Aの西部には堆積していない。第Ⅳ層の黒褐色

粘質土層は、Loc・28の全域に堆積しており、Loc．28Aでは弥生時代から中世の遺構検出面であ

る。しかし、Loc・28Bでは弥生時代の遺物を包含しているが、細片が多く、量的にも少ない。

Loc・28Bの第Ⅳ層の黒褐色粘質土層からは、弥生時代の遺物（1～23）が出土している。壷

（1～3）、蛮（4－13）、鉢（14－17）は前期IIの遺物と考えられる。
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石器は、石斧（18）、石包丁（19、20）、磨製石鉄（21）、管玉（22、23）等が出土してい

る。

第Ⅴ層の淡茶灰色粘質土層は、無遺物層であり、Loc．28Bでは弥生時代の遺構検出面である。

4．遺構と遺物

掘立柱建物址

S BI

SBlは、Loc．28Bの北東端部で検出された2×4間の東西棟の掘立柱建物址であるが、北

東隅の柱穴は新しい溝（SD3）に切られている。梁間は2．60mを測り、柱間距離は1．28mである。桁

行は6．08mを測り、柱間距離は0．84～1．72mである。SBlは、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層を除

去して検出され、棟方向はN－520－Wである。柱穴の直径は20cm前後、深さは12～24cmを測

り、埋土は黒灰色粘質土である。SBlは、2×3間の母屋の西面に廟を有した掘立柱建物址

かもしれない。

SBlの柱穴から出土した遺物は皆無であり、明確な時期等は不明である。しかし、SBl

は、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層を除去して検出されているため、第Ⅳ層から出土した最古の遺物

と同時期か、もしくはそれより古い時期の遺構である可能性が非常に強い。

土砿

S KI

SKlは、Loc．28Bの北東端部で検出された楕円形の小さな土櫨で、北西部と南東部に小さ

な段部を有しており、SBlの北西部に近摸している。長径0．76m、短径0．56m、深さ0．16m

を測り、長軸方向はN－67L・Wを示す。埋土は黒灰色砂質土であり、婆（24、25）が出土して

いる。

S K2

SK2は、Loc．28Bの北東端部で検出された隅丸長方形の土肱で、北西部にかなり大きな段

部を有し、SBlの北部に非常に近摸している。長径1．26m、短径0．74m、深さ約0．16mを測

り、長軸方向はN－57Lを示す。埋土は黒灰色粘質土であり、婆（26～28）が出土している。

溝

S DI

SDlは、Loc．28Aで検出された溝で、北部から南西部に向かってS字状にゆるやかに屈曲
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しながら商流する。残存長39．20m、幅約0．80m、深さ約0．17mを測り、断面形は浅いU字形

を呈す。

SDlは、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層の上面で検出され、埋土は灰色砂質土であり、叩目の残

った弥生土器の細片が出土している。

SDlは、後期IIIに廃絶した溝と考えられるが、南北の両端部が調査区外に延びているため

に全長及び性格等は不明である。

S D2

SD2は、Loc．28Aで検出された溝で、北東部から南部に向かってS字状にゆるやかに屈曲

しながら南流し、南半部では2条に分岐している。残存長46．80m、幅約1．76m、深さ約8cm

を測り、断面形は浅いU字形を呈す。

SD2は、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層の上面で検出され、埋土は灰色砂質土の部分と黄灰色砂質

土の部分とがある。

SD2からは、蛮（29～31）の他、実測不能な小破片が多数出土しており、後期IIIの時期に

廃絶した溝と考えられる。

SD2も南北の両端部が調査区外に延びており、全長及び性格等は不明である。

5．　まとめ

Loc．28Bの北東端部では前期IIの土砿2基（SKl・2）とその時期の可能性が非常に強

い掘立柱建物址（SBl）を検出しており、この時期の集落が存在したことを物語っている。

しかし、前期IIの遺構が存在した部分の北部及び東部は最近の撹乱を非常に受けており、しか

も、その西部及び南部でも、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層を除去したが、遺構を確認することはでき

なかった。Loc．28Aで検出された溝跡（SDl・2）は、第Ⅳ層の黒褐色粘質土層の上面で検出

されており、後期IIIの時期に廃絶したと考えられるが、周辺部に同時期の遺構が全く存在しな

いため、性格等は不明である。
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第3表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構 番号

規　　　　　　　　 模

棟 方 向 面　 積 両 備　　 考

梁（嘲×桁（嘲 梁 × 桁（m） 柱 間距離 （m）

第　 6　図 S B l 2　×　 4 2．6 0×6 ．0 8 0．84－ 1．7 2 N － 5 2と－W ．15．8

第4表　土砿計測表

挿図番号 遺構番 号 平 面 形

規　　　　 模 （河

長軸方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第　 6　区I S K l 楕円形 0 ．7 6 0 ．56 0．1 6 N －6 7L W 捨鉢 形

／／ S K 2 隅丸長方形 1 ．2 6 0 ．7 4 0．1 6 N － 57と－W U 字形

第5表　包含層出土土器観察表

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅳ層 虫
ヨ互

12 ．8 直立 気味 にのび る頸 部 に続 く口縁 口綾部 外面 は ヨコナデ のあ とに横

（ 4 ．4 ） 部 はゆ る く外反す る。 方 向のへ ラ磨 きで仕 上 げ、内 面は

ヨ コナ デで仕上 げ る。

2 ／／ ／／

21 ．8 斜行 す る頸部 に続 く口綾 部は ゆ る 口綾部 は コヨナデ で仕上 げ る。 頸

（10 ．4 ） く外 反す る。 口唇部 は ヨ コナ デに
より綾 取 りを してい る。

部 はへ ラ磨 きで仕上 げ る。

3 J／ ／／
（ 6 ．2 ）

8 ．6

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 下 胴部 外面 はタテパ ケの あ とにナ
デ で仕上 げ、 内面 はナデ であ る。‘

4 ／／ 蛮

19 ．0 如意形 に外 反す る口綾部 に続 く胴 ロ綾部 は ヨコナデ で仕上 げ、胴 部

（ 9 ．5 ） 部は張 りが 弱い。 はナデ で仕上 げ る。‘

5 ／／ ／／

23 ．6 上 胴部 か ら口綾部 は直線状 に ゆる 口縁部 外面は ヨ コナ デで仕 上 げ、

（ 7 ．3 ） く外反 して立 ち上 が る。 内面は ヨ コパ ケの あ とに ヨ コナ デ

で仕 上 げる。胴 部 はナデ で仕上 げ
る。

6 ！／ ／1

17 ．6 如 意形 にゆ る く外 反す る口綾部 に 口綾 部 は ヨコナデ で仕 上 げる。上

（ 4 ．6 ）

15 ．6

続 く胴部 は張 りが 弱い。 胴部 はナ デで仕 上 げる。

7 ／／ ／！

23 ．6

（ 3 ．9 ）

2 1 ．2

如 意形 にか な り鋭 く外反 する 口縁
部 に続 く上胴部 は張 りが 弱い。

口綾 部 は ヨコナ デ で仕 上 げる。

8 ／／ ／／

17 ．7

（ 2 ．7 ）

如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 に
続 く上胴 部は 張 りが 弱い 。口唇部

下 端 に刻 目が あ る。 ／／
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 皇　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

9 第 Ⅳ層 褒

・19 ．6 如意 形に鋭 く外反 す る口綾部 に続 口綾部 は ヨコナ デで仕上 げ 、胴部

（3 ．4 ） く上 胴部 は張 りが 弱 い。 口唇 部に

刻 目が ある。

はナ デで仕 上げ る。

10 ／1 J／

19 ．6

（ 2 ．7 ）

如意 形に鋭 く外 反す る 口綾部 で あ

る。 口唇部 に刻 目が あ る。
・口綾部 は ヨコナチで 仕 上 げる。

11 ／／ ／／

24 ．2 如意 形 に鋭 く外 反す る口綾部 に続 口綾部 は ヨ コナ デで仕上 げ 、上胴

（5 ．0 ）

2 3 ．4

く上 胴部 は張 りが弱 い。 口唇 部 に
刻 目があ る。

部 はナデ で仕上 げる。

12 ／／ ！／

18 ．8

（ 8 ．2 ）

17 ．9

如意 形 にゆ るく外反す る口綾 部に
続 く上胴部 は張 りが弱 い。

／J

13 ／／ ／／

29 ．4

（ 5 ．9 ）

28 ．0
／／

ロ綾部 は ヨ コナ デで仕 上げ 、休部

はナ デ で仕 上げ る。

やや大 型の喪

で ある。

14 ／／ 鉢

18 ．2 如 意形 にゆ る く外反す る口綾 部 で 口綾部 は ヨ コナ デの あ とに横 方向

（6 ．1 ） 上 胴部 の張 りは弱い 。 のへ ラ磨 きで仕上 げ る。上胴 部 は

横方 向のへ ラ磨 きで仕上 げ る。

15 ／／ ／／

2 0 ．9 如 意形 にゆ る く外反す る口縁部 で 口綾部 は ヨ コナ デで仕上 げ 、上胴

（3 ．7 ） ある。 部 はナデ で仕上 げ る。

16 ／／ ／／

15 ．9

（ 6 ．2 ）

16 ．1

ほぼ直立 気味 に立 ち上 が る口綾部

で胴の張 りは弱 い。
J／

17 ／／ ／／

22 ．6 直 線状 にゆ る く外反 して立 ち上が 器表 面が磨 耗 し、調整 は不 明で あ 上胴部 外面 に

（4 ．3 ） る 口綾部 で ある。 る。 黒斑 があ る。

第6表　包含層出土石器観察表

挿図 番号 層　 位 器　 種

最大長

怨 讐） 重責望 材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

18 第 Ⅳ層 石　 斧

10．0

2．2

0．9

20．9

頁　 岩

片刃の石 斧 で両面 に顕著 な擦痕 が残 る。完 形 である。

19 ／1 石 包丁

（6．9）

粘板 岩

や や外 湾す る背部 に直線状 の刃 部が続 く形態 の石 包丁 両 面共 に磨滅

4．5

（ 0．7 ）

30．0

で　 刃 で　 る。　 吾　　 、近 に 2　 の，、　 が　 る。 る。　 －の
面 に擦痕 が わずか に残 る。 石 包丁 で、一

部欠損 す る。

20 ／／ ／／

8．4

／／

背 部及 び刃部 は共 に直線状 を呈 し、両 側辺部 に は粗 い

．．J一

背部 に も‘刃部

1さ5．0

1．2

68．3

が　 る。　　 には 冒　 狼が　 る。 lの石 包　 で た
両 面に擦 痕が 残 る。 痕 跡が 残 る。

完形 であ る。

－14－



挿図番号 層　　 位 器　 種

最大長
計測値　 最大幅
（cm　g ）貴大厚

重　 量

材　　 質 特　　　　　　　　　　　　　　　 徴 備　　 考

21 第Ⅳ層 石　 鉄

5．6

1．1

0．3

2．6

頁　 岩

磨製石銀の未製品で両面に右下がり方向の擦痕が残る。
凸基有茎式であるが、両側辺部は不定形である。

22 ／／ 管　 玉

3．0

0．7

0．7

2．4

硬　 玉

管玉の未製品であるが外面に擦痕が残る。

23 ／／ ／／

1．7

0 ．8

0 ．9

1．8

碧　 玉

上端部がわずかに欠損するがほぼ完形である。

第7表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口　 径

法量 器　 高
（cm ）胴　 径

底　 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

24 S K l 喪

23 ．3

（ 3 ．0）

20 ．1

如 意形 に鋭 く外 反す る 口縁部 で上

胴部 の張 りは弱 い。

口唇 部下端 に刻 目が あ る。

口綾 部は ヨ コナ デで仕 上 げる。

25 ／1 ／／
（13 ．2 ）

9 ．2

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 外面 はナデ で仕上 げ、 内面 はタテ

パ ケの あ とにナデ で仕上 げ る。

下胴部 外面 に
煤状炭 化物 が
付 着す る。

26 S K 2 ／／

18 ．6 如 意形 にゆ る く外 反す る口綾部 で 口綾 部 は ヨコナデ で仕上 げ　 上 胴 口綾部 外面 に
（ 6 ．1 ）

17 ．4

胴 の張 りは弱 い。 部 はナデ で仕上 げ る。 ’ 黒 斑が あ る。

27 ／／ ／／
（4 ．6 ）

10 ．0

平 底の底 部 で胴 の張 りは弱 い。 両面 共に ナデ で仕上 げ る。

28 1／ ／／
（ 4 ．8 ）

9 ．7

平底 の底部 で あるが 、わずか に く

ぼ んで いる．。
胴 の張 りも弱 い。

／1

29 S D 2 ／／

9 ．3 くの字 状 にゆ る く外反す る 口綾 部 口綾部 外面 は叩 き調 整の あ とに ヨ 叩 き出 し口縁
（ 3 ．9 ） で ある。 コナデ で仕上 げ、 内面は ヨコナデ

で仕 上 げ る。
であ る。

30 ／／ ／／

－
平 底 の小 さな底部 で胴の 張 りも弱 器表 面が磨 耗 し　 調 整は不 明 であ

（4 ．3 ）

4 ．0

い。 ヽる。

3 1 ／／ 士∃互

－ 平 底の小 さな底 部で 、やや胴 が張 外面 はナデ で仕上 げ　 内面 は右下 底部 内外 面に

（ 6 ．6）

4 ．0

る。 ヽが り方向 のパケ調 整 のあ とにナデ

で仕上 げ る。

ロ　　　　　　　　　 」
黒斑 が ある。
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3．Loc．35A



Loc．35A

I．位置と調査経過

Loc．35Aは、空港拡張範囲の北西端部に位置する。従来、西見当遺跡と呼ばれている範囲の一

部である。本遺跡は既に3次にわたり調査がなされているが、既2次調査の南側部分にあたる。

本調査は、高知空港拡張工事に伴う周辺整備事業の一環として行われた道路拡張工事に係るも

のである。そのため、道路北側拡張部分のみ、トレンチを設定し、調査を行った。

2．調査概要

Loc・35Aは、トレンチ調査であるため、便宜的に西端から、Aトレンチ、Bトレンチ、Cト

レンチと名称する。Aトレンチは、約幅5m、長さ34mである。トレンチの南側50cm程は、用

水路工事の時に破壊されていた。検出遺構は、弥生時代の土砿5基、自然流路と近世の井戸、

ピット群である。西側は、近代の撹乱が著しい。Bトレンチは、約幅5m、長さ41mである。

検出遺構は、東隅に弥生時代の自然流路と、その他は、近世の土砿10基、溝3条である。その

他の時期のものはまったく検出できなかった。Cトレンチは、東隅に位置し、幅2m、長さ7

mである。検出遺構は近世の溝1条のみであり、調査区の拡張は行わなかった。調査期間は昭

和56年12月から昭和57年1月の約2か月間であり、調査面積は222mZである。

3．層序と出土遺物

調査区において認められた基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　茶灰色粘質土層

第III層　黄褐色粘質土層

Aトレンチは、第I層を除去した段階で遺構を検出した。耕作土中より、近世陶磁器類が出

土した。Bトレンチは、第II・III層を除去した段階で遺構を検出した。第I・II層中より、A

トレンチ同様近世陶磁器類が出土した。

4．遺構と遺物

土砿

S KI

SKlは、Aトレンチの中央部北側に位置する。第I層の耕作土を除去した段階で倹出した。

平面形は、北側の一部分が調査区外で不明確だが、楕円形を呈するものと思われる。規模は、

長径2・15m、深さ0．18mを測る。長軸方向はN－360－Wである。壁は東西両壁とも急傾斜で立

ー21－
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ち上がる。底面は、ほぼ平坦であり、標高7．80mを測る。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

遺物は、中央部に比較的まとまって出土した。図示した遺物は、壷（1、2、4、5）、紡錘

車（3）、石器では、石包丁2点（437、438）である。壷（1、4、5）の形態、文様の特徴から、

中期Iと考えられる。

S K2

SK2は、Aトレンチの中央部南側に位置する。第I層の耕作土を除去した段階で検出した。

遺構の南側半分は、用水路工事の時に破壊されている。

平面形は、南半分が破壊されているが、ほぼ楕円形を呈するものと考えられる。規模は、残

存している部分で、長径1・93m、深さ0．20mを測る。壁は東西両壁とも急傾斜で立ち上がる。

底面は、ほぼ平坦であり標高7．50mを測る。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。

遺物は底面直上より出土した。磨製石鉄は、北側底面に密着して出土した。実測可能な遺物

は、聾（6～8）と磨製石鉄（450）のみであった。出土遺物から、前期IIIと考えられる。

S K3

SK3は、Aトレンチの中央よりやや東側北端に位置する。第I層の耕作土を除去した段階

で検出した。

平面形は、北側の一部分が調査区外で不明確だが、方形を呈するものと思われる。規模は、

残存部分で、長径1・50m、短径1．00m、深さ0．70mを測る。長軸方向はN－220－Eである。壁

は急傾斜で立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7．20mを測り、断面形は箱形を呈する。埋土

は黒褐色粘質土の単一層である。

遺物は、底面直上より砂岩質の台石と、埋土中より壷（9－13）、婆（14～23）等の破片が出土

した。その中でも壷（10）は、埋土中層より西壁に密着した状態で出土した。石器は、石斧（392）、

叩石（411～416）、砥石（435）等が出土した。SK3は、大型の貯蔵穴とも考えられ、出土遺物

から、時期的には前期IIIと考えられる。

S K4

SK4は、Aトレンチの中央よりやや東側で、SK3の東側30mに位置する。第I層の耕作

土を除去した段階で検出した。

平面形は、北側の一部が調査区外であるため不明確だが方形を呈するものと考えられる。規

模は残存部で長径0・90m、短径0．55m、深さ0．25mを測る。長軸方向はN－300－Eである。検

出面より底面が広く壁面は内傾して立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7．40mを測る。埋土

は黒褐色粘質土の単純一層である。

遺物は、底面直上より石斧（393）、石包丁（439）が出土しており、その他に叩石等も出土し
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ている。土器は、朝鮮系無文土器1点（24）と、その他埋土中より弥生前期から中期I・IIの

時期と考えられる細片が出土している。

S K5

SK5は、Aトレンチの西寄りで、SK4の東側30cmの所に位置する。第I層の耕作土を除

去した段階で検出した。

平面形は、楕円形を呈し、長径0．90m、短径0．78m、深さ0．13mを測る。長軸方向はN－2g

－Eである。壁は比較的緩やかに立ち上がる。底面は、ほぼ平坦で標高7・60mを測り、断面形

は逆台形状を呈する。埋土は黒褐色の単純一層である。

遺物は非常に少なく、実測可能なものとしては、壷1点（25）のみで、埋土中より出土した。

中期Iのものである。

自然流路

S RI

SRlは、Aトレンチの中央部よりやや西側に位置し、南北に縦走する流路である。第1層

を除去した段階で検出した。東西の幅は確認できたが、一部西側の肩は近代の撹乱で破壊され

ている。

規模は、幅4～5mで、深さ0．70mを測る。東側の壁は、テラス状の浅い平坦面をもち緩や

かに立ち上がる。西側は、近代の撹乱が著しいが、段部をもち緩やかに立ち上がる。底面は、

水平でなく所どころ窪みをもち深くなっている。その部分のみに、埋土のⅧ層が堆積している。

方向は、N－1g－Eで磁北からやや東側に振っている。埋土は、粘土と砂がレンズ状に堆積し

ており、8層に区別できた。第I層は茶褐色粘土、第II層は黄褐色シルト、第III層は暗灰白色

砂、第Ⅳ層は灰褐色砂質土、第Ⅴ層は茶褐色砂質土、第Ⅵ層は暗灰色砂、第Ⅶ層は褐色粘

土、第Ⅷ層は黄白色粘土である。

遺物は、間層として堆積している砂層から多量に出土した。弥生土器は、壷（26～90、146）、

喪（91～132）、高杯（123～140）、鉢（141～143）、蓋（144、145）等である。56の壷は底面直

上より出土した。石器は、大型蛤刃石斧や、叩石、砥石、石鉄が比較的多く出土した。その他、

石錘、石包丁等も出土している。前期から後期にかけての多量の遺物が出土したが、流路とし

ての機能が消滅した時期は、後期と考えられる。

S R2

SR2は、Bトレンチの東端部に位置し、南北に縦走する流路である。第III層を除去した段

階で検出した。

西壁のみを確認し、全体の規模は不明である。深さは0．80mを側る。西壁は一部テラス状に
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なり緩やかに立ち上がる。底面は段差がつき窪みとなっている部分もある。埋土は、6層に区

別でき、第I層は赤褐色シルト、第II層は灰褐色粘土、第III層は黄灰色粘土、第Ⅳ層は暗灰色砂

質土、第Ⅴ層は黒褐色粘土、第Ⅵ層は黄橙色粘土である。

遺物は、埋土中及び底面直上より多量に出土した。弥生土器は、壷（147～325、327）、喪（328

～383）、口綾部の破片ではあるが朝鮮系無文土器（327）、高杯（384～387）、蓋（388、389）、

土錘（390）は中央部から折損したものである。その中で底面直上より（205、325）等が出土

している。石器は石斧、石包丁等が出土した。

ピット

PI

Plは、Aトレンチの東側に位置する。第I層を除去した段階で検出した。平面形は円形を

呈する。規模は、径0・4m、深さ0・3mを測る。埋土は黒褐色土である。遺物は、弥生土器鉢

（142）が出土している。

5．まとめ

本調査区においては、弥生時代の遺構として、土砿5基、自然流路2条を検出した。SR2

を除けばすべて西側のAトレンチからである。全体的に近代の撹乱が多く、Bトレンチでは近

世の遺構がほとんどである。西見当遺跡は、南四国における弥生時代前期の標準遺跡でもあり、

弥生文化成立期を考える上でも重要な遺跡である。また本調査においても貴重な成果を得るこ

とができた。Aトレンチ中央より東側に位置するSK4とBトレンチの東端に位置するSR2

から、朝鮮系無文土器の口綾部破片が出土した。SK4から出土した朝鮮系無文土器は、主に

中期I・IIに編年される土器細片と共に埋土中より出土しており、また前期の底部破片も若干

出土していることから、これらと共に混入したものと考えられる。遺構も検出面より底面が広

いなどの特徴をもっている。これらの事実から、弥生時代前期後半より中期にかけて、積極的

な人間集団の交流が行われ、北九州からの文化伝播があったことを確認することができ、その

九州を通した外来文化の搬入という点で貴重な資料である。次にSK2・3から出土した一括

資料について記述する。SK2からは、如意形を呈し口唇部に刻目をもつ嚢や、またSK3か

らは、壷が出土している。従来、西見当II式と呼ばれていたもので、田村遺跡群の時期区分の

前期IIIの段階である。これら一括資料が出土した遺構は、田村遺跡群の中で前期IIIの遺構が分

布する南限にあたり、貴重な資料である。
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第8表　土砿計測表

挿 図 番号 遺 構 番号 平　 面 形

規　　 模　　 回

長 軸 方 向 断 面 形 備　　　　　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 1 2 図 S　 K l ．楕　 円 形 2 ．1 5 0 ．18 N － 3 6 0 － W 逆　 台 形

／／ S　 K　 2 ／／ 1．9 3 0 ．2 0 1！

／！ S　 K　 3 方　　 形 1．5 0 1 ．0 0 0 ．7 0 N － 2 2 0－ E 箱　　 形

／／ S　 K　 4 ／／ 0 ．9 0 0 ．5 5 0 ．2 5 N － 3 0 0 － E 袋　　 状

／／ S　 K　 5 楕　 円 形 0 ．9 0 0 ．7 8 0 ．1 3 N － 28 0 － E 逆　 台 形
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第9表　遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構番号 器　 種

口径

法 量　 器高
（cm ） 霊琵

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K l 士互E

19 ．4 口綾部 は外 反 し、貼付 口緑。 口唇 部ナ デ。 ロ綾部 か ら頸 部 にか 淡 黄灰色 。

（14 ．7 ） 口唇 部 上 下 端 に 刻 目。胴上 部 に け て外面縦 のパ ケ 目、胴部 もパ ケ
櫛描 直線文 、簾状 文 、5 本単位 の櫛
描 波状文 が施 され る。

目調 整で あ る。

2 1／ ／／
（ 6 ．2）

5 ．4

底部 は平底 。胴 部 は直線的 に外傾

して立 ち上が る。
外面 不明 。内面一 部パ ケ 目が残 る。 内面　 黒茶 褐

色。
外面　 赤茶 褐
色 。

薄手 土器 。

3 ／／ 紡錘 車

直径 4 ．1

厚 さ　 0 ．9

重 量 15 ．0

（g）

ほ ぼ完形 畠で ある。 円形 を呈 す る。 穿孔 は両面 か らお こなわれ てい る。
周縁 部は 、磨滅 して丸 くな って い

る。

内面　 黄灰 色。
外面　 黄赤 褐
色。

土器 片転用 。

4 ／！ ・＝土ゴ・笠

15 ．0

（ 7 ．1 ）

頸部 はほぼ 直線的 で ある。上 か ら

8 本、 5 本 、 4 本 単 位 の 櫛 描 直
線の上 に 2 条の刻 目を付 した貼 付
突帯 。

内面 に指頭 庄痕 が残 る。 赤褐 色。

5 ／／ ／／
（10 ．0 ）

32 ．0

胴上部 の破 片で ある。上 部か ら、

刻 目、櫛 描直線 文 、波状文 、簾状

文 、櫛指 の山形 文が施 され る。

内面 はナデ調 整 、指頭圧 痕が 残 る。 内面　 灰黄褐
色。
外面　 黒茶褐

色。

6 S K 2 ‘蛮

17 ．6 如 意形 に外 反す る。 口唇部 に刻 目 口綾 部 外面 ヨコナ デ。 その他磨 耗 黄 白色 。

（ 8 ．0 ） が施 され る。 して不明 。

7 ／／ ／！

19 ．2 如 意形 に外反 す る口綾部 を もつ 。 口綾 部 外面 は ヨコ ナ デ 。内面 は 内面　 灰黄褐

（8 ．8 ） 口唇部 に刻 目が施 され る。胴部 が

や や張 る。
指 ナデ。 色。

外面　 灰褐色 。

8 ／／ ／！

17 ．1

（6 ．7）

如 意形 に外 反す る口綾部をもつ。 口
唇 部に刻 目が施 され る。

胴部 がやや 張 る。

口綾 部外 面は ヨ コナ デ。

9 S K 3 士冨互

12 ．5 口綾 部 は外反す る。胴 上部 に 4 ～ 口綾部 内 外面 ヨコナ デ。 胴上 部 外

（ 9 ．9） 6 本 単位 で縦 にへ ラ描 沈線 が施 さ 面 に へ ラ磨 き が施 さ れ る。内面
れ る。 に指頭 圧痕 が残 る。

10 ／／ ／！

16 ．0 口綾 部 は大 き く外反す る。 胴上部 口綾部 か ら頸部 にか けて、 外面ハ 内面 に黒斑 。

（ 8 ．0 ） に一 本のへ ラ描 洗練が 施 され る。 ケ 目の 後へ ラ磨 き。内面 ナデの 後

へ ラ磨 き。胴部 内面 はナ デ調整 。

11 ／／ ！／

－ 底部 は平 底 。 胴 部 は 大 き く開 い 外面 は縦の パケ 目　 内面 は不 明だ

（ 5 ．0 ）

8 ．6

て立 ち上が る。 ヽ
が指頭 圧痕 が残 る。

12 ／！ 11
（ 4 ．3 ）

9 ．6

底部 は平底 。 外面パ ケ 目の 後横方 向の磨 き。

13 ／／ ／／
（ 6 ．6 ）

9 ．4

底 部 はほぼ平 底。 外 面は 、縦 のパ ケ 目が一 部確 察で

きる。
外面 に黒斑 。

14 ／1 蛮

18 ．2 如 意形 に外反 す る口綾部 を もつ 。 口綾 部 内外面 ヨ コナ デ 。胴 部 内

（ 6 ．2 ） 口唇部 に刻 目が施 され る。 外面 ナデ 調整 が施 され る。

15 ／／ 1／

23 ．2

（ 2 ．0 ）

如 意形 に外反 す る口綾部 を もつ 。

口唇 部 に刻 目が施 され る。
内 外面 ヨ コナ デ調整 。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

琵票 嘉菱

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S K 3 喪

25 ．5

（ 1 ．9 ）

如意形 に外 反す る口綾部 をもつ 。

口唇部 に刻 目が施 され る。

内外面 共不 明。 磨 耗が著 しい。

17 ／／ ／／

19 ．2

（ 6 ．7 ）
／／

口綾部 内面 ナデ 、外面パ ケ 目の後
ナデ。 胴部 外面 は縦位 のパ ケ 目調

整が施 され る。

18 ／／ ／／
（7 ．6 ）

5 ．6

底部 は平底 。胴部 は直 線的 に外傾

して 立 ち上 が る。

外面 は縦のパ ケ 目調整 。

19 ／／ ／／
（6 ．4 ）

7 ．6

／／

外面 は縦 のパケ 目。 内面はへ ラ削

りが施 される。

20 ／／ ／／
（7 ．3）

11 ．0

／／

外面 は縦位 のパ ケ 目。 内面 はナデ
調整 。

内外 面に黒 斑。

121 ／／ ／／
（5 ．1 ）

11 ．4

底部 はやや 上 げ底 。 外面 は縦位 のパ ケ 目調 整。

2 2 J／ ／／

底 部は上 げ底 。 不 明。

23 ／／ 1／
（4 ．4 ）

6 ．0

底 部 は平底 。 外 面縦 のパ ケ 目。

24 S K 4 ／／

24 ．4

（ 6 ．0 ）

ロ緑部 は折 りま げて巻 きこん でい

る。朝 鮮無文 土器 であ る。

内外面磨 耗 して不 明。 内面　 黄 褐色 。

外 面　 赤 茶褐

色。

25 S K 5 士竺E

15 ．0 口綾部 は大 き く外 反す る。 口唇 部 口縁部貼 付後 ナデ 。頸部 にか けて

（1 ．7 ） に刻 昌を施す 。貼付 口縁 。 パ ケ 目調 整が 観察 で きる。．

26 S R l ／／

－ 胴部 のみ の破 片 であ る。胴上部 に 外面磨耗 が著 しいが、一 部へ ラ磨

（15 ．5 ）

30 ．6

2 本 の沈線 、区画 中に 6 本単位 の

へ ラ描 山形 文が施 され てい る。

きが観 察 で きる。

27 ／／ ／／

1‘2 ．4

（4 ．6 ）

口縁 部 は 大 き く外 反．す る。・胴 上

部 に 浅い沈 線 と微 隆起帯 に刻 目が
施 され る。

内面 はナデ調 整。

28 ／／ 1／

14 ．2

（ 3 ．0 ）

ロ緑 部 は 外 反 す る。 口唇部 下端

に刻 目。頸 部にへ ラ描 沈線が施 さ

れ る。

不 明。 磨 耗が 著 しい。

29 1／ ／1

17 ．8 ロ緑 部 は漏 斗 状 に 開 く＿。貼 付 口 ロ綾部 外 面貼付 後指頭 圧痕 。頸部

（3 ．4 ） 縁 。 ロ縁 内面 に 3 条 の刻 目を付 し

た 突帯 を貼付。 内側か ら穿孔 が施
され る。

に縦 のパ ケ 目。

30 ／／ ／J

16 ．7

（ 4 ．1）

ロ綾 部 は緩やか に外反 。 口緑 部貼

付後刻 目。

口綾部 内面 ヨコナデ 、外面パ ケ 目。 内面　 自褐 色 。
外 面　 黒褐 色 。

薄手 土器 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S R l 士璽

14 ．8

（4 ．6 ）

口 綾 部 は 大 き く外 反。 口唇部下

端 に刻 目。
不明 。 磨耗 が著 しい 。

32 ！／ ／！

19 ．0

（ 4 ．2）

ロ綾部 は外反す る。 口唇部下 端 に

刻 目。
外面 パケ 目。 内 面はナ デ調整 。

3 3 ／／ ／／

20 ．0

（ 4 ．0 ）

口緑 部は大 き く外反す る。貼付 口
緑。 口唇部 下端 に刻 目。 口縁部 内
面 に 2 条 の刻 目を付 した貼付突 帯。

頸部 に棒状 原体 の刺突 。

不 明 。 磨 耗が著 しい。

胎 土に雲 母片
を含む 。

34 ／／ ／／

25 ．4 口綾部 は大 き く外 反。貼付 口緑 。 口綾部 外面 貼付後指 頭庄 痕　 頸部

（3 ．2 ） 口唇 部 上 下 端 に 刻 目。 内面 に 2

条の刻 目を付 した微 隆起帯 。
0　　　　／ヽ

には ナデが施 される。

35 ／／ ／／

2 5．6

（3 ．5）

口綾部 は大 き く外反 す る。 口唇部
上 下端 に 刻 目。 頸 部 に隆 起帯 の

後刻 目。

不 明。 磨耗 が著 しい。

36 ／／ ／／

18 ．8

（ 3 ．8 ）

口綾 部 は大 き く外反す る。貼 付 口
縁 。

口綾部 外面 貼付後 指頭庄 痕。 暗茶褐 色。

薄手土 器。

37 ／！ ／！

17 ．0

（ 2 ．0 ）

口綾部 大 き く外反 。貼付 口縁 。 口綾 部外 面貼付 後指 頭圧痕 。頸 部
外面 パ ケ 目、 内面は ナデ調 整。

38 ／／ 11

12 ．1

（ 5 ．0 ）

口綾部 は外反 す る。 貼付 口緑。 口綾部 外 面 貼 付 後 指 頭 圧 痕 、 内
面はパ ケ 目。頸部 外面 パ ケ 目、 内

面は ナデ調 整。

39 ／1 11

17 ．4 頸部 か らなめ らかに 立 ち上 が り、 貼付後 指頭圧 痕 。 口緑部 内 面パ ケ

（7 ．0 ） 口綾 部 は外反す る。 貼付 口縁。 目の後 ナデ調 整。

4 0 ！／ ／／

21 ．0

（ 4 ．8 ）

口綾部 大 き く外 反。貼付 口緑 。 貼付 後指 頭圧 痕。 内面横 位のパ ケ
目、外面 縦 のパケ 目。

薄 手土器 。

41 ／／ ／／

14 ．3

（ 4 ．3 ）

口綾部 は外反す る。 貼付 口縁。 貼付後 指頭圧 痕。 口唇部 ヨコナデ。
頸 部 外面縦 のパ ケ 目。

42 ／／ ／／

11 ．4

（7 ．5 ）

口縁部 は外反 す る。 貼付 口緑。 口綾部 外 面貼付 後 、へ ラ状工具 に

よる押 圧 が施 され る。 内外 面指頭
圧痕 がつ く。

43 ／！ 11

14 ．8

（4 ．2 ）

口綾 部は漏 斗状 に開 く。貼 付 口緑 。

口綾 部に刺 突 によ る穿孔が施 され
る。

貼付後 指頭 庄痕 。

4 4 ／！ ／／

20 ．4

（ 2 ．8 ）

口綾 部 は漏 斗 状 に 開 く。 口唇 部
上端 に貼付 突帯後刻 目。 口縁部 内

面 に貼付突帯 と棒 状工具 に よる円
孔が 穿たれ る。

内外面ナ デ調 整。 薄 手土器 。

45 ／／ ／／

13 ．8

（ 2 ．．1 ）

口綾部 は外反 。貼付 突帯 後、 口唇

部 に刻 目。
貼付 後外 面に指 頭圧痕 。
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 S R l 士璽E

18 ．2 ロ縁部外反、貼 付 口縁 。口唇部 にハ 貼 付後 外面 に指頭庄 痕。 頸部 外面
」　」

（4 ．9 ） ケ状工具 に よ る刻 目。 に縦位 のパ ケ 目、 内面横位 のパ ケ

目調整 。

47 ／／ ／／

19 ．2

（ 4 ．3 ）

ロ綾部 は外 反す る。 口綾 部 を独 立

して 貼付。 ロ綾部 内面 と、 口唇部

に刻 目。 ．

不 明 。 磨 耗が 著 しい。

48 ／／ ／／

19 ．9 ロ綾 部は大 き く外反す る。 貼付 口 口唇部 中央 は、強い‘ヨコナデのため

（2 ．2 ） 緑 。 口唇部 上 下端 に刻 目。 窪む 。

49 ／／ ／／

26 ．8 ロ緑 部 は外反す る。 貼付 口縁。．口 口唇 部ナ デの ため窪 む。 ロ緑 部 内

ノ
（4 ．4 ） 唇部 下端 に刻 目。 面 はへ フ磨 き。貼付 後外面 は指頭

庄痕 。

50 ／／ ／／

17 ．0 直 立 した頸部 か らロ緑部 は外反 す 貼付 後外 面に指 頭庄痕 。頸 部外 画

一　ヽ一（4 ．1 ） る。貼付 口緑 。 口唇 部に 浅い沈 線。

口唇部下 端 に刻 目。

縦 のパ ケ 目、内面ナ デ調整 。

51 ／／ J／

18 ．8 ロ縁部 は外 反す る。貼付 口緑 。 口 貼 付後 外面 に指頭圧 痕 。内面 にハ

（2 ．6 ） 綾部 内面 と口唇部 に刻 目。 ケ 目調 整。

52 ！／ ／／

18 ．4 口緑部 は 外反す る。 ロ緑部粘 土帯 口綾部 外面 貼 付 後 指 頭 圧 痕 。 内

ー　ヽ．・．．‾
（3 ．0 ） 貼付 後 、内面か ら円孔 を穿つ 。 口

唇部 は肥厚 し端 に斜格 子文 。

面は ナデ調 整。

53 ／／ ／！

22 ．2

（ 1．5 ）

ロ綾 部の小 破片 で あるd　口唇 部端

面 に斜格子 文。

不明 。

54 ／／ ／／

2 0．4

（ 1 ．8 ）

口綾部 の小破片 で ある。 口唇部端

面 にパ ケ状工具 に よる刻 目、内面
に刻 目が施 され る。

外面 に指 頭圧痕 。

55 ／／ ／／

19 ．6 口綾部 は大 き く外 反す る。貼付 口 口唇 部パ ケ 目の後ナ デ。 貼付後指

（8 ．0 ） 緑。端 面に棒 状工具 に よる山形 文。 頭庄 痕 。口綾 部 内 面 ナ デ 調 整 。
頸部 に櫛描 波状文 と直線文 。 頸 部外面 パ ケ 目。

56 1／ 1／

20 ．2 ロ縁部 は大 き く外 反す る。貼付 口 口唇部 ヨ コナ デに よ り窪 む。 内外 薄 手土 器 。

ヽ
（10 ．8 ） 縁で 口唇部下 に刻 目。 ロ縁外面 に

櫛 描直 線文 、頸部 外面 も櫛描 に よ

る縦線 と櫛描 直線 文。胴 上部 に円
形浮文 と微 隆起帯 。

面 ナデ調 整。 口緑付近 内面
淡 灰褐色 、そ

の他 、淡 黄茶
褐 色。

57 ／／ ／！

26 ．8

（ 3 ．0 ）

口綾 部大 き く外反 す る。貼付 後 口
唇部 に刻 目。頸部 にへ ラに よる沈

線。

不 明 。 磨 耗 が著 しい。
薄手土 器

内面　 黄褐 色。
外面　 白灰褐
色。

58 ／／ 11

44 ．7

（ 5．8）

口綾 部大 き く外 反。貼 付 口縁 。 口

唇部 下端 に刻 目。外面 に貼付 の微
隆 起帯。胴 上部 に微 隆起帯 。

内外 面ナ デ調整 。 薄手 土器。

59 J／

′

／J

2 2 ．4

（ 1 ．5 ）

口綾部 は大 き く外反 。貼付 口縁 。

口唇部下端 に刻 目。 外面 に浅 い沈
線 と微 隆起帯 。 ／／ 1／

60 ／／ ！／

2 1 ．0

（ 2 ．8 ）

口綾部 は大 き く外反 。貼付 口縁 。

口唇部 に刻 目。外面 に微 隆起帯 。
／／ ／／
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

61 S R l 士璽

19 ．3 口綾 部は 大 き く外反 。貼付突 帯。 口綾 部外 面 ヨコナデ、 内面 ナデ調 薄手 土器 。

（1 ．6 ） 口唇 部下端 に刻 目。外 面に浅 い沈
線 。

整。

6 2 ／！ ／／

16 ．0

（ 2 ．0 ）

ロ綾 部大 き く外 反。貼 付 口縁 。 口

唇部 下端 に刻 目。 2 条 の微隆 起帯
が貼 付。

不 明 。 薄手 土器 。
磨 耗 が著 しい。

63 1／ 1／

15 ．4

（ 2 ．2 ）

口縁部 は大 きく外 反。 貼付 口緑 。

口唇部 下端 に刻 目。

貼 付後指 頭庄痕 。外面 に縦のパケ目。 ・薄手土 器。

64 1／ ／／

12．8 口綾部 はなめ らか に外反 す る。長 口唇部ナ デの ためやや 窪 む。外 面

（6．9 ） く粘土帯 を貼付 す る。 口唇 部やや

肥 厚。
貼付後 指頭圧 痕。 外面ナ デ。 内面
磨 耗 して いるが 、横方 向のパ ケ 目。

65 ！1 ！／

15 ．2

（ 3 ．0）

口綾部大 き く外 反。貼 付 口縁。 外面 貼付後指 頭圧 痕 と頸部 にかけ

て縦 のパ ケ 目。 内面横位のパケ 目。

66 ／／ ／／

15 ．2

（ 3 ．5 ）

ロ緑 部は 外反す る。 口唇 部 は肥厚
す る。

口唇部 はナ デの ため窪 む。 外面パ

ケ 目調 整。

67 11 11

18 ．2 口縁部 は漏斗 状に 開 く。粘 土帯 を 口縁部 内外面 ヨコナデ。 頚部 外面

（5 ．7 ） 貼付 し端部 を拡張 す る。端 面 は 2
本の 凹線文 が施 され る。

は縦 のパ ケ 目、 内面は ナデ調 整。

68 ／／ ／／

2 5 ．8

（ 5 ．0 ）

口綾部 は外反 し、端 部は 肥厚 し拡

張 す る。端面 に 2 本 の 凹線文。 頸
部 に右上 りの刻 目。

口綾部外 面指頭 圧痕 。

69 11 11

2 1．6

（ 8 ．5 ）

口綾部 は外 反す る。貼付 口緑 。 口縁 部貼 付後指 頭庄痕 。 内面横位

のパ ケ 目。頸部 は磨耗 してい るが、
縦 のパ ケ 目。

70 ／／ ／！

19 ．8 口綾 部 は外反す る。 口緑端部 は 、 口縁部 内面 ヨコナデ 、外面指 頭圧 内面 に黒斑 。

（3 ．8 ） 肥厚 して 面 をなす。端 面は 2 本 の

凹線 文。 外面 はパ ケ状 原体 に よる
長 い圧 痕 。貼付 口縁 で、 口唇 部下
端 に刻 目。

痕が残 る。 頸部 内 面 横 位 の パ ケ
目。

71 ／／ ／／

14 ．0 口綾 部 は 緩 や か に 外 反す る。端 口綾部 外面 は ヨコナデ 、内面 は不

（2 ．5 ） 部 は肥厚 して面 をなす 。端面 の上

下端 に刻 目、 その間に 3 本 の凹線
文。

明。

7 2 ／／ ／／

8 ．0

（7 ．6 ）

直 立 す る 頸 部 か ら、 緩 やか に外
反す る。

外面 パケ 目、 内面はナ デ調 整。 内面 に黒斑。

73 ！／ ／／

12 ．8

（4 ．3 ）

口綾部 は外反 す る。端部や や肥厚 。 口唇 融 まヨコナデ。 外面 は縦 のパ

ケ 目。

74 ／／ 1／

14 ．7

（ 4 ．8 ）

口綾部 は大 き く外反 す る。 外面 一部パ ケ 目。 磨耗 が著 しい。

75 ／／ ／1

13 ．5

（ 6 ．9 ）

口綾 部 は大 き く外反 す る。 口綾部 内外 面ナ デ。 口縁部 か ら頸
部 にかけ て内面横 方 向のナ デ、外

面縦 のパ ケ 目。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S R l ・上宝E

12．8

（10 ．6）

口綾部 は外反す る。 口綾 部 内外面 ヨ コナ デ。頸部 内面
ナ デ、外 面は縦 のパ ケ 目調 整。

77 ／／ ／／

12．1

（7 ．0 ）

口綾部 は緩やか に 外反す る。 外面 縦 のパケ 目。 全体 的 に磨 耗

が著 しい。

78 ／J 1／

10 ．0

（ 7 ．3 ）

／／

口綾部 内外面 ヨコナ デ、 外面 は縦

のパ ケ 目、 内面に指 頭庄痕 がつ く。

79 ／／ ／／
（7 ．5 ）

8 ．8

底 部 は平底 で、胴部 は大 きく開 く。 外面縦 のパ ケ 目。 内面指頭 に よ る
ナデ あげ。

内面　 黒灰色。

外面 ．黄 褐色。

80 ／！ ／／
（4 ．7 ）

8 ．2

底部 はやや上 げ底 。 外面へ ラ磨 き。内面 はナデ 。

81 ／／ ／／

－
底部 は平底 。胴部 は直 線的 に外上 外面縦 のパケ 目。 内面指頭 庄痕が 内面　 灰黒 色。

（6 ．0 ）

10 ．0

方 に立 ち上 が る。 残 る。 外面　 灰褐 色。

82 ／／ ／／
（4 ．8 ）

9 ．6

底部 は平底 。胴部 は大 き く開 く。 外面 縦のパ ケ 目。 内面 はナ デ調整 。 内面 樹脂状 物

塗布 。磨耗 が
若干 進む 。

内面　 黒褐 色 。

外 面　 赤褐 色 。

83 ／／ ／／
（5 ．8 ）

10 ．4

底部 は平 底。 外面 縦のパ ケ 目。 内面指 によ る強

いナデ あげ。

内面 に黒斑 。

84 ／／ ／／
（3 ．8 ）

10 ．2

／／

外 面縦の パ ケ 目。 内面に 指頭庄痕

が残 る。

外 面の底部 附
近 に黒斑 有 り。

85 ／／ ／／
（4 ．6 ）

10 ．0

／／

不 明。 磨耗 が著 しい。

86 ！／ Jl
（ 4 ．1 ）

11 ．4

底部 はやや上 げ底 。

／1 ／／

8 7 ／／ ／／
（6 ．4）

11 ．4

／／

外面一 部 に へ ラ磨 き 、 内 面 へ ラ

削 り。 指頭圧 痕 。

内面 に黒斑。
外部 に若干 の

煤状 炭化物 。

88 ／／ ／／ ／／

外 面へ ラ 磨 き。 内 面 ナ デ調 整。

指頭庄 痕が 残 る。

89 ／！ ／／

6 ．0

（4 ．4 ）

底部 は平 底。 外面パ ケ の後ナ デ。 内面指頭 圧痕 。 薄手 土器。 外
面底部 に黒 斑。
内面　 白灰 色。

外面　 灰黄褐
色 。

90 ／1 ／／
（3 ．1 ）

7 ．0

／／

不 明。 磨耗 が著 しい。

薄手 土器 。
下胴 部に煤 状
炭化物 。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

91 S R l 蛮

26 ．6

（ 3 ．9 ）

‾　　　†

如 意形 に外反す る口綾 部 を もつ 。

口唇部下端 に刻 目。
不 明。 磨耗 が著 しい。

92 ／／ ／！

20 ．5

（ 4 ．4 ）
／J 1／ ／！

93 ！／ ！／

18 ．4

（ 4 ．7 ）

口綾 部は大 き く外反す る。 口唇部
下端 に刻 目。 胴上 部 に一 条 のへ ラ

描沈 線が施 され る。

口綾 部内 外面ナ デ。

94 ／／ ／／

17 ．9

（ 6 ．0 ）

日録部 は如 意形 に外反す る。 不 明。 磨 耗 が著 しい。

95 ／／ ／／

15 ．8

（ 2 ．6 ）

口縁 部 は緩 や か に 外反 す る。 口
唇 部上 下端 に刻 目。外面 にへ ラ描
沈線が 施 される。

口唇部 は ヨコナデ のため 窪む 。 内面 に黒斑 。

96 ／／ ／／

15 ．4

（ 7 ．4 ）

口綾部 は如意 形に 外反す る。 口綾部 内外面 ヨコナデ。 外面縦 の

パ ケ 目、内面 はナ デ調整 。

内面 に黒斑。

97 ／／ ／／

19 ．1

（ 5．4 ）

口縁部 くの字状 に外 反す る。 口縁 部 内外面 ヨコナ デ。 内面　 黒褐色。

（二次 焼成）
外 面　 黄 褐色 。
内面に炭 化物

付 着。

98 ／／ ／／

1 1．0 口緑 部 くの字状 に外 反、端部 やや 口唇部 ナ デの ため窪 む。 口縁部 内

（3 ．0） 肥厚 す る。 面横位 のパ ケ 目、外面 ヨコナデ の

後パ ケ 目。 胴上部 縦 のパ ケ 目。

99 ／／ ／／

16 ．6

（ 4 ．5）

口縁 部 くの字状 に外反 す る。 口唇部 ナデ のため 窪む 。 口縁 部 内

外面 ヨ コナ デ調整 。
内面 に黒斑 。

100 ／／ ！／

14 ．0 口縁 部は 外 反 す る 。 端 部 や や 肥 口縁部 内外 面 ヨコナデ。 頸部 外面

（6 ．8 ） 厚す る。 は縦 のパ ケ 目。

10 1 ／／ ／！

14 ．0 ロ綾部 は くの字状 に外 反。端部 は ロ綾 部 外 面 ヨ コ ナ デ 。頸部 か ら 口緑付 近 に煤

（5 ．8 ） 肥厚 して面 をなす 。端 面に 凹線文 胴 部 にかけ て縦 のパ ケ 目。胴 部内 状 炭化物付着。
が施 され るが、 はっ き りしない。 面 へ ラ削 り。

10 2 ／／ ／！

15 ．0 口綾部 は くの字状 に外反 す る。端 口綾部 内外面 ヨコナデ。 胴部 外面

（3 ．7 ） 部 は 肥 厚 し面 を な す 。端 面 に 2
本の 凹線文が 施 され る。

パ ケ 目、内面 はナ デ調整 。

103 ／／ ／／

．15 ．4

（ 3 ．0 ）

口綾部 は大 き く外 反し、口唇部は上
方 にやや 突 出す る。

口縁 部 内外面 ヨコナデ。

104 1／ ／／

15 ．0 口綾部 は外反 し、端 部は 肥厚 し面 口綾 部 外面 ヨ コナ デ。 頸 部か ら胴

（5．0 ） をなす 。 2 本 の浅 い凹線文 が施 さ 部 にか けて縦 のパ ケ 目。 内面 に指
れ る。 頭庄 痕が 残 る。

105 ／／ ／／

16 ．2 口綾部 は外反 す る。端 部 は貼付 で 日経 部外 面 ヨコナデこ　頸部 か ら胴

（4 ．0） 拡 張す る。端面 に 2 本の 凹線文 。 上部 にか けて縦 のパ ケ 目。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

10 6 S R l 無

22 ．8 ロ緑 部 くの字状 に外反 。端部 は肥 口 縁 部 内 外 面 ヨ コナ デ。胴 部外

（3 ．0 ） 厚 して面 をなす 。端面 に 3 本 の 凹

線文 。 2 ヶ所 に 竹 管 刺 突 文 が 施
される。

面 にパ ケ 目。

107 ／／ ！／

15 ．2 ロ縁 部は くの字状 に 外反。肩 部が ロ縁部 内外面 ヨコナデ 。胴部 外面 外面 、 口唇部

（6 ．5） やや 張 る。 パケ 目、 内面へ フ削 り。 近 くに煤状 炭

化 物 。

108 ／／ ／／

12 ．由

（7 ．0 ）

口綾 部は 外反す る。 不明 。 磨耗 が著 しい。

109 ／／ ／／

17 ．8

（ 9 ．6）

口綾 部 は緩 やか に外 反す る。 ロ縁 部か ら胴上 部は縦 のパ ケ 目、
胴 部 中程 か ら横 の パ ケ 目。 口綾

部 内面は横 位 のパケ 目。胴部 内面
に指 頭庄痕 が残 る。

110 ／1 ／／

15 ．8 口緑部 は外反す る。肩 部 はや や張 口縁 部外 面横方 向の ナデ。 胴部 内

（7 ．4 ） る。 面 に指頭圧 痕。

111 ／／ ／1

19 ．0 口綾部 は くの字 状 に外反 。端 部 は 口綾 部 内外面 ヨ コナ デ。胴 部 内面

（3 ．4 ） や や肥厚 す る。 は ナデ。

112 ／／ ／／

17 ．4

（2 ．7 ）
／／

口唇 部 はナデ のため 窪む。 口綾部
外 面 ヨコナデ 。頸部 か ら胴 上部 に

か けて縦 のパ ケ 目。

113 1／ ／／

－
ロ綾部 は くの字状に外反。端部はや 口綾部 内外面 ヨコナ デ。 外面の一

や 肥厚 。 口唇部 は擬 凹線 。 部 にパ ケ 目が残 る。 胴部 外面縦 の

パ ケ 目、内面 はへ ラ削 り。

114 ／／ ／／

2 2 ．0

（ 3 ．0 ）

口緑部 は くの字状 に外反 す る。 さ

らに上 方に拡 張 し面 をなす。 端 面

に 2 本 の凹線 文。

ロ綾部 外面 に ヨコナチ．調 整。

115 1／ ／！

2 4 ．2

（ 4 ．0）

口綾部 は外反 し、さらに端部 は上 方

に拡張 し面 をなす 。端面 に凹線 文
が施さるれが、磨耗 では っ きりしな

い。

不 明。 磨 耗が著 しい。

1 16 ／／ ／／

12 ．2

（4 ．7 ）

口綾部 は外反 す る。 口緑部 内面横位 のパ ケ 目。 胴部 内
面 は不定 方 向のナ デ。

117 ／／ ／／
（4 ．8 ）

6 ．2

底 部 は上 げ底 。 外 面は縦 位 のパ ケ目。 内面に 黒斑。

118 ／／ ／／
（3 ．9 ）

7 ．4

底部 は平底 。 外面は縦 のパ ケ 目。内面 に指頭 圧

痕 。

外面 、樹 脂状
物 塗布 。

1 19 ／／ ／！
（4 ．1）

8 ．3

！／

不 明。 磨 耗が 著 しい。

12 0 1／ ／1
（4 ．7 ）

5 ．6

／／

外面 は縦 のパ ケ 目 と指頭圧 痕 が残

る。

底 部近 くに繊

維 痕。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

121 S R l 無
（3 ．7 ）

8 ．0

底部 は平底 。 外面 パケ 目。内面 はナ デ調整 。

122 ／／ ／／
（4 ．5 ）

7 ．4

／／

外面 ナデ調 整。 内面に指 頭圧痕 が
残 る。

12 3 ／／ ／／
（4 ．5 ）

9 ．6

／／ ／／

124 ！／ ／！
（3 ．5 ）

7 ．2

底 部 はや や あげ底 。 内外面 ナデ調 整。 内面 に指頭庄 痕

が 残 る。

125 ／／ 1／
（4 ．1 ）

9 ．0

底 部 はや や あげ底 で、器 壁が 薄い。 内面 は縦 方向 のへ ラ削 り。 外 面に黒 斑。
内面　 灰 黒色 。
外面　 暗赤 褐

色 。

126 ！／ ／／
（5 ．5）

5 ．7

底部 は平 底。 不明 。 外面 に黒斑 。
磨耗 が著 しい。

127 ／／ ／／
（3 ．9 ）

8 ．2

／／

内面 に指頭 圧痕 が残 る。 磨耗 が著 しい。

128 ／／ ／／

7 ．0

底部 は平底 。器壁 が厚 い．。 内面 に指 頭圧 痕が 残 る。

12 9 ／／ JJ
（ 8 ．3 ）

4 ．6

底部 はやや上 げ底 。胴部 へやや 内
湾気味 に立 ち上が る。

外面縦 のパ ケ 目。 内面はへ ラ削 り。 外面 に黒斑 。

130 ／／ ／／

4 ．0 底 部 は平 底。 胴部 はやや 内湾気 味

に立 ち上 が る。

内面はへ ラ削 り。

13 1 1／ ／／
（5 ．8 ）

6 ．6

底 部は平 底。 胴部へ 直線 的に立 ち

上 が る。
内面縦 のパ ケ 目。 外面不 明。 外 面に黒 斑。

132 ／／ ／！
（4 ．8 ）

6 ．2

底 部は平 底。 不 明。 磨耗 が著 しい。
内面　 黒 褐色 。
外面　 淡赤褐

色。

133 ！／ 高　 杯

25．．8

（3 ．1）

休部 で屈 曲 し、口綾部 は外傾 す る。
端面 は肥厚 して面 をな し、 2 本の

凹線 文、 口綾部 外面 も 4 本 の凹線
文 。

口綾部 内面 、休部 外面 はナ デ調 整。 内面　 暗茶 褐

色 。

外面　 暗灰 褐
色 。

134 ／／ ／！

25 ．4

（ 5 ．2 ）

休部 で屈 曲 し、口綾 部は 外反す る。 口綾部 内外面 ヨコナデ 。

135 ／！ ／1

25 ．8

（ 3 ．1 ）
1／

不 明。 磨 耗 が著 しい。
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挿 図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

136 S R l 高　 杯

21 ．8

（ 2 ．6 ）

休 部 で屈 曲 し、 ロ緑 部 は外反す る。 不 明。 磨耗 が著 しい 。

137 ／／ ／！

20 ．4 休 部か ら内 湾気味 に外上 方に立 ち 口綾部 内 外 面 へ ラ磨 き。 体 部 外 黒色。

（3 ．3 ） 上 が る。 面 にパ ケ 目調 整。

138 ／／ ！／

－
脚部 はハの字 状 に開 く。中央 に穿 脚 部外 面縦位 のパ ケ 目。 内面 は し

（12 ．0 ）

7 ．0

孔が施 され る。 ぼ り痕 が観察 で きる。

13 9 ／／ ／／
（7 ．4 ）

杯 部 と裾部 が欠損 。脚部 はハ の字
状に 開 く。

内面 に しぼ り痕。 外面不 明。 磨 耗が 著 しい。

140 ／／ ／／
（7 ．6 ）

11 11 J／

14 1 ／／ 鉢

17 ．6

（ 4 ．0 ）

口縁 部で 外反し、端部 が 肥厚す る。 口唇部 外面 ヨコナデの ため 、端 面

は窪 む。外 面は縦 のパ ケ 目、内面
は横 位 のパ ケ 目。

142 P　 l ／／

14 ．6

6 ．4

5 ．6

底部 は上 げ底。胴 部 は外傾 して立
ち上 が り、 口綾部 は外 反す る。

調整 は不明 だが 、指頭圧 痕が 残 る。 外面 に黒斑 。
転用 の鉢か ？

143 S R l ／／

12 ．1 底部 は平底 。胴部 は 外傾 して立 ち 口綾部 内外 面ナ デ。胴 部は磨 耗が

7 ．0 上 が る。 著 しいが 、外面へ フ磨 き。

144 ／／ 蓋

1 5．6

8 ．0

5 ．7

天 井部 は窪む。 口緑部 は外下 方 に

下 る。端部 は丸 くお さめ る。

外面横 位 の叩 き。 内面　 褐黒 色。
外面　 黄赤褐

色。
煤状 炭化 物付
着 。

145 ／／ ／／

3 ．2

（4 ．5）

天井 部 は平 坦。 内外 面指頭 圧痕 が残 る。

146 ／／ 士ヨ互

（9 ．8 ）

9 ．1

2 ．2

小 型の壷 で、 口綾 部 が欠損 。 内面 に指頭 圧痕 が残 る。 外面 に黒斑 。
磨耗 が著 しい。
内面　 灰褐 色。

外面　 赤茶褐
色。

147 S ‘R 2 ／／

（20 ．0 ） 口縁部 は外反す る。 頸部 に有 段部 日録 部内 外面ナ デ調整 。一部 にハ

（4 ．0 ） を もつ 。 ケ状 原体 の庄痕 がつ く。

148 ／／ ／／

1 5．8 ロ綾部 は外反 す る。 頸部 にへ ラ描 口緑 部外 面 に へ ラ磨 き。 内面 は

（3 ．3 ） 沈 線文 が施 され る。 不 明。

149 JJ ／／

16 ．2

（3 ．2 ）

口縁部 は外反す る。 外面 に 3 条 の

へ ラ描沈 線が施 され る。

不 明。

150 1／ ／／

18 ．6 口綾部 は漏斗状 に開 く。端 部は 肥 口綾 部外 面ナ デ調整 。 口唇部 中央 内面　 灰茶 褐

（4 ．2 ） 厚 して 、上下端 に刻 目。頸 部に一

条 のへ ラ描沈線 が施 され る。

は ナデの ためや や窪 む。 色。

外面　 自灰 黄
褐色 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量 ．器 高
（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

151 S R 2 ・＝ヒ・
ヨE

15 ．8

（ 4 ．7 ）

I・一・・・・一．・．・．－

口綾 部 は外反す る。頸 部 に一 条 の

へ ラ描沈 線文。

口緑．部 外面 に指頭 圧痕 が残 る。

152 ／／ ／J

14 ．6 口縁 部 はなめ らかに外 反す る。頸 口縁 部 内面に横位 のパ ケ 目、外面 外面 に樹 脂状

（3 ．3） 部 に 6 本単 位のへ ラ描 沈線 が施 さ

れ る。

にナ デ調 整が施 され る。 物 塗布

153 ／／ ！／

1 1．3

（ 5 ．4 ）

口縁部 は漏 斗状 に開 く。 口綾 部 内

面 に 2 条 の貼付 突帯 と棒 状刺 突文 。
頸部 外面 にへ ラ描沈線 文 とその後

貼付 突帯 に刻 目を付す 。

口縁 部 内外面ナ デ調整 。 内面　 暗灰 褐

茶 色。
外面　 淡赤 黄

茶 色ふ

154 ／1 ／！

20 ．5 ロ綾 部 はなめ らかに 外反す る。端
l山

口綾 部外 面は ヨ コナ デ、 内面はハ

部 はやや 肥厚す る。 口綾部下 端 に

刻 目。頸部 にへ ラ描沈 線 と刻 目を
付 した貼付 突帯 。

ケ 目調整 。

155 ！／ ／／

15 ．6 口 緑 部 は 緩 や か に外 反 。口唇部 口綾 部 と頸部 外面 は縦のパ ケ 目。

（8 ．6 ） 下端 に刻 目。頸 部に 2 条の沈 線間 口綾 部 内面は横 位 のパ ケ 目調整 。 こ、
に刻 目。 内面 に指 頭庄痕 が残 る。

156 ／1 ／／

19 ．0 口綾部 はなめ らかに 外反す る。頸 ロ縁 部 内外面 ヨ コナ デ。頸 部に は

（9 ．0） 部 にパ ケ 目の後 、12 ・のへ ラ描沈 パ ケ 目調 整。 内面に は 、全　 的 に
線 が施 され る。 ナデ と指頭 庄痕 が残 る。

157 ！／ ／／

19 ．0 口綾 部 は外反す る。頸 部 にパ ケ 目 口綾部 内外 面ナ デ調整 。 内面に指

（4 ．6 ） の 後、 5 本のへ ラ描沈 線が確 認 で

きる。

頭庄痕 が残 る。

158 ／／ ／／

16 ．6 口綾 部 はなめ らかに 外反す る。端 口唇部 に ナデ調 整。 外面 にパケ 目

（9 ．8 ） 部や や肥 厚。 口唇部下 端 に刻 目。 調整 。内 面はナ デ。

159 ／／ 11

14 ．2 口綾 部 は外反す る。貼 付 口緑。 口 貼付 後指 頭圧痕 。 その他磨 耗 で不 内面に黒 斑。

（5 ．3） 唇部 上下 端 に刻 目。 明 。 内 面　 灰 白褐
色。

外面　 赤 黄褐
色。

160 ／／ ／／

20 ．1 口縁部 は漏 斗状 に開 く。 口唇 部 はナデ のため窪 む 。口綾部

（1．9） 口唇 部上 下端 に刻 目。 内外面共 ナデ調 整。

161 ／／ ／／

（17 ．6）

（1．5）

口縁部 は漏斗状 に 開 く。端 部は 肥
厚 す る。口綾部 内面 に 3 条 の刻 目

を付 した貼付 突帯。棒 状 の刺突文 。

口唇 部ナ デ調整 。

162 ／！ ／／

27 ．8

（2 ．1）

ロ綾部 は漏斗状 に開 く。端 部は肥

厚す る。 口唇部上 下端 に刻 目。 ロ

綾部 内面 に櫛描 波状文 。

口唇 部 中央はナ デの ため窪 む。

163 ／／ ／／

20 ．2

（ 1．9）

口綾部 は漏斗状 に開 く。 口唇部上
下端 に刻 目。 ロ綾部 内面 に 2 条 の
刻 目を付 した突 帯 と、棒状 刺突 に

よる円孔 が穿 たれ る。

日録 部外 面はナ デ調 整。

164 ／／ ／／

25 ．0

（ 1．7）

口綾部 は漏斗状 に開 く。貼付 突帯

の 後、 口唇部上 下端 に刻 目。 口綾
部 内面 に、 6 本 の櫛描 直線 文の後

に長 い刻 目。

ロ綾 部 内外面ナ デ調 整。 内面に 黒斑。

165 ／／ ／！

14 ．4

（ 6 ．3）

口綾 部 は外反す る。 口綾部 内面 に
簾状 文 。頸部 外 面 は櫛 描 直 線 文

の 間に簾 状文 。

ロ綾 部 内外面 はナデ調 整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

166 S R 2 士翌

24 ．8 口縁 部は漏 斗状 に開 く。 口唇 部 は ロ縁部 外面 ナデ調 整。 口唇部刻 目

（2 ．6 ） 上下 端 に刻 目。 ロ緑部内面に、刻 目．

を付 した 3 条の突帯。内面か ら刺突
されて いるが完 通 してな い。

の後 ナデ。

167 ！／ ／／

25 ．0 ・

（2 ．0 ）

口綾 部破片 で、端 部 はやや 肥厚す

る。口綾部 内面 に刻 目 を付 した 3
条 の突帯 を貼付 。 口唇 部上 下端 に

刻 目。

口唇部 刻 目の前 にナデ 調整 で窪む 。 内面　 明茶 灰

色。
外面　 茶灰 色。

168 ／／ ／／
（4 ．2 ）

口綾 部は 外反す る。 口唇部上 下端

に刻 目。
口縁部 外面 に指頭 圧痕 とナデ 調整 。

169 ／／ ／／

20 ．6

（ 2 ．9 ）

口縁 部は外 反。 口唇部 上下端 に刻
目。

口唇部 ナデ の後刻 目。

17 0 11 ／／

19 ．4 口綾 部は大 き く外反 。貼付 口緑。 ロ綾部 外面 は指頭 庄痕 が残 り、 内

（3 ．6 ） 口唇 部上下 端 に刻 目。 面 はナデ と一部 にパ ケ 目。頸 部外
面 にパ ケ 目の後 ナデ。

171 ／／ ／／

（16 ．8 ）

（4 ．8 ）

口緑 部 は大 き く外反す る。 貼付 口

縁。 口唇部 は 刻 目 口縁 部 外 面 ．に
櫛 描波 状文 と頸部 に櫛描 波状文 の

後、刻 目を付 した貼付突 帯。

口縁部 内面 ナデ調 整 。

172 ／／ ／／

－
胴上 部か ら頸部破 片 であ る。 胴上 頸部 外面 に縦の パケ 目、内面 はナ 外面 に黒斑 。

部 に 4　 、立で 上 か ら　 拍苗直 ′ デ調 整。胴 部　 面に 旨頭庄痕 がつ
文 、波状 文 、 櫛 描 直 線 文 、縦 の

沈 線文が施 され る。
く。

173 ／／ ／／

14 ．4

（ 3 ．8 ）

口縁部 は大 き く外反す る。 口唇部
上下 端 に刻 目。 頸 部 に 櫛 描 直 線

線文 と、刻 目を付 した貼付 突帯。

不 明。 磨滅 が著 しい。

174 ／／ ／／

13 ．7 口縁部 は漏 斗状 に開 く。 口唇部 はナ デの ため窪 む。

（1．9 ） 端部 はやや 肥厚 す る。 口綾部 外面 縦 のパ ケ 目。

175 ／／ ！／

（11 ．7）

（3 ．9）

口綾部 は大 き く外反す る。 口縁 部外面 に指頭 庄痕 。頸部 外面
縦 のパ ケ 目、 内面に指 頭庄痕 が残

る。

176 ／！ ／／

12 ．7 口縁 部は大 き く外反す る。貼 付 口 口唇 部ナデ 調整 。 口縁部 貼付 後指 薄手 土器。

（4 ．0 ） 縁 。 頭庄 痕。 頸部 は横 位 と縦位 のパ ケ

目調 整。

177 ！／ ／／

15 ．8 口綾 部は なめ らかに 外反す る。 口 口綾部 外面 はパ ケ 目調 整。 内面 は 薄手 土器。

（4 ．5） 綾部 外面 に貼付 突帯。 へ ラ磨 き。

17 8 ／／ 1／

17 ．3

（ 2 ．8 ）

口綾 部 は大 き く外反す る。 貼付 後指頭 庄痕 。 内面 に黒斑 。

17 9 ／／ ／！

17 ．2

（ 3 ．8 ）

口綾 部は 外反す る。貼 付 口縁 。 口縁部貼 付後指 頭庄痕 。 口綾部 内

面 に横 のパケ 目。

180 ！／ ／／

14 ．8

（ 3 ．6）
〃

口綾部 貼付 後指頭 庄痕 、内面 は横

位のパ ケ 目。頸部 外面縦 のパ ケ 目。
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I

挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

．　 ▼

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 8 1 S R 2 ・＝l＝・
璽E

1 6 ．0 ロ 縁 部 は 大 き く外 反 す る 。 貼 付 口 口綾 部 貼 付 後 指 頭 圧 痕 。 内 面 は 横

（ 4 ．0 ） 縁 。 位 の パ ケ 目 。 外 面 に 縦 の パ ケ 目。

1 8 2 ／！ ／／

1 5 ．0

（ 5 ．8 ）

／／

貼 付 後 指 頭 圧 痕 、 内 面 も 指 頭 庄 痕

が 残 る 。

1 8 3 ／！ ／／

1 4 ．6

（ 3 ．3 ）

／／

口縁 部 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。 口唇 部 ナ

デ の た め 窪 む 。 内 面 横 の パ ケ 目 。

頸 部 外 面 は 縦 の パ ケ 目 。

1 8 4 ／／ ／1

1 7 ．0

（ 4 ．5 ）

／／

口綾 部 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。

1 8 5 ！／ 11

1 5 ．0

（ 3 ．0 ）

／／

貼 付 後 指 頭 庄 痕 。 外 面 パ ケ 目の 後

ナ デ 。 内 面 横 の パ ケ 目 。

18 6 ／／ ／／

1 1 ．6

（ 2 ．9 ）

口綾 部 は 外 反 す る 。 貼 付 口縁 。 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。 口綾 部 内 面 に 横

の パ ケ 目。

内 面　 灰 褐 色 。

外 面　 黄 灰 褐

色 。

1 8 7 ／／ ／／

1 5 ．8

（ 5 ．4 ）

／／

口 唇 部 は ナ デ の た め 窪 む 。 貼 付 後

指 頭 庄 痕 。

1 8 8 1／ ／／

（1 8 ．6 ）

（ 5 ．3 ）

／／

口 緑 部 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。

1 8 9 ／1 ／／

1 7 ．6

（ 3 ．0 ）

／／ JJ

黄 褐 色 。

I

1 9 0 ／！ ／1

13 ．6

（ 2 ．2 ）

／1

口 唇 部 は ナ デ の た め 窪 む 。

貼 付 後 指 頭 庄 痕 。

1 9 1 ／／ ／／

1 7 ．2

（ 4 ．5 ）

11 ／／

1 9 2 ／／ ！1

1 3 ．1

（ 3 ．3 ）
J／

口綾 部 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。 頸 部 内 面

ナ デ 調 整 。

薄 手 土 器 。

1 9 3 ／／ ／／

1 5 ．3

（ 3 ．3 ）
／／

口縁 部 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。 内 面 は

横 位 の パ ケ 目 。

薄 手 土 器 。

19 4 ／／ JJ

1 3 ．8

（ 3 ．0 ）

／1

口唇 部 は ナ デ の た め 窪 む 。 貼 付 後

指 頭 圧 痕 。

内 面　 白茶 色 。

外 面　 赤 灰 色 。

1 9 5 1／ 11 ／／ ／／
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

． ・
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

196 S R 2 士竺E

14 ．8 ロ縁部 は外反 す る。貼付 口緑 。 口綾部 内面 はナ デ調整 。 口緑部貼

付 後指頭 圧痕 。

内面 に黒斑 。

薄 手土 器 。

197 ／／ ／／

19 ．2

（ 7 ．2 ）

／／

口唇部 はナ デ。貼付 後指 頭圧痕 。
頸 部か ら胴部 にか けて 内面 に指 頭
庄 痕。

自黄褐 色 。

198 ！／ ／／

19 ．2

（ 5 ．1 ）

／／

貼 付後指 頭圧 痕。

199 ／／ ／／

16 ．7

（ 5 ．8 ）

／／

口唇部 はナ デに よる調整 。

口綾部 内面 に一部 磨 き。

200 ／／ ／／

16 ．9

（ 5 ．0 ）

／／

口唇部 ナデ のため 窪む 。貼付 後指

頭 圧痕 。頸 部外面 に縦 のパ ケ 目。

口綾部 内面横 位 のパ ケ 目。

口綾部 付近 に

黒斑 。

20 1 ／／ ／／

17 ．8

・（3 ．7 ） ／／

口唇部 ナデ のた め窪む 。貼付 後指
頭庄痕 。頸 部は縦 のパ ケ 目。 内面

は横位 のパ ケ 目。

20 2 ／／ ／／

22 ．0

（10 ．9 ）

／1

貼付 後指頭 庄痕 。 ロ緑 部か ら頸部

にか けて横 位の パケ 目。外 面に指
頭圧痕 が 残 る。

口緑 部内面 に

黒斑 。
内面 自灰褐色 。
外面 赤茶褐色 。

203 ／／ ／！

18 ．2

（ 4 ．5）

／／

口唇部 は ナデの ため窪 む。 貼付後

指頭庄 痕 。頸部 外面 はナデ と縦 に
浅いへ ラ状 工具 に よる圧痕 。

204 J／ ／／

18 ．2

（ 5．8 ）
J／

口唇部 は ナデの ため窪 む。 薄 く粘
土帯 貼付後 指頭庄 痕 。 口縁部 内面

パ ケ 目調 整。

2 05 ／／ ／／

28 ．5

（19 ．0 ）

J／

貼付 後指頭 圧痕 。内面 は横位 のパ

ケ 目。頸部 外面 は縦 のパケ 目。胴
部 は横位 と斜位 のパ ケ 目。 内面 は
指頭 庄痕 。

20 6 ／／ ／／

20 ．4 口縁部 は外反 す る。貼付 口縁。 頸 口綾部貼付後指頭圧痕 。頸部 外面縦

（7 ．5 ） 部外面 に 8 － 9 本 の櫛描 直線文 。 のパ ケ 目、内面 横位 のパ ケ 目が施

され る。

207 ／／ ！／

18 ．4

（ 7 ．2 ）

口縁部 は外反 す る。 貼付 口縁。 口唇 部は ナデ。 貼付後 指頭 圧痕 。
外面 縦のパ ケ 目。

208 ／／ ／！

15 ．4 ロ縁部 は漏斗状 に 外反す る。 ロ縁 口唇 部ナ デの ため窪 む。 ロ縁部 外 赤橙 色 。

（2 ．3） 部 内面 に 2 条 の刻 目 を付 した貼付

突帯。

面 に指頭 圧痕 がつ く。

209 ／／ ／／

13 ．0 口綾部 は外反 す る。薄 い貼付突 帯。 ロ綾部 内面 は縦 のパ ケ 目。貼付 後

（3 ．5 ） 口緑部 内面 に は櫛 描 波 状 文 、 棒
状 刺突文 。

指頭 圧痕 。

210 ／／ ／／

－
口綾部 は漏斗状 に外 反す る。貼付 口綾部貼 付後指 頭庄痕 。頸 部に縦

ロ緑 。内面にパ ケ状 原体 に よる押

圧 。

の パケ 目。

－42－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備 ‘‘ 考

211 S R 2 ・土ヨ互

18 ．6 口緑 部は外 反 し、端 部 は肥厚す る。 口縁部 内面 横 位 の パ ケ 目。 口唇 内面 に黒斑 。

（7 ．5 ） 口綾 部内面 か ら棒 状刺 突に よ り円
形 に穿た れる。

部 に指 頭圧痕 。

2 12 ！／ 1／

17 ．6

（ 7 ．9 ）

口縁 部は外 反 し、貼付 口緑。 口綾
部 内面は斜格 子 の刻 目。

口唇部 はナ テ： 貼 付後指 頭圧痕 。 内面　 暗茶 褐
色 。
外面　 暗黄茶

褐色 。

2 13 1／ ／／

16 ．8 口綾部 は なめ らか に外 反す る。 口 口唇部 ナデ調 整。 口綾部 内面 は

（4 ．6 ） 縁部 外面は長 い刻 目。頸 部外面 櫛
描直 線文 。

ナ デ調 整。

2 14 ／／ ／／

22 ．1

（ 3 ．8 ）

口綾部 は外 反 し、端 部は 肥厚す る。

口唇部 下端 に刻 目 とロ緑部 に棒状
刺突文 が施 され る。

白線部 内外面 ナデ調 整。 内面　 黒褐色 。

外面　 茶 褐色 。

215 ／／ ／／

12 ．4 口縁部 は外反 し貼付 口縁 。 口唇部
」Ll山

貼付 後指 頭圧痕 。頸 部 は縦 のパ ケ

下 少雨に刻 臥。 目。

216 ／／ ／／

17 ．0

（ 2．2 ）

口綾部 は漏斗状 に開 く。貼 付 口縁 。

口唇部 に刻 目。
貼付 後指 頭圧痕 。 内面は ナデ調 整。

217 ／／ ／／

2 6．4 口縁部 は漏斗状 に開 く。貼 付 口縁 。 口唇 部ナ デの ためやや 窪 む。 内面に 黒斑。

（1．9 ） 内面に 櫛描 の扇形 文。 貼付 後指頭 庄痕 。

218 ／／ ／／

18 ．8

（ 2 ．1）

口綾 部 は大 き く外反す る。 口唇部

上下端 に刻 目。 ロ縁部 外面 に櫛 描
直線文 。

口縁部 内 面は不 明。

219 ／／ ／／

18 ．8

（ 4 ．0 ）

ロ綾 部は 外反 し、貼付 口緑 で端部
上端 に刻 目。

頸部 内外面 パ ケ 目。

220 1／ ／／

19 ．0

（ 3 ．4 ）

口緑 部 は外反す る。貼 付 口緑 で、

口唇 部に刻 目。
不明 。 全体 的に磨 耗

が著 しい。

221 ／1 1／

口綾 部は 外反す る。 口唇 部下端 に
刻 目、外面 に三角 突帯 を貼付 、そ

の下 に櫛描 直線文 。

口綾部 内外 面ナ デ調整 。

2 22 ／／ 11

－ 口縁部 は外 反す る。貼付 口緑 。 貼付後 指頭 圧痕 。頸 部 外面は縦のハ

口唇部 に刻 目。 ケ 目、 内面 は横 のパケ 目。

2 23 ／！ ／／

27 ．8 口綾部 は外 反す る。 口縁 部 をつ ぎ 口唇部 ナデ で窪む 。外面 は指頭 庄

（4 ．4 ） た して貼付 して いる。 口唇部下 端
に刻 目。

痕 。頸 部外面 縦のパ ケ 目。

224 ／／ ／／

22 ．8 口綾部 は大 き く外 反す る。貼付 口 貼 付後指 頭圧痕 。頸 部外 面は ナデ 外面 に樹脂状

（5 ．8 ） 縁。 口唇部上 下 端に刻 目。 調 整 、内面 は不明 。 物塗布 。

22 5 ／／ J／

15 ．4 口綾部 は漏斗 状に 開 く。 貼 付後指 頭圧 痕。頸 部外 面 はパ ケ

（4 ．0 ） 貼付 口緑。 口唇 部 の 上 下 端 に 刻

目。

目調整 。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

226 S R 2 士苫E

24 ．0

（ 3 ．9 ）

□綾 部は 外反す る。貼 付 口緑 。 口
唇部 上下端 に刻 目。

口唇 部ナ デ。貼 付後指 頭圧痕 。

227 ／！ 11

21 ．4

（ 3 ．2）

口綾 部は 外反す る。貼付口緑。ナデ

の後 口唇部 上下 端 に刻 目。

貼付 後指頭 庄痕 。頸部 外面パ ケ 目。

2 28 1／ ！／

17 ．0 ロ緑 部は 外反す る。 口唇部 ナデ の 口唇 部ナ デの ため窪 む。外 面に指

（2 ．6） 後上 下端 に刻 目。 頭圧痕 。

2 29 11 11

11 ．9

（ 3 ．4 ）

口緑 部は ゆ るや か に外反す る。貼
付 口緑。 口唇部 は上 下端 に刻 目。

不 明。 磨耗 が著 しい 。

2 30 ／／ ／／

（14 ．8 ） 頸部 は直 立 して立 ち上 が り、 ロ縁 貼付 後指 頭圧痕 。 口頸部外 面に縦

（10 ．9） 部 は　 反　 る。貼 寸口縁。 口唇部 のパ ケ 目、　　 は　 立のパ ケ 目。
はナデ の後上下 端 に刻 目。 内 外面指 頭庄痕 が残 る。

231 ／！ ／／

16 ．4 口綾部 は外反 し、端部は肥厚する。 外 面パ ケ 目だ が磨滅 で不 明。 内面

（4 ．0 ） 口唇部上 下端 に刻 目。 は横 位の パ ケ 目。

23 2 ／／ ／／

14 ．6

（ 3 ．6 ）

口綾部 は外反 す る。貼付 口緑。 口
唇 部の 上下 端 に刻 目。

口縁部 内面 にパ ケ 目調整 。

233 1／ 11

13 ．6

（ 3 ．3 ）

ロ綾 部 は 緩 や か に 外反 す る。貼
付 口緑 。 口唇 部上 下端 に刻 目。

不 明。

234 ／／ ／／

11 ．4

（ 3 ．4 ）

口綾部 は外 反す る。貼付 口縁。 口

唇部 は上下端 に刻 目。

貼 付後指 頭圧 痕 。

235 ／／ 1／

（19 ．4 ）

（3 ．5）

ロ綾 部は 外反す る。貼付 口緑 で、

口唇部 上 下端 にナデ の後刻 目。

貼 付後指 頭圧痕 。

236 ／／ ／！

24 ．0 口綾部 は大 き く外 反す る。貼付 後 口唇部 はナ デの ため窪む 。

（8 ．2） 上下端 に刻 目。・口縁部 に棒 状刺 突

文が施 され る。

頸 部内 外面ナ デ調 整。

237 ／／ ／／

27 ．0 口綾 部は大 きく外 反す る。端部 は 口綾部 内面 に横位 のパ ケ 目。 外面

（ 2 ．1 ） 肥厚 して上下 両端 にナデ の後刻 目。 には指頭 庄痕 が残 る。

2 38 ／／ ／／

20 ．0 口綾部 は大 きく外 反す る。端部 は 口唇 部 は 強 い ナ デ の ため窪 む。

（1 ．8 ） 肥厚 す る。端 面 は強 いナ デの 後上 口綾部 内面 は横位 のパ ケ 目、 外面
下端 に刻 目。 には指 頭庄痕 が残 る。

23 9 ／／ ／／

24 ．8

（ 3 ．1 ）

口緑部 は漏斗 状 に開 く。貼付 口縁 。

口唇部 には長 く細 い刻 目がつ く。

口縁部 外面 貼付後指 頭 圧痕 。

24 0 ／！ ！／

22 ．2 口綾部 は大 きく外反す る。貼付 口 口綾部 外面 貼付後指 頭 圧痕 。

（3 ．7 ） 緑。端 部 は肥厚 し面 をなす。端 面

は科格 子の刻 目。

頸部外 面縦 のパ ケ 目。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 構

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

2 4 1 S R 2 ・＝k・ヨ互

2 1 ．6

（ 2 ．0 ）

ロ 綾 部 は 外 反 す る 。 端 部 が や や 肥

厚 す る 。 端 面 に 半 裁 竹 管 状 の 刺 突

が 施 さ れ る 。

口 綾 部 内 外 面 ナ デ 調 整 。 内 面　 赤 黄 褐

色 。

外 面　 赤 褐 色 。

2 4 2 ／／ ／／

19 ．0

（ 1 ．7 ）

口 綾 部 は 漏 斗 状 に 開 く。 貼 付 口 縁 。

端 面 に は 刻 目 。
口 緑 部 外 面 貼 付 後 指 頭 庄 痕 。

2 4 3 11 ／／

2 0 ．0

（ 3 ．7 ）

口 綾 部 は 外 反 す る 。 端 部 はや や 肥

厚 す る。 口 唇 部 は ナ デ の 後 上 下

端 に 刻 目 。

口唇 部 は ナ テこ　 内 外 面 は 不 明 。 磨 滅 が 著 し い 。

2 4 4 ／／ ／／

2 0 ．0

（ 1 ．3 ）

口綾 部 は漏 斗 状 に 開 く。 貼 付 口緑 。

口唇 部 はパ ケ 状 原 体 に よ る圧 痕 。

口綾 部 貼 付 後 指 頭 圧 痕 。

2 4 5 ／！ 1／

2 0 ．0

（ 2 ．0 ）

口縁 部 は 漏 斗 状 に 開 く。 口唇 部 は

斜 位 の 刻 目 。 口綾 部 内面 に も刻 日

が 施 さ れ る 。

口 綾 部 外 面 貼 付 後 指 頭 圧 痕 。

2 4 6 ／／ ／1

1 5 ．4

（ 2 ．6 ）

口 縁 部 は 大 き く外 反 す る 。 貼 付 口

縁 。 口 唇 部 は 刻 目 。

／／

2 4 7 ／／ ！／

17 ．4

（ 3 ．3 ）

11 ／1

2 4 8 ／／ ／／

1 4 ．8

（ 1 ．5 ）

口 緑 部 は 外 反 す る。 貼 付 口 縁 。 口

唇 部 は 刻 目。 ロ 綾 部 内 面 に も刻 目

が 施 され る 。
1／

2 4 9 ／1 ／！

1 5 ．4

（ 4 ．2 ）

口緑 部 は 外 反 す る 。 貼 付 口縁 。 口

唇 部 は 斜 格 子 の 刻 目。 口 縁 部 内 面

は 櫛 描 波 状 文 。
／J

内 面　 黄 茶 褐

色 。

外 面　　 〝

2 5 0 ／／ 1／

1 6 ．0

（ 2 ．5 ）

口綾 部 は 外 反 す る。 貼付 口緑 。 口唇

部 に刻 目。

／／

2 5 1 ／／ ／／

1 6 ．3

（ 3 ．9 ）

／／ ！／

2 5 2 ／／ 1／

1 4 ．2 口 縁 部 は 外 反 す る 。 貼 付 口 緑 。 口 口 綾 部 内 面 は ヨ コナ デ 。 口 緑 部 外

（1 0 ．8 ） 唇 部 に刻 目 を施 す 。 面 は 貼 付 後 指 頭 圧 痕 。 頸 部 は 外 面

ヨ コナ デ 。

2 5 3 ／／ ／／

1 6 ．0

（ 2 ．7 ）

口 綾 部 は 緩 や か に 外 反 し 、 端 部

は 肥 厚 す る 。 口 唇 部 は 斜 格 子 の 刻

目 が 施 さ れ る。

外 面 は ナ デこ　 内 面 は 一 部 に パ ケ 目 。

2 5 4 ！／ ／／

1 9 ．6 口綾 部 は 漏 斗 状 に 開 く。 貼 付 口縁 。 口綾 部 内 面 ナ デ 、 外 面 は パ ケ 目調

（ 1 ．7） 内 面 に パ ケ 状 原 体 に よ る刻 目 と棒

状 工 具 に よ る刺 突 文 。 口唇 部 は パ

ケ 状 原 体 に よ る格 子 の刻 目 。

整 。

2 5 5 ／／ ！／

2 2 ．4

（ 2 ．3 ）

口綾 部 は 漏 斗 状 に 開 く もの と考 え

ら れ る 。 端 部 は垂 下 し 面 を な す 。

端 面 は パ ケ 状 原 体 に よ る 刻 目 。 内

面 は棒 状 工 具 に よ る刺 突 文 。

口 縁 部 内 面 は ナ デ 調 整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

256 S R 2 七宝

19 ．2 口綾 部は大 き く外反す る 。貼 付 口 口綾部 外面 貼付後 指頭庄 痕。 頸部

（4 ．5） 緑 。 口唇部 は斜格 子 の刻 目。 外面縦 のパ ケ 目、内面 は横位 のパ

ケ 目。

257 ／1 ／／

28 ．0

（2 ．4）

／1

ロ綾 部貼付 後指 頭圧療 。

258 ／／ ／／

22 ．0 口 綾部 は 緩 や か．に 外反す る。貼 ロ縁 部外 面貼付 後指頭 庄痕 。頸部

（7 ．5 ） 付 口縁 で端 部 は 広 く・拡 張 す る。

端 面はへ ラ描 に よる斜 格子 の刻 臥，

は 内外面 ナデ調 整。

259 ／／ ／／

2 1．2 口綾部 は外反す る。 貼付 口縁。 口 ロ緑部 外面貼 付後指 頭庄痕 。 内面

（4 ．5 ） 唇 部は斜格 子 の刻 目。 は横位 のパ ケ 目。頸 部 は外面縦 の

パ ケ 目、内面 一部へ ラ磨 き。

260 ／／ ／／

18 ．0 口綾部 は外反す る。 貼付 口縁。 口 口緑 部貼 付後指 頭圧痕 。 頸部 は内

（5 ．0 ） 唇 部 は斜 格子 の刻 目。 口綾 部に は

棒 状工具 に よる刺突 文。

外 面ナデ 調整 。

261 ／／ ／／

（12 ．5 ） 口縁部 は漏斗 状に大 き く開 く。 貼 口綾部か ら頸部 にか けて 、内面 は

（4 ．2 ） 付 口縁 。内面 に貼付 突帯 。 口唇 部

に斜格 子文 。 頸 部 に 10 本 の 櫛 描
直線文 、一 条の貼付 突帯 。

横位 のパ ケ 目。

2 62 ／／ ／／

20 ．2

（ 1 ．4 ）

ロ綾部 は漏斗 状に 開 くもの と思 わ

れ る。貼付 口縁 で、 口唇 部にパ ケ
状原体 に よる刻 目。内面 も 2 段 の
刻 目 と棒状 刺突文 。

263 ／／ ／／

22 ．9 口綾 部は漏斗 状 に開 く。貼付 口緑。 ロ緑部 外面貼 付後 指頭圧 痕、 内面

（3 ．9） 口唇 部にパ ケ状 原体の刻 目。 内面 は　 位 のパ ケ 目。頸部　 面 はナデ
に斜 格子 の圧痕 。 調 整 。

264 ！／ ／／

22 ．4 口縁 部は 外反す る。 口唇 部は 肥厚 口唇部 と外 面は指 頭圧痕 が施 され

（9 ．6） す る。頸部 に簾状 文が施 され る。 る。頸 部 にかけ ては ヨコナデ 調整 。

26 5 ／1 J／

2 1．2 ロ綾 部は 外反す る。貼 付 口緑 。 口 口綾部 貼付 後指頭 庄痕 。内面 はナ

（8 ．2） 部 は刻 目の寺 ナデこ　胴上部 に 7 デ調整 。頸部　　 ナデ 、　 面 は
～ 8 本 単 位 の 櫛 描 直線 と波 状文

が施 され る。

位のパ ケ 目。

26 6 ／／ ／／
（7 ．1 ）

9 ．2

胴 上部か ら頸部 の破 片で あるが 、

3 ・段 の 櫛 描 波 状 文 が 施 され る。

頸部 外面 は縦 のパ ケ 目調 整。

267 ／／ ／！

8 ．6

（10 ．5 ）

口綾 部 は 緩 や か＿に 外 反す る。 口

綾 部外 面にパ ケ状原体 に よる庄痕
と円形 浮文。 頸部 に凹線文 と微隆
起 帯貼付 と櫛描 直線文 。

口唇 部はナ デ調 整 。 薄手 土器 。
内面　 灰色 。
外面　 白黄 褐

色 。

268 ／／ ／／

20 ．1

（ 3 ．1 ）

口綾部 は外反す る。 貼付突 帯。 頸部 内面パ ケ 目調整 。 薄手 土器 。
内面　 黄褐 色。

外面　 赤褐 色。

269 ／／ 1／

2 3 ．6

（ 2 ．8 ）

口綾部 は外反す る。 口唇部 下に刻
目 と外 面 に櫛 描 直 線 文 が施 され

るが明確 で ない。
貼 付 口緑 。

口綾 部 内面 ヨコナデ調 整。 薄手 土器 。

内面　 灰褐 色。
外 面　 淡茶褐
色。

270 ／／ ／／

13 ．8

（ 2 ．4 ）

口綾部 は漏斗状 に開 く。 口唇部下

端 に刻 目。外 面に 2 条の微 隆起 帯。

口縁 部 内面は ナデ調 整。 薄 手土器 。
内面　 淡 黄茶

褐 色。
外 面‘暗灰 褐
色。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

27 1 S R 2 士翌

16 ．7

（ 1 ．6 ）

口綾 部は漏 斗状 に開 く。 口唇 部下

端 に刻 目。 外面 に 2 条 の微隆 起帯
が貼付 され る。

不明 。 薄手 土器 。

272 ／／ J／

17 ．0

（ 4 ．7 ）

ロ綾部 は なめ らか に外 反す る。 口
唇 部下 端に刻 日。

／1

外面 に煤状 炭
化 物。

273 ／／ ／／

2 2．8

（ 2 ．4 ）

口綾部 は大 き く外 反す る。貼付 口
緑 か。 外面 に微 隆起 帯 を貼 付。横

位 と縦 の 櫛描 直線文 が施 され る。 ／／

薄 手土 器。

内面　 淡灰褐
色 。

外 面　 淡 灰黄
褐 色。

274 ／／ ／／

20 ．2 口綾 部 は大 き く外反 す る。 貼付 自 口綾 部外 面に ヨ コナ デ とパ ケ 目か 、 薄手 土器 。

（ 1．6） 緑 。 口唇 部下端 に刻 目。外面 微隆
起帯 を貼付 。

内面 はナ デ調整 。

27 5 ／1 ／／

20 ．6

（ 1 ．7 ）

口綾 部は漏斗 状 に開 く。 口唇部 下
端 に刻 目。 外面 に微隆 起帯 と櫛 指

の縦 線。

口綾部 内面 にナ デ調整 。

／／

276 ／1 1／

20 ．0

（ 1 ．3 ）

口綾部 は大 き く外 反す る。 口唇 部

下 端 に刻 目。 外面 に突帯 を貼付。
外面 に櫛描 直線文 。

不 明。

／／

277 ／／ ／1

胴部 上位 に 2 本 の縦 線 と刻 目。微

隆起 帯 に円形 浮文 を貼 付。

／！ ／／

27 8 ／／ ／／

15 ．8

（ 6 ．6 ）

口綾 部は大 き く外反す る。貼 付 口
緑。 外面 に刻 目。 口綾部 下 にへ ラ
原体 に よる庄痕 。頸部 に隆起 帯。

内面 はナデ 調整 。 薄手土器 。

内外面 ともに

丹 塗 りのあ と。

279 ／／ 1／

14 ．6

（ 4 ．3 ）

頸 部 は 緩 や か に立 ち上 が り、 口
綾 部 は外反 。貼付 口縁 で外面 に刻

目。

内面 に指 頭圧痕 が残 る。 薄手土 器。

280 ／！ ／／

17 ．2

（ 3 ．5 ）

口綾部 は大 き く外反 す る。貼付 口 ‾

緑。 口唇部 下端 に刻 目。頸部 外面

に浅 いへ ラ描に よ る縦 線。

不 明。

／／

281 ／！ ／！

19 ．4

（ 3 ．2）

白線 部 は大 き く外反 。貼付 口縁。

口唇 部下端 に刻 目。 外面 に横 位 の
櫛 描直 線文 。

口綾 部内 外面ナ デ調整 。

／／

28 2 ／／ ！／

17 ．2 口緑 部は ゆ るや かに外 反す る。貼 貼 付後指 頭圧痕 。 口唇部 はナデ 。

（4 ．8 ） 付 口縁。 口綾部 内外面 ナデ調 整。

283 1／ 1／

15 ．8

（ 5 ．0 ）
／／

口唇部 はナデ 、貼付 後指頭 庄痕 。 全体 的に磨 滅

が著 し＿い。

284 ／／ ／／

15．7

（4 ．0）

J／

貼付 後指 頭圧痕 。 内外面 ナデ調整 。

285 ／／ ／／

13 ．2

（ 6 ．4 ）
／／

貼付 後指頭 圧痕 。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

28 6 S R 2 ・土・冨互

15 ．0

（ 5 ．0 ）

ロ綾部 は大 き く外 反す る。貼付 口

縁 。

貼 付後指 頭圧痕 。 外面不 明。 内面

はナデ調 整。

287 ／！ JJ

16 ．8

（ 6 ．4 ）

口緑 部 は 緩 や か に 外 反す る。貼

付 口緑 。

ロ縁部 か ら頸 部 にかけ て縦 のハヶ

月 。

288 ／1 ／！

19 ．8

（ 5 ．5）

口緑 部は 外反す る。貼 付 口緑 。 貼付後 指頭 庄痕 。外面 パケ 目だ が
磨滅 では っ き りしない。

289 ／／ ／1

20 ．8

（ 3 ．6 ）
／／

貼付 後指頭 圧痕 。内面 横位 のパ ケ

目。

290 ／／ ／／

21 ．3

（ 4 ．0 ）
！／

貼付後指 頭庄 痕。

291 ／／ ／J

‘24 ．6

（ 5 ．8 ）
JJ

貼付後指 頭 圧痕。 内面横 位 のパケ

目。

磨 耗 が著 しい。

292 ／！ ／／

24 ．8 口綾部 は外反す る。 貼付 口緑。 口 貼付 後指 頭庄痕 。頸部 内面 に横位

（6 ．0 ） 唇 部下端 に刻 目。 のパ ケ 目。

2 93 ／1 ！／

15 ．5

（ 8 ．6 ）

口緑部 は外反 す る。貼付 口縁。 口唇 部 ナデ調 整。貼 付後指 頭庄痕 。

ロ縁部 内面横 のパ ケ 目。 頸部 は縦

・のパケ 目。 内面 に指 頭庄痕 が残 る。

294 ／／ ／／

（・19 ．8 ） 口緑部 は大 き く外 反す る。貼付 口 貼 付後埠 頭圧 痕。 頸部 外面は縦 の

（3 ．4 ） 緑。 口唇部下 端 に刻 目。 パ ケ 目調 整 。

29 5 ／／ J／

17 ．8

（ 3 ．9 ）

口綾 部 は 緩 や か に 外 反。長 い貼
付 口縁 、その下端 に庄 痕がつ く。

口唇部 ナデこ　ロ綾部 内面ナ デ調整 。 内面　 黄黒灰

色。

外面　 灰黒色 。

296 JJ ／／

12 ．9 口緑部 は大 き く外反 す る。 貼付 口 ロ綾 部内 面に横 位の パケ 目、外面

（4 ．2 ）－ 緑で 、口唇部下 端 に刻 目。 に縦 のパ ケ 目調 整。

297 ／／ ／！

19 ．8 口緑部 は大 き く外 反。厚 い粘土 帯 口唇 部 はパ ケ 目。 ロ綾部 内面横 位
ノ　　　　　　‾

（3 ．4 ） 貼 、L　 を　 る。 口唇部 下端 に のパケ 目、　　 は貼 、イ　 旨頭庄痕 。
刻 目。 外面は縦 のパ ケ 目。

298 ／／ ／／

22 ．2

（ 2 ．7 ）

口綾部 は漏斗 状 に大 き く開 く。 口
唇部 に 3 条 の凹線 文。

内外面不 明 。

299 ／！ ／1

8 ．0 口綾 部 は外反す る。 口唇部下 端 に 口唇部 はナ デの ため窪 む。 ロ緑部

ノ
（5 ．5 ） 刻 目。 内面 ヨコナ デ 、外面貼 付後指 頭圧

痕。 頸部 外面縦位 のパ ケ 目の後ナ
デ 、内面 は剥落 。

300 ／／ ／／

18 ．4

（ 3 ．1 ）

ロ綾部 は大 き く外反 す る。 口唇部

は肥厚 して面 をなす 。 3 条 の 凹線
文 が施 され る。

ロ綾 部 内外面 ヨ コナ デ調整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

30 1 S R 2 士璽E
（1 ．6 ）

5 ．8

底部 は平底 。 不明 。 薄手 土器 。

302 ／／ ／／
（3 ．2 ）

6．4

／／

外面縦 の六 ヶ 目。内面指 頭庄 痕が

残 る。

！／

303 ／／ ／／
（？・3）

6 ．2

底 部は上 げ底 。 外 面縦 のパ ケ 目。 内面は ナデ調 整。

／／

30 4 ／／ ／！
．（5 ．1）

4 ．8

底部 は平底 。 外面 指に よ るナ デ。

／／

305 ／／ ／！
（4 ．6 ）

6 ．8

底 部 は平底 で、胴 部は大 き く開 く。 外面ナ デ調 整。 内面へ ラナデ 。

3 06 ！／ ／1
（3 ．8 ）

10 ．8

底 部は上 げ底 。 不 明。 磨 耗が 著 しい。
外面 に黒斑。

307 ！／ ／／
（3 ．7 ）

10 ．0

底部 は平底 と考 え られ る。胴 部は

大 き く開 いて立 ち上が る。
外面ナ デ。 内面 ナデ調整 。

308 ／／ 11
（4 ．7 ）

9 ．4

底 部 はや や上 げ底 。 外面パ ケ 目。 内面 強いナ デ。 外 面に黒斑 。

3 09 ！／ ／／
（5 ．7 ）

7 ．6

底部 は上 げ底 。 外面 へ ラナデこ　内面 はナデ。

3 10 ／／ ／1
（5 ．8 ）

5 ．4

底部 はやや上 げ底 。胴部 へ大 き く

開 いて立 ち上 が る。
外 面 へ ラ磨 き 。 内面 は指 頭庄 痕

及びへ ラナデ 調整 。

311 ／／ ／1
（4 ．9 ）

9 ．0

底 部 はや や上 げ底 気味 。 外面に縦 のパ ケ 目調 整。 外 面に黒 斑。

312 ／／ ／／

－ 底部 は平 底。胴 部は 大 き く開 いて 外 面 丁 密 なナ デ と縦 のパ ケ 目

（牛 6）

7 ．6

立 ち上が る。 内面 はデデ 調整 。　　　　 0

3 13 ／／ ／／
（5 ．2 ）

13 ．2

底部 はほ ぼ平底 。 不明 。

314 ！／ ／／
（4 ．7 ）

9 ．7

底 部 は上 げ底 。 外 面は縦 位 のパケ 目調 整。

3 15 ／／ ／！
（5 ．4 ）

9 ．8

底部 は平 底。 外面縦 のパ ケ 目。 内面 ナデ あげ と
指頭圧 痕 がつ く。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

　 形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

316 S R 2 士璽E

（5 ．4 ）

9 ．0

底部 は平底 。 内面 に指頭 圧痕 が残 る。

317 ／／ JJ
（ 5 ．8 ）

10 ．6

底 部は上 げ底 。 外面 パ ケ 目。 内面 へ ラ 削 り され

て い るが磨 耗 では っ きり しな い。

内面　 灰黒色 。
外面　 淡赤褐
色。

318 ／／ 1／

－
平 坦 な底部か ら内湾気味に外上 方に 胴部 中位 外面横 位 のパケ目、下位は 内面　 暗黒灰

（9 ．8 ）

6 ．4

立 ち上 が る。 斜位 のパ ケ 目。内面 は強 い指ナ デ。 詰 責擢

灰褐色 。

3 19 ／／ ／／
（4 ．5 ）

8 ．7

底部 は上 げ底。 外面不 明。 内面 はパ ケ 目調整 。

320 ／／ ／／

－
底部 は平底 。胴部 へ直 線的 に立 ち 外面 は縦 の パ ケ 目 と底 部 は へ ラ 外面 に黒斑 。

（6 ．8）

11．4

上 が る。 磨 き。内面 はへ ラナデ だが磨 滅 し

て不 明。

321 ／／ ／／
（6 ．8 ）

10 ．4

底 部は平 底。 外面 パケ 目の後一 部へ ラ 磨 き。

‘内面 はナ チか。

322 ／／ ／／
（11 ．8 ）

6 ．8

底 部 は上 げ底 。胴部へ 直線 的に 立

ち上が る。

外 面へ ラナデ 。 外 面に黒 斑。

323 ／1 ／／
（11 ．8 ）

9 ．2

底部 は平底。 胴 部 はへ ラ描 に よる縦 線 、パケ 目

の後ナ デ。 内面 はナデ で指頭庄 痕
が残 る。

32 4 ！／ ／／
（9 ．1）

6 ．7

／／

内面 に指頭庄 痕が 残 る。

3 25 J／ 〃

－
底 部は平底 。 口綾部 のみ欠損 す る。 外面 はパ ケ 目調 整。 内面に指 頭庄 外面 に黒斑 。

（24 ．6）

16 ．4

8 ．5

頸 部にへ ラ描沈 線が施 され る。 痕が 残 る。粘 土帯 接合痕 が観 察 で

きる。

内面．黒橙色。

外面　 黒色 。
（い ぶしたかの

ように全面）

326 11 袈

2 7．6 口綾部 は如 意形 に外 反す る。頸部 ロ綾 部外面 はナ デ調整 。 内面はハ

（3 ．2） に有段部 を もつ 。 口唇 部 に刻 目を

もつ。

ケ 目の後 ナデ 。頸部 外面ハ ケ 目。

327 ／／ ／／

19 ．3

（ 2 ．0 ）

口綾部 は巻 き込 み 口縁。 不 明。 朝鮮糸無文土器。
内面　 淡黄橙
色。

外面　 灰橙色。

328 JJ ／／

23 ．4

（ 7 ．8 ）

ロ縁部 は如意 形に 外反す る。 口唇

部に刻 目。

／／

磨耗 が著 しい 。

3 29 ／／ JJ

23 ．6 口綾部 は如 意形 に外反す る。胴 部 口綾部 内外面 ヨコナデ、 外面 に一 内面　 橙 灰色 。

（11 ．0 ） がやや 張 る。 口唇 部に刻 目。 胴上 部 パ ケ 目。胴 部　 面にへ フ描 沈線 外面　 茶 灰色。
部 に 9 本単位 のへ ラ描沈 線。 の前 にパ ケ 目調整 。内面 は指頭 庄

痕 が残 る。

330 ／／

－
口綾 部は好 意形 に外反 す る。 頸部 外面 にパケ 目調整 。内面 ナデ調 整 内面　 黒褐色 。

！／
（9 ．8 ）

11 ．4

にへ ラ描 沈線文 。 で一部 にパ ケ 目。 外面　 黄灰茶

褐色 。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

33 1 S R 2 喪

15 ．7

（ 3 ．9）

口緑部 はな め らか に外反す る。 口
唇 部に刻 目。 外面 にへ ラ描 沈線 が

施 され る。

不 明。

332 ！／ ／／

22 ．0

（ 5 ．5）

口綾部 は外反 す る。 口唇部 に刻 目。

頸 部に クシ描 直線文 。
内面に一 部パケ 目。

333 ／／ ／／

23 ．3 ロ縁 部 はなめ らか に外反す る。 口 口綾 部 内外面 ヨコナ デ。頸部 パ ケ

（8 ．2） 唇 部ナデ の後上 下端 に刻 目。胴上
部 に 4 本 単位 の簾状文 。

の後 ナデ、 内面 はナ デ調整 。

334 ／／ ／／

16 ．4

（ 6 ．5）

口綾 部 は外反す る。 口綾 部は 内外面 ヨコナデ。 外面縦

のパ ケ 目。内 面横位 のパケ 目。

3 35 ／／ ！／

12 ．3 口綾 部は 外反す る。 口縁部 はつ ぎ 貼付 後指頭 庄痕 。頸部 に縦 のパ ケ

（13 ．3 ） た して貼付 してい る。 目。 胴上部 に横位 のパ ケ 目。胴部

は斜位 の パ ケ 目。 内 面 は へ ラ 磨
きが施 され る。

3 36 ／／ ／／

（9 ．3 ） 口綾 部は外 反す る。端部 は丸 くお 外面 はナデ 調整 。内面 は指頭 圧痕

（7 ．2 ） さめ る。 がつ く。

337 ／／ ／／

16 ．0 口綾部 は外 反す る。端部 は肥厚 す 口唇部 はナ デ調 整。 口綾部 内外面

（7 ．9 ） る。 は ヨコナデ調 整 。胴部 中位 はへ ラ
削 り。

338 ／／ ！／

（18 ．4 ）

（4 ．5 ）

口縁部 は くの字状 に外 反す る。 端

部は 肥厚す る。端 郵 こ3 条の 凹線
文 が施 され る。

口縁部 内外面 ヨコナデ調 整。 外 面に黒 斑。

339 ！／ ／／

13 ．6

（ 3 ．6 ）

口縁部 は外 反 し、端 部 は肥厚す る。 口唇 部は ナデの ため窪 む。 口縁部
内外面 ヨコナデ 。胴部 外面 はパ ケ

目調 整。

340 ／／ ！／

17 ．0

（ 5 ．9 ）

口綾部 は水平 に屈 曲 し、端 部 は上
方に立 ち上が り面 をなす 。

胴部 外面 は縦 のパケ 目。 内面　 黄褐 色。

外面　 自灰 色。

口縁 部 内外面
に黒斑。

34 1 ／／ ／／

12 ．9

（ 1．5 ）

口緑部 は水平 に屈 曲 し、端 部 は上

方 に 立 ち 上 が り面 をなす 。端 面
は 3 条 の凹線文 が施 され る。

口綾 部 内外面 ヨコナ デ調 整。

342 ／／ ／／

13 ．2 口綾部 は くの字 状 に外反 し、端部 口唇 部 はナデ のため窪 む。 ロ縁部 内面　 赤褐色 。

（3 ．1） は 肥厚す る。 内面 ヨコナデ 、外面 はナデ調 整。 外面　 黒褐色 。

樹 脂状物 塗布 。

343 ／！ 11

23 ．8

（ 4 ．1）

口縁 部 は くの字状 に外 反 し、端部

は 肥厚す る。端面 は 2 条の 凹線文
が施 され る。

胴 部外 面は縦 のパ ケ 目。 煤状 炭化物 付

着 。‘

344 ／／ ／1

（22 ．2 ）

（5 ．4 ）

ロ綾 部は くの字状 に外 反す る。端
部 は肥厚す る。端 面に 凹線文 か ？

外面 はナデ調 整。

345 ／／ ／／

12 ．9

（ 2 ．5）

口綾 部は くの字状 に外 反す る。端

部 は肥厚 し、 3 条の 凹線文 が施 さ

れ る。

内外 面 ヨコナデ調 整。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 構

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

346 S R 2 聾

14 ．8

（2 ．7）

口綾 部は くの字状 に 外反す る。端

部 は肥厚 し面 をなす 。’端面 に 3 条

の 凹線文 。

口緑部 内 外面 ヨコナデ 調整 。

J

内面　 赤茶褐
色 。

外 面　 暗褐色。

347 ！／ ／／

1 5．8

（3 ．5）
／／

口縁 部内 外面 ヨ コナ デ調整 。胴部

外面 パケ 目。

暗赤 茶褐‘色。

348 ／／ ／／

12．8

（ 2．1 ）

口綾 部 は外反 し、端部 は肥 厚す る。

端 面に 3 条の 凹線文 。

口縁 部 内外面 ヨコナデ調 整。

349 1／ ／1

17．0 ロ縁部 は くの字 状 に外反す る。肩 口唇 部ナ デ工 口綾部 内外面 ヨコナ

（4 ．0 ） 部 がやや 張 る。 デ調 整。 内面 はナデ と指頭 圧痕 。

350 ／／ ／／

13 ．2

（ 6 ．3 ）

口綾部 は外反 す る。 口唇 部 はナデ のため 窪む 。内面へ

ラ削 りだが 、磨 耗 のため はっ き り
しな い。

3 51 ／／ ／／

12 ．0

（19 ．9 ）
1／

内外面 ヨ コナ デ調 整。胴 部は 外面

荒 いパ ケ 目、内面へ ラ削 り。

352 ／／ ／／

16 ．5

（ 6 ．0 ）
／／

口縁部内外面ナチ調 整。胴 部 内面へ

ラ削 り。

353 ／！ ／／

10 ．6

（ 6 ．8 ）
／／

口縁部 内外 面 ヨコナデ 。胴部 外面

パケ 日。頸部 内面 パケ 目調整 。

口縁付 近 に黒
斑。

354 ／／ ／！
（3 ．9）

7 ．0

底部 は上 げ底。 外面 パケ 目。 内面へ ラ削 り調 整。 外面 に黒斑 。

35 5 ！／ ／／
（3 ．7 ）

5 ．6

底部 は平底 。 外面 縦のパ ケ 目。

35 6 ／／ ！／
（3 ．2 ）

5 ．6

／／

外面 縦のパ ケ 目。内面 は指頭 圧痕 。

357 ／／ ！／
（8 ．7 ）

6 ．4

底 部はや や上 げ底。 内面 に指頭 庄痕 が残 る。

358 ／／ ／／
（3 ．1 ）

5 ．8

底 部は平 底。 外 面パケ 目だ が磨耗 して不 明。 内

面へ ラナ デ調整 。

薄 手土器 。

内面に黒 斑。

359 ／／ ／／
（4 ．1 ）

5 ．6

底 部は上 げ底 。 不 明。 磨耗 が著 しい 。

内面　 自灰色 。
外面　 自責褐 。

色。

360 ／／ ／／
（4 ．0 ）

6 ．0

底 部 は平 底。 外 面不 明。 内面はへ ラ削 り。 内面に樹 脂状
物 塗布 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 6 1 S R 2 喪
（ 3 ．6 ）

6 ．0

底 部 は 平 底 。 外 面 はパ ケ 目調 整 。

3 6 2 ／／ ／／

（ 3 ．3 ）

8 ．0

底 部 は上 げ 底 。 不 明 。 磨 耗 が 著 し い 。

3 6 3 ／／ ／／
（ 4 ．2 ）

8 ．2

底 部 は 平 底 。 外 面 は パ ケ 目。 内 面 に 指 頭 圧 痕 が

残 る 。

外 面 に 黒 斑 。

内面 灰 黒色 。

外 面 ．自黄 褐色 。

・内 断 面 に鉄 分
付 着 。

3 6 4 ／／ ／／

（ 6 ．5）

6 ．0

1／

外 面 は パ ケ 目調 整 、 内 面 はへ ラ 削

り 。

3 6 5 ／／ ／／

（ 4 ．6 ）

5 ．6

JJ

外 面 は パ ケ 目調 整 。

3 6 6 ！／ ！／
（ 5 ．7 ）

6 ．0

底 部 は 上 げ 底 。 不 明 。 磨 耗 が 著 し い 。

3 6 7 ／／ ／／
（ 6 ．2 ）

7 ．6

JJ ／／ 1／

3 6 8 ／／ ／／

（ 5 ．2 ）

4 ．8 ‘

底 部 は 平 底 。

J／ ／1

3 6 9 ／／ ／／

（ 4 ．1 ）

5．0

底 部 はや や 上 げ 底 。 外 面 パ ケ 目調 整 。 内 面 は ナ デ で指

頭 圧 痕 が 残 る 。

3 7 0 ／／ 11
（ 5 ．8 ）

9 ．8

／／

外 面 は パ ケ 目調 整 。 内 面 は 指 ナ デ 。

3 7 1 ／／ ／／

（ 5 ．8）

3 ．5

／／

内 面 は 指 ナ デ 。 黒 斑 有 り。

3 7 2 ／／ ／／

（ 5 ．1 ）

5 ．8

底 部 は 平 底 。 外 面 は 縦 の パ ケ 目調 整 。 内 面 ナ デ

調 整 。

内 面 に 黒 斑 。

3 7 3 1／ ／1
（ 3 ．5 ）

7 ．4

／J ／／

内面 黒褐 色 。

外 面 暗 茶褐 色 。

内 外 面 と も 樹

脂 状 物 塗 布 。

3 7 4 ／／ ／／
（ 3 ．0 ）

6 ．6

底 部 は や や 上 げ 底 。 外 面 縦 の パ ケ 目。 内 面 ナ デ 調 整 で

指 頭 圧 痕 が 残 る 。

外 面 に 黒 斑 。

3 7 5 ／1 ／／
（ 6 ．7 ）

3 ．1

底 部 は 平 底 。 外 面 縦 位 の パ ケ 目 。 底 部 外 面 は ナ

デ 。
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挿 図番 号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

37 6 S R 2 壊
（4 ．8 ）

5 ．9

底部 は上げ底 。 外 面は縦 のパ ケ 目。内面指 ナ デ。

377 ／1 ／！
（4 ．2 ）

7 ．6

底部 は平底 。 外面パ ケ 目調 整。 内面 はナデ 。

378 ／／ ／／
（5 ．6 ）

5 ．4

底部 はやや 上げ底 。 不 明 。 磨 耗 が著 しい。

379 1／ ／／
（5 ．8 ）

8 ．6

！／ ／／ ／／

380 ／／ ／／
（8 ．5）

9 ．4

底部 は平 底。 外面 はナ デ。 内面はへ ラ削 り調整 。 外面 に黒斑 。

38 1 ／／ ／／
（3 ．1 ）

9 ．5

／／

内面 ナデ 調整 で指頭圧 痕が 残 る。

外面 パ ケ 目。

3 82 ／／ ／！
（3 ．6 ）

7 ．0

JJ

外 面縦 のパ ケ 目。 内面は ナデ調 整。 内面　 灰 黒色。

外面　 灰 褐色。

383 ／／ ！／
（4 ．8 ）

8 ．6

底部 は上げ底 。 外面パ ケ 目調 整。 外面に 樹脂状

物 塗布 。

384 ！／ 高　 杯

17 ．0

（ 2 ．6 ）

休部 は内湾 気味 に立 ち上 が り、端

部 は肥厚す る。端 面 にパ ケ 目の後

へ ラ描に よる斜格 子文 、 2 か所 に
棒状 刺突文 。

内外面 ナデ調 整。

385 ／／ ／／

22 ．2

（ 5 ．0 ）

休部 で屈 曲 し口縁 部 は外傾す る。 口綾部 外面 ヨコナデ の後パ ケ 目、

内面 は一 部 に へ ラ磨 きが 施 さ れ

る。

外面 に樹脂状
物塗布 。

386 ／／ ／／

－
裾部 はハ の字に 開 き、端部 は肥厚 端面 は ヨコナデ で窪む 。外面 はハ

（5 ．7 ）

24 ．2

す る。外面 はへ ラ描 に よる鋸 歯文 。 ケ 目が観察 で きる。 内面は横 方 向

2 段 に刺突 文 で完通 して いない。 のへ ラ削 り。

387 ／！ ！／
（5 ．6）

8 ．0

杯部 が欠損 し、脚部 はハの字 状 に

開 く。

外面 ナデ調 整。

388 ／／ 蓋

6 ．2 天 井部か ら口綾 部 は外下方 に下 る。 外面 パ ケ 目調整 。 内面はナ デの 後、 内 外面 と もに

（7 ．1 ） 天井部 の端 部 は面取 りされる。 へ ラ磨 き。 樹 脂状物 塗布 。

389 ！／ ／／
（6 ．4 ）

4 ．4

天井部 は窪む 。直線 的に ロ縁部 に

下 る。

外 面パ ケ 目調 整。 内面はナ デ調 整。

390 ／／ 土　 錘

全長　 4 ．1
直径　 4 ．0

重量　 35 ．0
（g ）

黒 斑有 り。
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第10表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計 測値　 最大幅

（cm 、g ） 最 大厚
重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

39 1 S R l 石　 斧

（ 6 ．0 ）

5 ．7

3 ．5

182 ．5

斑 礪 岩

太 型蛤刃 石斧 の刃部 破．片である。刃部は、両

面 か ら丁 寧 に研 磨 され作 り出 して いる。

392 S K 3 ／／

（ 6 ．5）

（ 4 ．9）

（ 2 ．7）

102 ．5

／！

刃部 のみ 残存 して い る。全 面 に研 磨 され て

お り、刃 部は両 面か ら丁 寧に研磨 して作 り
出 され てい る。

393 S K 4 ／1

（13 ．4 ）

5 ．8

2 ．5

215 ．0

砂　　 岩

刃部 と裏 面が 欠損 して いるため不 明 な点が
多いが、河原石 で刃部 のみ研 磨 してい る石 斧

と考 え られ る。

394 S R 2 ／／

11 ．0

5 ．2

3 ．0

352 ．5

斑 槻 岩

大型 蛤刃石 斧 であ る。刃部 は部分 的 に欠損
してい るが、両 面か ら研磨 して作 り出 して

い る。全体 的 に よ く研 磨 して いる。両側 縁
に敲 打痕 がみ られ る。

395 S R l ／／

（13 ．7 ）

6 ．6

4 ．8

642 ．0

緑 泥 岩
（斑 槻 岩 ）

大型 蛤刃石 斧 であ る。刃部 と基部 が欠 損 し

て いるが よ く研磨 してい る。断面 楕円 形 を
呈 してい る。

396 S R 2 ！／

12 ．1

4 ．8

2 ．0

2 26 ．0

斑 礪 岩

大型 蛤刃石 斧 であ る。断面 は楕 円形 を呈 し、
刃部 は両面 か ら研 磨 し作 り出 してい る。刃
部は 刃に こぼれが 見 られ る。表裏 面 と両 側

面に敲 打痕 がみ られ る。

397 ／／ 11

19 ．0

7 ．0

4 ．6

112 0 ．0

緑 色片 岩
（斑 梶 岩 ）

大型 蛤刃石 斧の末 製 品で 、研 磨前 の段 階で
欠損 した もので ある。

398 S R l ／／

18 ．9

6 ．8

4 ．1

107 5 ．0

斑 槻 岩

大型 蛤刃石 斧で刃部 が 欠損 してい る。最大

幅 を刃 部に持 つ もので あ る。 全面 に敲 打痕
が見 られ る。全体 的に研 磨 されて いる。

3 99 ／／ ／／

（98 ．0）

60 ．0

28 ．0

334 ．0

／J

自然画 と剥離 面か らな る大型 蛤刃石斧 の基

部 で ある。刃部 は欠 損 してい る。縁辺 部に
敲 打痕 がみ られ る。

40 0 S R 2 ／／

1 6 ．0

5 ．6

4 ．0

595 ．0

緑 色 岩
（玄 武岩質 ）

刃 部の一 部が 欠損 して いるが全体 的 によ く

研磨 されてお り、刃 部 は両 面 か ら丁寧 に研
磨 され作 り出され てい る。

40 1 ／／ ！／

13 ．2

5 ．4

3 ．0

425 ．0

緑 色片岩
（斑 礪 岩 ）

刃 部が 欠損 してい る。 自然石 を利用 し、刃

部 のみ研 磨 し作 り出 してい る。断面 は楕 円
形 を呈 す る。

40 2 S R l ／／

15 ．0

6 ．5

1．7

330 ．0

斑 礪 岩

自然画 か らなる。刃 部 綾部に敲打痕がみられ
る。

403 S R 2 ！／

（17 ．2 ）

7 ．0

4 ．7

1014 ．0

／／

自然の礫 をそのま ま利用 した大 型蛤刃石 斧

であ る。 刃部 は欠損 して いるが 、両面 か ら
刃部 を作 り出 してい る。刃部 は丁 寧に研 磨
してい る。

404 S R l ／／

（ 3 ．1）

（ 3 ．1）

（ 1 ．．1 ）

15 ．0

蛇 紋 岩

刃部 のみ 残存 してい る。両 面か ら よ く研 磨

し、刃部 を作 り出 してい る。

405 ／／ 11

9 ．7

3 ．5

1 ．4

108 ．0

玄武 岩質

河 原石 を利用 し刃部 以外 に 自然面 を残 し、

刃部 のみ研 磨 して作 り出 して いる局部磨 製

石 斧で ある。刃 部は使 用 に より刃 こぼ れが
ある。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

貴 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m 、g ） 貴 大 厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

4 0 6 S R 2 石　 斧

7 ．4

3 ．7

（ 1 ．3 ）

5 2 ．5

頁　　 岩

偏 平 な 両 刃 石 斧 と考 え ら れ る。 与 が 欠 損 し

てい る が 、残 存 部 は よ く研 磨 し て い る。

4 0 7 ／／ ／！

6 ．0

4 ‘0

1 ．0

5 2 ．5

粘 板 岩

全 体 的 に よ く研 磨 さ れ て い る。 偏 平 片 刃 石

斧 で あ る 。 刃 部 が 一 部 欠 損 し て い る。 刃 部

は さ ら に 丁 寧 な 研 磨 で 作 り出 し て い る 。

4 0 8 ／／ 1／

5 ．3

2 ．・2

0 ．8

1 7 ．5

砂　　 岩

小 型 の 偏 平 な磨 製 石 斧 で あ る。 刃 部 は 両 面

か ら研 磨 し て作 り 出 し て い る 。

4 0 9 ／！ ／／

（ 5 ．5 ）

3 ．3

1 ．0

4 7 ．5

緑 色 片 岩

刃 部 が 欠 損 し て い る 。 全 体 的 に よ く研 磨 し

て い る 。

4 10 ／／ ／1

6 ．8

2 ．2

0 ．6

2 2 ．0

玄 武 岩

局 部 磨 製 石 斧 で 刃 部 の み 両 面 か ら研 磨 さ れ

て お り、 偏 平 で 小 型 で あ る。

4 1 1 S K 3 叩　 石

10 ．2

5 ．0

3 ．1

2 6 ．5

砂　　 岩

断 面 楕 円 形 を 呈 す る 。 河 原 石 を そ の ま ま 利

用 す る 。 縁 辺 部 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る 。

4 1 2 11 ／／

7 ．8

7 ．1

2 ．2

1 6 2 ．5

／／

自然 画 と剥 離 面 か ら な る 。 縁 辺 部 と 自然 面

の 中 央 部 に 敲 打 痕 が み ら れ る。

4 13 ／／ ／／

8 ．9

6 ．1

2 ．0

1 1 1 ．0

1／

自然 面 と剥 離 面 か ら な り、 縁 辺部 に敲 打 直が

観 察 で き る 。

4 1 4 ／／ ／／

7 ．1

4 ．9

1 ．8

7 2 ．5

！／ ／／

4 1 5 ／／ ／／

7 ．4

5 ．7

1 ．7

1 3 6 ・q

／／

偏 平 な 河 原 石 を そ の ま ま利 用 して い る 。 表

面 中 央 部 と縁 辺 部 に 敲 打 痕 が み ら れ る 。 ．

4 1 6 ／／ 11

1 3 ．9

6 ．5

2 ．5

2 9 9 ．0

11

自 然 画 と剥 離 面 か ら な る。 縁辺 部 に敲 打 痕 が

認 め られ る 。 自 然 画 も 一 部 剥 離 し て い る 。

4 17 S R l ！／

1 1 ．0

1 1 ．1

2 ．8

7 7 0 ．0

／／

河 原石 を そ の ま ま 利 用 し た もの で あ る 。 表

面 は 叩 打 に よ っ て くぼ ん で い る。

4 1 8 ／／ ／／

6 ．9

6 ．7

1 ．1

6 1 ．0

／／

自 然 面 と剥 離 面 か ら な り、敲 打 痕が観 察 で き

る 。

4 1 9 ！／ ／／

8 ．8

6 ．4

2 ．1

1 9 7 ．5

／／

偏 平 な 河 原 石 を そ の ま ま利 用 し て い る 。 表

裏 面 中 央 部 と縁 辺 部 に 敲 打痕 が 認め られ る。

4 2 0 11 ／1

8 ．5

8 ．9

2 ．4

2 3 5 ．0

／／

自 然 面 と剥 離 面 か ら な る 。 偏 平 な 叩 石 で あ

る 。 縁 辺 部 に 敲 打 痕 が 認 め ら れ る 。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

貴 大長
計測 値　 最 大幅

（cm 、g ） 長 大厚
重　 量

材　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

42 1 S ．R l 叩　 石

13 ．9

9 ．1

1 ．4

256 ．0

頁　　 岩

河 原石 を縦 に割 って お り、 自然 画 と剥 離面
か らな る。綾部 に敲 打痕 がみ られ る。

422 ／／ ／／

10 ．7

7 ．2

1 ．8

150 ．0

砂　　 岩

自然画 と剥 離面 か らな り、縁辺部 に敲打痕が

み られ る。

4 23 ／／ ／／

10 ．3

7 ．1

3 ．4

38 8 ．0

泥　　 岩

河原石 をその まま利用 して いる。両 端側 線
部 と表裏 中央部 に敲打 痕が み られ る二

4 24 ／！ ／1

11 ．2

6 ．0

3 ．0

25 6 ．0

緑 泥 岩
（斑 欄 岩 ）

料原石 を利 用 してい る。両端側線 に浅い敲打

痕 が 見 られ る。

42 5 ／／ ／／

13 ．5

8 ．9

2 ．2

270 ．0‾

砂　　 岩

自然面 と剥離 面か らなり、縁辺部に敲 打痕が

認め られ る。

426 ／／ ／1

7 ．3

（ 5 ．2 ）

2 ．9

166 ．0

1／

河原石 をその ま ま利 用 して いる。縁 辺部 に

・敲 打痕 がみ られ る。

427 ／／ ／／

（8 ．9）

5 ．9

2 ．9

235 ．0

／／

断 面楕 円形 を呈 す る河原石 を その まま利用
してい る。一面 のみ に敲打 痕が み られ る。

428 ／／ ／／

11 ．2

6 ．1

2 ．9

26 ．5

／1

警 豊 野 雲量嵩 措 票露 誌 窟 認 誉

れ る。．

429 ／／ ／／

9 ．2

7 ．7

4 ．8

4 25 ．0

！／

河 原石 をその まま利用 して い る。表 裏両 面

の 中央部 に敲 打痕 が認め られ る。

430 ／／ 砥　 石

27 ．3

7 ．8

6 ．6

5 200 ．0

／／

断面は長方形 を呈す。 3 面 を使 用 してい る。

431 ／1 ／／

23 ．0

6 ．5

（ 7 ．6 ）

16 1 ．5

1／

与が 欠損 して いる もの と思われ る。 1 面のみ

使用 して いる こ とが確 認で きる。

4 32 ／／ ／／

（8 ．8 ）

（7 ．7 ）

3 ．4

25 5 ．0

／／

欠損部 分が 多いが 表 裏 2 面使用 してい る。

4 33 ／／ ／／

9 ．0

3 ．8

2 ．3

117 ．5

／／

断面 台形 を呈 して い る。 使用面 は上端 部 の

みで一 面で ある。

434 ／／ JJ

（ 5 ．6 ）

2 ．8

1 ．4

56 ．0

砂　　 岩
（細粒 砂岩 ）

断 面方形 を呈す 。 3 両 を使 用 してい る。

435 S K 3 ／／

（6 ．3）

8 ．0

2 ．1

164 ．0

砂　　 岩

上下 両端 が欠損 して いる。 2 面使用 してい

る。やや偏 平 であ る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長

計 測値　 最 大幅
（cm 、g ） 貴 大厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

4 36 S R 2 砥　 石

（5 ．0 ）

（8 ．8 ）

2 ．5

14 5 ．0

砂　　 岩

欠損部分 が 多いが 、断面方 形の表裏 2 両使

用 して い る砥石 で あ る。

4 37 S K l 石包 丁

（5 ．8 ）

（2．7 ）

0 ．4

10 ．0

粘 板 岩

÷の破 片で よ く研磨 されて いるが 、刃部 中

の形状 はは っ き りしないが直 刃 と考 え られ
る。 2 個円孔が確認で きる。両側 か ら穿孔 し
てい る。

4 38 ／！ ／／

（3 ．9 ）

3 ．5

0 ．3

10 ．0

！／

直刃 で丁寧 に研磨 され 片刃 を作 りだ して い

る。 1 個 の円孔 を確認す るこ とが で きる。
両側 よ り穿 孔 してい る。

439 S K 4 ／／

（3 ．0 ）

3 ．7

（0 ．4 ）

6 ．0

／／

直刃片刃の石包丁 と考 え られ る。大部 分が 欠

損 してお り裏 面 は剥落 して い る。 中央 に 2
個の 円孔が 穿 たれて いる。

440 S R l ／／

（5 ．3 ）

5 ．2

1 ．1

45 ．0

千 枚 岩

÷未 満の破 片 であ る。刃部 の形状 は不 明で

あ るが外 湾刃 と考 えられ る。 1 個 の円 孔 を
確認 す るこ とが で き、穿孔 の際 に打痕 を残

す 。

44 1 ！／ ！／

11 ．1

6 ．8

1 ．4

130 ．0

／／

自然画 と剥 離面 か らな り、両 側緑 に え ぐり

が 見 られ る。 外湾刃 で敲打痕 が み られ る。

4 42 ／／ ／1

（3 ．6 ）

3 ．5

0 ．5

12 ．5

粘 板 岩

直刃片刃の石包丁 で、丁寧に研磨 され刃部 が作

りだ されて いる。 中央 に円孔 が一個確 認 さ

れ る。

443 ／／ ／／

（6 ．6 ）

2 ．8

0 ．6

16 ．0

／／

÷ 未 満 の 破 片 で 、 直 刃 両 刃 で あ 革 。 丁

寧に研 磨 されて いる。 中央部 に円孔 が 1 個
確 認 で きる。

444 S R 2 ／／

（4 ．8 ）

4 ．0

0 ．5

15 ．0

1／

直 刃片刃の石包丁 である。全体 的に研 磨 され

ており、刃部はさらに丁寧 に研 磨 されて い る。
円孔 が 1 個 確認 で きる。

44 5 S R l ／！

（7 ．2 ）

（2 ．3 ）

1．0

17 ．5

頁　　 岩

大部 分が 欠損 してお り刃部 の一部 のみ残 存

してい る。全体 的に よ く研 磨 してお り、両面
か ら刃部 を形成 して いる外湾両刃の石 包丁で
あ る。

4 46 ／／ ／／

（7 ．5 ）

（3 ．0 ）

1 ．0

28 ．0

粘 板 岩

直刃 で よ く研磨 され てお り片刃 であ る。背

部 が欠損 して いるが 、円孔 が 1 個 確認 で き

る。

4 47 ！／ ／1

（3 ．1 ）

（3 ．9 ）

（0 ．7 ）

10 ．0

／！

欠 損分が 多 くて形態 は不 明だが 、表面 は よ
く研 磨 してお り裏 面 は剥落 している。円孔が

1 個 確認 で きる。

44 8 S R 2 ／／

（6 ．1 ）

4 ．2

0 ．6

27 ．5

緑 色片岩

直刃片刃の石包丁であ る。 刃部 は丁寧 に研磨

し作 り出 され て いる。 中央部 に 2 個 の円孔
が 両面 か ら穿 たれ てい る。

4 49 ／／ 1／

（4 ．7 ）

3 ．4

0 ．5

19 ．0

粘 板 岩

刃部が 欠損 して いる。両 面研磨 されて いる

が、部 分的 に剥落 して い る。 1 個 の円孔 を
確 認す る こ とが で きる。

450 S K 2 石　 鉄

6 ．7

．1 ．7

0 ．5

7 ．0

／／

有茎 の磨製石 鉄 で、刃部 は鋭 く研 ぎ出 され

両面 中央部 に陵線 を有 す。全 面的 に よ く研
磨 されて いる。 断面菱 形 を呈 す る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

長大 長

計測値　 最大 幅
（cm 、g ） 長大 厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

4 51 S R l 石　 鉄

2 ．2

1 ．4

0 ．4

0 ．4

サ ヌカイ ト

凹基 式打製石 鉄 であ る。
基部 のえ ぐりは浅 い。 両面か ら押庄 剥離 を

して刃 部 を作 り出 してい る。

4 52 ／／ ／1

1 ．7

1 ．1

0 ．°3

2 ．0

／／

凹基式 の打製 石鉄 である。

両 面か ら押庄 剥離 をして刃部 を作 り出 して

い る。

4 53 ／／ ！／

1 ．7

・1 ．2
0 ．3

2 ．0

1／ 1／

4 54 ／！ ／／

2 ．8

0 ．9

0 ．4

2 ．0

／／

刃 部はす るど く研 ぎ出 されて い る。

断面は菱 形 であ る。

4 55 ／／ 1／

4 ‾．3

1 ．6

0 ．6

5 ．0

！／

木葉 型 の打製石 鉄 であ る。

両側 縁丁 寧に押 庄剥 離 で調整 して いる。

456 ／／ ／／

（2 ．6 ）

1 ．2

0 ．3

3 ．0

／／

基部 の片 方が 欠損 して いる。

凹基式打製石鉄である。両 面丁寧 に押庄 剥離
が施 され てい る。

457 11 ／／

2 ．3

1 ．5

0 ．2

2 ．5

／／

凹基 式打製 石鉄 であ る。

両面 押圧剥 離に よ り丁 寧 に調整 されて い る。
先端 部が 欠損 してい る。

458 S R 2 ／／

2 ．2

1 ．0

0 ．3

2 ．5

／／

凹基 式打製石 鉄 であ るが 、基部の え ぐりは

浅 い。両面 か ら押 庄剥 離 によ る調 整で あ る
が 、片面 に主剥離 面が 残 る。

459 S R l 石　 槍

（6 ．7 ）

1 ．9

0 ．5

13 ．0

／J

刃部 と基部 が欠損 してい る。
両側 縁は押 圧剥 離で調 整 されて いる。

460 ／／ 石　 錘

3 ．8

3 ．0

3 ．5

64 ．0

砂　　 岩

楕円 形の 河原石 に十字 に有 溝 をもつ。

461 S K 3 叩　 石

33 ．8

27 ．0

11 ．6

1550 ．0

／／

偏平 で大型 の河原石 を利用 して いる。両 面

中央部に敲打直がみられる 。 台石に 利用 した
もの と考 え られ る。
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ヾl∵

第I層　茶褐色粘土
第II層　黄褐色シルト

第III層　暗灰白色砂
第Ⅳ層　灰褐色砂質土

第Ⅴ層　茶褐色砂質土
第Ⅵ層　暗灰色砂

第Ⅶ層　褐色粘土
第Ⅷ層　黄白色粘土

DL＝8．10m SRl

ム旦UI
第I層　赤褐色シルト

第II層　灰褐色粘土
第III層　黄灰色粘土
第Ⅳ層　暗灰色砂質土

第Ⅴ層　黒褐色粘土

SR2　第Ⅵ層　黄橙色粘土

4m

Ⅵ
第13図　S Rl・2

－61－



！・‘11

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

l L　．1．目上＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一二∃

第14図　SKl～3出土遺物

－62－



一＿ll－ ＿＿二二二，l：‾

J／つ。二　〇

三

邸
24

軍票耳＝芦うク
、　：　　j5

、．．．r
ll104寸4ト04・○■・1－1㍗・ヰ■・トや

‥JJ1－「‾1■二千の

⊂〒司　′′戸⊃

H39
0

ヒrl．「十一一一一一三二∃0cm

第15図　S K3～5、SRl出土遺物

－63－



、・．1日‾．‾ヽ　∴・・

、∴∵、．∴．

l

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

遡▲（
第16図　SRl出土遺物

－64－



′

二＿＿二二三≡二

＿＿＿＿　　‾戸二＼週」蛭彗

冗包＼」遥
／

Lj二二』。
20cl¶

＋＿：≡∵三三‾‾＼、つ
l　．l l　．；　　　　　　　　　　」

第17図　SRl出土遺物

－65－



〒三三「一二

デ、，，。
第18図　SRl出土遺物

－66－



＼」1』Z

竜≡≡≡≡≡　　　ノ

＿＿土′：

〒滴丁／）
＿．．．‾‘‥．．∴，∴

第19図　S Rl、Pl出土遺物

－67－



－　　′

恋頭

「望　′

第20図　SR2出土遺物

－68－



題

－　了

一宇‡∴∴

第21図　SR2出土遺物

－69－



『。

第22図　SR2出土遺物

－70－



ヽ　　ヽ

ヽ　　ヽ 230

＝t三、2三

野茅コ
231
三二子

20cm
l l　＿．．I　；　　　　　　　　　　－！

第23図　SR2出土遺物

－71－



哩豊山山山地当　　′．ク］

ノ／∠ノー　Jク
！！241

第24図　S R2出土遺物

－72－



260　　　　タ

［　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l l

t l

第25図　SR2出土遺物

－73－



一　．

一l‾責　了

〒≡≡≡≡　　＿＿子

二〒竿、二二二

、　　　！1・

－‥‥　．．云ヨ

∈≡≡≡≡≡∃l＝＝訝

20cr

「l l　　－　．i　　　　　　　　　　二∃

第26図　SR2出土遺物

－74－



＼＼乱造妥

＼塑

し」⊂コ。

二二…。…㌧‾

／

二二二㌔

第27図　SR2出土遺物

－75－



亘両
：！。聖和E

〒三「‾ぞ
′　　　　　一　　　　一、339

≒幸　′篭1〒ヲ‾二召2
1　　　　　　　　　　　　　　　ヽ＼

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第28図　SR2出土遺物

－76－

l



＼腱4

十⊥

′′　　「≡武

一二土…：… ノ

lr二二…‾二

＼魂
第29図　SR2出土遺物

－77－



＼し＿上毘 ノ

、、　□［　′買
l

。。。（］D

20cm

ヒLl一一一「一一「一一十一一一一一一二二∃

第30図　SR2出土遺物

－78－



く二つ

0 20cm
［．．1．：　　　　　　　　　　！
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4．Loc．44



Loc．44

I．位置と調査経過

Loc・44は、空港拡張範囲の北端に位置し、海抜高も調査範囲全体の中で最も高いところであ

る。また、Loc・44は、従来西見当遺跡と呼ばれてきたところで、南四国の弥生時代前期前半に

始まる集落遺跡として著名な遺跡である。昭和30年、郷土史家浜田春水氏によって発見され、

昭和50年には地元中学生によって銅鐸の舌が発見されて注目を集めた。

昭和30年以来、今日までに4次にわたる調査がなされ、西見当I式（前期II）、西見当II式

（前期III）の型式が設定され、大篠式土器（前期Ⅳ）とともに弥生前期土器の編年が確立し、南

四国における弥生時代研究の基礎がつくられた。D・E調査区の東で実施された第3次調査は

研究史上画期的な調査であった。すなわち、数基の貯蔵用土鉱や工房址とともに西方向に伸びる

環濠と考えられる溝が確認され、調査にあたった岡本健児氏は環濠出土遺物を詳細に分析し、

西見当遺跡を前期前半（西見当I式の段階）に成立する環濠集落として位置づけられた。次い

で行われた第4次調査では、西見当遺跡が立地する自然堤防の旧地形の一部を復元する成果を

あげ、集落の中心地は第1～4次の調査地点よりも西に偏って存在することが判明した。

今次の調査は、西見当遺跡の立地する南北に長い自然堤防上を縦断する伊勢田溝（通称田村

川）改修工事に伴うものである。

2．調査概要

今次の調査は、上述のように「西見当遺跡」を縦断する田村川の改修工事に伴うもので、幅

約7m、延長約310m、調査面積2041m2である。従来の調査は対象面積も狭く、点と線的なもの

であり、遺跡の明確な範囲や遺構の配置等は不明な点が多かったが、今次調査は南北に長いト

レンチを入れる結果となり、遺跡の南限や北限、及び3次の調査で確認し得た環濠の範囲を把

握でき得る可能性を充分持つものである。標高は、調査区南端で8．1m、北進に併行して徐々

に高度を上げ北端では8．7mを測る。

調査にあたっては、現水田の畦や道路を境にして北からA～E区の5つの地区に分けた。遺

・構はA・C～E区より溝、土肱等が多数確認されたが、B区は旧地形が急激に下降し、自然流

路の如き状況を呈しているために遺構の存在を全く確認することができなかった。

A区は調査区に沿って南北に走る弥生時代中期から後期の溝と前期の溝を検出することが

できた。C区では北端で調査区を横切る溝を確認することができた。この溝は、形状、出土

遺物等から考えてE区及び第3次調査で確認した環濠の一部分をなすものと考えられる。その

他弥生時代前期と中期の土肱、歴史時代の溝及び近世墓等が確認された。D・E区でも弥生

時代前期の土肱が数多く確認され、特にE区北端では第3次調査の環濠の延長を確認すること

ができた。
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3．層序と遺物

各調査区共に現水田耕作土と床土を除けば弥生時代の遺構検出面であり、現地表下20cm内外

で検出面に達するという状態である。したがって遺物包含層は皆無に近い状況であり、遺構の保存

状況も良くない。

4．遺構と遺物

A区

溝

S Dl

調査区を南北に走る溝で、南端でSD2を切っており、G－H、I－J付近では肩の部分を

田村川に切られている。長さ48．00m、幅は南端で3．10m、北端で1．50m、深さは南端で0．44m、

北端で0．32mを測る。検出状況から見て全体に相当削平を受けている。セクションベルトをA

－B～S－Tまで10か所に設けて埋土の観察を行った。各セクションベルトの層序は下層の粘

質土と上層の砂質～砂礫層に分けることができる。セクションベルトA－B～G－H、K－L

～0－P間には、程度の差はあるが東壁に粘質土が堆積している。この粘質土はQ－R以北に

は見られない。砂質～砂礫層は粘質土がSDlの埋土として堆積した後に、これを挟るような

かたちで流れ込んだ二次堆積である。

SDlからはコンテナケース約20精分の弥生土器、石器が出土している。そのうち70％が粘

質土出土で、圧倒的多数が中期IIに属し、溝に土器を敷詰めたような出土状況を呈している。

砂質～砂礫層には、前期から後期の弥生土器及び少量の古式土師器、須恵器が含まれている。

粘質土出土の壷は（9、12、14、17、18、20、22、26、28、30、32、33、36－45、48～51、53、

54、56、60、61、68、70）であり、このうち（68、70）は中期IIIに属するが、他はすべて中期IIのも

のである。また粘質土出土の婆は（62、63、65）で、すべて中期IIに属する。

石器は大型蛤刃石斧11点（102～112）、扁平片刃石斧4点（113－116）、打製石斧2点（117、

118）、叩石30点（119－127他）、砥石5点（128～132）、磨製石包丁6点（133～138）、打製石包

丁4点（139－142）、打製石鉄3点（143～145）、磨製石鉄1点（146）、石剣1点（147）が出土

している。これらの石器のうち（110、119、120、136、142）は砂質～砂礫層出土であるが、他

はすべて粘質土出土である。

以上のことから、SDlは中期IIの段階に埋没した溝で、埋没後は6世紀後半頃まで幾度か

の氾濫に見舞われ、粘質土を削り砂礫層が流れ込んだものと考えられる。
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S D2

SD2は調査区南端に位置し、北東から南西に向って走る溝である。北端は田村川に切られ、

南はSDlに切られている。長さ7．20m、幅0．88m、深さ0．30m前後を測り、断面形は箱形を

呈する。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は前期IIの壷（101）が出土している。SD2は前

期IIの溝である。

C区

土土広

S Kl

隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－53LWを示す。西側をSD2に切られているが、

長径1．20m、短径0．80mで、底は2段に掘り込まれており、深さは20cmと5cmを測る。壁は斜

めに立ち上がっている。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は底面より婆（1）が、埋土中

より方柱状片刃石斧（212）、石鉄（250）が出土し、他に弥生土器片76点、チャートのフレーク

7点、叩石、砥石が出土した。土器はすべて前期Ⅳのものである。また底面には大小の河原石

が多量に入っていた。

S K2

大部分を田村川に切られ、さらにSX2によって切られているために平面形を推定すること

すらできないが、長軸方向はN－24LEを示し、現存長径1．89m、短径0．68m、深さ0．13～0．21

mを測る。埋土は黒褐色粘質土単純一層で、遺物は鉢（2）、婆（3）、土製円盤（4）の他160

点の土器片が出土した。90％以上が前期III段階の土器であり、少量の中期土器を含んでいるが、

SX2からの流れ込みと考えられる。前期IIIの土肱とみられる。

S K3

遺構の大半が調査区外であり、さらに東をSD2に切られているが、東隅角はSD2の東に

残っている。残存部から推定すると平行四辺形の平面形を有するものと考えられる。長軸方向

はN－25LEを示し、長径5．12m、残存短径1．64m、深さ1．90mを測る。底面は北半分が6cm

ほど高くなっており全体的にゆるい凹凸がみられ、また2つの小ピットが存在する。Plは直

径24cm、深さ10cm、P2は40×30cm、深さ15cmを測る。埋土は赤茶褐色粘質土の単純一層で、

遺物は図示できない弥生土器細片が100点程度出土している。

S K4

大部分を田村川に切られており全体の形状は不明である。壁は斜めに立ち上がっている。底
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面は平坦で西壁側に30×40cmのピットが見られる。埋土は黒褐色粘質土で、遺物は全く認めら

れないが、埋土及び残存部から推定して前期IIIの貯蔵用土肱とみられる。

S K5

遺構の半分以上が調査区外に出ているが、隅丸方形の平面形を有し、長軸方向はN－30LEを

示す。南東壁1・00m、北東壁0・66m、深さ0・14～0．15mを測r上底面は平坦である。埋土は茶

褐色粘質土で遺物は全く見られない。SK4と同様の性格を有するものと考えられる。

S K G

遺構の上部は田村川に大きく削られており、北東隅はP41と切り合っているが新旧関係は不

明である。鈎形の平面形を有し、長軸方向はN－57LWを示す。東西長径0．90m、南北長径0．90

m、深さ0．30mを測る。埋土は赤茶褐色粘質土単純一層で、前～中期の弥生土器細片77点、須恵

器細片6点、チャートフレーク6点が出土している。後世の撹乱を受けているものと考えられる。

S K7

西側の大部分をSD2に切られている。不定形の平面形を有し、長軸方向はN－66LWを示す。

残存長径1・00m、短径1．54m、深さ0．20mを測る。底面は棒ぼ平坦で、壁は斜めに立ち上がる。ま

た北東隅には50×32cm、深さ14cmを測るピット状の落ち込みがある。埋土は茶灰色砂質土単純一

層で、遺物は有文紡錘車（5）の他弥生土器細片数点、チャートのフレーク10点、須恵器細片1

点が出土している。SK7は弥生時代の土地と考えられ、須恵器はSD2からの混入と考えられる。

S K8

西側の大半がSD2に切られており、さらに南西端も撹乱砿に切られている。隅丸長方形の平面形

を有し、長軸方向はN－24LEを示す。長径1．36m、残存短径0．83m、深さ0．22m前後を測り、

底面は平坦で壁は斜めに立ち上がる。埋土は黄茶褐色粘質土単純一層で、遺物は弥生前期土器

細片を中心に400余点が出土しているが、図示できるものはなかった。他にチ単一トのフレーク

40点、須恵器細片5点が出土している。須恵器はSD2からの混入である。

S K9

西側をSD2に、東側を田村川によって切られ、さらに南肩の西半部が10cm程近代に撹乱さ

れている。長軸方向はN－55LWを示し、不定形の平面形を有するものと考えられる。残存長

径1．50m、短径1．67m、深さは最も残りの良いところで0．43mを測る。底面は平坦で壁は斜めに立

ち上がるが、南壁東部においては検出面よりも底面の方が広くなっている。埋土は暗茶褐色粘

質土単純一層で、遺物は弥生前期土器細片が多量に出土しているが、図示可能なものはない。
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他にチャートのフレークが1点出土している。前期IIIの貯蔵用土砿であると考える。

S KlO

楕円形の平面形を有し、長軸方向はN－26LWを示す。長径1．14m、短径0．85m、深さ0．24m

前後を測る。底面は段状をなし南半分カ鞄．10m前後高くなっている。埋土は暗茶褐色粘質土単純一

層で、遺物は弥生時代前期III・Ⅳのものに少量の中～後期の土器が含まれている。すべて細片

で、図示できるものはない。他にチャートのフレークが数点出土している。詳細な時期決定は

でき難い。

S Kll

西側が調査区外にでているが、長軸方向はN－84LWを示し、楕円形の平面形を有する

小型の土肱であろう。残存長径0．45m、短径0．42m、深さ0．20mを測る。底面には2個のピッ

トがあり、ピットに挟まれた底面は東に傾斜している。Plは直径20cm、深さ20cm、P2は10×

19cmの楕円形で深さは12cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質土単純一層で、遺物は弥生時代前期の

土器細片15点、チャートのフレーク7点が出土している。

S K12

大半が調査区外に出ており、さらにSD3に切られているために平面形は不明である。長軸

方向はN－8LEを示し、長径1．46m、短径0．54m、深さ0．44mを測る。埋土は茶褐色粘質土

単純一層である。遣物は、壷（6、7）、婆（8、9）の他50数点、石器は叩石（229）の他のチャ

ートのフレーク1点が出土している。時期は前期IIIである。

S K13

不整楕円形の平面形を有し、長軸はほぼ南北方向を示す。長径は0．82m、短径は0．50m、深

さ0．24mを測る。北側に摸してピットが2個存在するが、SK13との関係は不明である。埋土

は暗茶褐色粘質土単純一層で、遣物は弥生前期土器細片25点が出土している。前期の土肱

である。

S K14

不整形の平面形で北東隅に小ピットを有する。長軸方向はN－53LWを示し、長径0．69

m、短径0．52m、深さ0．19mを測る。底面は平坦で、壁は斜めに立ち上がる。小ピットは直径

14cm、深さ4cmを測る。埋土は暗褐色粘質土で、遺物は全く見られない。埋土から考えて弥生

時代前期の土地である。
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S K15

東側の壁を田村川によって切られ、西壁の一部をピットに切られているが、ほぼ全体形を把

握することができる。長方形の平面形を有し、長軸方向はN－38LEを示す。長径2．04m、短径

1・07m、深さ0・25m前後を測る。底面は平坦で、中央部よりやや東に直径20cm、深さ6cmの小

ピットを有する。壁は斜めに立ち上がる。埋土は黄灰茶色粘質土で、遺物は弥生時代前期土器

細片約100点と埋土上部より須恵器細片が数点出土している。埋土上部は撹乱を受けていると考

えられるが、中層以下は撹乱はみられない。前期IIIの貯蔵穴である。

S K16

西側をSD3に切られており全体の形は不明であるが、長軸方向はN－37LEを示し、不整

楕円形の平面形を有するものであろう。長径1．95m、短径0．82m、深さ0．28mを測る。底面は

平坦で中央部に直径18cm、深さ10cmの小ピットを有し、壁は斜めに立ち上がる。埋土は灰茶褐

色粘質土単純一層である。遣物は、壷（12）、婆（10、11）の他、叩石、チャートの石核、砥

石等が出土している。前期Ⅳの土地である。

S K17

東側の大部分を田村川に切られているが、長軸方向はN－41LEを示し、隅丸方形の平面形を有

する土蛇である。長径2．04m、残存短径1．22m、深さ0．35mを測る。底はほぼ平坦面をなし、壁は

斜めに立ち上がる。埋土は茶褐色粘質土及びシルトである。遺物は弥生時代前期土器30数点の

他、中期の土器細片が数点混入している。ともに図示できるものはない。その他粘土塊2点、チ

ャートのフレーク1点が含まれる。また、南壁に倒れかかるような状況で20cm大の河原石が1

個出土している。前期IIIのものである。

S K18

土接の約半分が調査区外に出ているが、隅丸長方形の平面形を有するものであると考えられ

る。長軸方向はN－57LWを示し、残存長径1．29m、短径1．54m、深さ0．45mを測る。東壁辺に直

径15cm、深さ25cmの小ピットがある。底は平坦面をなし、壁は斜めに立ち上がる。埋土は茶褐

色粘質土単純一層である。遺物は壷（13－17）、婆（18～20）が出土しており、（15）が埋

土中より出土している以外はすべて底面からの出土である。他に140点の細片が出土しているが、

すべて弥生時代前期である。石器は叩石（227）、砥石（236）が出土している。前期IIIに属する。

S K19

東側半分近くを田村川によって切られている。楕円形の平面形を呈し、長軸方向はN－30LEを

示す。長径1．15m、残存短径0．86m、深さは最も残りの良いところで約0．10mを測る。埋土は勒黒
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色粘質土単純一層である。遺物は、壷（21～25）、婆（26－34）、鉢（35）が出土している。（21、

23、25～27）が埋土中よりの出土で、他はすべて底面出土である。（27）は擬朝鮮系無文土器で

ある。他の遺物としては、チャートのフレーク4点、叩石1点、粘土塊3点が出土している。

前期IIIの遺構である。

溝

S Dl

調査区の北端に位置し、調査区を南西から北東に向って走っている。長さ13．20m、幅約1．60

二1．90m、深さ0．40－0．50mを測る。A－B、C－Dの断面を見れば解るように、SDl埋土上層

には砂礫及びシルトが厚く堆積している。この砂礫～シルト層は北のB区に流れ込んでいる砂

礫層と同様のものである。それによってSDlの北壁は削り取られており、同時に埋土上層及

び南壁側も一部挟り取られている。C－D断面の南壁側が2段になっているのはその結果によ

るものである。SDl埋土（第Ⅵ～Ⅶ層）からは多量の遺物が出土している。前期IIIのものが

圧倒的に多いが、第Ⅳ層上層からは少量の弥生中一後期土器が出土している。これらは上層からの

混入であると考えられる。壷（36、39）は前期I～IIのもので、（37、38、40－48、50）は前期

III、（51－57）は前期Ⅳ、（58～60）は中期のものである。婆は、前期Iのものとして（70、71）、

前期IIIのものは（72～93、95、96）、鉢及び蓋（102、103、105～110）は前期IIIのものである。

石器は石斧（203）、叩石（226、228）、石包丁（248）が出土している。（248）の石包丁は中期

のものである。

SDlは北東に伸びてB区東の自然堤防末端まで伸びていると考えられ、なお後述するE区

のSDlにつながる環濠の一部と考えられる。

次にSDl上層についてみておくと、前述の北方からの流れ込みは大きく2時期にわたって

あったものと考えられる。最初に砂や大小の礫を含む第III・Ⅳ層が流れ込み、次に第Ⅴ層のシ

ルトが堆積したものである。両者ともに弥生時代前～後期の土器、石器が多量に含まれている。

代表的なものを挙げると、前期の壷（152～157）、蛮（158、159）、鉢（160）、中期の壷（161～

172）、婆（173）、高杯（174～176）、後期の壷（177～188）、蛮（189～192）、高林（193～195）、

鉢（196－198）、石器は石斧（199、200、206、209～211）、叩石（214－218、220、231、

233）、石包丁（239～241、243、246～248）、磨製石鉄（253）、打製石歌（249、251）などを挙

げることができる。また第I層シルトからは、第72図に示したように、壷（181、183）、婆（192）、

高杯（195）などがまとまって出土している。これらは流れ込みによるものではなく置かれたも

のである。したがって第I層は後期後半の一時期において生活面であったことを示している。

S D2

調査区の南寄りで確認した溝である。長さ8．80m、幅0．90m、深さ0．22mを測る。断面形は逆
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台形で底面は南に向って下っている。埋土は2層よりなり、遺物は弥生時代前・中・後期

の細片が多量に出土しているが、各土器片とも磨耗を受けている。後期の溝である。

S D3

弥生前期の溝（SDl）の南に位置し、調査区を東西に切る溝であり、東は田村川によって切

られている。長さ3．40m、幅は東で0．40m、西で1．08m、深さ0．20mを測る。埋土は茶灰色砂

層で、弥生土器細片に少量の須恵器が入っている。出土した須恵器から、古代の溝と考えられる。

S D4

調査区の西壁側に沿って走る溝である。長さ28．80m、幅0．50～0．70m、深さ7～25cmを測り、

南が深くなっている。断面形は逆台形を呈し、埋土は褐灰色粘質土である。遺物は弥生土器、須

恵器の細片に混じって石斧（205、207）が出土している。

性格不明遺構

S XI

SKlの南の破線部分である。掘り込みは見られないが、（111－145）のように前期Ⅳの完

形土器及び大きな土器破片が集中して出土している。石器は大型蛤刃石斧（201）、叩石（219）

などが出土している。これらの遺物は、地山である黄褐色粘質土層に密着し、時に粘質土層直

上から出土している。SXlは何らかの遺構により壁が削平されており、底面の遺物のみが残

ったものと考えられる。

S X2

東側を田村川によって切られており、またSK2を切っている。規模は長軸4・00m、短軸2・20

m、深さ0．12mを測る。平面形は北側が丸くカーブし、南は隅丸方形を呈す。底面は中央部が

わずかに高まっており、南・北端が低くなっている。また底面には大小のピットが11個存在す

る。埋土は赤茶色粘質土で、遺物は弥生前・中期土器（146～149）及び石包丁（245）、叩石（223）

等が出土している。

ピット

PI

SK7の東隣に位置する。直径50×40cm、深さ約10cmを測る。埋土は黒褐色粘質土で、石銭

（252）が出土している。
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P2

SKlの北西に位置する。直径36×24cm、深さ8cmを測る。埋土は黒褐色粘質土で、石斧（213）

が出土している。

D区

竪穴住居址

S Tl

調査区の南端に位置し、西側半分が調査区外

に在る。径3．94m、深さ約0．30m、面積は約12．2

鯉を測る円形住居址である。床は平坦面をなし、

中央ピットは楕円形の平面形を有し、長軸は東西

方向を示す。推定長径90cm、短径76cm、深さ30

cmを測り、南側の壁が段状をなしている。4個

のピットが認められるが、P3とP5が主柱穴

STlピット計測表

No． 径 帥 深さ帥 備　　 考

1 110 ×76 30 中央 ピッ ト

2 22 5

3 24 20 主　 柱　 穴

4 10 ×16 12

5 23 51 主　 柱　 穴

である。南壁の一部に幅6～7cm、深さ7cmの壁溝が見られる。

第I層は赤味を帯びた灰濃茶褐色粘質土、第II層は暗灰茶色粘質土である。中央ピット下層

には灰と炭化物が混った黒灰茶色粘質土が厚く堆積し、その上に淡紅色の焼土が流れ込んでい

る。住居址床面にはほぼ全面に焼土、炭化物が見られ、焼失した住居であることがわかる。

遺物は第I・II層より多量の土器（1－17）が出土している。（4）は、第I層出土の前期Ⅳ

の壷で混入と考えられる。他の遺物は中期IIIのものと考えられる。これらのうち、壷と窪の口

綾部からみた構成比は4：5である。石器は扁平叩石（247）、砥石（269）が出土している。中

央ピットからは14点、P2・3からも数点の土器片が出土している。床面出土の遺物は見られ

ないが、中期IIIの住居址としてよいであろう。

土士広

S Kl

調査区の最北部で検出した土拡である。田村川底で検出したため、上部は大きく削られてい

るものと考えられる。東側が一部調査区外に出ているが、長軸は東西方向を示す楕円形の平面

形を有する土地である。長径1．25m、短径0．99m、深さ0．24mを測る。底面は南に向ってやや

下っており、壁は斜めに立ち上がる。埋土は黒勒色粘質土である。遺物は、壷（18～21）、婆

（24～27）、鉢（28）の他、100余点の細片が出土している。前期IIのものである。

S K2
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田村川床下での検出であるため、遺構上部は大きく削られている。不整楕円形の平面形を有

し、長軸はほぼ南北方向を示す。長径1．44m、短径0．85m、深さ0．20－0．30mを測り、底面は東

側が深くなっている。埋土は勒黒色粘質土で、遺物は壷（29）が1点出土している。SK2は

後述するSDlの一部分である可能性が強い。

S K3

西側の一部が調査区外に出ているが、ほぼ全体の形を知ることができる。不整楕円形の平面形

を有し、長軸方向はN－730－Eを示す。残存長径0．85m（推定1．00m）、短径0．80m、深さ7～

8cmを測る。底面中央部に直径18cm、深さ20cmの小ピットがある。埋土は濃茶色粘質土で炭化

物が多く含まれており、遺物は前期IIIの細片とチャートのフレーク1点が出土している。

S K4

隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－5三一Eを示す。長径2．30m、短径1．61m、深さ0．25

mを測る。底は平坦面をなし、壁は斜めに立ち上がる。埋土は第I～III層からなり、第I層に

のみ炭化物が多く含まれている。遺物は、壷（30～33）、蛮（34～36）で、（31）が第I層、（30、

32～35）が第III層、（36）が第II層より出土している。その他第I層より22点、第II層より52点

の細片が出土しており、壷が多い。前期IIである。

SK5

大部分を田村川によって切られている。隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－6qLEを

示す。残存長径0・94m、短径0．82m、深さ9～14cmを測り、底面は一部が段状をなしており、壁

は斜めに立ち上がる。埋土は淡灰茶色粘質土で、遺物は壷（37）が底面より出土している。中

期IIIである。

S K G

隅丸方形の平面形を有し、長軸方向はN－10LEを示す小型の土肱である。長径0．90m、短径

0．67m、深さ0．24mを測る。底は平坦面をなし、壁は斜めに立ち上がる。埋土は黒褐色粘質土で、

遺物は蛮（38）の他、粘土塊が2点出土している。前期IIIである。

S K7

西側が調査区外に出ているが、長軸方向はN－71LWを示し、隅丸長方形の平面形を有する土班

で、残存長径1．66m（推定2．00m）、短径1．46m、深さ8cmを測る。底は平坦面をなすが、4個の

小ピットを有する。壁は斜めに立ち上がり、埋土は黒褐色粘質土単純一層である。遺物は、壷

（39～46）、蛮（47、48）の他に蛮底部3個、大型壷底部2個等36点の土器片が出土している。
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石器は棒状叩石（255）が出土している。前期IIである。

S K8

遺構の東部の一部が田村川に切られており、西の一部は調査区外に出ている。複雑な平面形

をなしているので、南西から北東に長軸を有する土地と、北西から南東方向に長軸を有する土

肱との切り合いが考えられるが、平面、断面ともに切り合い関係をつかむことはできなかった。前者

は長径4．00m、短径1．76～1．33m、深さ0．93mを測り、断面形は逆台形、底は船底状を呈す。後者は

長径3．22m、短径1．25m、深さ0．38mを測る。埋土は第I～Ⅵ層からなり、多量の土器、石器計

1500点が出土している。第Ⅵ層は灰黒色砂層の無遺物層、第Ⅳ層は炭化物、第III層は焼土である。

出土土器を層位別にみてみると、第I層は細片のみで約400点が出土、第II層からは壷（49、

50、53、55、58、60－62、66）、婆（69－72、75～77、79－83、104、107、108）、鉢（109、

111）、石器は石斧（227、229）、叩石（246、249、262、264）が出土している。このうち

（58、69、70）は明らかに中期のものであり、北西から南東方向に長軸を有する土肱に関連
◆

した遺物とみられる。それ以外の土器はすべて前期IIのものである。第III層からは壷（54、57）、

蛮（84、93、95、102）、石器は砥石（268）が出土している。すべて前期IIのものである。第Ⅳ・

Ⅴ層からは最も多くの遺物が出土している。壷（51、56、64、68）、蛮（94、96～101、103、

105）、鉢（110）、石器は石斧（223、229、232）、叩石（242、245）、石包丁未製品（270、271）、

磨製石嫉（272、273）、打製石鍛（274）、石製円盤（275－277）を挙げることができる。土器は

第III層同様すべて前期IIのものである。石器のうち石包丁末製品や石製円盤（未製品）が含ま

れていることは、SK8の性格を考える上で重要である。SK8出土の前期IIの土器組成は、

壷11、窪43、鉢7である。

以上のことからSK8は前期IIの貯蔵用土蛇と考えられる。そして機能している時に火災に

遭い、その際第Ⅳ層が堆積し、その後焼土が流れ落ちて第III層となったと考えられる。層序、

遺物の出土状況から考えて、火災後に復旧した形跡はみられない。

S K9

東は田村川によって切られている。隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－79Lwを示す。

残存長径1．00m、短径0．84m、深さ0・50mを測る。北東隅が一段高くなっており、底面は東か

ら西に下っており、西壁側には直径12×8cm、深さ4cmのピットがある。埋土は黒褐色粘質土

で、遺物は壷（112）、窪（113－115）、鉢（115）、石器はチャトのフレーク9点が出土してい

る。弥生前期IIIの土肱である。

S KlO

北端がやや突出気味の楕円形の平面形を有し、長軸方向はN－22LEを示す。長径1・06m、短径
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0．84m、深さ0．24mを測る。底面は階段状をなしている。埋土は黒褐色粘質土で、100点近い弥生

土器が出土しているが図示できるものはない。時期は不明である。

S Kll

大部分が調査区外に有るために全形を知ることはできないが、隅丸長方形の平面形を有する

ものであろう。長軸方向はN－21LEを示す。現存長径0．80m、短径0．42m、深さ0・30mを測

り、底面は南部で段をなす。埋土は淡茶褐色粘質土で、遺物は弥生時代前期土器細片が24点出

土しているが、実測可能なものはない。

S K12・13

2つの土鉱は切り合い関係にあるが、平面、断面ともに精査したが、前後関係をつかむことは

できなかった。SK13は隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－62Lwを示す。残存長径1．57

m、短径1．23m、深さ0．22mで、底は平坦面をなす。埋土はともに黒褐色粘質土で、SK12の平

面形を推定することは困難である。遺物は、壷（116、118、121、130）、蛮（117、122－128）、鉢

（129）、石器は打製石斧（233）、砥石（267）が出土している。（121、124、128）は底面出土で

あり、（130）はピット状の浅い落ち込みから出土している。これらの土器は、前期II・IIIのも

のである。

S K14

不定形の平面形を有し、長軸方向はN－56LWを示す。長径は1．24m、短径は1．00m、深さ0．18

mを測る。底面は東側がわずかに深くなっており、壁は斜めに立ち上がる。また壁より突出する

ような形でピットが3個付随している。埋土は黄茶褐色粘質土で、遺物は弥生前・中期土器細

片が多く出土した。

S K15

隅丸長方形の平面形を有し、長軸方向はN－29LEを示す。長径2．72m、短径1・08m、深さ

0．30m前後を測る。中央よりやや北寄りで段状に低くなっている。北側半分は上層がかな

り撹乱されており、したがって北の壁はかなり削平されている。底面中央部に2個の小ピ

ットを有し、壁は斜めに立ち上がる。埋土は第II層が厚く、第I層は薄く堆積し、ともに多量

の土器を含んでいる。遺物は、壷（132）が底面より、（138、139）が第II層より、中期の土器

（131、133－137）は第I層から出土している。SK15は前期IIIの土蛇と考えられる。

S K16

長方形の平面形を有し、長軸方向はN－40LEを示す。長径2．40m、短径2．05m、深さ0・42mを
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測る。底はほぼ平坦面をなし、南隅に直径70cm、深さ8～10cmの窪みがある。壁はかなり急角

度で立ち上がっている。埋土第I層は茶灰褐色粘質土で、土器片と共に多量の炭化物を含んで

おr上第II層は黄茶色シルトで土器片を多量に含んでいる。第I層より、壷（146、147、149

～153）、窪（154～161、163、164）、鉢（165）、第II層より、壷（144、145、148）、婆（162）、

石器は、第I層より砥石（265）、底面より石斧未製品（237）が出土している。図示したもの以

外に前期Ⅳの細片が4点含まれるが、混入とみられる。他はすべて前期IIIのものである。これ

らの土器組成を口綾部からみると、壷4、蛮16、鉢2である。SK16は前期IIIの土肱である。

S K17

大半が調査区外にあり、かつ南をSK18に切られているため形状を推定することはできない。

長軸方向はN－70L－Wを示す。残存長径0．62m、短径0．66m、深さ8cmを測り、底は平坦面で

壁は斜めに立ち上がる。埋土は黒褐色粘質土で、弥生前期土器細片が1点出土している。

S K18

大半が調査区外にある。長軸方向はN－20LEを示し、楕円形の平面形を有する土肱である。

残存長径1．05m、短径0．60m、深さ4cmを測り、底面は平坦であるが北半には大きな落ち込み

がある。これはSK18に伴う柱穴と考えられる。埋土はSK17とほとんど同じ黒褐色粘質土で、

埋土中より前期の土器細片8点が出土している。前期IIの土肱である。

S K19

東端を田村川に切られ、西端をSTlに切られている。隅丸長方形に近い楕円形の平面形を

有し、長軸方向はN－60LEを示す。推定長径2．45m、短径1・50m、深さ0・30mを測る。北壁

側が棚状をなし、底面東部は不定形に窪んでおり、またPl～3の小ピットがある。埋土は第

I～Ⅳ層からなり、第I・III層から多くの弥生土器片が出土している。第II層は炭化物の層で

ある。遺物は壷（166）、婆（167－169）が出土している。前期IIの土肱である。

S K20

東半分が調査区外に出ているが、長軸は南北方向を示す楕円形の平面形を有する土肱である。

長径1．32m、短径0．54m、深さ0．50mを測る。断面形は箱形で底面は南が下っている。埋土は第II

～Ⅴ層からなり、各層ともに炭化物、土器を多く含んでいる。中でも土器は第Ⅳ層に集中してい

る。出土遺物は、壷（171～178、189、190）、婆（181～185、191～199）、鉢（186、187、200）

であり、（181）は第II層出土で混入と考えられる。他はすべて前期IIのものである。他に図示

していないが、蓋2点、土製円盤1点が出土している。出土土器の組成は、壷15、婆17、鉢5、

蓋2、土製円盤1である。SK20は前期IIの土肱である。
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S K21

東側の一部が調査区外に出ているが、長軸方向はN－88LWを示す楕円形の土蛇である。残存長

径0．54m、短径0．46m、深さ5cm前後を測る。底面は東端が落ち込んでいる。埋土は茶褐色粘

質土単純一層で、遺物は弥生前期土器細片が数点出土している。

S K22

大半が調査区外に出ており全体の形を推定することは困難である。長軸はほぼ南北方向を示

す。残存長径3・82m、短径0．32m、深さ0．14mを測る。北端に小ピットが1個ある。埋土は赤

茶褐色粘質土であるが、上層はかなり撹乱をうけている。遣物は弥生前期土器の細片が数点出

土しているが、実測可能なものはない。

溝

S Dl

調査区の中央よりやや北で西壁断面に大きな溝状の落ち込みを2連検出した。この付近はほ

とんど田村川によって切られており、広がりを検出することはできないが、SDlの底のわずか

な残存部から南東に伸びる溝であることが認められる。断面を観察すると2連の溝が存在し、

濃灰茶色粘質土が北側の濃茶褐色粘質土を切っているようにみえるが、底面の立ち上がりやそ

の他の埋土などから考えて二重の状を呈する一条の溝であると判断した。断面にみられるSD

lの規模は、幅が約4．00m、深さは0．40－0．70mを測る。

遺物は弥生土器壷（202～209）・婆（210～217）、石斧（225、231、234）が出土している。

ピット

D区からは北部を中心に大小41個のピットが検出されたが、そのうち23個から弥生土器、フ

レーク等が出土している。出土遺物中で図示できるものはP37出土の鉢（218）のみである。前

期II～IIIのものである。

E区

土士広

S Kl

調査区の北端に位置する。楕円形の平面形を有し、長軸方向はN－62L－Eを示す。長径0．96m、短

径0．68m、深さ0．12－0．22mを測り、底面は段状をなす。埋土は黒褐色粘質土で、出土遺物は

見られない。
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S K2

長楕円形の平面形を有し、長軸方向はN－42LWを示し、長径1．16m、短径0．42m、深さ0．28m

を測る。底面は北西部が段状に掘り込まれ、さらに底面中央部にわずかな窪みがみられる。埋

土は黒褐色粘質土で、遺物は見られない。

S K3

東側を田村川に、北を現代の撹乱によって切られており、土肱の形状を把握することはでき

ないが、不定形の平面形を有するものと考えられる。残存長径1．58m、短径1．21m、深

さは南壁近くで0．16m、北で0．25mを測る。埋土は黒褐色粘質土で、遺物は弥生土器細片と叩

石（168）が出土している。また底面より多くのピットを検出した。そのうちPl～3の底部か

らは根締めのためと思われる礫が出土しているが、その中からPlでは叩石（150）、P3では石

斧（137）、叩石（149）が出土している。SK3より西に向けて溝状のものが出ているが、SK

3との関係は不明である。

S K4

東側を田村川によって切られているが、ほぼ全形をつかむことができる。隅丸長方形の平面形

を有し、長軸方向はN－45LEを示す。長径2．48m、短径1．46m、深さ0．32mを測る。南壁及び

西壁は垂直近く立ち上がるが、北壁は斜めに立ち上がっている。また西壁南端が外方に突出し、

一部段状に掘り込まれている。底はほぼ平坦面をなし、南寄りに小ピットPl～3がみられる。

Plは直径20cm、深さ8cm、P2は20×12cm、深さ25cm、P3は値径24cm、深さ25cmを測る。

これらのピットはSK4に伴う柱穴と考えられ、PlとP3は主柱穴的なものであろう。埋土

は第II～Ⅴ層からなり、第III層の黄褐色粘質土は壁の地山が一部崩れ落ちたものである。また埋

土中には遺物はほとんど見られない。埋土で今一つ注意すべきことは、他の前期の遺構の埋土

が黒～茶褐色粘質土であるのに対して、本例は黄茶色シルト層であることである。これは明ら

かに他の多くの遺構とは埋没状況に違いがあることを示している。

遺物は、底面から婆（1）、蓋（2）が出土している。この出土状況は上から投げ込まれたよ

うな状態ではなく、置いてあったものが押しつぶされたものと考えられる。また（2）の蓋は

婆に使われていたものであろう。埋土と遺物出土状況からみて、SK4は貯蔵用小竪穴として

機能していた時に大水等によりシルトが流れ込んだものと考えられる。（1、2）共に前期IIIの

ものである。

S K5

西は調査区外に存し、東は田村川によって切られている。長軸方向はN－600－Wを示す長い土肱

で、溝になる可能性もある。残存長径1．90m、短径0．70m、深さは最も深いところ．で約0・20m

を測る。埋土は黒褐色粘質土で、出土遺物は見られない。
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S K G

約半分近くが調査区外に存するが、長軸方向はN－67LWを示す隅丸長方形の平面形を有する土

肱である。北壁の一部と南壁の上層部を現代の撹乱によって切られているが、残存規模は長径

1．17m（推定1．60m）、短径1．14m、深さ0．26～0．36mを測る。底面は中央部が最も深くなって

いる。埋土は第II～Ⅴ層からなり、第Ⅴ層の黄茶褐色シルトは壁の地山が崩れ落ちたものである。

遺物は、底面及びⅣ層からが最も多く、壷（4～9）、婆（10、11）、鉢（12）、蓋（13）など

が出土している。壷（8）は第II層出土であり、第II～III層は弥生前期土器とともに弥生中期土器、

中世の備前なども出土している。第II～III層は中世に撹乱を受けていると考えられる。底面及び第

Ⅳ層の土器出土状況は、第141図のように土蛇の北部に集中している。出土状況を詳細に観察す

ると、土器の重なり具合、蓋や底部が倒立していることなどからして、置かれていたものでは

なく北の方向から投げ込まれたものと考えられる。SK6は出土遺物、土肱の平面形、規模か

ら考えて前期IIIの貯蔵用土地と考えられる。そして貯蔵用土地としての機能が停止した後に廃

棄蛇として利用されたものである。SK6出土の前期IIIの土器組成は、壷4、蛮4、鉢1、蓋

1である。

S K7・8

SK7は大部分が調査区外に出ており、SK8を切っている。残存部から長軸方向はN－20LE

を示す隅丸長方形の平面形を呈する土肱で、長径2．00m、推定短径1．00m、深さは南で0．15m、北で

0．30mを測る。底面は2段になっており、北端に10×12cm、深さ5cmの小ピットがある。埋土は

第II～III層からなる。遺物は、壷（14～18）、蛮（19～22）の他700点余りの土器細片が出土し

ている。底面及び第III層出土のものはほとんど前期IIIであるが、（14）は古くなる可能性がある。

第II層は中世の時期に撹乱を受けており、備前等が出土している。また第III層よりチャートの

チップ、フレークが100点以上出土している。土器組成は壷2、婆3である。

S K8は大部分が田村川に切られており全形は不明であるが、南西角の形状から隅丸

長方形の平面形を有するものと考えられる。底面から前期IIIの土器細片が出土している。

溝

S Dl

調査区北端に位置し、調査区の南東から北東方向に伸びている。長さ5．60m、幅1．80～2．10m、

深さ0・90－1．00mを測り、断面形はU字形を呈す。埋土は基本的には東壁にみられるように3層（II

～Ⅳ）からなり、部分的には層位の乱れた所もある。埋土各層より多量の土器、石器が出土し

ている。土器の層位別出土状況（セクション5－6）は、第II層が最も多く約4500点を数える

が、細片が多い。第III層は第II層に次いで多く約1500点であり、第II層に比べて大きな破片が

多く見られる。壷（23、29、41、43、45、47～50、52、56～59、61～68）、喪（71、81、83、85
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～94、96－116）、高杯（117）、鉢（119）、蓋（124－127、130）、紡錘車（132、133）が出土し

ている。このうち壷（43、48）が前期Ⅳに属する以外は、すべて前期IIIのものである。最下層

第Ⅳ層からは壷（46）の他、約400点の細片が出土している。底面からは細片のみ30数点を数える。

石器は、第II層より石包丁（181、182、189）、石嫉（183～187）、石錐（188）、打製石斧（147）、

未製品（138）、第III層からは打製石斧（146）が出土しており、その他叩石、砥石が第II～III

層より出土している。

遺物の出土状況からみると、第III層と第Ⅳ層との間に1つの画期があることがわかる。すな

わち、底面及び第Ⅳ層は遺物の出土量が少なく、第II～III層は極端に多くなっている。この現

象はSDlの機能していた時期に関係するとみられる。

5．まとめ

以上、Loc．44の検出遺構について詳述した。前述のようにLoc．44（西見当遺跡、北が）ヤ

遺跡）は昭和30年以来数度にわたる調査がなされており、調査、研究の蓄積がある。今一度研

究史を整理し、成果と問題点を確認した上で、今次調査の成果を位置づけなければならない。

今次調査までに解明されていることを列挙すれば、①当遺跡は前期II（西見当I式）の段階

に成立した環濠を有する集落遺跡である。②自然堤防上に立地している。③1－4次にわたっ

て調査されたD・E区の東部つまり旧A・旧B・旧C区では土地、工房址、溝などが多く確認

されているが、住居址は確認されていない。④これらの遺構のほとんどは前期III段階（西見当

II式）の時期をもって終わり、したがって土器型式にして2時期という短命な遺跡である。⑤

前期IIと前期IIIの段階では土地の平面形に変化がある。以上となる。
註1

次に今次調査の成果について述べる。まず南北に長いトレンチ調査によって、Loc．44の旧地

形は南北2つの自然堤防からなっていることが判明した。すなわちB区の窪地（自然流路）を

はさんでA区とC～E区に分けることができる。A区では南北に走る弥生中期のSDlと前期

II段階の溝SD2を検出した。C～E区で検出した弥生時代の遺構は、竪穴住居址1棟（D区）、

土肱50基（C区－20基、D区－22基、E区－8基）、溝3条（C区－1条、D区－1条、E区－

1条）である。これらの遺構を時期別にみると、中期に属するものはD区のSTl、SK5、

C区のSX2、前期Ⅳ段階のものはC区のSKl、前期III段階のものはC区8基（SK2・4・

9・12・15・17～19）、D区5基（S K3・6・9・15・16）、E区4基（S K4・6－

8）、前期II段階のものはA区7基（S Kl・4・7・8・18－20）であり、時期不明の

ものが合計12基を数える。3条の溝はすべて前期III段階に属すると考えられる。

まず最も多く検出された土肱から分析を行いたい。時期の判明した27基の土肱の中で中期に

属するものは1基（D区－SK5）のみで、他はすべて前期のものであり、中でも前期III段階

のものが最も多く17基を数え、前期II段階のものが7基である。次に分布状況をみると、前期

II段階のものはD区のみに分布しているのに対して、前期III段階のものは分布範囲をC・E
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区へと広げると同時に遺物の量的増加はみるものがある。しかし前期Ⅳ段階になると激減する。

これは先述の④の見解を今次調査でも実証し、追認するものである。

土肱の形態についてみると大小さまざまではあるが、前期IIと前期III段階の間には平面形、

断面形に変化のあることが理解できる。すなわち前期II段階のものはSK7を例外にすると長

楕円形の平面形を有し、断面形は船底状を呈するものが多く、また前期III段階のものよりも深い

ものが多い。これに対して前期III段階のものは総じて隅丸長方形の平面形を有し、底面は平坦

面をなし、中には小ピットを有するものがある。前者の典型をD区のS K19・20に、後者

の典型をE区のSK4、C区のSK15、D区のSK15にみることができる。これらの土肱の性

格は遺物の出土状況などから考えて、貯蔵用の倉庫的なものを想定することができる。貯蔵穴

は同時期に北部九州、関門地方に広く分布のみられる円形、楕円形、方形の平面形をした所謂

袋状ピットが知られているが、それらと区別するために貯蔵用小竪穴と呼称したい。貯蔵用小

竪穴は部分的、例外的にC区SK9のようにオーバーハングするものもあるが、基本的にはオ

ーバーハングするものは存在しない。北部九州、関門地方のものとは際立った差違がうかがえ

る。しかしながら、北部九州においても上述の貯蔵穴と共に当遺跡の貯蔵用小竪穴に類似する

ものが多く確認されており、「貯蔵穴との間には底間の深さに大きな相違がみられる。しかし

ながらこれらのいくつかは貯蔵穴群の中に設けられ……その用途は判定しかねているところで

あるが貯蔵穴と同様の機能をはたしていたことも考えられる山という見解もある。したがって、
註2

当地方には所謂袋状ピットといわれる貯蔵穴は伝わらず、貯蔵用小竪穴のみが存在していると

言えよう。畿内においても同様のことが言える。

次に今次調査によって規模、形態が明らかになった環濠について触れなければならない。環

濠の存在が明らかになったのは第3次調査旧C地区においてである。この段階では環濠の東端

と思われる部分、長さ5．00m、幅1．85m、深さ0．50mを測るものであり、岡本氏の表現

を借りれば「（東に向って）濠は徐々に地表面に向って、その底を上げている。結局、濠は墓地

に接する部分から5m以上は延びていなかったと考えてよかろう。この5mより先は、弥生時

代には田村川の氾濫原であり、低湿地であったとみられ、それに向って環濠の末端は開口して

いたとみられる」とある。今次E区で確認したSDlは、3次調査で墓地の為に調査できなか
註3

った地点から西20mに位置しておr上　3次調査の「濠」と同一のものであることは間違いない。

そして調査区を南東から北西方向に向って延びており、この地点から140m北のC区北端にお

いて検出したSElに続いていると考えられる。C区SDlは、先述したように北東方向に延

び、自然流路（旧地形は窪地）に向って開口している。この環濠（E区－SDl、C区TSD

l）は極めて部分的にしか調査できていないが、以上のことから環濠の形態は、板付、池上遺

跡にみられるようなドーナツ状に集落を固い込むものではなく、集落の南、北、西を固い込み、

東側は開口する、いわば馬蹄形を呈する環濠であると考えられる。そして環濠の南端と北端と

の距離は140m余りを測る。
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次に、この環濠の掘られた時期、機能した時期、廃棄された時期について、他の遺構の消長

とともに考えなければならない。3次調査においては「環濠の底部から弥生前期前半の西見当I

式土器片が出土」したことから「弥生前期前半に掘られた」とされている。今次調査のSDl
註4

（C・E区共）では、底部から前期II（西見当I式）の出土はみられない。しかしながら、土

器の堆積状況が埋土中層（E区一第III層）に前期III段階の遺物が集中的にみられることや、環

濠内の遺構が前期IIの段階から始まっていることから、この環濠は前期IIの段階に設けられた

ものであると思われる。また埋土中層にみられる前期IIIの土器の集中出土から、前期III段階の

ある時期にはほとんど環濠としての機能を果たしていなかったと考えなければならない。この

現象は、3・4次調査においても共通してみられることであり、これはまた各遺構の同時的廃

棄を示すものでもあろう。

以上のことから次のような結果と問題点を引き出すことができる。すなわち、当遺跡は前期III

段階に最盛期を迎え、貯蔵用小竪穴は環濠内のC・D区において増大するのみならず、環濠外

のE区にも分布の広がりがみられる。そして環濠への土器集中廃棄とE区貯蔵用小竪穴（SK

5・6）の廃棄は同時と考えてよかろう。このことは、両者の成立時期とは無関係に両者が

同時に機能した時間帯のあったことを示している。環濠は一般的に住居址や貯蔵穴等集落を構

成する諸施設を「外敵」から防衛するための施設と考えられているが、貯蔵用小竪穴が環濠外

に存在する事実は、南四国の場合、環濠＝軍事施設説と矛盾する側面をも有することを申し添

えておかねばならない。

1－4次調査と追求し続けてきた住居址は今次調査においても検出することはできなかっ

た。しかしながら前期II・III段階に多量に見られる貯蔵用小竪穴群の存在は、同時期の住居址

群の存在を裏づけるものである。したがって従来の見解同様に、住居址群は今次トレンチより

も西方に存在し、おそらく前期の集落遺跡例から考えて環濠に並行して存在しているのではな

かろうか。

Loc．44C～E区は前期II段階に成立し、前期III段階には廃棄され、前期Ⅵ段階にはjj広

わずか2基が存在するにすぎない。その後は中期後半に至るまで全く遺構を認めることはでき

ない。当遺跡は極めて短命な遺跡であるが、この短期間の中に重要性が濃縮されている。すな

わち質的転換ともいうべき陶汰がなされているのである。なお、このことについては後述する

つもりである。

註1　岡本健児「弥生前期時代」『南国市史』上巻　南国市他1979

註2　福岡県教育委員会『冷水バイパス関係埋蔵文化財調査報告書』1982

註3　註1に同じ。

註4　同上
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第11表　D区竪穴住居址計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模

（m）

主軸方向 柱　 穴 面　 積

両

施　 設

I

備　 考

第 10 3 図 S T l 円　 形 3 ．9 4 － 4 12 ．2

第12表　C区　土土広計測表

挿 図番 号 遺 構 番 号 平　 面　 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 67 図 S K l 隅 丸 長 方 形 1 ．2 0 0 ．8 0 0 ．20 N － 53 ㌔－W 逆 台 形

／！ S K　 2 1 ．8 9 （0 ．68 ） 0 ．2 1 N － 24 L E ／／

／／ S K　 3 平 行 四 辺 形 5 ．12 （1 ．64 ） 1 ．9 0 N － 2 5L E 浅 い 皿 形

／／ S K　 4 隅 丸 長 方 形
－ －

1 ．6 0 逆 台形

／／ S K　 5 隅 丸 方 形 1 ．2 2 （0 ．5 5 ） 0 ．14 N r 3 0㌔－E ／／

／／ S K　 6 鈎　 形 0 ．9 0 0 ．9 0 0 ．30 N － 5 7㌔－W ／／

第 6 8 図 S K　 7 不 定 形 （1 ．0 0 ） 1 ．5 4 0 ．20 N － 6 6と－W ／／

／／ S K　 8 隅 丸 長 方 形 1 ．36 （0 ．8 3 ） 0 ．22 N － 2 4L E ／／

！／ S K ．9 長 方 形 （1 ．50 ） 1 ．6 7 0 ．43 N － 5 5 L W ／／

11 S K lO 楕 円 形 1 ．14 0 ．8 5 0 ．24 N － 26 と－W 段　 状

／／
S K ll ／／ （0 ．4 5 ） 0 ．4 2 0 ．2 0 N － 84 と一W 逆 台 形

／／ S K 12 （1 ．4 6 ） （0 ．54 ） 0 ．4 4 N － 8　㌔－E ！／

第 6 9 図 S K 13 不 整 楕 円 形 0 ．8 2 0 ．50 0 ．2 4 N ／1

／／
S K 14 不 整 形 0 ．6 9 0 ．52 0 ．19 N － 5 3L W ／／

／／ S K 15 長 方 形 2 ．0 4 1 ．07 0 ．2 5 N － 3 8と－E ／／

／／ S K 16 方　 形 1 ．9 5 0 ．8 2 0 ．28 N － 3 7と－E ／／

／／ S K 17 隅 丸 方 形 2 ．04 （1 ．2 2 ） 0 ．35 N － 4 1L E ／／

／／ S K 1 8 隅 丸 長 方 形 1 ．29 1 ．5 4 0 ．45 N － 5 7L W ／／

第 70 図 S K 1 9 楕 円 形 1 ．1 5 （0 ．8 6 ） 0 ．10 N － 3 0 L E 浅 い 逆 台 形
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第13表　D区土拡計測表

挿 図番号 遺構番号 平　 面　 形

規　　　　 模 （m ）・

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 103 図 S K l 楕 円形 1．20 0 ．99 0．24 N －8 9と－E U 字 形

／／ S K　 2 不整楕 円形 1 ．44 0 ．85 0 ．30 N － 5 ㌢－W 逆台形

／／ S K　 3 ／／ （0 ．8 5） 0 ．80 0 ．0 8 N －7 3と－E 皿　 形

／／ S K　 4 隅丸長 方形 2 ．3 0 1．61 0 ．2 5 N － 5 ㌔－E 逆台形

第 10 4 図 S K　 5 ！／ （0 ．9 4） 0．82 0 ．1 4 N － 66 L E 段　 状

／！ S K　 6 隅丸方形 0 ．9 0 0．67 0 ．2 4 N － 10㌔－E 逆台形

／／ S K　 7 隅丸長方形 （1 ．6 6） 1．46 0 ．0 8 N － 7 1㌔一W ／／

／／ S K　 8 4 ．0 0 1 ．7 6 0 ．9 3 ／／

／／ S K　 9 隅丸長方形 （1．0 0） 0 ．84 0 ．5 0 N －7 9と－W ／！

第 1 05 図 S K l O 楕 円形 1．0 6 0 ．84 0 ．24 N － 22㌔－・E 階段状

！／ S K l l ．隅丸長方形 0 ．80 0 ．4 2 0 ．30 N － 2 1㌔－・E 段　 状

／／ S K 1 3 ／／ （1．57） 1．2 3 0．22 N － 6 2と－・W 逆 台形

／／ S K 14 不 定形 1．24 1．0 0 0．18 N －5 6㌔－W ／／

／／ S K 15 隅 丸長方形 2．72 1．0 8 0．30 N － 29と一一E ！／

！／ S K 16 草 方 形 2．40 2．0 5 0．4 2 N －4 0と－・E 箱　 形

第 10 6 図 S K 17 （0 ．6．2） （0 ．66） 0 ．0 8 N －7 0と一W 逆 台形

／／ S K 18 楕 円形 （1 ．0 5） （0．60） 0 ．04 N － 20㌔－E 浅い皿形

11 S K 19 ／／ （2．4 5） 1．50 0 ．3 0 N － 60と－E 逆台形

／！ S K 20 ／／ 1 ．3 2 0．54 0 ．5 0 N － 3 ㌔－E 箱　 形

／／ S K 2 1 ／／ （0 ．5 4） 0 ．4 6 0 ．0 5 N － 88㌔－W 浅い皿形

／／ S K 22 （3 ．8 2） 0．32 0 ．14 N － 1 ヒーE 逆台形

第14表　E区土I拡計測表

挿図番号 遺構番号 平　 面　 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 139 図 S K l 楕 円形 0．96 0 ．68 0．22 N －62と－E 段　 状

／／ S K　2 長楕円形 1 ．16 0 ．42 0．28 N －42と－W 階段状

／／ S K　3 隅丸方形 （1 ．58） 1．21 0 ．25 N －71と－W 逆 台形

／／ S K　4 隅丸長方形 2 ．48 1．46 0 ．32 N －45㌔－E ／／
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挿図番号 遺構 番号

l

平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長軸方向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 140 図 S K　5 不定形 （1．90） 1 ．70 0 ．20 N －60L W 逆 台形

／／ S K　6 隅丸長方形 （1 ．17） 1 ．14 0 ．36 N －67と－W 舟底状

／／ S K　7 ／／ 2 ．00 （0．75） 0 ．25 N －20と－E 段　 状

／／ S K　8 ／／ － － 0 ．39
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第15表　A区遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径 r
底径

料　 態　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 S D l 士璽E

12 ．3 肩の 張っ た上胴部 か らなめ らかに 口唇部 は横方 向の 強 いナデ調 整。

（5 ．2 ） 反 す る口綾部 であ る。 口唇 部は 口頸部 内面パ ケ調 整 を行 っ－。
凹状 をな し下端 に刻 目を施す 。上

胴部 に 2 条 の突帯 を貼 付 し、刻 目
を施 す。

刻 目はパ ケ状 原体 によ る。

2 1／ ／／

16 ．0 直立 気味 の頸部 か らなめ らか に外 突帯 の胎土 と土器 本体 の胎土 は異

（6 ．9 ） 反す る 口綾 部 を有 し、口唇部 は丸

くお さめ る。頸部 外面 に10 条のへ
ラ描 沈線 と3 条 の刻 目突帯 を有す

る。

な る。

3 ／／ 喪

23 ．0 口 緑 部 は 上 胴 部 か らわずか に外 内面 には指 頭圧痕 が認 め られ る。

（12 ．7 ）

21 ．9

反 しつつ立 ち上 が る。 口唇部 は凹

状 をなす 。上胴 部外 面に 3 条のへ
ラ描 沈線 を有す る。

ロ緑部 内 外面横方 向のパ ケ調 整。

4 ／／ ＝量ゴ・璽E

16 ．3 口綾 部は大 き く外反す る。 口唇部 口堕 部内面 横方 向、外面縦方向のハ

（4 ．5 ） は 凹状 をな し上 下に刻 目を施 す。

頸部 に櫛描 直線 文 と刻 目突帯 文 を
有する。 口緑部には貫通 す る刺 突文

を配 す る。

ケ調 整。

5 ／／ ／／
（9 ．3 ）

頸部 外面 に 4 帯 の桶 描直線文 を配

し、その 間に刻 目突帯を4 条配する。
刻 目突帯 は太 いへ ラ描沈線 の 中に
うめ込 んで いる。

外面 は左上 りのパ ケ調 整。

6 ／／ ／／
（2 ．8 ）

大 き く外反す る 口綾 部で外 面に2．5・

cm 幅の粘 土帯 を貼付 す る。 口唇部
は凹状 をな し上 下 に刻 目を施す 。

口綾部 内面 は櫛 描扇 形文 を配す る。

口唇 部は横 方向 の強 いナデ調 整。

7 ／／ 頭

25 ．2 上 胴部 か らなめ らか に外 反す るロ 口縁部 内外面 とも横 方向の ナデ調

（9 ．2 ） 頸 部を有する。口緑部 外面 には 2 cm

幅 の粘土 帯 を貼付す る。 口唇部 は
丸 くお さめ下端 に刻 目を施 す。 頸

部外面に2 条の櫛描 直線 文 を配 す る。

整 。刻 目はパケ状 原体 に よる。

8 ／／ ・＝量コ．璽E

22 ．3 ・ 巨緑部 は大 き く外反 し外面 に1・8cm
立

口唇部 は横方 向の埠 いナデ 調整 。

（5 ．2 ） 中田の半占土　 を貼付す る。 口唇 ロβは
凹メ犬をな　 。 野毛書β外 面に は柿手苗直

突帯 の胎土 と本体 の胎 土 とは異 な

線文 と刻 目突帯 を－ 条認め る。 ロ
練書β内書βは－ 条の突 帯 を酉己し、そ
の上 か ら寸節原体 に よって列 点文 を
施 す。

る。

9 ／／ ！／

16 ．9

（ 1 ．9 ）

ラ ッパ状 に外 反す る ロ綾部 で外 面

に2．2cm幅 の粘 土帯 を貼付 す る。端
部 は大 きく下 垂 させ る。

10 ！／ ／／

19 ．0

（ 3 ．9 ）

直線 的に外 反す るロ縁部 を有 し、
外面 に 2 cm 幅 の粘 土帯 を貼付す る。

端 部 はわず かに下 方に拡 張す る。

口唇部 は広 い面 をなす 。 ロ綾部 内
面に 2 条の櫛 描 波状文 を有す る。

頸 部外面 に縦方 向 のパケ調 整。

11 ／／ ／／

20 ．2

（8 ．8 ）

なめ らかに 外反す る 口綾 部 で外面

に 2 cm 幅の 粘 土 帯 を貼 付 し 、 端
部 を下垂 させ る。 口唇部 は広 い面
をなす 。

頸 部外面 縦方 向のパ ケ調 整。

12 ／／ ／／

2 0 ．6 なめ ら変に 外反す る 口綾 部で 外面 頸部外 面に縦 方向 のパケ調 整 を施

（9 ．7 ） に 2 cm 幅の 粘 土 帯 を貼 付 し端 部

は下垂 させ る。 口唇部 は幅広 い面
をなす 。

す 。

13 ／／ ／／

25 ．8

（ 8 ．2 ）

なめ らかに 外反す る 口綾 部 で外面

に 2 cm 幅の 粘 土 帯 を貼 付 し端 部
は下垂 させ る。 口唇部 は広 い面 を
な し、右上 りの刻 目を施す 。

口緑部 内外面 横方 向のナ デ調整 。

14 11 ／／

26 ．4

（ 5 ．2 ）

口縁部 は大 きく外反 し、外面 に2．3

cm 幅 の粘土 帯 を 貼 付 し端 部 は 下
垂 させ る。 また 貫通す る円孔 をめ
ぐらす。

15 ／／ ／／

27 ．0

（ 2 ．2 ）

なめ らか に外反す る 口綾 部 で外面

に1．7cm 幅 の 粘 土 帯 を貼 付 し端 部
は下垂 す る。

口縁部 内外面横 方 向のナ デ調整 。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm） 霊筐

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S D l 士冨E

16．6 なめらかに外反する口頸部で口縁 頸部外面に左上 り、口頸部内面に

（5．2） 部外面には2．5cm幅の粘土帯を貼付

し、端部は下方に肥厚させ る。口
唇部は刻 目を施す。

横方向のパケ調整を施す。

17 11 ／／

22．0

（3．8）

ラッパ状に大 きく外反する口綾部

である。外面には 2 cm幅の粘土帯
を貼付す る。口唇部は丸みを帯び

た広い面 をなし斜格子文を配する。
また貫通する円孔をめ ぐらす。

18 ／／ ／／

16．6

（1．3）

大きく外反する口綾部で口唇部に
は右上 りの刻 目を施す。内面には
櫛原体による孤文を配する。

19 ／／ ／／

23．2

（6．0）

口緑部はなめらかに外反し外面に

2．6cm幅の粘土帯 を貼付する。口唇
部は凹状をなし下端に刻目を施す。
頸部外面は櫛描直線文 と波状文を

配する。

頸部内面に指頭圧痕を認める。

20 ／／ ／／

23．4

（7．3）

なめ らかに外反する口頸部を有し

端部は大きく下垂する。口唇部に
は斜格子文 を配する。頸部外面に3
条の突帯を貼付 し更に櫛描波状文

を配する。

21 ／／ 婆

24．3

つ　 5．6）

口綾部はなめらかに外反し 2 cm幅

の粘土帯を貼付す る。口唇部は凹
状をなし下端に刻目を配する。頸部
外面は櫛描直線文 と廉状文を配す

る。

22 ／／ 士璽E

12．2

（7．2）

大きく張った胴部からなめらかに
外反する口頸部を有し口綾部外面

には 1 cm幅の粘土帯を貼付する。
胴部上端に円形浮文を配する。

23 ／／ ／／

2 5．2

（13．6）

なめらかに外反する口緑部を有し、

外面に 2 cm幅の粘土帯を貼付する。

口唇部は面をなす・。上胴部に円形
浮文を配する。

胴部内面に指頭庄痕 を認める。

24 1／ ／／

24 ．2

（4．3）

直線的に外反する口綾部 を有 し端

部は内外面に肥厚する。水平に近

い面をなす口唇部には斜絡子文が
認められる。 また断面三角の しっ

か りした刻目突帯を 2 条貼付す る。

全体的に横方向のナデ調整。

25 ／／ 婆

23．0

（14．3）

22．9

口綾部はなめ らかに外反 し外面に

は 2 cm幅の粘土帯を貼付する。 口
唇部には刻目を配す る。上胴部に
楕円形浮文を配する。

内面に指頭庄痕 を認める。

2 6 ／／ 士璽E

16．4 口緑部はなめ らかに外反 し外面に 頸部外面に縦方向、内面に横方向

（4．3） 2．2cm幅の粘土帯を貼付する。口唇
部には 1 条の沈線を配し上下に刻

目を施す。口縁部内面に櫛原体に
よる弧文 を配する．。

のパケ調整。

27 ！／ ！／

19．2

（10．9）

長身の頸部か ら口緑部は直線的に
外反する。頸部外面に 3 条の突帯

を貼付しその間に櫛描波状文を配
する。

28 ／／ 11

15．0 長身の頸部からなめ らかに外反す 内外面ともに縦方向のパケ調整を

（11．7） る口綾部を有し口綾部外面には 2

cm幅の粘土帯を貼付す る。口唇部
は刻 目を施す。頸部外面 2 条の楠
描廉メ犬文を配し、その下に 2 条の
突帯 を貼付する。

施す。

29 ！／ ／／

16．2 長身の頸部からなめらかに外反す 頸部外面に縦方向、内面に横方向

（9．7） る口縁部を有する。外面には2．1cm幅

の粘土帯を貼付しわずかに下垂さ
せ る。頸部外面に櫛描直線文 を配
する。

のパケ調整。

30 ／／ ／／

（7．8）

半球形の上胴部である。断面三角

の突帯 と櫛描波状文、櫛描直線文、
櫛描波状文を配する。

内面に指頭圧痕あり。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　 女　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S D l 士璽E

17 ．5

（ 6 ．7 ）

直線 的に立 ち上 が るロ綾部 であ る。

外面 に 3 条の突 帯 を配 す る。

全体 的に横 方向 のナ デ調整 。

32 ／／ ／／
（9 ．5）

肩 の張 らない胴 部に垂 直 に立 ち上
が る頸部 がつ く。上 か ら櫛 描直 線
文 、波状 文、 更に 2 条の櫛 描直 線
文を配する。また各施文 の終 点 では、
原体 を下 方に転 回 し、擬流 水文状
を呈 す る。

3 3 ／／ 11

15 ．0

（14 ．4 ）

長 頸壷 でなめ らか に外反す る口綾

部 を有する。外面に 7 条の 突帯 と櫛
描 直線文 を有 す る。 口縁端 部 は下
方 に拡張 し幅 広い 口唇部 を有す る。

34 1／ ／1
（7 ．7 ）

肩 の少 し張 った上胴 部 に、垂直 に
立 ち上 が る頸 部が つ く。 2 条 の櫛
描 直線文 とその下 に櫛描連 廉文 を
配 する。また各地文 の終点 では 、原
体 を下 方に転 回 し、擬流水文状 を呈
す る。

35 ／1 ／／

18 ．2

（7 ．3 ）

なめ らかに 外反す る ロ頸 部で あ る。

口綾部 外面 に 3 条 の突帯 を有 す る。

全 体的 に横方 向の ナデ調 整 を行 う。

36 ／／ ／／
（7 ．3 ）

直 線 的に立 ち上が る頸部 に櫛 描廉

状 文 と櫛描 波状文 を有す る。 胴部

には 3 条 の櫛 描 波状文 と1 条の櫛
描廉状 文 を有す る。

内外面 にナ デ調整 。

37 ！／ ／／
（9・．0 ）

長頸壷 の 頸胴部 であ る。外面 に 4

条 の櫛 描 直線文 を有 し、撃期同部間に

刻 目突帯 を貼付 す る。

内面 に指頭 圧痕 あ り。

38 ／／ ／／

12 ．0

23 ．3

16 ．3

6 ．4

胴部 中位 に最大径 を有す。‘口綾部

は大 き く外反す る。 外面 に 2 cm 幅

の粘 土帯 を貼付 す る。 口唇 部は面
をな し刻 目を施 す。 頸部 に 2 条 の
突帯 を貼 付す る。

頸部 外面 縦方向 のパ ケ調整 。

39 ／／ ／／

15 ．0 胴部 中位 に轟大径を有する。口緑部 頸部 外率 は縦方 向 、内面 は横方 向

（13 ．5）

18 ．0

は大 き く外反す る。 口綾部 外面 に

2 cm 幅 の粘土帯 を貼 付。 頸胴間 に

1 条の 突帯 を貼付 しその下 に櫛描
波 状文 を配す る。

のパ ケ調 整 を施 す。

40 ／／ ／／

17 ．2

（22 ．2）

24 ．0

直 線的 に立 ち上 カヾ る頸苦βか らロ緑
苦βはなめ らか に外反す る。 ロ練書β
外 面に3．2cm 幅 の♯占土 帯 を貼 付 し、
端吾βは上 下に 月巴厚 させ る。 雲賀書β外
面 に一 条の楠手苗直線文 を酉己し、そ
の下 に 2 条の 突帯 を貼付す る。 更
に栴 手苗ま皮状文 を酉己す る。

内外面 ハ ケ調 整。

4 1 ／／ ／！
（2 3 ．1 ）

6 ．6

や や長 胴 を呈 し最大 径 を胴部 中位

に有す る。上 胴部 に櫛描 波状文 と
廉 状文 を有す る。

内面 に指 頭圧痕 が 多 く残 る。

42 ／／ ／／

16 ．7

2 2 ．3

15 ．0

3 ．2

わずか に肩 の張 った上胴 部か らな

め らか に外 反す る 口頸部 を有 す る。

口緑部 外面 に粘土 帯 を貼付 し、口唇
部 は面 をなす。

43 ／／ ／／

18 ．2 直線 的に 内イ頃して立 ち上 が る上胴 頸部 外面に縦 方 向、胴部 外面 は横

（14 ．6 ） 部に なめ らかに 外反す る ロ綾 部 を
有す る。 ロ綾部 外面 に粘 土帯 を貼
付 し、 口唇 部は 面 をなす。顕 胴間
に わずか な段 部を有する。また頸部
に貫 通す る円孔 を有す る。

方向 のパ ケ調 整 を施 す 。

44 ／／ 11

16 ．7 肩の 張 った上胴部 か ら大 き く外反 口頸部 内面 は横方 向のパ ケ調 整 を 胴 部以下 外面

22 ．3

15 ．0

3 ．2

す る口頸部 を有 す る。 口綾部 外面

に は粘土帯 を貼付 す る。胴部 上端

に双 線 をめ ぐら し、 その上 をパ ケ
状 原体で刺 突す る。

行 っ。 は全面 スス け

てい る。

45 ！／ ／／

19 ．0

（28 ．2 ）

22 ．6

長胴 で最大 径 を胴部下 位に 有す る。

口緑部 はなめ らかに外反し、外面 に
粘土 帯 を貼付す る。 頸部下端 に は

弱 い段部 を有す る。

外面 は右下 りのパ ケ調 整 を施 す。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S D l 士ヨE

15 ．0

（ 4 ．6 ）

口綾 部は ラ ッパ 状に 外反 し、外面
に粘 土帯 を貼付 す る。口唇部 は面

をな し刻 目 を施 す。 口綾部 内面に
列 点文 を配す る。

4 7 ／／ 11

14 ．7

（ 6 ．1 ）

直線 的に立 ち上が る頸部 か ら口綾
部 は 強 く外 反す る。 口唇 部 は丸 く

お さめ る。 口綾部 内面 に列点文 を
配 す る。

4 8 ／／ ／／

20 ．4

（7 ．0 ）

口綾部 は水平 に近 く大 き く外 反す

る。外 面に は幅 3 cm の粘 土帯 を貼
付 す る。 口唇 部は 面 をなす。

49 ／／ ／／

1 1．3

（ 6 ．5）

口頸部 はなめ らか に外反 す る。 口
綾部 外面 に粘土 帯 を貼付 し、 口唇
部 は面 をなす 。

口綾部 外面に指 頭庄痕 。

50 ／／ ／／

14 ．8

（ 9 ．4 ）

長 い頸部 か ら口縁部 はなめ らか に
外 反す る。 口綾 部外面 に粘 土帯 を

貼付 し口唇部 は面 をなす。

口緑 部外 面に指 頭庄痕 を認 め る。

51 ／／ ／／

17 ．6 長 い頸部 か ら口縁部 は大 き く外反 口緑部 外面 は指頭 圧に よ る圧 痕 、

（12 ．5 ） す る。外 面に粘 土帯 を貼付す る。 頸部 外面縦 方向の パ ケ調 整 を施す 。
口唇 部は 凹状 をなす。 口唇部 は横方 向の 強 いナデ調 整。

52 1／ ／／

13 ．5

（ 9 ．9 ）

口綾部 は なめ らか に外反 し、外面に
粘 土帯 を貼 付す る。 口唇 部 は面 を
なす 。

53 ／／ ／1

20 ．6

（8 ．4 ）

口縁部 は なめ らか に外反し、外面に

は粘土 帯 を貼付す る。 口唇部 は面
をな し刻 目を施す 。

口綾部 外面 に指頭圧 痕 あ り。

54 ／／ ！／

17 ．6 口綾部 は強 く外反し　 外面には粘 土 ロ綾部 外面 に指 頭庄痕 あ り。頸 部

（7 ．5 ） ヽ帯 を貼付 す る。 口唇 部 は面 をなす。
外 面に縦 方向 内面 は横方 向のパ ケ
調 整 を施 す。

5 5 ／1 ／／

21 ．4

（ 2 ．1）

口緑部 は大 き く外反し、外 面に粘土
帯 を貼付 す る。 口唇 部は面 をな し

下端 に刻 目を施 す。

薄手 式土 器で

あ る。

56 ‾ 1／ ／／

17 ．3

（ 5 ．5 ）
ロ縁 部 は強 く外反し、外面に断面三
角 の粘 土 帯 を貼付す る。 口唇 部 は
面 をな し下 端 に刻 目を施す 。 ロ綾
部外 面に櫛 描直 線文 を配 し頸部 外
面 には縦 方向 のへ ラ描 沈線 を配す
る。

／／

57 ／1 ／／

8 ．0

（3 ．8 ）
口綾 部は 強 く外 反し、外面に粘土帯
を貼付 す る。 口唇 部 は面 をな し下
端に刻 目を施す 。頸部 外面 に櫛描

直線文 を施 す。

／／

58 ／／ ／／

2 1 ．6

（4 ．5 ）

強 く外反す る 口綾 部で あ る。 外面

に徴隆 起帯 を貼付 す る。頸部 外面
に縦方 向の 沈線 を配す る。

／／

59 ！／ ／／

1．6 ．8

（6 ．9 ）

口綾部 は強 く外反 し、外 面に は粘

土 帯 を貼付す る。 口唇部 には刻 目
を施す 。頸部 外面 には櫛描 直線 文

と縦方 向のへ ラ描沈線を配する。ま
た上胴部 に円 形浮文 を貼付 す る。

／／

60 ！／ ／／
（6 ．6）

頸 部外面 にへ ラ描沈 線 を配 し上 胴
部 には徴 隆起 帯 を貼 付す る。 また
徴 隆起帯 上に は円形 浮文 を貼付 す

る。

／／
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 S D l 士
璽E

21 ．6

（ 7 ．4）

宗警 雷椿 等 呈誓 妄 宮 詣 謂 膏

を施 す 。頸部 外面 には縦 方向のへ
ラ描沈 線 を配す る。 上胴部 に は櫛
描 直線 文 を酉己し、更 に円 形浮文 を
貼 付す る。

薄手 式土器 で
ある。

6 2 ／／ 無

20 ．8

（ 4 ．3）

口縁部 は外方 に強 く屈曲し、屈曲部

内面は稜 をなす。

内外面 ともにナデ調 整。

6 3 ／／ ／／

1 5．1

（4 ．5 ）

口緑部 は強 く外反 す る。口唇部 は
丸 くお さめ る。

内面上 胴部 に指頭庄 痕 あ り。

64 ／／ ／／

21 ．0 口緑部 は外 方に 強 く屈 曲 し、屈 曲 胴部 内面右上 りのパ ケ調 整 、口緑

（6 ．5 ） 部内 面は稜 をなす 。 口唇 部 は丸 く

お さめ る。

部 内外面 と もに横 方向 のナデ 調整 。

65 ／／ ／／

20 ．7 口緑部 は水 平に近 く屈 曲 し、内面 外面 縦方 向、 内面は横 方向 のパ ケ

（4 ．8 ） は稜 をなす 。 調整 を行 フ。

66 ／／ 士璽E

20 ．8

（ 6 ．0 ）

口緑部 はなめ らかに外反 し、外面に

粘 土帯 を貼付 す る。 口唇部 に は一

条 の沈線 を配 し、 また下端 に刻 目
を施 す。

口綾部外 面に指 頭圧痕 が残 る。

67 ／／ ／／

17 ．6

（10 ．2）

口緑部 はなめ らか に外反 し、外 面

に粘 土帯 を貼 付す る。 口唇 部 は面
をな し下 端 に刻 目を施す 。

6 8 ／／ ／J

18 ．3 肩 の張 った胴 部か らなめ らか に外 頸部外 面パ ケ調整 、 口緑 部外面 は

（7 ．9 ） 反す るロ頸部 で ある。 口緑部 外面

には粘 土帯 を貼付 す る。 口唇 部は
面 をな し下端 に刻 目を施 す。

指 頭圧痕 が残 る。

69 ／／ ／／

20 ．3

（ 6 ．8 ）

内傾気 味 に立 ち上 が る頸部か らロ

緑部 はなめ らか に外反す る。 口緑
部外面 に粘 土帯 を貼付 す る。 口唇
部 は面 をなす。

70 ／1 ／／

18 ．8

（ 9 ．0 ）

なめ らか に外反す る口縁部 で外面

には粘 土帯 を貼付 す る。

内面左 上 りのパ ケ調整 。

71 ／／ ／／

18 ．1 なめ らか に外反 す る口縁部 で外面 ロ綾部 外面 には指 頭圧痕 が 顕著 に

（6 ．0 ） に粘 土帯 を貼付 す る。 口唇部 は面
をなす。

残 る。

72 ／／ ／／

22 ．2

（34 ．6）

33 ．2

長 胴で最 大径 を中位 に有す る。 至額
部 は一旦 内偵 して直 線的 に立 ち上
が り、 外方 に屈 曲 しロ縁部 に続 く。
頸 胴間 に刻 目突帯 を有す る。 ロ綾
部 外面 には粘 土帯 を貼付 し、 口唇
部 には刻 目を施 す 。

外面 はパ ケ調整 。

7 3 ／／ ／／

16 ．6

（ 6 ．0 ）

なめ らかに外 反す る 口緑部 で 外面

に粘 土帯 を貼 付す る。 口唇 部 は面
をなす 。

74 ／／ ／／

20 ．2

（ 2 ．4 ）

なめ らかに 外反す る 口緑 部 で、端

部 を上下 に拡 張 し口唇部 には 4 条

の凹線 文 を配 す る。

口綾部 内外面 横方 向のナ デ調 整。

75 ／／ ！／

16 ．8

（ 4 ．2 ）

ロ綾部 は ラッパ状 に外 反 し、端 部

は上方 に拡 張す る。 口唇 部 に 2 条

の凹線 文 を配す る。

ロ綾部 内外 面横方 向のナ デ調 整。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

7 6 S D l 聾

12．2 口綾部 は強 く外反し、端部は上 下に 口綾部 内外面 に横 方向 の強い ナデ

（5．2 ） わずか に拡 張す る。 口唇 部に は 2 調 整 を行 う。胴部 外面縦 方向 のハ
条の凹 線文 を配す る。 ケ調整 あ り。

77 ／／ 高　 杯

17 ．0

（ 4 ．8 ）

杯 部は 皿状 を呈 し、口縁部 は ゆる
や かに立 ち上 が る。 口綾部 は外 面

に 2 条 の凹線文 を配 す る。

78 ／／ 鉢

19 ．9

（ 4 ．0 ）

内 湾気味 に立 ち上が り、 口唇 部 は
内傾 す る面 をなす。 口綾部 外面 に

は刻 目を施 し、それ よ り下 には 4
条 の微 隆 起帯 を貼付す る。

内 面横方 向の ナデ調 整。

79 ／！ 聾

18 ．0 口綾 部は大 き く外反し、口唇部は丸 口綾 部 内外面横 方向 の強 いナデ調

（13 ．9 ） くお さめ る。 整 を行 う。内面 は頸部 直下 よ り右
か ら左方 向のへ ラ削 り。

80 ／／ ／／

16 ．6 口縁部 は直 線的 に外反 し、口唇部 は 口緑部 内面 横方 向、外 面左上 りの

（4 ．4 ） 面 をなす。 パ ケ調 整 を施 す 。

8 1 ／／ ／／

17 ．1

（ 6 ．1 ）

口綾部 は強 く外反 し、 口唇 部 はわ
ず かに 凹状 をなす 。

胴 部外 面横方 向のパ ケ調 整。

82 ／／ ／／

13 ．0 肩 の張 った上 胴部か ら口綾部 は丸 口綾 部 内面療方 向 、外面 は左上 り

（4 ．9 ） く外反す る。 のパ ケ調 整。胴 部外 面は不 定方 向

のパ ケ調 整 を施 す。胴 部 内面 は横
方 向のへ ラ削 り。

83 ！／ ／／

26 ．8 口綾 部は 「く」 の字状 に外 反 し、 口緑 部及 び胴部 外面 は左上 りのハ

10 ．2 口唇 部は 面 をなす。 ケ調 整 を施 す。 胴部 内面 は右下 り

のパ ケ調整 を施 す。

84 ／／ ／／

15 ．1

（ 6 ．0 ）・

やや 張 った上胴部 か ら、 目線 部は

強 く外反す る。 口唇部 は丸 くお さ
め る。

口綾部 内 外面横 方向 のナデ 調整 。

85 ／／ 高　 杯

28 ．3 口緑部 は稜 をな して立 ち上が り強 口綾部 外面 に横方 向のへ ラ磨 き、

（8 ．2 ） く外反 す る。 口唇 部は面 をなす。 杯 部 内面は縦 方向 のパ ケ調整 後、
縦方向 のへ ラ磨 きを施す 。

8 6 ／1 11

28 ．4 口緑部 は直線 的 に立 ち上 が り口唇 内 外面 とも横 方向の 丁寧 なナ デ調

（3 ．6 ） 部 は丸 くお さめ る。 整 。

87 ／！ ／／

26 ．6

（ 4 ．5）

ロ綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇

部 は丸 くお さめ る。
内外面 と もナ デ調整 を施 す。

88 ／／ ／／

27 ．0

（ 2 ．1）

杯部 下半 の稜線 か ら口緑部 は強 く

外 反す る。口唇部 は面 を なす 。
口綾部内 外面横 方向 のへ ラ磨 き。

89 ／／ ／／

26 ．8

（ 6 ．9 ）

浅 い杯 部か ら口綾部 は強 く外反す

る。 口唇部 は凹状 をなす。
諸 君罪悪 雷禦 浣完哀 謂 貴尚

のへ ラ磨 きを施す 。

90 11 ／／

3 3 ．4 外面の稜 線か ら口綾 部 はなめ らか 口縁部 内面 、横方 向のへ ラ磨 き を

（4 ．3 ） に外反 し、 口唇部 は丸 くおさめ る。 施 す。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

91 S D l 高　 杯

－
「ハ」の字状 に開．く脚部 で ある。0．5 外面 縦方 向のへ ラ磨 き、 内面 に は

（9 ．1） cm 大 の貫通 す る円孔 を有す る。 しぼ り目がみ られ る。

92 ／／ ／／

－
な め らか に外 反す る脚部 であ る。 脚部 外面 縦方 向、 内面横方 向の ハ

（7 ．1）
杯底 部外 面に小 孔 を穿つ。 ケ調 整 あ り。

9 3 ／／ ／／

－
なめ らか に外 反す る脚部 であ り、 脚部外面 縦方 向のへ ラ磨 き、 内面 未製 品で あ り

杯立βとの接 A
（7 ．7 ） 0．9cm 大 の円孔 を有 す る。 には しぼ り目がみ られ る。 ロ　　　　　　　　　　　　ロカゞ なされ てい

な い。製 作工
程 を知 る上で
貴重 な資 料で
ある。

94 ／／ ／／
（4 ．3 ）

16 ．8

「ハ 」の字状 に開 く脚 部 で0 ・7cm 大

の 円孔 を有 す る。端部 は丸 くお さ
め る。

95 ／／ ／／
（7 ．4 ）

19 ．4

なめ らか に外反 す る脚 部で 中位 に

0．9cm 大の 円孔 を有す る。

外面 縦 方向 のへ ラ磨 きを施 す 。

96 ／／ 鉢

22 ．5

（ 4 ．7 ）

浅 い鉢 で 内湾気味 に立 ち上が り口

唇部 は水平 な面 をなす 。

外 面左上 りのパ ケ調 整 を施 す。

9 7 ／／ ！／

24 ．4

（5 ．0 ）

内湾気 味に立 ち上が り、口唇部 は

丸 くお さめ る。

内面横 方向 のパケ調 整。

98 ／／ ／／

2 6 ．7

（ 7 ．2 ）‘

内湾気 味 に立ち上が ）、口唇部は面

をなす 。

内面縦 方向 のへ ラ磨 き、外面 は左

上 りのパ ケ調 整後へ ラ磨 きを施 す 。

99 ／／ ／／

17 ．8

（ 6 ．0 ）

内 湾気味 に立 ち上が り、 口唇 部 は

丸 くお さめ る。

胴部 内面 中位
が ス スけて い

る。

100 ／1 杯　 蓋

12 ．5

4 ．1

天井 部 は平端面 をなす 。端部 は丸

くお さめ る。

全 面横方 向のナ デ調 整。

10 1 S D 2 士冨E

14 ．6

（9 ．3）

口頸間 に しっか り した段 部 を有 し、

口綾部 はなめ らか に外反 す る。 頸
胴 間に 断面三 角形 の突帯 を貼付 す

る。

第16表　A区遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構番 号 器　 種

・最大 長
計測値　 最大 幅

（cm ，g ） 霊大 豊
材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

102 S D l 石　 斧

（10 ．4 ）

7 ．3

3 ．8

307 ．0

緑 色 岩

基部 は欠損 して い る。

刃部 には研磨 の ときの擦痕が 著 し く残 って

い る。他 の部分 は研磨 され てい ない。

103 ／／ ／／

（16 ．4 ）

7 ．0

（4 ．5 ）

78 0 ．0

／／

刃部 は欠 損 してい る。基端部 は丸 い。 丁寧

な研 磨 は見 られな い。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

計 測 値 吾 妻 志

（c m ，g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 0 4 S D l 石　 斧

（ 8 ．8 ）

6 ．2

3 ．9

2 7 4 ．0

緑 色　 岩

基 部 は 欠 損 し て い る 。 刃 部 は 使 用 に よ る磨

梢 に 片 寄 りが 見 ら れ る 。 す な わ ち 、 左 主 面

の 刃 部 は 後 側 線 に 向 っ て 大 き く傾 く。

1 0 5 ／／ ／／

（1 5 ．5 ）

8 ．2

5 ．0

1 2 0 0 ．0

／／

刃 部 が 欠 損 し て い る 。 基 端 部 は 丸 い 。 全 体

に 丁 寧 な研 磨 は され て お らず 、 成 形 時 の 打

痕 を 多 く残 す 。

1 0 6 ／／ ／／

（1 0 ．3 ）

7 ．3 ．

3 ．9

4 2 6 ．0

1／

大 形 蛤 刃 石 斧 の 末 製 品 で あ る 。 成 形 の 段 階

で 破 損 し た もの で あ ろ う。

10 7 ！／ ／／

（1 4 ．7 ）

7 ．1

4 ．3

5 9 6 ．0

結 晶 片 岩

刃 部 は 欠 損 して い る。 基 端 部 か ら 刃 部 に か

け て 、 わ ず か に 幅 を広 げ て い く。

1 0 8 ／／ ／／

（1 2 ．9 ）

6 ．3

4 ．2

5 9 0 ．0

緑 色 岩

刃 部 は 欠 損 し て い る 。 基 端 部 は 尖 り気 味 で 、

基 端 部 以 外 は 全 面 丁 寧 に研 磨 さ れ て い る 。

1 0 9 ／／ ／／

（1 5 ．1 ）

7 ．0

4 ．2

8 3 0 ．0

／／

刃 部 は 欠 損 ‾し て い る 。 基 端 部 は 丸 くカ ー ブ

し て い る 。

基 端 部 は成 形 時 の 打 痕 を残 す が 、 他 は 丁 寧

に研 磨 さ れ て い る 。

1 1 0 ！／ ／／

（1 3 ．9 ）

6 ．8

4 ．4

6 7 4 ．0

／／

刃 部 、 基 端 部 を 欠 損 し て い る 。

全 面 丁 寧 に 研 磨 して い る 。

1 1 1 ／／ ／／

1 2 ．8

（ 4 ．8 ）

（ 3 ．5）

2 8 0 ．0

／／

縦 に 欠 損 し て い る 。 刃 部 は 鋭 く研 ぎ 出 され 、

全 面 丁 寧 に研 磨 さ れ て い る 。

1 1 2 ／／ ／／

（ 5 ．0）

（ 6 ．6）

（ 4 ．2）

4 0 ．0

／1

大 形 蛤 刃 石 斧 の 基 端 部 で あ る 。

丁 寧 に 研 磨 さ れ て い る 。

1 1 3 ／／ ／！

7 ．6

2 ．6

1 ．0

3 3 ．0

11

扁 平 な 長 楕 円 形 の 河 原 石 の 一 端 を加 工 し て

刃 部 を つ く り出 し て い る 。

両 刃 で あ I上　 刃 部 に 研 磨 擦 痕 が 残 る 。

1 14 1／ ／／

5 ．8

3 ．2

1 ．3

3 7 ．0 °

／／

基 端 部 に 対 し て 約 2 倍 の 刃部 幅 を有 す る。全

面 丁 寧 に 研 磨 さ れ て い るが 刃 部 の 半 分 は 意

識 的 に 刃 をす りつ ぶ して い る 。

1 1 5 ／／ ／／

3 ．1

2 ．6

0 ．7

10 ．0

蛇 紋 岩

小 型 の 扁 平 片 刃 石 斧 で あ る 。

全 面 を丁 寧 に 研 磨 し て い る 。

1 1 6 ／／ ！／

5 ．1

2 ．1

1 ．1

1 8 ．0

頁　　 岩

基 端 部 か ら刃 部 に 向 っ て 幅 が 狭 く な っ て

い る 。 刃 部 の 一 部 は 欠 損 し て い る 。
全 面 丁 寧 に 研 磨 さ れ て い る 。

1 1 7 ／／ ／／

1 0 ．8

5 ．7

1 ．8

1 4 0 ．0

砂　　 岩

調 整 に よ っ て 柄 部 をつ く り 出 して い る。

1 1 8 ／／ 1／

（ 6 ．4 ）

5 ．3

1 ．3

6 0 ．0

頁　　 岩

自然 面 と剥 離 面 とか ら な り 、 基 端 部 は 欠 損 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

計 測 借 景 套 露

（c m ，g ） 霊 大 豊
材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 1 9 S D l 叩　 石

1 3 ．3

4 ．2

3 ．4

3 0 0 ．0

砂　　 岩

断 面 円 形 を 呈 す る棒 状 の 河 原石 を使 用 。 両

端 に 著 し い 潰 痕 が 見 ら れ る。

1 2 0 ／／ ／／

1 3 ．1

5 ．3

2 ．7

3 3 0 ．0

／／

断 面 楕 円 形 を呈 す る棒 状 の 河 原 石 を 使 用 。

両 端 に 著 し い 潰 痕 が 見 られ る 。 ま た 両 面 に

も ア バ タ状 の 潰 痕 が 見 られ る 。

1 2 1 ／／ ／！

1 1 ．4

6 ．2

2 ．1

2 4 0 ．0

！／

河 原 石 を そ の ま ま使 用 。 両 端 及 び 両 主 面 に

潰 痕 が 見 られ る 。

1字2 ／／ ！／

10 ．4

4 ．9

1 ．9

1 4 4 ．0

．1／

河 原 石 を 縦 に 割 っ た もの で 、 自 然 画 と剥 離

面 とか ら な る 。 短 側 線 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 2 3 ！／ ／／

1 2 ．5

6 ．8

3 ．2

4 6 8 ．0

緑 色 岩

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し て い る 。

短 側 線 に 潰 痕 が 見 られ る 。

1 2 4 ／／ ／／

1 2 ．1

7 ．7

3 ．3

4 4 5 ．0

砂　　 岩

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し て い る 。

両 長 側 線 は 潰 痕 に よ る 凹 凸 が 激 し い 。

1 2 5 ／／ ！／

6 ．7

5 ．9

1 ．5

7 1 ．0

／／

河 原石 を縦 に 割 っ て お り、 自 然 面 と剥 離 面

とか らな る 。 仝 緑 部 に 潰 痕 が 見 ら れ る 。

1 2 6 11 ／／

9 ．9

7 ．6

1 ．7

2 3 0 ．0

緑 色 岩

扁 平 な 河 原 石 を そ の ま ま利 用 し て い る 。 全

緑 部 に 潰 痕 あ り。

1 2 7 1／ ／1

1 1 ．1

9 ．4

2 ．8

4 9 6 ．0

砂　　 岩

肩 平 な 河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し て い る 。

画 面 中 央 部 に 潰 痕 が 見 ら れ る。

1 2 8 ／／ 砥　 石

1 1 ．6

9 ．4

3 ．6

5 7 1 ．0

／／

使 用 面 は 一 面 で 凹 状 を な して い る。

1 2 9 ／／ ／／

7 ．8

3 ．9

5 ．9

2 5 0 ．0

／1

使 用 面 は 一 面 で あ る 。

1 3 0 ／／ ／！

9 ．1

6 ．3

4 ．8

4 2 8 ．0

／／

使 用 面 は 四 面 で 、 内 一 面 は 、 断 面 三 角 形 の

溝 が 走 る 。

1 3 1 ／／ ／／

1 1 ．1

（ 3 ．5 ）

2 ．4

1 5 0 ．0

頁　　 岩

剥 離 面 の 一 面 を 使 用 して お り使 用 面 に は 擦

痕 が 見 ら れ る 。

13 2 ／／ ／／

8 ．0

4 ．0

2 ．9

1 1 1 ．0

砂　　 岩

使 用 面 は 二 面 で あ る 。

13 3 ／／ 石 包 丁

（ 5 ．4 ）

（ 2 ．6 ）

0 ．6

1 1 ．0

頁　　 岩

刃 部 片 で あ る 。 両 刃 で わ ず か に 外 湾 気 味 を

呈 す る 。 全 面 丁 寧 に 研 磨 さ れ て い る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

計測値 吾 妻露

（cm ・g ） 霊大 豊
材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

134 S D l 石 包丁

（4 ．5）

3 ．7

0 ．7

16 ．0

粘 板 岩

直線 刃 片刃の石 包丁 で ある。 2 孔 を有す る

が 、穿孔 は両面 か らな され、穿 孔に際 して
打痕 は全 く見 られ ない。

13 5 ／！ ／／

（5 ．2 ）

（2 ．5 ）

0 ．8

10 ．0

J／

背部破 片で あ る。 2 孔 を有 し、両孔 共に 片
面 のみか ら穿 たれ てい る。
穿 孔に 際 して打痕 は全 く見 られな い。丁寧

に研磨 され てい る。

136 ／／ ／／

・（6 ．3 ）

4 ．8

0 ．6

20 ．0

／／

直線刃片刃の石包丁で、 2 孔 を有 す るが、 2

孔 は近接 して お り、穿孔部 位 は刃部側 左 に
片 寄って い る。丁寧 に研磨 され て いる。

137 ／／ ／／

（7 ．1 ）

3 ．6

0 ．6

3 3 ．0

千 枚 岩

直線刃片刃の石包丁で背 部 は外湾す る。中央

部 に 2 孔 を穿つ が 、穿 孔 に際 しては打 痕 を
全 く認め な い。

138 ／！ ／／

（6 ．4 ）

4 ．6

0 ．9

35 ．0

頁　　 岩

直線刃片刃の石包丁で ある。穿 孔 は両面 か ら
な され、穿 孔に 際 して打痕 は認め られ ない。

刃部 の一部 に打痕 が 見 られ る。

139 ／／ ／／

8 ．0

（4 ．5 ）

0 ．7

40 ．0

千 枚　 岩

打製石包丁である。自然 画 と剥 離面 とか らな

る。両 短側線 に紐 かけ 用の挟 りを入れ てい

る。

140 ／！ 11

7 ．1

4 ．4

1 ．1

46 ．0

／／

打製石包丁である。両 面 に剥離 面が残 る。 両
短側線 に紐か け用 の挟 r）を入 れ る。

14 1 J／ ／／

9 ．6

7 ．3

1 ．3

110 ．0

砂　　 岩

自然面 と剥離面 とか らなる。

短 側線 に 2 ヶ所 紐か け用 の挟 r）を入れ る。
石錘 か。

14 2 ／／ ／／

11 ．2

6 ．7

2 ．0

18 4 ．0

千 枚　 岩

自然画 と剥 離面 とか らな る。
両 短側緑 に紐か け用 の挟 r）を入 れ る。

／／

14 3 ／／ 石　 鉾

（2 ．6 ）

1 ．3

0 ．3

1 ．4

サ ヌカ イ ト

基部 が 欠損 してい る。刃部 は両 面か ら押圧
制 経に よってつ く り出す。

断面 は六角 形 をなす 。

144 ／／ ／／

3 ．6

1 ．6

0 ．4

2 ．0

！J

凹基 式 であ る。 両面 に剥離 面 を残 し刃部 は
両面 か ら押圧剥 離に よって つ く り出す。

145 ／！ 1／

（4 ．5）

（2 ．0 ）

0 ．4

2 ．9

／／

長 身の錐 で、基部 は大 き く二 又に開 くが 、
両端 共に 欠損 してい る。

146 ／／ ／／

5 ．0

1 ．0

0 ．4

2 ．8

千 枚 岩

磨 製石 錐で 、断面 は菱形 をなす 。全 面に研
磨 擦痕 が見 られ る‘。

14 7 ／／ 石　 剣

3 ．4

2 ．4

0 ．7

11 ．0

結 晶片岩

小 破片 であ るが、関 部が 認め られ る。 また

わずか に稜が 見 られ る。

鉄 剣形石 剣 であ る。

．′
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D L＝8．50m

第I層　黄茶褐色粘質土

第II層　黒灰褐色粘質土
第III層　灰黄色細砂

第Ⅳ層　黄灰色砂
第Ⅴ層　黄灰色砂

第Ⅵ層　灰色砂

第I層　黄茶褐色粘質土

第II層　黒灰褐色粘質土
第III層　灰黄色細砂

第Ⅳ層　灰色一黄灰色砂
第Ⅴ層　黒灰褐色砂質一砂質土

第I層　黄茶褐色粘質土

第II層　黒灰褐色砂質土
第III層　黒灰褐色砂質一粘質土

第Ⅳ層　暗灰茶色砂質～粘質土
第Ⅴ層　暗灰茶色砂
第Ⅵ層　灰黄色砂

第I層　黄茶褐色粘質土
第II層　黒灰褐色粘質土

第III層　灰黄色砂
第Ⅳ層　灰褐色砂

第I層　灰黄褐色荒砂

第II層　暗灰色砂礫
第III層　灰濃茶色粘質～砂質土

第45図　SDlセクション
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S D2

D L＝8．50m

第I層　黄茶褐色粘質土

第II層　黒灰褐色粘質土
第III層　灰色砂
第Ⅳ層　茶灰色砂礫

第Ⅴ層　茶灰色砂質土
第Ⅵ層　暗茶色砂

第I層　黄茶褐色粘質土
第II層　濃茶灰色粘質土
第III層　黄茶色砂質土

第Ⅳ層　灰褐色荒砂
第Ⅴ層　黄灰色砂

第I層　灰黄色砂

第II層　灰茶褐色粘質土
第III層　暗灰色砂

第I層　灰黄色砂

第46図　SDl・2セクション
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第47図　SDl出土遺物

－130－



≡〒∴二幸二

〒＝≡一　‾‾‾苛フ

第48図　SDl出土遺物

－131－



謝

ユ∴（正、、。7
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第51図　SDl出土遺物
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第52図　SDl出土遺物
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第53図　SDl出土遺物
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第54図　SDl・2出土遺物
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第57図　SDl出土遺物
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第58図　SDl出土遺物
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第59図　SDl出土遺物
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第60図　SDl出土遺物
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第62図　SDl出土遺物
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第63図　SDl出土遺物
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第64図　SDl出土遺物
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第17表　C区遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 呈　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K l 架

26 ．4

（ 6 ．0 ）

口緑部 は なめ らか に外 反 し、口唇
部 は面 をなす。

口唇部 は横方 向の ナデ調 整。 外面 は ススけ

て い る。

2 S K 2 鉢

16 ．5 内湾 気味 に立 ち上 が l上　 口唇部 は 外面 は右下 り、内面 は右上 りの丁

（8 ．5 ） 丸 くお さめ る。 寧 なパ ケ調整 。．

3 ／／ 朝lモ
ノュC

27 ．0 口緑部 は如 意形 に外皮 し、 口唇部 口緑部 外面 は横方 向の強 いナ デ調 パ ケ調 整の変

（16 ．5 ）

26 ．7

は面 をな し、全面 に刻 目を施 。 整、沈 窮以下 胴部上 半 は左上 りの 化 点が粘 土
頸部 に 2 条のへ ラ描洗 練 を配 し、 パケ調 整 、胴 部 中位 でパ ケの方 向 接 合部 であ る。
沈線 間に刺 突文 を配す る。 が不規 則に なる。

4 ／／ 土製円盤

4 ．0

0 ．8

隅丸 方形 。 土器 転用 円盤。

5 S K 7 紡錘 車

5 ．0

1 ．2

断面 は凸 レ ンズ状 をな し、一 面に

3 条のへ ラ描沈 線あ り。

6 S K 12 壷

16 ．8 口碑 部 は丸 く外 反 し、端 部近 くが 内外面 共 に丁寧 なへ ラ磨 き、頸部 頸 部に粘 土帯

（10 ．5 ） わ ずか に肥厚す る。 口唇部 は　 く 外 面 に 下 地 の パ ケ調 整 が わずか 接 合部 を認め
お さめ る。頸部 に 2 条のへ ラ描沈
線 を施 し、その 間に 刺突文 を配す

る。

に認 め られ る。 る。

7 ！／ ！／

28 ．5

（ 3 ．0 ）

口縁 部 はなめ らかに 外反。 口唇部

は 丸 くおさめやや 肥厚 す る。頸部’

に 2 条 のへ ラ描 洗練 あ り。

8 ／／ 蟄

23 ．2 口綾部 は短 く外反す る。 口唇部 は ロ緑部 内 外面は横 方向 の強 いナデ

（7 ．0 ）

22 ．0

丸 くお さめ全面 に刻 目 を施 す。 調整 。内面 に指頭 庄痕 が見 られ る。
刻 目は棒状 工具 に よる。

9 ／／ ／／

17 ．5 ロ綾 部 は如意形 に外 反す る。 口唇 口綾部 外面 横方 向の± デ調整 。胴

（9 ．5 ）

16 ．6

部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施
す 。頸部 に 2 条のへ ラ描洗 練 を配

す る。

部外 面洗練 以下パ ケ調 整。

10 S K 16 ／／

24 ．0

（18 ．0 ）

25 ．4

口緑 部 は如意形 に外 反す る。 口唇

部 は面 をな し、全面 に刻 目。頸部
に 3 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。

外面 は木理 の荒 いパ ケ調 整 。

11 ／／ ／／

29 ．0 口緑部 は強 く外方に屈 曲す る。 口 外面 は縦方 向の パケ調 整 。刻 目は 外面 はス スけ

（22 ．0 ）

13 ．5

唇 部は面 をな し、刻 目を施 す。頸
部 に 4 条のへ ラ描沈 線が あ l上　 そ

の下に 双線に よ る重 弧文 を配する。

パ ケ状地文 原体 に よる。 てい る。

12 ／／ 壷
（2 ．3 ）

4 ．8

上 げ底 の底部 。 底部 内面 に指頭圧 痕 あ り。

13 S K 18 ／／

－
胴 部上端 に 1 条のへ ラ描沈 線 を配 重弧 文 は鋭利 な工 具 で施文 して い

（6 ．0 ）

7 ．2

す る 。胴部 外面に は 3 － 4 条単位

の下弦 の重弧 文 を配 す。

る。

14 ／／ ／／

12 ．8 口綾部 は強 く外反 し、端部 は丸 く 内 外面へ ラ磨 きを施す 。 口頸間に

（3 ．0 ） お さめ る。 口頸間 に 1 条 のへ ラ描
洗 練 を配す る。

外傾 接合部 を認 め る。

15 11 ！／

15 ．0

（ 5 ．7 ）

頸 部は 直線的 に立 ち上 が り、 ロ緑
部 は なめ らか に外反 す る。 口唇部

は丸 くおさめ る。頸部 下端 にへ ラ
描 洗練 とその下 に断 面長方 形の貼
付 突帯 を配 し、刻 目を施す 。

内 外面へ ラ磨 きを施す 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器 高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

16 S K 18 士・雲E
（16 ．4 ）

36 ．0

胴部 中位に貴 大径 を有す る。 口琴i
間に 3 条の 沈線 を施 し、沈線間 に
1 条 の貼付 突帯 を酉己す る。沈線 間
と突帯 上に は棒斗犬工 具 による刺 突
文 あ り。上胴 部 に も　3 条 のへ ラ描
譲 葉 吾警姦恕 浩糟 妄言 晶す箸 警、

パ ケ調整 の下地 の上 をへ ラ磨 き。

17 ／1 ！／

29 ．8 胴部 中位に最 大径 を有す る。頸 胴 胴 部外 面は横 方向 のへ ラ磨 き。内

（16 ．0 ） 間に 2 条のへ ラ描 沈線 を有す る。 面 は指頭 圧痕 あ り。断面 に 2 ヶ所
外傾 接 合痕 を認め る。

18 ／／ 蛮

2 2 ．0 口縁部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口唇部 、 口縁 部外面 は横 方向 の強

（14 ．5 ）

19 ．3

部 はやや 丸 味 をお びた面 をな し、 いナデ調 整。 外面 は縦方 向のパ ケ
全 面 に刻 目を施す 。 調 整。刻 目は棒 状工 具 によ る。

19 ／／ ！／
（7 ．5 ）

7 ．5

上 げ底状 の底部 。 底部 周縁 部 は横 方 向の強 いナ デ調

整 。

外面は変 色 し、

ススけ てい る。
焼 成後穿 孔。

20 ／／ ／／
（6 ．0 ）

7 ．8

平 底の底 部。 外面 縦方 向の パケ調 整。 外 面 ススけて

いる。

2 1 S K 19 －∃こご冨E

14 ．5 胴部 中位 に最大 径 を有す る。 口緑 外面 はパ ケ調整 の後へ ラ磨 きを施

（13 ．2）

29 ．6

部 はなめ らか に外反 し、 口唇 部は
丸 くお さめ る。 口頸 聞及 び頸胴 間

に 1 条のへ ラ描 沈線。

す。

22 ／1 ／／
（8 ．5）

25 ．5

頸胴 間 に削 り出 し突帯 あ り。 突帯 は上下 をパ ケ状 原体 で強 くナ

デ るこ とに よってで きた もの。パ

ケ調整 後全 面横 方向 のへ ラ磨 きを
施 す。

23 1／ ／！

13 ．4

（ 6 ．7 ）

口頸 間に段 部 を有す る。ロ緑部はな

め らかに 外反 し、 口唇部 は面 を な
し、わずか に下 方に肥厚 す る。

外面横 方向 のへ ラ磨 き。

24 ／／ ／／

－
胴部 中位 に最大 径 を有す る。上 端 上 胴部縦 方 向　 中位左上 りのパ ケ

（14 ．0 ）

38 ．8

と上 胴部 に 3 条 のへ ラ描 洗練 を配
す る。

ヽ調 整。

25 11 ／／

－ 平底 の底部 で 、内湾気 味に立 ち上 縦 方向 のパ ケ調整 後、横 方向 のへ

（7 ．0 ）

8 ．0

が る。 ラ磨 きを施す 。

26 ／1 望

18 ．5 口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇 刻 目はへ ラ状 原体 に よる。 外面は

（5．．5 ）

・16 ．8

部 は面 をな し、全 面に刻 昌を施 す。
頸部 に 2 条 のへ ラ描沈線 を配 し、

その 間に竹 管 を刺 突す る。

右 下 り、内面 は横 方向 のパ ケ調整。

27 ／／ ／／

24 ．2 内湾気 味 に立 ち上 が る。 口緑部 外 外面左上 りの パ ケ調整 あ り。 口緑 擬 朝鮮 系無 文

（11 ．5 ）

2 3 ．5

面に断 面方 形の粘 土帯 を粘 付す る。 部 内面 に指頭庄 痕 あ り。 土 器 。

2白 ／／ ／／

2 3 ．4 ロ綾部 は如意 形 に外反す る。 口唇 外面は左 上 l上　 口縁 部内面 は横 方 外面 ススけ て

（7 ．0 ）

2 1 ．1

部 は面 をな し、全 面に刻 目を施 す。 向 のパ ケ調整 。胴部 内面 ナデ調 整。 いる。

29 ！／ ／／

25 ．6 ロ縁部 は如意 形に 外反 し胴 部が 張 口緑部 内外面 は横方 向の 強いナ デ 外面施文 部以

（6 ．0 ）

26 ．0

l）出 して いる。 口唇部 は面 をなし、 調 整。沈 線以下 は左 上 りのパ ケ調 外は ススけ て
全面 に刻 目。頸部 に 2 条のへ ラ描

沈線 を施す 。

整 。 いる。

3 0 ／／ ／／

26 ．0 ロ綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 外 面は左上 りのパ ケ調整 。 口綾 部 胴 部下半 は 、

（15 ．0 ）

24 ．5

部 は面 をな し、全面 に刻 目 を施 す。 内面横方 向のパ ケ 調整 （右 まわ り。）

刻 目は棒 状工具 に よる。

火を うけて変
色 し、剥 離が

著 しい。
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1

－

’挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

3 1 S K 19 架

23 ．0 ロ綾部 は如意形 に 外反 し、胴部 が 口綾 部 内外面横 方 向の強 いナデ調 胴部 外面 は仝

（16 ．0）

22 ．2

や や張 り出 して いる。 口唇部 は面

をな し、全面 に刻 目を施 す。頸 部

に 2 条 のへ ラ描沈 線 を配 する。

整 。胴部 外面 は左上 りのパ ケ調整 。

刻 目はへ ラ状 原体 によ る。

面 がス スけて

お り、下位 は
火 を うけ て変
色 して いる。

3 2 ／／ ／／
（15 ．0 ）

8 ．5

平 底の底 部。 外 面は縦 及び左 上 りのパ ケ調整 。 外 面は全体 が

赤 く変色 し、

ススけて い る。・

3 3 ／！ ／1
（7 ．0 ）

8 ．2

わずか に上 げ底の底 部。 内外面剥 離が 著 し く、調整 観察不

能 。

／／

34 ／／ ／／
（12 ．0 ）

7 ．5

平 底の底 部。 左 上 りのパ ケ調整 で、 1 度に 5 cm

以 上 をナデ てお いて、右 まわ りで 、

上→ 下へ 反復 して い る。

外面全面 ス ス

け てい る。 内
面 は底部 よ り

2 cm 上か らス

スけて い る。

35 ／／ 鉢

18 ．0 内湾気 味に立 ち上 が り、口唇部 は 休 部外 面右下 り空へ ラ磨 き。下 部

12 ．5

8 ．5

お さめ る。 ＿部 は わ　 か に は縦　 ロのパ ケ調 整のみ で　 る。
方 に 出る。 内面 はナデ調 整。

36 S D l 壷

18 ．0

（14 ．0 ）

25 ．4

発達 した胴部 か ら頸部 に向 って し
ま l上　 口緑部 は丸 く外 反す る。 口

唇部 は丸 くお さめ る。

不　　 明。

37 ！／ ／J

16 ．5 口頸 間に しっか りした段 を有 し、 外面 は縦方 向のパ ケ調 整後弱 いへ

（4 ．0 ） その下 に 1 条のへ ラ描 洗練 を配す ラ　 き をか けた と思 われ る。 内面
る。 口唇 部は丸 くお さめ る。 横方 向のへ ラ磨 き。

38 ／／ ／1

25 ．5

（ 3 ．5 ）

口頸 間に弱 い段 を有す る。 口唇部

は丸 くお さめ る。

ロ緑部 外面横 方 向の強 いナ デ調整 。

39 ／！ ／／

14 ．5 直線 的に立 ち上 が る頸部 か ら 口緑 ロ緑部 外面横 方 向の強 ！サ デ調整 。

（5 ．0 ） 部は なめ らか に外反 し、 口唇 部 は
丸 くお さめ る。

頸部 外面右 下 りのパ ケ調整 。

40 ／／ ／／

5 ．5 最大 径は 胴部 中位に ある。 頸胴 間 外面へ ラ磨 き。 胴部 内面に指 頭圧

8 ．7

8 ．5

4 ．3

にへ ラ描 沈線 を配する。 ロ緑部は近

く外反 し、 口唇 部は丸 くお さめ る。

痕が 残 る。

4 1 ／／ 1／

24 ．3 口綾 部 はなめ らかに 外反 し、 口唇 外面 は右下 り空へ ラ磨 き。 内面 は

（3 ．5） 部 は面 をなす 。 横方 向の パケ調 整。

4 2 ／／ 1／

16 ．8 口緑 部 はなめ らか に外反 し、 口唇 頸部 内 外面に指 頭庄痕 が み られ る。

（5 ．0 ） 部 は丸 くお さめ る。 口綾 部 内外面 は横方 向のへ フ磨 き。

4 3 ／／ ／／

14 ．0

（ 3 ．5 ）
11

内外面横 方向 のナ デ調整 。

4 4 ／／ ／！

16 ．3

（ 4 ．8 ）

口綾部 はなめ らか に外反す る。口

唇 部はへ ラで面取 って いる。

内外面 ナデ調 整。

4 5 ／／ ／／

34 ．8 ロ頸間 に しっか りした段部を有する。 口縁部 外面 は横方 向のへ ラ磨 き。

（6 ．5 ） 口縁部 はなめ らか に外反 し、口唇 段 部は 、粘土 帯接合 時 に生 じた も
部 は面 をなす 。 の。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S D l －＝ヒ・互巨：
（16 ．5 ）

32 ．0

最 大径 を上 胴部 に有す る。 外面 はパ ケ調 整 の後に 、横方 向の

へ ラ磨 き。

4 7 ／／ ／／
（9 ．5 ）

胴部上 端 に段 を有 す る。段 の下 と、

胴部 中位 にへ ラ描 沈線 を施 し、沈
線間 に斜格 子文 を配す る。

外 面はへ ラ磨 き。

48 ／／ ／／
（8 ．0）

29 ．0

上 胴部 に 1 条 のへ ラ描 沈線 。 上半 は 、横方 向のへ ラ磨 き。下 半

は右 下 りのパ ケ調整 。内面 に指頭
庄痕 あ り。

外面 下半 は ス

スけて いる。

49 ／1 ／／

17 ．0 口綾 部 は大 き く外反す る。 口唇部 口緑部 外面 右下 りのへ ラ磨 きを施

（10 ．0 ） に 1 条 のへ ラ描 沈線 を引 き、刻 目

を配 す る。頸胴 間に 削 り出し突帯

を有 し、洗練 、刻 目を配す る。

す。

50 ／／ ／／

－
胴部 外面 に0 ．7 cm 幅 の削 り出 し突 外面 はへ ラ磨 きが 施 されて いた と

（4 ．5 ）

31 ．4

帯 を有す る。 考 えられ るが、器 表が荒 れ てお l上

下 地 のパ ケがわず かに頭 っ てい る。

51 ／／ ／／

32 ．8 直線 的に立 ち上 が る頸部 か ら、な 外面 は縦方 向 のパケ調 整 後へ ラ磨 内面 に粗痕 あ

（4 ．5 ） め らかに 外反す る 口緑部 。 口唇部

は面 をな し、わず かに下 に肥 厚す
る。頸 部 に 1 条 のへ ラ描 沈線 と、
刺突文 を配 す る。

きを施 す 。 リ。

52 ／／ ／／

12 ．8 口緑部 は頸部 か らなめ らかに 外反 外 面は縦 方 向のパ ケ調整 。 口緑部

（7 ．5 ） す る。 口唇部 は面 をなす 。頸部 に

3 条のへ ラ描 沈線 を配す る。
内外面横 方 向のナ デ調整 。

53 ／／ ／／

17 ．0 口緑部 は直線 的に 外反 し、端部 は 口緑 部 外面横 方向 のへ ラ磨 きを施

（7 ．5 ） 面 を なす 。頸 部外面 に削 り出 し突

帯 を有 し、 4 条のへ ラ描 洗練 を配
す る。

す 。

54 1／ ／／

15 ．3

（ 6 ．5 ）

口緑 部 はなめ らか に外反 し、 口唇

部 は面 をなす 。頸部 に扁平 な貼付
突帯 を有 し、 1 条のへ ラ描 洗練 を

配す る。

／／

5 5 ！／ ／／

14 ．5

（ 5 ．0 ）

直線 気味 に立 ち上が る頸部 か ら、

口緑 部 は強 く外反す る。頸部 に 2
条 のへ ラ描 沈線 を配 し、洗練 間 に

刻 目 を配 する。

／／

56 ／／ 1／

15 ．4 口緑 部は なめ らかに 外反 し、 口唇 ‘ 口緑部 外面 は 、木理 の粗 いパ ケ調

（4 ．0 ） 部 は丸 くお さめ る。頸部 外面 に 2
条のへ ラ描 洗練 を配す る。

整。

57 ／／ ／／

17 ．0

（ 5 ．0 ）

口緑部 は なめ らかに外 反す る。 口
唇部 には 1 条のへ ラ描 洗練 を配 し、

その上 に 6 ～ 7 個 単 位 の 刻 目 を
間隔 をお いて繰返 す。

不　　 明。

58 ／／ ／／

22 ．4 口唇部 は 、わずか に上方 に拡 張 さ 口唇部 は上端 をつ まみ上 げ て横 方

（2 ．2 ） れ、櫛 描簾状 文 を配す る。 向に強 くな でる。

59 ／／ ／／

19 ．0

（4 ．5 ）

口緑部 は強 く外反 する。 口唇部 は

面 をな し、下端 に刻 目を施 す。 頸
部 外面 は指頭 圧に よ り、 ヒダ状 と
なす。 その下 に 3 条のへ ラ描沈 線

を配す る。

内面に指 頭圧痕 あ り。

6 0 ！／ ／／

20 ．6 なめ らか に外 反す る頸部か ら口緑 外面 は縦方 向 、内面 は横方 向のハ 頸部 外面 は ス

（6 ．0） 部は 強 く屈 曲す る。 ロ綾部 外面に

2 ．5cm 幅 の 扁平 な粘土 帯 を貼付 。
ケ調 整 を施 す。 スけて いる。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 S D l ・＝土ご：亜：

（7 ．0 ）

9 ．0

円盤状 の底部 を有 する。 横 及 び右下 りのへ ラ磨 きあ り。

62 J／ ／1
（7 ．0 ）

9 ．4 ．

／／ 内 外面ナ デ調整 。内面 には 、指頭

庄痕 が残 る。

6 3 ／／ ／1
（6 ．5）

14 ．0

きわめて厚 い底 部で ある。 外面 は 、縦 方 向のパ ケ調整 を施す 。

6 4 ／／ ／／
（5 ．0 ）

6 ．5

平底 の底部 。 外面 へ ラ磨 き、内面へ ラ削 りを施
す 。

外 面、 外底が

ススけ てい る。

65 ／！ ／1
（7 ．0 ）

10 ．0

わずか に上 げ底状 の底部 を有 す る。 外面は 、縦 及 び 右 下 りのパ ケ 調

整 。‾

内面に 有機物

の付着 がみ ら
れる。

66 ／／ ／／
（5 ．4 ）

8 ．0

平 底 の底部 。 縦 方向 のパ ケ調整 後に横 方向 のへ

ラ磨 き を施す 。底 部側面 は横 方向

のナデ調 整 。

67 ／／ ／／
（5 ．5 ）

8 ．5

厚いつ く りの底部 であ る。 外面 は右下 りの パケ調 整。 内面に

指頭圧 痕が み られ る。

外面 がス スけ

て い る。 外底 、
が環状 に スス
けて い る。

68 ／／ ！／
（5 ．3 ）

9 ．3

／1 外面 はパ ケ調整 後にへ ラ磨 き を施

して い る。

外面 が ススけ

て いる。

69 ／／ ／／
（4 ．5）

9 ．5

平底 の底部 。 底部 側面 を横方 向に 強 くナデ る。

7 0 ／／ 磐
（2 ．8 ）

口緑 部 は直線 的に立 ち上が り、端

部 は画取 って いる。端 部 よ り下 に

断 面三角 形の刻 目突帯 を有 す る。

突帯 の上下 をナデ調 整。

71 ／／ 1／
（2 ．0 ）

口緑部 はわず かに 外反 し、 口唇部
外面端部 に のみ刻 目 を施す 。

刻 目はへ ラ状工 具 に よる。

72 1／ ／／

3 0 ．6

（ 4 ．0 ）

口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ る。

不　　 明。

73 ／／ ／1

21 ．0 口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇部 外 面 は 縦 方 向 のパ ケ調 整が わず

（13 ．0 ）

19 ．5

は面 をなす。 かに 観察 でき る。

74 ／／ ／／

22 ．4

（13 ．5 ）

21 ．0

口綾部 は如 意形 に外反 。 口唇 部は

面 をな し、部分 的に下 に肥厚 す る。

口緑部 外面 横方 向のナ デ調整 。 外面 は頸部 以

下 全面 が スス
けて い る。

7 5 ！／ ／／

18 ．0

（ 9 ．0 ）

16 ．8

口緑部 は如 意形 に外反 し、口唇部

は丸 くお さめ る。

不　　 明 。 外面 は、胴 部
中位 以下が 全

面 にスス けて

い る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S D l 褒

2 1．6 口綾 部 は如意 形に 外反 し、口唇部 外 面は全 面右下 りのパケ調 整 を施 外 面は上 胴部

（4 ．5） に は全面刻 目を施 す。 す 。 口綾 部外 面横方 向のナ デ調整 。 以 外が ススけ
て い る。

77 ／／ ／1

22 ．6 口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 外面 は右下 り、 口緑 部内面 は横方

（6 ．0 ）

21 ．6

部 は丸味 をお びてお り、下端 にの

み刻 目を施 す。 頸部 に 3 条 のへ ラ
描洗 練 を配 する。

向 のパ ケ調 整 を施す 。

78 ！／ ／！

22 ．4 口縁部 は如 意形 に外反す る。 口唇 頸部 外面縦 方 向、上 胴部 外面横 方

（5 ．5 ）

23 ．0

部は 丸味 をおび てお り、下方 に肥

厚す る。 口唇部 全面に刻 目を施 す。
最 大径 が上 胴部 にあ る。頸部 に双

線 を施 す 。

向 のパケ調 整。

79 ／／ ！／

23 ．0

（ 8 ．0 ）

22 ．6

口縁部 は如 意形 に外反す る。 口唇

部 は 丸 ぐお さめ全 面に刻 目を施 す。
頸部 に 3 条 のへ ラ描沈線 を配す る。

外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 外面 は沈線 以

下が 全面 スス
けて い る。

80 ／／ ／／

22 ．0

（10 ．0 ）

21 ．8

口緑部 は如意 形 に外反す る。 口唇
部 は面 をな し、下端 に刻 目を施 す。
頸 部 に 3 条 のへ ラ描 洗練 を配す る。

外面 は右下 りのパ ケ調整 。

8 1 ／／ ／1

20 ．0

（7 ．0 ）

18 ．0

口緑部 は強 く外反す る。 口唇部 は
丸 くお さめ全 面に刻 目を施 す。 頚

部 外面 に 2 条のへ ラ描沈 線 を配す

る。

1／

8 2 ／1 ／1

14 ．5

（ 5 ．0）

13 ．2

口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ る。 頸部 に双線 を施
す。

口縁部 内外面 は横方 向 のナデ調 整。

83 J／ ／！

2 1．4 口緑 部 は如意形 に 外反す る。 口唇 外面 は右下 りのパ ケ調 整 。 口縁 部

（4 ．0）

20 ．1

部 は面 をな し、全面 に刻 目を施す 。
頚部 に双 線 を施 す。

内面 横方 向のパ ケ調 整。

84 ／1 1／

18 ．0 口縁 部 は如 意形 に外 反。 口唇部は 口縁 部内 外面横 方向 の強 いナデ調

（5 ．0 ） 丸 くお さめ下方 に肥厚 す る。頚部

に 3 条のへ ラ描 沈線 を有す る。

整。

85 ／／ ／／

20 ．6 口緑 部は如 意形 に外 反す る。口唇 外面 は右下 り、口綾部 内面 は横方

（8 ．0 ）

20 ．4

部 は面 をな し全 面に刻 目を刻 す。
頸部 に双 線 を有 す る。

向の パ ケ調 整。

86 ／／ ／J

19 ．5 口緑部 は 強 く屈 曲す る。 口唇 部は 口緑部 外面横 方 向のナ デ調 整。上

（12 ．5 ）

17 ．9

面 をな し、下半 に刻 目を配す 。頸 胴部 は横方 向、 中位以下 は 右下 り
部 外面に 2 条の 洗練 を有す る。 のパ ケ調整 。

87 ／／ 1／

24 ．0 直線 的に立 ち上 が I）、口緑部 は如 口綾部 内面 は横方 向 、胴部 外面 は

（5 ．5 ） 意形 に外 反す る。 口唇部 は面 をな
し、下 半 に刻 目を施す 。頸部 に 2
条のへ ラ描 洗練 を配す る。

右下 l）のパ ケ調整 を施 す。

88 1／ ／／

20 ．0

（ 9 ．5 ）

18 ．5

口縁部 は如 意形 に外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、刻 目を 施 す。
頸 部 外面に 1 条のへ ラ描 洗練 を配

す る。

外面右 下 りのパ ケ調整 。 外面 胴部 中位

以下 が全面 ス

スけ てい る。

89 ／／ ／／

2 5 ．0 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内面横 方向 、胴部 外面 は縦

（7 ．5 ）

24 ．2

部 は丸 くお さめ刻 目 を施 す。頸 部 方 向の パケ調 整 を施 す。 口縁部 外
に 3 条 のへ ラ描沈線 を配 する。 面 は横方 向 の強い ナデ調 整。

9 0 J／ ／／

24 ．4 口緑部 はなめ ちか に外反す る。 口 口緑部 外面 は横 方 向のナ デ調 整。

（7 ．0 ） 唇部 は 、細 まって いるが 1 全面 に 胴部 外面 は縦 方向 のパ ケ調整 を砲
刻 目を施 す。 頸部 外面に 2 条 のへ

ラ描 沈線 を配 する。

す 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 S D l 無

20 ．2 最 大径 を胴部 に有す る。 ロ緑部 は ロ緑 部 内外面 は瑳方 向 、胴部 外面

（9 ．5 ）

2 1 ．0

直 線的 に外方 に伸 びる。 口唇部 は

丸 くお さめ全 面に刻 目を施 す。 頸
部 に 2 条のへ ラ描沈 線 を配する。

は 右下 りのパ ケ調整 を施す 。

92 ／1 ／／
（15 ．0 ）

24 ．0

頸 部に 2 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。 外面は 右下 りのパ ケ調整 を施す 。

93 ／／ ／／

2 5 ．0 最 大径 を胴部 に有 す る。 口綾部 は 胴 部外 面に右 下 りのパ ケ調整 を施

（16 ．0 ）

26 ．4

如 意形 に外 反す る。 口唇 部は 丸 く

お さめ刻 目を施す 。頸部 に 3 条の

へ ラ描 沈線 を配す る。

す 。

94 ／／ ／！

31 ．0

（ 4 ．0 ）

ロ緑部 は如意 形 に外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ全 面に刻 目を施 す。

頸 部 に双線 を 2 帯 配す る。

口綾部 外面 は、横 方向 のナ デ調整。

95 ／／ ／／

25 ．0 口径 に対 し て 、 胴 径 が 、極 端 に 外面 は右下 りのパ ケ調 整。 内面に

．．」山（19 ．3 ） い。 ロ糸部 は ロ意 多に　　 、 は 旨毀 圧隈 が顕 。 口唇苦 は　 肺
ロ辰立 は 凹、、 な　　 頸立 に 1 条 つ　 み　　 て　　　 口に　　　　 デ

29 ．4 ロ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　 0　　／、ロ
のへ ラ描沈 線 を配す る。

て いる。

96 ／1 ／／
（5 ．5）

8 ．0

平底 の底部 。 外面 は縦方 向 のパ ケ調 整。 外面 は全 面ス

スけ る。 底部
外面 周縁部 が
環状 に ススけ

る。

97 ／／ ／／
（3 ．5）

7 ．5

／／
外面 は縦 方向 のパ ケ調 整 、内面 に

指頭 庄痕 あ り。

98 ／／ ／／
（5 ．0）

7 ．5

／／ ／／

9 9 ／／ 1／

26 ．4 ロ緑部 は直線 的に 外反す る。 口唇 双 線以下 は 、縦及 び右下 りのパ ケ

（8 ．5 ）

2 5 ．8

部 は　　 お さめ　　 に亥I　　　 。 詣 整寺　にナナ て いる。 口緑部　 り
頸 部に 双線 を配す る。 曲げの 際の指 頭庄痕 が 内外に残 る。

10 0 1／ 高杯

2 5 ．0

（ 3 ．0 ）

口緑部 は、杯 底部 よ りなめ らか に

立 ち上 が り、 口縁 部下端 に 1 条の

凹線 を配 する。口緑 端部 は内側 に肥
厚 す る。

不　　 明。 搬 入 品であ る。

10 1 ／／ ／／

24 ．6

（ 4 ．0 ）

口綾部 は杯底 部 よ り稜 をな して屈

曲 し、直線 的に 外反す る。 口唇部

は面 をなす 。

／J

102 ／／ 鉢

16 ．0

（ 4 ．0 ）

口緑部 は 内湾気 味に立 ち上が り、
端 部 は面 をなす 。

／1

103 ／／ ／／

16 ．6

（ 3 ．5）

口緑 部は 直線的 に立 ち上が l上 端

部 は丸 くお さめ る。
J／

104 ／／ 1／

16 ．0

（ 3 ．5）

内 湾気味 に立 ち上が り、 ロ緑部 外

面 に 2 条 の凹線 を配 する。端部 は丸

くお さめ る。

1／

105 ／／ 蓋

22 ．8 わ ずか に外反 した 「ハ」 の字状 を 外 面は 、縦及 び右下 りのパ ケ調整 。
一　ヽ‾

（2 ．3） 呈 し、 口緑端部 は丸 くお さめ る。 口綾部 内外面 は横方 向のナ デ調 整。
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挿 図番号 ．遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 S D l 蓋

22 ．0

（ 2 ．3 ）

「ハ 」の字状を呈 し、端部 付近 でわず

か に外方 に屈 曲す る。 口唇部 は丸
くお さめ る。

107 ／！ ／1

22 ．0

（ 5 ．4 ）

「ハ」の字状 を呈す る。

口唇部 は面 をなす 。

内外 面横方 向のへ ラ磨 きを施 す。

10 8 1／ ／／

22 ．3

（ 4 ．0 ）
J／ 1／ ロ綾部 内面 が

1 ．5 cm 幅 でス

スけ てい る。

10 9 ／／ ／／

－
頂 部 は凹状 をな し、笠部 は「ハ」の 笠 部上半 に縦 方向 のパ ケ調整 を認

（9 ．5 ）

5 ．4

字 状 に下降す る。 め る。

110 ／／ ／／

－ 頂 部 はほぼ平 担 な面 をなす　 笠部 内面に横 方向 の丁密 なへ ラ磨 きが

（．6 ．8 ）

6 ．4

0は 「ハ 」の字 状に下 降。 丁
見 られ る。

11 1 S X l 一＝ヒ∃互

14 ．3 口綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇 外 面に わずか に縦方 向の パケ調 整

（7 ．0） 部 は丸 くお さめ る。頸部 に 3 条 の

へ ラ描 沈線 を配す る。

を認め る。

112 ／／ ／／

10 ．6

（11 ．5）

大 き くふ くらむ胴部 で、 口頸部 は
小 さい。 頸部 は直線 的に立 ち上が

り、 ロ緑 部は短 く外 反す る。頸部
外面 に 5 条のへ ラ描 沈線 を配す る。

外面縦 方向 のパ ケ調整 。

113 ／／ 11

14 ．0 なめ らか に外 反す る口綾部 で、 口 口縁 部 内外面 に横方 向のナ デ調 整。

（2 ．0 ） 唇部 は丸 くお さめ る。 ナデ よ り下 は縦 方向 のパ ケ調整 を
施 す 。

114 ／／ ／！
（4 ．8 ）

頸部 外面 に 6 条 のへ ラ描 沈線 と 3
条の刻 目貼付突帯 を有 す る。

外面 は縦方 向 のパ ケ調 整。

115 1／ ／1
（11 ．0 ）

13 ．0

頸部 に 4 条 、胴部 に 5 条のへ ラ描
沈線 を有す る。

外面 は縦方 向の パ ケ調 整。

116 ／／ ／！

17 ．1 口綾部 は なめ らか に大 きく外反 し、 内面 は横方 向、 外面 は縦方 向のハ

（3 ．5 ） 口唇部 は丸 くお さめ る。 ケ調整 。

1 17 ／1 ／／

13 ．8 口綾部 は なめ らか に外 反 し、口唇 内面 は左 まわ りにパ ケ調 整 を不定

（7 ．0 ） 部 は面 をなす。頸 部に は 3 条 のへ 方 向 に施 す 。外面 は 、縦 方 向のハ
ラ描沈 線が み られ る。 ケ調整 。

1 18 ／／ 11
（ 5 ．0 ）

9 ．0

底 部 の円盤 が剥離 して いる。 不　　 明。

119 ／／ ／／
（6 ．5 ）

8 ．0

平 底の 底部 。 外 面は縦 方向 のパ ケ調整 。外面 は

指頭 庄痕 あ り。
外面 は、火 を
受 け て変色 し、

ススけ てい る。

120 ／／ ／／
（7 ．5）

9 ．5

／／ 外 面は 木理の 粗い縦 方向 のパ ケ調
整 。

l

l

l

l



挿図 番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

121 S X l ・＝量ご冨E

15 ．4 口縁部 はな め らか に外 反 し、胴 長 底 部か ら頸部 下端 まで 、 5 段 成形

3 1 ．8

2 2 ．5

8 ．0

で　 る。 口唇 吾 は　　 お さめ る。 で　 る。 ’土　 の　 合吾 で　　 の
頸 部 に 5 条 、胴部 に 4 条のへ ラ描 パ ケ調 整の方 向が 変わ って いる。

沈 線 を配する。 ロ緑部 外面 は横方 向の 強いナ デ調
整。

122 ／／ 埜

2 1 ．0

（ 3 ．5 ）

口縁部 は なめ らか に大 き く外反 し、

口唇部 は丸 くお さめ る。

不　　 明。

123 ／／ J／

23 ．0

（ 4 ．0 ）

口綾部 は 外方に 強 く屈 曲す る。 口

唇部 に刻 目があ った と思 われ るが 、
残 りが悪 い。

／／

124 ／／ ／／

16 ．5

（17 ．5 ）

14 ．0

口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇部

は丸 くお さめ る。頸部 に棒状 工具
に よる 1 条の沈線 あ り。

内外 面に指 頭庄痕 が 多 く残 る。

125 ／／ ／／

22 ．0

（ 3 ．5）

口縁部 は 直線的 に外反 し、口唇部

は丸 くお さめ る。頸部 に 2 条のへ
ラ描 沈線 を配す る。

内外 面ナ デ調 整 。

126 ／！ ／／
（5 ．2）

17 ．0

ロ緑 部 は如意形 に外 反す る。頸部

外面 に 3 条のへ ラ描 沈線 を配する。

内面 に指頭 庄痕 あ り。

127 1／ ／／

20 ．2 口綾 部 は如意形 に外 反 し、口唇部 口綾 部 内外面横 方 向のナ デ調整 。 外 面は全 面に

（8 ．5）

18 ．1

は丸 くおさめ る。頸部 に 3 条のへ 外 面は 沈線以下 に不 定方 向の木理 ススが付 着。
ラ描 沈線 。 の粗 いパ ケ調 整。

12 8 ／／ ／／

2 1．5 ロ縁部 は、わ ずか に外反 す る。 ロ 外面は 右下 りのパ ケ調整 を施す 。

（7 ．0）

2 2 ．0

唇部 は 丸 くお さめ細い刻 目を配する。

頸部 に 3 条のへ ラ描 沈線 を有す る。

内面は横 方向 のナ デ調整 。

12 9 ／！ ／／

2 2 ．0 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内外面横 方 向の強 いナ デ調 外面の 沈線部

（14 ．0 ）

21 ．6

部 は　　 な し　　 に刻 目を　 。 整 。胴部　　 は　 部 が　 l）、 以　 は　　 ス
頸部 に 4 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。 位 以下 は右下 りの パケ調 整。 スけ てい る。

130 ／／ ／／

20 ．7 口縁 都は如 意形 に外反す る。 口唇 胴 部 外面は右 下 りのパ ケ調整 を施

（8 ．0 ） 部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施

す。頸 部 に太 いへ ラ描 沈線 を 4 条
配す る。

す 。

131 1／ ／／

20 ．2 ロ綾部 は大 き く外反す る。 口唇部 ロ緑部 外面 は横方 向の 強いナ デ調

（7 ．2 ） は丸 くお さめ全面 に刻 目 を配 する。

頸部 に 5 条 の沈線 を配す る。

整。

132 ／／ ／／

28 ．9

（18 ．0 ）

口綾部 は なめ らか に大 き く外反す

る。 口唇部 は丸 くお さめ全面 に刻
目を施 す。 頸部 に 3 条 のへ ラ描沈
線 あ り。

外面 は沈線 以下縦 方 向のパ ケ調整 。

133 ／J ／／

21 ．3 口緑 部は 直線的 に強 く外反す る。 ロ綾部 内 外面は横 方 向の強 いナデ

（7 ．0 ）

20 ．5

口唇 部は丸 くお さめ全 面に刻 目を

施す 。頸部 に 4 条のへ ラ描 沈線 を
配す る。

調整 。

134 ／／ ／／

18 ．7 内湾 して 立 ち上 が り、ロ緑部 に太 外面 にわ ずか に縦方 向のパ ケ調整

（4 ．5） い 突帯 を貼付 し、逆 L 字 口緑 を呈
す る。頸部 に 5 条のへ ラ描 沈線 を

配する。

を施 す。

135 ／／ ／／

17 ．5 口綾 部は 大 き く外反す る。 口唇部 ロ縁 部外面 及 び、胴 部内面 に指頭

（7 ．5）

16 ．6

は丸 くお さめ全 面に刻 目を施 す 。

頸部 に 2 条 1 帯 の双 線 を 2 帯配す

る。

庄痕 あ り。

l

l

I

l

l
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l
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

136 S X l 袈

18 ．0 口綾部 は なめ らか に大 き く外 反す 双線 間の断 面は カマ ボコ状 をな し

（11 ．0 ）

16 ．4

る。 口唇部 は丸 くお さめ 全面 に刻

目を施 す。 頸部 に双線 を 2 帯 配す

る。

てい ない。

137 ／！ ／／

2 6 ．0

（ 6 ．3 ）

24 ．0

逆 L 字 口緑 で、端部 はやや 尖 り気

味。頸部 に 3 条のへ ラ描 沈線 を配
す る。

外面は 右下 りのパ ケ調整 を施す 。 外面は全 面 ス

スけて い る。

138 ／／ ／／

20 ．3 内 湾気 味に立 ち上が り、 口緑部 外 内面 は横 方向 外面 は縦方 向のパ ケ ／／
（12 ．0） 面 には 断面三角 の太い突帯を配する。

頸部 に は、 6 条ずつ のへ ラ描 沈線

を地 文 し、 その間 に 2 ～ 3 列 の列
点文 を配 す る。

調整 。

139 ／1 鉢

8 ．5

4 ．5

6 ．5

底部 か らわずか に 内湾気味 に立 ち

上 が り、口唇部 は丸 くお さめる。
底部 内面 に指頭 圧痕 あ り。

140 ／／ ／／

21 ．0

（ 7 ．5 ）

19 ．8
l

内 湾気味 に立 ち上が り、 口唇部 は

丸 くお さめ る。 口縁部 に把手 を有
す る。

不　　 明。

14 1 ！／ ／／

8 ．7 上 胴部 で 「く」 の字状 に屈曲す る。 屈 曲部 よ り上 は 、横方 向のナ デ調

12 ．3

11．2

7 ．0

底部 は台形状 を呈 す る。 整 。 内面に は指頭 圧痕 が顕著 に残

る。底部 は上 底 にな ってい るが 、
充填 してい た粘土 が剥 牡 した もの
と考 えられ る。

14 2 ／！ 蓋
（5 ．0 ）

5．6

頂 部 は平担面 をなす。笠 部は なめ

らか に外反 しなが ら下降 する。
外面 は縦 方向 のパ ケ調整 を施す 。

143 ／／ ／／
（6 ．5 ）

7 ．0

頂部 は環状 に くぼん でい る。笠部
は 内湾気 味に下 降す る。

1／

144 ／／ 1／

2 1．5

（ 3 ．5）

「ハ」の字 状 を呈 す る笠 部 であ る。

口唇 部 は丸 くお さめ る。
／7 ．

145 ／／ ／／

24 ．0 頂部 は大 き く凹状 をなす。笠 部は 外面 は縦方 向、 内面 は横 方 向のハ 口緑 部 内面 が

9 ．9

7 ．0

一旦 、「ハ」の字状 を呈 す るが、下
半 で大 き く外反 す る。 口唇部 は丸

くお さめ る。

ケ調整 を施 す。 ススけて いる。

146 S X 2 ・＝ヒ∃互

17 ．5 長 い大 きな胴部 か ら、直線的 に頸 外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 内面は

（33 ．5 ）

32 ．0

部が 立 ち上 が l上　 口綾部 は なめ ら

かに 外反す る。 口唇部 には 2 条の
凹線 を配す る。

指 頭 に よるナデ調 整。

14 7 ／／ 聾

20 ．0

（ 1 ．2 ）

口唇部 は丸 くお さめ刻 目 を配す る。 外面パ ケ調整 。

14 8 11 士璽E

18 ．2

（ 1 ．2 ）

口綾部 は大 き く外 反 し、端 部 をや
や 肥厚 させ る。 口唇 部は丸 くお さ

め る。

不　　 明。

149 ／／ ／／

15 ．0

（ 2 ．0 ）

口綾部 はなめ らか に外反す る。 口
唇部 は幅 広 い面 をな し右上 りの刻

目を配す る。や や下 って 、 1 条 の
徴 隆起帯 を貼 付す る。

150 S D 2 杯

15 ．4 底部 か ら強 く屈 曲 して、 わずか に 底部 外面 にへ ラ削 り （左方 向 ）。

4 ．7

10 ．2

内湾 気味 に立 ち上が る。 口縁部 は

丸 くお さめ る。外方 にふん ば った
高 台がつ く。

内底 に シ ッタ痕 あ り。

－159－



挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

151 S D 2 高林

－ 杯 部 は椀状 を呈する。脚部はなめら 外面 は横 ナ デ調整 。杯底 部 内面は

（9 ．8 ）

11 ．4

かに 外方に広 が り、端部 は折 り曲

げて い る。

不 定方 向の指 ナ デ調整 。

152 S D l 壷

7 ．0

10 ．4

8 ．5

4 ．8

最大径 を胴部 中位 に有す る。 口綾

部は 直線的 に外 反 し、口唇部 は丸
くお さめ る。頸部 に 2 条、胴 部に

1 条 の沈線 を配 する。

153 ／／ ／／

15 ．3 口頸 間に段 部 を有 し、且つ 1 条 の 口緑 部内 外面 は横 方 亘のナ デ調整 。
ノ

（9 ．0 ） へ ラ描 沈 滞　　 己　 る。口′堺ロは一旦 は　　 りのパケ コロ封　 へ フ
直線 的に立 ち上 が った後 に外反す き。 内面 には指 頭庄痕 が顕 著 であ

－

る。 る。

154 ／／ ／／

15 ．4 ロ綾 部 は強 く外反 し、 口唇 部は丸 突帯 下 に有軸羽 状文 を縦 に配す る。

（6 ．0） くお さめ 、 1 条のへ ラ描 沈線 を配

す る。ロ頸間に断面三 角形 の突帯 を
貼付 し、上下 か ら刺 突文 を施す 。

内 外面横 方向 のナナ 調整 。

15 5 ／／ 1／

16 ．7 口綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇 口唇部 は横方 向の ナデ調 整。 口緑

（5 ．0 ） 部 は面 をなす 。頸部 に 6 条の 沈線

を配す る。

部 外面 に指頭 圧痕 あ り。

156 ／／ ／！

17 ．0

（ 5 ．0 ）

口綾部 は強 く外 反 し、口唇部 は面

をなす 。 ロ頸間 に 3 条 のへ ラ描沈

線 を配 す る。

ロ緑部 内 外面は横 方向 のナデ 調整。

157 ／／ 1／

12 ．5 口綾部 は なめ らかに 外反す る。 ロ 口唇 部 及 び 口緑 端 部 外面 は横万

一　ヽ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′l
（7 ．5 ） 唇部 は　 くお さめ る。 頸部 に 3 条 口のナデ詣 整。 それ以 下 は縦　 口

のへ ラ描 沈線。 のパ ケ調 整。

158 ／／ 蟄

19 ．5 口綾 部 は如意形 に外 反 し、端 部が 口緑 部 外面は横 方向 のナ デ調整 。 外面 は全 面 ス

（19 ．0）

20 ．0

下方 に 肥厚す る。 口唇 部 は丸 くお

さめ る。頸部 に 2 条のへ ラ描沈線

を配する。

胴部 外面 は縦方 向 のパケ調 整。 スけて いる。

159 ／／ ／J

19 ．7 内湾気 味に立 ち上 が り、逆 L 字 口 外面は縦 方向 のパ ケ調整 。 口綾 部 外 面は ススけ

（6 ．5 ） 緑 を有 す る。 頸部 に 1 条 の棒描 沈

線 を配す る。 口綾部 に数 ヶ所わ ず
か に刻 目 を認 め る。

内面に指 頭庄痕 あ り。 てい る。

160 ／1 鉢

2 1 ．0

（ 6 ．5 ）

ロ縁部 は如意 形 に外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ る。

内外面横 方 向のへ ラ磨 き。

161 ／1 壷

27 ．5

（ 9 ．5 ）

口綾部 は大 き く外反 し、厚 くつ く

られ た 口唇部 は 凹状 をなし 、上 ・

口綾部 内面 は上 か ら刺 突文 、へ ラ

描状 線、刺 突文 、櫛描 直線文 、櫛

下に刻 目を配する。頸部 外面 に 4 条

1 帯 の櫛描 直線文 を 5 帯配す る。

描波 状文 を配す る。

162 ／／ ／／

18 ．7

（ 1 ．8）

口綾 部は大 き く外反す る。 口唇部

は 凹状 をな し、下方 にわず かに 肥
厚す る。 また斜 格子文 を配 す る。

口緑 部内 外面ナ デ調整 。

16 3 ／／ ！／

16 ．7

（ 4 ．0）

口縁部 はなめ らか に外反 し、外 面

に 幅 1．2cm の粘 土帯 を貼付 す る。

口綾部外 面に 強い指 頭庄痕 あ り。

16 4 ／／ ／／
（2 2 ．5 ）

6 ．5

肩 のは る器形 で ある。頸部 下端 に

円形浮文 を貼 付 し、刺突 す る。肩

部 に単位 不 明瞭 な櫛 描直 線文 を引
き、下 にへ ラ状工具 によると思 われ

る もの で、縦 長の圧 痕 を配列す る。

165 1／ ／／

18 ．0

（ 4 ．0 ）

口緑部 は直 線的 に立 ち上 が り、外

面 に 2 ．7cm 幅 の粘 土帯 を貼付 す る。

口唇部 は広 い面 をなす 。

口綾部 外面 に指頭圧 痕が あ る。

－160－

．　－．・l
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

166 S D l 士：亘E

9 ．6 球形 を呈 す る胴 部か ら 口緑部 は 、 口唇 部及 び 口綾 部外面 は横 方向 の

（5 ．3 ）

12 ．6

強 く近 く外反 し、 口唇 部は 凹状 を
なす 。

強 いナデ調 整。

167 ！／ 1／

15 ．1 口緑 部は近 く外 反す る。 口唇部 に 口緑部 内外 面横方 向の 強いナ デ調

（6 ．0 ） 且 呈隻詣 驚 き粘 た浮雲 豊旨

線文 を配 し、 その上 にへ ラ状 工具

に よる長 い列 点文 を施 す。

整 。

168 ／／ ／／

18 ．4

（ 4 ．0 ）

口綾部 は大 きく外 反 し、 口辰部 は
上 下 に拡張 し、 3 条の 凹線文 を配
す る。

内外面 横方 向の強 いナ デ調整 。

16 9 ／／ ／／

2 2 ．0

（ 3 ．5 ）

口緑部 は大 き く外 反す る。外面 に

粘 土帯 を貼付 し、口唇部 を下方 に
拡 張す る。 口唇部 に 2 条 の凹線 文
を配す る。

口綾部 内外面 横方 向に 強 くナ デ る。

170 ／／ ／／

26 ．4

（ 3 ．0）

ロ綾部 は大 き く外 反 し、口唇部 を
上下 に拡 張 し、 4 条の凹 線文 を配

す る。

内 外面横 方向 のナ ヂ調整 。

171 ／／ ／／

23 ．0

（ 2 ．5）

口綾 部 は大 き く外反 し、 外面に粘

土帯 を貼 付 して、 口唇部 を上下 に
拡 張 し、 3 条 の凹線文 を配 す る。

／1

172 ／／ ／／

－
無頸 壷 と考え られ る。胴部 で「く」 内面 は指頭 に よる横方 向の ナデ調 搬 入品 である。

（7 ．0 ）

28 ．9

の字 に屈 曲す る。外面 に 、櫛 描 直
碑文 と波状 文 を 2 帯ず つ配す る。

整。

173 ／／ 襲

13 ．2 口綾部 は 「く」 の字に屈 曲 し、口 ロ緑部 内外面 は横 方向 の強 いナデ

（3 ．5 ） 唇部 は上方 に拡張 し、2 条の凹線文

を配す る。
調 整。

17 4 ／／ 高林

2 3 ．2 口緑部 は垂 直に立 ち上 が l上 端部 口緑部 内面 は横方 向のナ デ調 整。

（3 ．5 ） は平坦 面 をなす 。外面 には 4 条の
凹線文 を配 す る。

杯部 内面 はへ ラ磨 き を施 す。

17 5 ／／ ！／

29 ．0 口緑部 は垂直 に立 ち上 が I）、端 部 杯 底部 外面 は、交互 に方 向 を違 え

（8 ．0 ） は内外 に肥厚 し凹状 を呈 す る。 外 たへ ラ磨 き。 内面 はパ ケ調整 後部
面 に 2 条の 凹線文 を配 す る。 分 的に横 方向 の へ ラ磨 き。

176 ／／ ／／

10 ．5 「ハ」の字 状を呈する脚部で端部 に 2 端部 内面 は横 方向 の強 いナデ調 整

（3 ．5 ） 条 の凹線 文 を配 し、上 下 にわず か を施 す。 それ よ り上 はへ ラ削 り
に 肥厚す る。 （右→ 左 ）。

177 ／／ 壷

．21 ．0

（ 3 ．0 ）

口緑 部 は大 き く下垂す る。 外面 に

5 条の凹 線文 を配 し、 2 コ 1 対 の
竹管 刺突 の円形 浮文 を配す る。

搬 入品で あ る。

178 ／／ ／／

17 ．5 口緑 部は なめ らかに 外反 し口唇部 口緑部 内 外面横方 向の ナデ調 整。

（7 ．0 ） は面 をなす 。 外面 頸部以 下縦方 向の パケ調 整。

179 ／／ ／／

17 ．7 丸 く張 っ た上 胴部 か ら、短 く直線 外面 は全面横 方向 のナ デ調整 を施

（8 ．0 ） 的に立 ち上 が る頸 部がつ き、口綾
部 は直 線的 に外 反す る。 口唇部 は

凹状 をなす 。

す。

18 0 ！／ ／！

14 ．0 丸 く張 った上 胴部 か ら、口緑部 は 口緑部 内外面 及び 口唇部 は横 方向

（7 ．5 ） 強 く外 反す る。 口唇部 は上 下 に拡
張 す る。

の強 いナデ調 整。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

18 1 S D l 壷

16 ．6

（16 ．0）

27 ．0

丸 く張 った上 胴部か ら、 なめ らか

に 外反す る 口頸部 を有す る。 口緑
部 外面 には扁平 な粘 土帯 を貼付 し

てお り、下端 に列点 文 を配 す る。

ロ緑 部 内外面 は横方 向の ナデ調 整。

18 2 11 1／

11 ．2 最 大径 を胴部 中位 に有す る。 ロ緑 外面は頸 部付 近が縦方向、上胴部は 胴 部内面 に 3

（2 3 ．0 ）

17 ．8

部 は ラ ッパ状 に　 反 し、口唇部 は ロ、胴部下 、は縦　 向のパ ケ ケ月　 形 痕 を
面 をなす。 調 整。 内面 は横 方 向のパ ケ調整 。 認 め る。

18 3 1／ 1／

15 ．4 球 形の上 胴部 か ら、垂直 に立 ち上 胴 部 外面は横 方向 の平行 叩き を施

（11 ．5 ）

24 ．0

が る頸書 がつ 、口録音 はなめ ら し、 その　　 仙八　 日にパ ケ＝口改。
か に 外反す る。 口唇部 は面 をなす。 内面 は頸部付 近が横 方 向のパ ケ調

整 。 それ以下 は指 頭に よる縦方 向

のナ デ調整 。

184 ／／ J／

13 ．8

（ 4 ．0 ）

口緑部 は なめ らか に外 反 し、端 部

でやや 肥厚 す る。 口唇部 は面 をな
す。

内外面 横方 向のナ デ調 整。

185 ／／ ／／

12 ．5 直線 的に 外反す る 口緑部 であ る。 口唇 部 及 び 端 部 外面 は横方 向の

′
（7 ．0 ） 口唇 部は面 をなす 。 強 いナデ調 整。 それ よ　り下 は 縦

方 向のパ ケ調整 。

186 ／／ ／／

10 ．8

（ 4 ．6）

口緑 部は頸 部か らなめ らか に外 反

す る。端部 はやや 下 方に肥 厚 させ 、

口唇 部は わずか に凹 状 をなす。 ／／

187 ／1 1／

15 ．6 近 く直 線的 に立 ち上 が る。頸部 か 極 めて厚 いつ j りであ る。外面 は

l

（8 ．4 ） ら、 口緑 部 はなめ らかに 外反す る。

端部 は 欠損 して いる。

縦 方向 のパ ケ調 整 。

188 1／ ／／

15 ．7 直 線的 に外反 す るロ綾部 で、端 部 ロ緑端部 内外 面及 び 口唇部 は横 方

′l／

l

（6 ．5 ） は下　 に 広張 され 、 口唇部 は ロのナ ナ調整 。　　 ナデ 以下 は縦
なす。 方 向の パケ調 整。

18 9 ／／ 悪

14 ．0

（ 9 ．0 ）

ロ緑部 は丸 味 をお びて「く」の字状

に外 反 し、口唇部 は丸 くお さめ る。

外面頸部 以下 は横 方向 の平行 叩 き。

190 ／J ／1

19 ．0 口緑部 は 「く」 の字状 に外反す る。 口唇部 及 び口緑部 内外面 は横 方向

（16 ．5 ）

19 ．0

口唇部 は面 をなす 。 の強 いナデ 調整 。胴部 外面 は叩 き

を施す が 、上 位 は縦方 向のパ ケ調
整に よ り消 えて いる。 内面 は横方
向のパ ケ調 整。

191 11 ／／
（6 ．5）

7 ．7

底部 は厚 いつ くりで ある。 外面 は右上 りの パケ調 整。 内面 は、底 部

か ら少 し上 っ

た とこ ろか ら

ススけて い る。

192 ／／ ／J

12 ．8 口緑 部 は丸味 を もって「く」の字 状

Eヨ　　　　′

胴部 外面 は全面 叩 きをほ どこす。
下半 は横方 向　 中位 よ り上 は右上

また 8 帯の粘

土に よって 成
形。24 ．8

19 ．3

5 ．0

に 外反す る。帝 大径 を上胴 部に 有
す る。

ヽl）の 叩 きてこ・あ る。頸部下 と底 部付
近は縦 方 向のパ ケ調整 に よ り、 叩
目を消 してい る。内面 は横方 向の
パ ケ調 整 。

193 ／／ 高杯

35 ．0

（ 3 ．5 ）

口緑部 の立 ち上 が りは低 く、 口唇
部 は内 外に 肥厚 し、 2 条 の凹線文

を配 す る。

口緑部 内外面 は横方 向の ナデ調 整。

194 ／！ ／／

－
なめ らかに 外反す る脚部 で、端 部 脚 部 内面 上位 に しぼ り目あ り。外

（9 ．5 ）

16 ．0

は面 をなす 。裾部 は 4 つ の円孔 の
穿 つ。

面 はへ ラ磨 き。

′

195 11 ／1

2 1 ．3 杯 部 は椀状 を呈 し、円盤 充填 であ 杯 部 口綾部 は横方 向の強 いナ デ調

15 ．7

14 ．5

る。　 苦は 百・一か ら「ハ」の字 、’に 整 。 その　　　 はへ フ　 。 百状
開 く。裾 部 に 4 つ の円孔 を穿 つ。 部 内面 に しぼ り目あ り。

－162－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

196 S D l 鉢
（4 ．0 ）

4 ．5

底部 は指頭 で 外方につ まみ 出 して

い る。

外面 は右上 りの叩 目あ り。 製塩 土器 の可
能性 あ り。

197 11 ／1

22 ．5 内湾 気味 に立 ち上が l上　 口緑 部外 外面上 半分 は横位の、下半は横位 及 断面 よ り内傾

（9 ．5 ） 面 は凹状 をな し、端部 は尖 る。 び右上 りの叩 きを施す 。 接 合 であ るこ

とが解 る。

198 ソ／ ／J
（10 ．2 ）

4 ．4

底部 は台形 状 をな し、わずか に上 ‘
げ底 状で あ る。 胴部 は直線 的に外
方 に立 ち上 が る。

内外 面に指 頭圧痕 が 多 く残 る。 製塩土 器 の可
能性 あ り。

第18表　C区遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計 測値　 最大 幅

（cm，g ）・最大 厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

199 S D l 石 斧

14 ．5

7 ．5

4 ．2

68 0 ．0

緑 色 岩

刃部か ら基端 部 にかけ て大 き く欠損 してい

る。基端 部 付近 には調 整時 の潰痕 が残 るが 、
他は研 磨 され 、擦 痕が 残 る。

20 0 ／／ ／1

13 ．8

6 ．3

4 ．4

59 5 ．0

／／

基端部 は丸 くお さめ 、刃部 に向 ってわず か

に広 がっ てい る。全面 を丁寧 に研磨 してい
る。

20 1 S X l ／／

2 1 ．3

／／

基端部 は尖状 をなし、刃部に向って幅 を広 げ 2 つ に割れ 別

7 ．2

5 ．4

1190 ．0

てい く。比較 的 長身の石 斧 であ る。 刃部 は
丁 寧 に研 磨 されて い るが 、他 はやや雑 に仕
上 げて い る。

々に 出土 した
もの が、接 合

で きた。

20 2 S D 3 ／／

（　 9 ．3 ）

7 ．2

4 ．0

490 ．0

／／

大型蛤 刃石 斧の基部 で ある。 刃部 と基端部
を欠 く。一方 の主 面は全 く研磨 され て いな

い。

20 3 S D l ／／

11 ．7

5 ．8

2 ．9

35 8 ．0

1／

基端部 か ら刃部 に向っ て幅 を広げ てい く。

刃部以 外の研磨 は雑 で あ り、基端部 は全 く
磨 かれ てい ない。 刃部 はか な り刃 こぼれ が
見 られ る。

20 4 S X l ／1

（ 10 ．3 ）

6 ．4

3 ．9

44 5 ．0

！／

基部の上 半分 が 欠損 してい る。基部 よ りも

刃部幅 がか な りせ まい 。刃部 を敲打 に利 用
してお l上　 演痕が 見 られ る。

20 5 S D 4 ／／

4 ．9

2 ．3

0 ．8

19 ．0

頁　　 岩

扁 平片 刃石 斧で ある。 刃部の一 部が 欠損 し

てい るのみ でほぼ 完形 を保つ 。全面 丁寧 に
研 磨 されて いる。

20 6 S D l 1／

2 2 ．9

10 ．1

5 ．7

2000 ．0

緑 色 岩

大型蛤 刃石 斧の末製 品 であ る。粗 調 整の段

階 で廃棄 され た もの と考 え られる。

末製 品。

20 7 S D 4 ／J

（　 4 ．5 ）

7 ．0

2 ．0

8 1 ．0

頁　　 岩

扁 平片 刃石 斧の刃部 で ある。全 面 を丁寧 に
研 磨 してい る。

20 8 S X l 11

12 ．5

6 ．8

2 ．2

158 ．0

結晶 片岩

皇哲 子聖群 島遥遠 髭 輌譜 禁 閏

して いる。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ，g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

2 0 9 S D l 石 斧

1 4 ．1

6 ．2

1 ．3

18 6 ．0

結 晶 片 岩

基 端 部 は 尖 状 を な し、 刃 部 に 向 っ て 広 が り、

刃 部 は 外 嘩 状 を な す 。 一 方 の側 線 部 は 、両

面 か ら 階 段 状 剥 離 を 行 う。

2 1 0 ／／ ／／

3 ．3

（ 1 ．7 ）

0 ．8

6 ．0

頁　　 岩

ノ ミ状 の 石 斧 で 、 両 刃 で あ る 。 全 面 を丁 寧

に 研 磨 して い る。

2 1 1 ／／ ／／

9 ．2

（ 1 ．9 ）

1 ．1

2 5 ．5

千 枚 岩

縦 に 欠 損 し て お l上　 全 幅 は 不 明 で あ る 。 扁

平 片 刃 石 斧 で 刃 部 の み 研 磨 し て い る 。

2 1 2 S K l ／！

（ 8 ．4 ）

1 ．6

1 ．5

4 4 ．0

泥　　 岩

方 柱 状 片 刃 石 斧 で あ る と考 え られ る 。 刃 部

は 欠 損 して い る。 基 端 部 か ら 刃 部 に か け て

ほ と ん ど同 じ帽 で あ る 。 全 面 丁 寧 に 研 磨 さ

れ て い る 。

2 1 3 P　 2 ／／

8 ．4

6 ．4

1 ．4

1 8 5 ．0

頁　　 岩

扁 平 長 方 形 の 打 製 石 斧 で あ る 。 両 長 側 線 共

に 叩 石 と し て も使 用 し て い る 。

2 1 4 S D l 叩 石

1 4 ．1

5 ．8

2 ．7

3 9 5 ．0

砂　　 岩

棒 状 の 河 原 石 を 利 用 。 全 面 に 使 用 に よ る 潰

痕 が み られ る 。

2 1 5 ／／ ！／

1 0 ．0

4 ．9

1 1 ．6

1 3 5 ．0

／／

自然 画 と剥 離 面 と か ら な る。 緑 部 及 び 自 然

画 に 使 用 に よ る 潰 痕 が み ら れ る 。

2 1 6 ／／ ／／

1 1 ．6

7 ．6

2 ．4

3 4 0 ．0

／／

一 方 の 長 側 線 以 外 の 全 線 部 に 使 用 に よ る 潰

痕 が み られ る 。

2 1 7 ／／ ／／

10 ．0

8 ．2

3 ．7

4 4 5 ．0

／／

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 。 中 央 部 に 使 用 に よ

る 潰 痕 が み られ る 。　　　　 ‘

2 1 8 ／1 ／／

1 0 ．4

1 0 ．4

3 ．6

5 9 0 ．0

／／

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 。 両 面 中 央 部 及 び 仝

緑 部 に 使 用 に よ る 潰 痕 が み ら れ る 。

2 1 9 S X l ／／

1 3 ．7

9 ．2

4 ．4

7 4 5 ．0

！／

両 主 面 の 中 央 部 に 敲 打 に よ る 凹 み が あ る 。

側 緑 部 の 2 ヶ所 に も使 用 に よ る 潰 痕 が み ら

れ る 。

2 2 0 S D l ／！

9 ．8

7 ．5

2 ．2

2 0 5 ．0

！／

河 原 石 を縦 に 割 っ た も の で 、 自然 画 と剥 離

面 と か ら な る 。 全 線 部 に 使 用 に よ る 潰 痕 が

あ る 。

2 2 1 S D 3 ／／

1 0 ．5

7 ．4

2 ．4

2 1 5 ．0

／／ ／／

2 2 2 S X 2 ／／

1 2 ．3

9 ．2

3 ．1

3 8 5 ．0

／！

河 原 石 を縦 に 割 っ た も の で あ る 。 自 然 面 と

剥 離 面 とか らな り、 一 側 線 以 外 の 全 線 部 と、

自然 面 中 央 部 に 使 用 に よ る潰 痕 が あ る 。

2 2 3 ！／ ／／

1 2 ．0

9 ．7

1 ．9

3 9 0 ．0

／／

河 原 石 を縦 に 割 っ た も の で 自 然 画 と 剥 離 面

とか ら な る 。 全 線 部 に 使 用 に よ る 潰 痕 が 見

られ る 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

・最大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

224 S X 2 叩石

11 ．1

7 ．7

3 ．0

4 90 ．0

砂　　 岩

自然 の河 原石 をその ま ま利 用 してい る。両
面の 中央部 に比 較的弱 い潰痕 がみ られ る。

225 S K 14 ／／

12 ．3

／／

一方 の主面 が大 き く剥 離 してい るが、 も と 別 姓 に際 して

12 ．7

6 ．0

9 31 ．0

は 自然の河 原石 をその まま利用 してい たこ

とが 、緑部 の使 用痕か らうか が える。 自然
面の 中央部 に も使 用 によ る潰痕 が 見 られ る。

は幅約 1 cm の
クサ ビが使 用

され た もの と
考え られ る。

226 S D l ／／

7 ．9

8 ．8

3 ．0

3 13 ．0

／／

約半分 が欠損 してい る。一方 の長側 線に 著

しい潰痕 が 残 る。

227 S K 18 ／／

7 ．3

7 ．6

2 ．0

13 7 ．0

／／

自然面 と剥離 面 とか らな る。全線部 に使 用
に よる潰痕が 見 られ る。

2 28 S D l ／／

10 ．8

7 ．2

2 ．6

24 8 ．0

／／ ／／

2 29 S K 12 ／1

13 ．7

71

自然面 と剥離 面 とか らな り、全線部 に使 用 打 割 に際 し長

9 ．0

2 ．0

356 ．0

に よる潰痕が み られる。 また 、 自然 面の 中
央部に弱 い潰痕 が 見 られ る。

側 線 に クサ ビ
を打 ち込 ん だ

痕 跡 あ り。

23 0 S K l ／／

10 ．1

7 ．6

2 ．5

225 ．0

／／

自然面 と剥離 面 とか らなる。一部 が 欠損 し

てい るが、 欠損部 以外は 全線部 に使用 に よ
る潰痕 が見 られ る。

23 1 S D l ／／

13 ．4

／1

自然面 と剥離 面 とか らなる。長 側線 の一部 長側 線 に クサ

9 ．7

2 ．7

400 ．0

に使用 に よる潰痕 が見 られ る。 ビ状 の もの を
打 ち込 んだ痕
跡 あ り。

23 2 S X l ／1

10 ．5

7 ．4

2 ．5

225 ．0

／／

自然画 と剥 離 面 とか らなる。綾 部 に使用 に
よる潰痕 が見 られ る。

23 3 S D l ／／

9 ．4

7 ．0

2 ．0

170 ．0

／／

自然画 と剥 離面 とか らな る。全線 部 に使用
による潰痕 が 見 られ る。 自然面 の中央 部に
も弱い潰痕 が ある。

234 S K 19 砥石

8 ．4

5 ．6

2 ．1

156 ．0

／！

使用 面は 1 面 であ る。 火 を受け て赤

く変 色 してい
る。

235 S D 3 ／／

5 ．0

4 ．3

1 ．4

39 ．0

／／

小破 片で あ l上 使用面 は 2 面で あ る。

236 S K 18 ／／

13 ．0

12 ．8

4 ．8

10 20 ．0

／／

使用 面は 3 面 であ る。砥 石 として使 用 した

後 に、台石 として利用 した ら し く、 多 くの
打痕 が見 られ る。

237 S D l ／／

6 ．9

9 ．5

3 ．1

2 04 ．0

／！

小破 片で あ l上 使 用面 は 1 両 で ある。

238 11 ／／

14 ．4

／／

使用面 は 2 面で あ る。 1 面 は磨 製石 斧用 で 、 火 を受 けて赤

9 ．7

2 ．2

5 15 ．0

他の一 面 は磨 製石 鉄 用で ある。 く変色 して い

る。



挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長
計測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　 ’徴 備　　 考

239 S D l 石 包丁

（　 3 ．1）

（　 5 ．2 ）

0 ．6

15 ．0

千 枚 岩

刃部破 片 であ る。直線 刃片 刃で ある。 刃部
側 の主面 は丁寧 に研磨 され てい るが 、他 の

面 はほ とん ど研磨 されて いない。

240 ／／ ／／

8 ．3

（　 2 ．1）

0 ．7

15 ．0

！／

半 月形直線 刃石 包丁 の背部破 片 であ る。両
面か ら 2 孔 を穿 って いる。穿 孔 に際 し打痕

は全 く見 られ ない。 丁 寧に研磨 されている。

241 ／／ ／／

6 ．5

（　 3 ．8 ）

0 ．7

25 ．5

粘 板 岩

直 線刃片刃石包丁で、3 分の 2 程が 欠損 して

い る。穿孔 に際 して は全 く打痕 は見 られな
い 。 全 面丁 寧 に研 磨 され てい る。刃部 に
は横 方向 の擦痕 がみ られ る。

242 ／／ ／／

（　 7 ．4 ）

3 ．9

0 ．8

26 ．0

1／

長方 形 を呈 し、直線 刃片刃 の石 包丁で ある。

2 孔 を両面 か ら穿 ち、穿孔 に際 して打痕 は
全 く見 られな い。全面 丁寧 に研磨 され てい

る。

243 ／／ ／／

8 ．4

4 ．6

0 ．8

5 5 ．0

／／

直線 刃片 刃石 包丁で ある。 扇平 片刃石 斧 を

石 包丁に転 用 した ものか 、その逆 か は不 明
であるが 、刃部 側の 右側緑 には 片刃石 斧の
刃部がつ くられている。穿孔は 1 つて両面から
な され るが、穿 孔に際 して 打痕が見られる。

244 S X l ／／

（ ？・6 ）

・（　 4 ．0 ）

0 ．7

30 ．0

結晶 片岩

直 線刃両 刃の石 包丁 であ る。平面 形 は台形

状 を呈す る もの と考 え られ る。平 面か ら2
孔 を穿 ち、穿孔 に際 して は全 く打痕 は見 ら

れ ない。

245 S X 2 ／／

（　 6 ．0 ）

3 ．8

0 ．7

24 ．0

粘 板 岩

約半 分が 欠損 して いる。平 面形 は長方 形 を

呈す る。 刃部 は片刃 で直線 刃で あ るが 、端
部 よ り 2 ．5cm の ところでや や内 湾す る。使

用 に よる磨 耗か ら生 じた もの であ ろう。背
部 及び側 線部 に敲 打に よる潰痕 が見 られる。

24 6 S D l 1／

（　 3 ．6 ）

（　 4 ．2 ）

1 ．0

16 ．0

頁　　 岩

打 製石包丁 の側 綾部破 片 であ る。側線 部上
部 に紐か け用 の くぼ みが ある。

24 7 ／1 ！／

8 ．3

結 晶片岩

両側 綾部 に紐か け用 の くぼ みが み られる。 石 錘の可能 性

5 ．1

1 ．2

66 ．0

刃部 は明 瞭で ない。 が あ る。

24 8 ／／ ／／

4 ．4

9 ．8

0 ．9

72 ．0

／／

平面形は長方形を呈する。 刃部は 片刃 でわず

か に内 湾す る。刃部 のみ研 磨 されて いる。

24 9 ／1 石 蓋族

（ 1 ．7 ）

1 ．4

0 ．2

0 ．4

サ ヌカ イ ト

凹基式 で、先端 は 欠損 してい るが二等 辺三
角 形で 、断面 は極め て扁平 で ある。・

2 50 S K l ／1

1．8

1．5

0 ．2

0 ．5

／／

凹基式 で両面 に剥牡 面が 残 る。 刃部 は両面

か ら押圧 剥離 をす る。断面 は扁 平で六 角形
を呈す る。

2 51 S D l ／！

2 ．3

1．6

0 ．5

1．4

／／

凹基式 で、基端 部 は左右対 象 とな らない。

断面は平 行 四辺 形 を呈す る。刃部は両面か ら
押 圧剥離 をす る。

2 52 P l ／／

3 ．3

1．5

0 ．4

1．8

／／

凸基式 有茎石鉄 である。両 面 に剥 離面 を残
す 。刃部 の一 辺は両 面か ら、他の一辺は片面

か ら押庄 剥離 をす る。断面 は不 定五角 形 を
呈 す る。

2 53 S D l ／／

6 ．6

7 ．5

4 ．6

5 ．0

頁　　 岩

磨 製石鉄 の未 製品 であ る。先端部 に研 磨に

よる擦痕 が み られ る。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長
計測値　 貴大幅
（cm，g） 貴大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

254 S D l 不明

（　 8 ．5）

（ 1．8）

0．8

14．0

千 枚　岩

縦に大 きく破損している。磨製石器の一部

であるが、器種は不明である。
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第99図　S K18、SDl出土遺物

－200－

l

l

．



角

第100図　SDl出土遺物

－201－



n

〔

第101図　SDl、SXl・2出土遺物
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第19表　D区遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

1 S T l ・＝ヒ・冨E

18 ．2

（ 5 ．7 ）．

ロ綾部 は頸部 か ら直 線的 に外方 に

開 く。 口綾部 外面 に1 ．5cm幅の粘土
帯 を貼付 し、 1 条 のへ ラ描 沈線 を
配 す る。

不　　 明 。

2 ／／ ／／

16 ．6

（ 5 ．4 ）

口綾部 は直線 的に 外方に 開 く。端

部 はわ ずか に肥厚す る。
JJ

3 ／／ ／／

16 ．0 口綾部 はラ ッパ状 に外反す る。 口 口綾部 内外面横 方 向の±デ 調整 。

（6 ．5 ） 唇 部 は上 下 に拡張 し、 3 条の凹線文

を配す る。

頸部 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

4 ／／ ／／

3 1 ．2

（ 6 ．1 ）

口綾部 大 き く外反 す る。 口唇部 は

凹状 をな し、上 下端に刻目を配す る。
頸部外 面 4 条のへ ラ描 き沈線 を配
す る。

口綾部 外面 に粘 土帯 を貼付 。

5 ／／ ／／

2 1 ．2

（ 5 ．0 ）

口緑部 は ラ、シバ状 に外反 し、 口唇

部 は面 をなす 。

不　　 明。

6 ／／ ／／
（4 ．4 ）

5 ．0

平底の 底部。1 1／

！

7 ／／ ／／
（7 ．3 ）

9 ．0

／／ 内面に指 頭庄 痕が顕 著。 内底 よ り

2 cm 上 か らコゲが 付着 して いる。

8 ／／ ／／
（7 ．0 ）

7 ．0

11 内面下→ 上 のへ ラ削 りが 認め られ

る。

9 ／／ ／／
（7 ．8 ）

8 ．2

1／ 底 部 は厚 いつ く りで、 内面に指 頭

庄 痕が 認め られ る。

10 ／／ 喪

13 ．8 口綾部 は「く」の字状に外反する。口唇‘ 外面縦 方向 のパ ケ調 整。 内面 は頸

（5 ．2 ） 部 は上 下 に拡 張され、 2 条の凹窮文 部 まで右→ 左上 りのへ ラ　 りり。 ロ
を配 す る。 縁部 内外面横 方 向のナデ 調整 を施

す。

1 1 ／1 ！／

14 ．3 口緑部 は「く」の字状に外反 し、口唇 頸部 内面に指 頭圧痕 あ り。 ロ綾部

（10 ．8 ） 部 は外傾 す る面 をなす。 内外 面横方 向のナ デ調整 。

12 ／／ ／／

20 ．0 口緑部 は丸 味 をもっ て外反す る。 口唇部 及壁 口縁部 内外面 横方 向の

（13 ．1） 口唇部は　 傾する面 をな 。 口頸部 強いナ デ調 整。胴 部内面 に指 頭圧
外面 に 2 段 の列 点文 を配す る。 痕 あ り。

13 ／／ ！／

16 ．5 口緑部 は「く」の字状 に外反す る。口 口綾部 内外 面に横 方向 の±デ 調整 。

（11 ．1） 唇部 はわず かに拡 張 され、 2 条の

凹線文 を配 す る。

胴部 外面右下 が りのパ ケ調整 。

14 ／／ ／／

17 ．0

（10 ．7 ）

ロ綾 部は丸 味 をもって 外反す る。

口唇部 は面 をな し、上端 をつ まみ
上 げてい る。

内面 に指 頭圧 痕 。

15 ／／ ／！
（6 ．3 ）

9 ．0

平底 の底部 。 外面縦 方向 のパ ケ調整。 内面 は指

頭圧痕 が顕著 。
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挿 図番 号 遺 構番 号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S T l 蛮
（2 ．9 ）

1 1．1

平底 の底部 。 外面 は縦方 向のへ ラ磨 きを施 す。

17 ／／ ／／
（8 ．0）

6 ．0

1／ 内面 に指頭 圧痕 が 多 く残 る。

18 S K l ・士宣E

13 ．5

（ 9 ．0）

口綾部 は「く」の字 状 に屈 曲 し、直

線的 に伸 びる。 口唇部 は丸 くお さ

め る。

内面 に指ナ デ。

19 ／／ ／／

16 ．5 口緑部 は丸 く外反 し、 口唇部 は丸 口緑部 内面 に横方 向のへ ラ磨 きが

（4 ．0 ） くお さめ る。 わずか にみ られ る。

20 11 ／1
（ 4 ．5）

8 ．5

平底 の底部 。 外面 はへ ラ磨 きが わずか に見 られ

る。

21 ／／ ／／
（5 ．2 ）

10 ．4

／1 内外面 ナデ調 整。

2 2 ！／ ／／
（3 ．5 ）

9 ．4

わずか に上 げ底状 を呈す る。 不　　 明。 内外面 共に剥
離 が 著 しい。
外 底外縁 が環

状 に ススけ る。

23 ／／ ／／
（3 ．7 ）

6 ．8

平 底の底部 。 外面 へ ラ磨 きあ り。

24 ／！ 聾

24 ．9

（8 ．1 ）

2 3 ．2

ロ綾部 は如意 形に外 反。 口唇部 は

垂 直な面 をな し刻 目を配す る。
不　　 明。 頸部 外面 以外

は 全面 ススけ
て い る。

25 ／／ ／／

29 ．4

（13 ．5 ）

28 ．6

口綾部 は如意形 に外 反す る。 口唇
部 は外傾 す る面 をな し、上 に浅 く

下 に深 い刻 目を配す る。

／1 外面 は全 面が

ス スけ てお り、
胴部 下半 は赤

く変 色 してい
る。

26 11 ！／
（4 ．2 ）

7 ．8

平底 の底部 。 外面縦 方 向のパ ケ調整 を施 す。 外面及び外底は

ススける。内底
部より2 cmほど
上った ところか

らコゲが付着。

27 1／ 11
（5 ．9 ）

9 ．6

1／ 11 内底部 よ り2

cm ほ ど上 った
ところか らコ

ゲが 付着 。

28 ／／ 鉢

18 ．0

（ 4 ．5）

内湾 気味 に立 ち上 が り口唇部 は水
平 な面 をなす。

内外面 横方 向のへ ラ磨 き。

29 S K 2 士
冨E

22 ．0 口頸 間に段 部 を有する。口綾部はな 外面縦 方向 のパケ調 整が わず かに

（3 ．5） め らかに 外反 し、 口唇 部は面 をな
す。

残 って い る。

30 S K 4 ／／

22 ．0

（ 4 ．2 ）

口頸 間に段部 を有する。 口緑部は一

旦垂直 に立 ち上 って強 く外反す る。
口唇部 は面 をなす 。

段 部成 形手法 が観察 で き る。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

31 S K 4 士ヨ互

13 ．0

（ 9 ．5 ）

ロ頸間 に段部 を有 し、更 に沈線 で
隔す る。段部 には 爪状の 原体 で列
点文 を配 し、その 間 を 2 条のへ ラ
描 沈線でむすぶ。額 書酎お腹方 向に 3
条の沈線 を配 して区画 をなし、2 －
3 条か らな る上 弦の 重弧文を配す。

外 面全面 へ ラ磨 き。

32 ／／ ／／
（4 ．5 ）

10 ．0

底部平 底。 不　　 明。

33 ／／ ／／
（4 ．8 ）

10 ．0

／／ 円盤貼付 底。 外 面は ススけ

て い る。

34 ／／ 無

2 8 ．0

（ 2 ．5 ）

口綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ、全面に刻 目を配する。

不　　 明。 1／

35 ／／ ／1
（1 ．5）

口緑端 部 を折 り返 して 突帯状 につ

く り、刻 目を配す る。

刻 目は棒 状工 具 によ る。

36 ／！ ／1
（4 ．2 ）

6 ．0

底部平 底。 外面パ ケ調 整。

3 7 S K 5 士竺E

7 ．5 最大径 が胴 部中位 に ある。頸 部は 内面 に指頭圧 痕が顕 著 、粘 土帯 の

18 ．0

12 ．5

4 ．9

沈 気味 に立 ち上が り、ロ緑部はわ 合部 を 2 ヶ月　 認　 るこ とが で
ずか に外 反 し直線 的 に立 ち上 が る。

口緑部 外面 に粘 土帯 を貼付す る。

きる。

38 S K 6 聾

18 ．2 口綾 部は如 意形 に外反 し、 口唇部 ロ緑部 内外 面横方 向の ±デ調 整。

（4 ．5） は丸 くお さめ る。 胴部 外面右 下 りのパ ケ調 整 。

3 9 S K 7 士
雲E

－
ロ頸 間 に一 見突 帯の よ うな段 部 を 段 部 は粘土 帯接合 に よって生 じた

（6 ．5） 有 し、刻 目を配 す る。 もの であ る。段部 の上下 を強 くお
さえて横方 向に 強 くナ デ る。

4 0 ／1 ／／
（8 ．0 ）

28 ．4

口頸 間 に段 部 を有す る。 外面へ ラ磨 き。 内外 面共 に剥

離が 著 しい。

4 1 ／／ ／／
（4 ．3 ）

10 ．2

底部 平底 。 不　　 明。

42 ／／ ／／
（5．1 ）

9 ．0

Jl 外面 にへ ラ磨 きがわず か に残 って

い る。

43 ／／ ／／
（5．9 ）

8 ．7

／／ 不　　 明 。 内外面共 に器

表面 の剥離 が
著 しい。

44 ／／ ／／
（4 ．5 ）

10 ．9

JJ ／／

45 ／／ ／／
（6 ．1 ）

8 ．0

わずか に上げ底 状 を呈 す る。 内面 に指頭 庄痕 あ り。 外底 は ススけ

て いる。
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挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 S ．K 7 士ヨ互
（4 ．0 ）

8 ．8

底 部平 底。 内面に指 頭圧痕 あ り。

47 ／／ 無

28 ．6 口綾 部 は如 意 形に外反し、口唇部は 口縁 部外 面横方 向のナ デ調 整。刻

（5 ．8 ） 丸 くお さめ、全 面に刻 目を配 す る。 目は パケ状 地文 原体 に よる。

4 8 ／／ ／／

20 ．0 口綾部 は近 く外反 し、内面に 稜 を 口綾部 外面 横方 向のナ デ調 整。刻 外面全 面 スス

（10 ．0 ）

18 ．0

有す る。 口唇部 は丸 くお さめ 、わ
ずか に肥厚 し、全 面に刻 目を施 す。

目はパ ケ状地 文 原体に よ る。 けて いる。

49 S K 8 士ヨ互

15 ．0 口頸 間に段部 を有す る。 口綾部 は 段部 はへ ラによ る押 圧 によ って生

（7 ．3 ） 直線的 に立 ち上が り、 口唇 部 は丸

くお さめ る。
じた もので ある。

50 11 ！／

2 6 ．4

（9 ．2 ）

ロ頸間 に段 部 を有す る。 口綾 部 は

わずか に外反 し、 口唇 部 は丸 くお
さめ る。

外面 へ ラ磨 き。

51 ！／ ／／

16 ．3

（11 ．0 ）

口頸 間 に段 部 を有す る。 口綾 部は
なめ らか に外反 し、 口唇部 は丸 く

お さめ る。段部 に 3 条 のへ ラ描 沈
線 を配す る。

JJ

52 ／／ ／／
（9 ．0 ）

へ ラ描 沈線 4 条か らな る下弦 の重
弧文 を配す る。

Jl

53 ／／ ／／
（3 ．5 ）

3 条 のへ ラ描 沈線 の下 にへ ラ描 沈
線 4 条 か らな る上弦 の重 弧文 を配

す る。

／／

54 ／／ ／／

1 1 ．9

（19 ．5 ）

18 ．0

7 ．0

口頸 間に 1 条、頸 胴 間に 3 条 のへ

ラ描沈線 を配 する。 また頸胴 間 に
は 4 条か らなる複線 山形文 を配す

る。

／J

55 ／／ ／／

16 ．0

（29 ．5）

28 ．0

10 ．0

口綾 部 は強 く外反 し、 口唇部 は丸
くお さめ る。空引同間 に 1 条 のへ ラ

描洗練 を配す る。上胴部 に最大 径 を
有す る。

J／

56 ／／ ／／

・36 ．0 口頸 間に段 部 を有 す る。 口綾部 は 段 部 は 口綾 部外面 に粘土 帯 を貼付

（9 ．0 ） わず かに外 反 し、 口唇部 は面 をな
す。

す るこ とに よっ て生 じた もの 。

57 ／／ ／／
（11 ．7 ）

斜 め に立 ち上 が る。 外面にへ ラ磨 きが わずか に認め ら

‘れ る。

58 ／／ 1／

19 ．0

（2 ．5 ）

口綾部 はラ ッパ状 に外反す る。 口
唇 部は わずか に凹状 をな し、下端

に刻 目を配す る。

口唇 部は横 方向 のナデ 調整 。

59 ／1 ／／
（4 ．0 ）

9 ．2

底部 平底 。 不　　 明 。 外底 外縁部 が
環状 に ススけ
てい る。

60 ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．4

／／ 外面 は縦方 向のパ ケ調 整後へ ラ磨

きを施 す。
外面 がス スけ

て いる。



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

61 S K 8 ・＝ヒ冨E
（9 ．5）

9 ．5

底部 平底 。 不　　 明 。

62 ／／ ／／
（5 ．0

10 ．5

わずか に上 げ底 状 を呈 す る。 11 内面 は剥離 が

激 しい。

63 ／／ ／／
（11 ．0 ）

24 ．0

胴部 球形 。 外面へ ラ磨 き。

64 ／／ ／／
（4 ．5 ）

10 ．5

底 部平 底。 外 面縦方 向の パケ調 整。 内面に指

頭庄 痕 あ り。

65 ／／ 11
（ 5 ．5 ）

10 ．0

／1 内面 に指 頭圧 痕 あ り。

66 1／ ／／
（6 ．0 ）

7 ．5

！／ 底部 内面 に指 頭圧痕 あ り。外 面は

縦方 向のパ ケ調整 。

67 ／1 ／／
（4 ．4 ）

8 ．4

／／ 内面 に‘指頭 庄痕 あ り。

68 ／／ ／1
（1 1 ．5 ）

9 ．2

1／ 外面 は全面 へ ラ磨 きがあ った と考

えられ るが、器 表の剥 離が 著 しく
観 察不可 。

69 1／ 喪

15 ．5 卵倒 形 の休部 。 口綾 部は 丸み を も 口頸部 内外面 共に横 方向 の強 いナ 外 面及 び胴部

（8 ．5 ） って「 」の字 、．に　 反　 る。口唇吾 デ 誹整。 頸書　　 に凹相が 入 る。 は ス
は上下 に拡張 され 、外面 に 2 条 の

凹線 文 を配 す る。

内面下半 は下 →上 のへ ラ削 りあ り。 スけて いる。

70 ／／ 11

16 ．6 ロ緑部 は「く」の字状に外反す る。口 口綾部 内外面横 方 向のナ デ調整 。

（5 ．5 ） 唇部 は上方 に拡張 され 、 2　 の凹 内面屈　 部 は強 い ハ方向 のナ デに
線文 を配す る。 よ り凹線状 をなす 。胴部 内外面 ナ

デ調整 。

7 1 ／／ ／／

20 ．7 口綾部 に段 を有 し、如意 形 に外反 口綾部 内面横 方 向のパ ケ調整 。 口

・．．t・一　ヽ．‘‾（4 ．5 ） る。 口唇 部は　 傾　 る面をなし、 緑部　　　 ハ　 向のナデ 調整 を
下端 に刻 目 を配す る。 す。

72 ／／ ／／

18 ．4

（5 ．4 ）

・17 ．2

ロ緑 部は如 意形 に外反 す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、刻 目 を施す 。

ロ綾部 外面横 方 向のナ デ調整 。

73 ／／ ／／

20 ．8 ロ綾部 は如意形 に外 反す る。 口唇 口緑 部 内外面横 方向 のナデ調 整 。

（5 ．8 ）

18 ．8

部 は　 頃　 る　 をな し、下　 に刻 刻 目はパ ケ状　 文原　 に よる。
目 を施す 。 面右 下 りのパ ケ調整 。

74 11 ／／

2 6 ．0

（17 ．0 ）

2 2 ．4

口緑部 は如意 形に外 反す る。 口唇
部 は外傾 す る面 をな し、全 面 に刻

目を施 す。

内面 は指 頭圧痕 が顕著 。 胴部 下半 がス

ス けて いる。

75 1／ ／／

22 ．5 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口唇 部及 び ロ綾 部 内外面 は横方 向

（7 ．5 ）

21 ．6

部 は外傾 す る面 をなし、下半に刻 目
を施す 。

‘にナデ る。

－208－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

　 口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

7 6 S K 8 喪

18 ．5 ．

（5 ．5 ）

18 ．2

自綾 部は如 意形 に外反 す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、刻 目を施す 。
頸部 内面に指 頭圧痕 あ り。

77 ／／ ／／

22 ．0

（ 8 ．0 ）

2 0・．6

口綾部 は如意 形に 外反 し、端部 は
肥厚す る。 口唇部 は丸 くおさめ、全

面に刻 目を施 す。頸 部 に 2 条のへ
ラ描沈 線 を配 する。

78 ／／ ／／

20 ．7 口緑部 は直線 的に 外反 し、端部はや 外面 は縦 方向 のパ ケ調整 。内面 に

19 ．7

8 ．5

や 肥厚 気味。 口唇部 は外傾 す る面
をな し下 端に刻 目を配す る。

指頭 庄痕 が顕 著。

79 1／ ／／

25 ．6

（ 4 ．3）

口緑部 は如意 形に外 反し、段部を有
す る。 口唇部 は外傾 す る面 をな し、

口唇部 及 び 口緑部 内 外面横 方向 の

強 いナデ調 整。段 部 は粘土 帯の貼
下端 に刻 目を施 す。 付 によ る。

80 ／／ ／／

31 ．0 口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 口緑部 内面 に横 方向のパ ケ調 整。

（5 ．0 ） 部 は外傾す る面 をな し、下端 に刻 口唇部 及 び口緑部 内外 面横方 向の
目を配す る。また上胴部 に も列 点文
を配 す る。

ナデ調 整。

8 1 ／／ ／／

21 ．1 口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇 ．外面 はパ ケ調 整が あ った もの と考 焼成後に底部穿

21 ．2

18 ．4

8 ．3

部 は外傾す る面 をな し、下半 に刻
目を配す る。

え られ る。 孔。胴部外面は

ススけてお り下
半は赤 く変色し

ている。

82 1／ ／／

19 ．3

（10 ．0 ）

17 ．4

口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇
部 は 外傾 す る面 をな し、全面 に刻
目を施 す。

／！

I

83 ／／ ／1

3 3 ．0 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口唇 部下端 をつ まん で、 口唇部 及

（6 ．5 ） 部 は外傾 す る面 をな し、上 半に刻

目 を施す 。
び 口緑部 外面 を横 方 向にナ デ る。

84 ／！ ／／

23 ．0 口緑 部 は如意 形に外 反す る。 口唇 口唇部 及 び 口緑部 内外 面は横 方 向 焼成後底部に穿

27 ．5

21 ．0

7 ．2

部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を施

す 。’

に強 くナデ る。 孔。外面胴部 中
位以下ススけて

いる。下位は赤
く変色。

85 ！／ ／／

19 ．0 口緑 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 口緑部 外面 に横 方向の 強 いナデ調 外面 は全面 ス

（15 ．5）

17 ．4

部 は面 をな し、刻 目を施 す。 整。胴 部 外面は縦 方 向のパ ケ調整

を施す が 、上胴部 は横 方向 のナデ

に よって消 えて い る。

スけ て いる。

8 6 1／ ／1

21 ．4

（ 4 ．6 ）

口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口唇
部 は外傾す る面 をな し、全面 に刻

目を施 す。

口緑部 外面横 方 向のナ デ調整 。

87 ／／ ／／

21 ．6

（ 6 ．0 ）

19 ．2

口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇

部は丸 味 をおぴ てお り、下 半 に刻
目を施 す。頸 部 にへ ラ描 洗練 1 条
を配す る。

ロ緑部 内面 は横方 向のナ デ調整 。 外面頸 部以 外

は全面 ス スけ

てい る。

88 ／／ ／／

2 1 ．5

（8 ．5 ）

19 ．7

口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ、下 半に刻 目を施
す 。

不　　 明。

89 ／／ 11

26 ．0

（ 5 ．0 ）

口綾部 はなめ らか に外反す る。 口
唇 部は 凹状 をな し、下 端 に刻 目を
施 す。

口緑 部外面 横方 向の ナデ調 整。

90 ／／ ／1

21 ．0

（18 ．7 ）

13 ．5

口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ下 半 に刻 目を施す 。

口緑部 外面 横方 向のナ デ調 整。 胴部 下半 はス

ス けて いる。

ー209－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

91 S K 8 喪

22 ．6 ロ縁 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 口唇部 下端 をつ まみ 出す ように し

（9 ．6）

2 1．3

部 は　 傾　 る面 を な し、下 、に刻 て 、　　 ロに強 くナデ る。・口綾部
目を施す 。 外面横 方 向のナ デ調整 。

92 ／／ ／1

27 ．0 口綾 部 は如意形 に外 反 し、 しっか ロ綾部 外面 縦方 向、胴部 外面 右下 外面 胴部上 半

（24 ．0 ）

26 ．0

り　 た 安苦　　　 る。口　 吾 は のパ ケ誹　　　　 。 口、ロ は ススl てお
おさめ、全面に刻 目を施 す。r 及 び段 部 直下 は横方向の強いナデ調

整。

り、下 半 は赤
く変 色 してい

る。

93 ！／ ／／

2 2 ．5 口綾部 は如意形 に外 反す る。 口唇 頸部 外面横 方向 の± デ調整 。胴部 外底 綾部が 1

3 3 ．0

24 ．0

9 ．5

部 は丸 味をお びて お り、全 面に刻

目 を施す 。

外面 縦方 向のパ ケ調整 。 cm 幅 で環状 に

ス ろけてい る。

94 ／／ ／／

25 ．2 上 胴部 に段部 を有 し、 口綾 部は如 口綾 部 外面横方 向の ナデ調 整。 外 外面 は全 面ス

（8 ．5 ）

25 ．0

意 形 に外反す る。 口唇部 は面 をな

し、下端 に刻 目を施 す。段 部に も

刻 目を配す る。

面縦 方 向のパ ケ調整 。 ス けて いる。

95 ／／ ／！

28 ．0

（13 ．0 ）

28 ．6

口綾部 は如意 形に 外反 し、 口唇部

は丸 くお さめ る。

口綾部 内外面横 方 向のナ デ調整 。

r96 1／ ／！

24 ．5

（14 ．0 ）

25 ．0

口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇
部は 外傾 す る面 をな し、下端 に刻

目を施 す。

口綾部 外面横 方向 の強 いナデ調 整。 胴 部外 面全面

ススけ てい る。

9 7 ／／ ／／

24 ．8

（16 ．0 ）

22 ．6

口綾 部は直線 的 に外反す る。 口唇

部 は外傾す る面 をな し、刻 目を施
す 。

外面縦 方向 のパ ケ調 整。 外面上 胴部以
下 ス スけて い

る。下 半は赤
く変色 す る。

98 ／／ ／／

24 ．5 口綾 部は如 意形 に外反 し、 口唇部 外面縦 方向 のパ ケ調 整 。 ロ縁部 外 胴部 外面全面

（18 ．5）

24 20

は 外傾 す る面 をなす 。頸部外 面に

1 条のへ ラ描沈 線 を配 す る。
面横方 向の 強い ナデ あ り。 スス けてい る。

下 半 は赤 く変
色す る。

99 ／／ ／／

20 ．2 口綾 部は如 意形 に外反 す る。 口唇 口縁部 内面 は横方 向の パケ調 整。 胴部 外面 スス

（18 ．0 ）

20 ．3

部 は　 頃　 る　　 な し、　　 に刻 ロのナ デ調整 。胴部 けて い る。胴
目を施す 。 右下 りのパ ケ調 整。 部下位 は赤 く

変色 して いる。

100 ／／ ／／

37 ．4

（7 ．0 ）

口綾部 は如 意形 に外 反す る。 口唇

部は丸 くおさめ、下半 に刻 目を配す
る。

口綾部 外面 横方 向の強 いナ デ調整 。

／／

101 ／／ ！／
（6 ．0 ）

8 ．3

上 げ底状 の底部 。 不　　 明。 外面 は赤 く変
色 し、ス スけ

て いる。

102 ／／ 1／
（4 ．0 ）

8 ．4

底 部平底 。 JJ 外底 及び 内面

が ススけ てい
る。

103 ／！ 11
（ 5 ．0 ）

7 ．2

／／ ／／

104 J／ ！／
（4 ．0 ）

8 ．5

／／ 外 面縦方 向のパ ケ調 整。 内面 に指

頭圧 痕 あ り。

105 ／／ ／／
（3 ．2 ）

8 ．5

11 外面縦方 向 のパ ケ調 整。 外 面は赤 く変
色 しス スけて

いる。

－210－
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l 挿 図番号

遺 構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

106 S K 8 喪
（6 ．5 ）

7 ．5

底部平 底。 不　　 明。 外底、外面が錮 スス

けている。外面は赤く
変色している。内面

は底部より若干上っ
たところがススける。

107 ／／ ／！
（11．0 ）

9 ．0

わずか に上 げ底状 を呈す る。 ／／

108 ／／ ／／
（9 ．5 ）

8 ．0

底 部平 底。 内面に指 頭圧痕 あ り。

109 ／／ 鉢

2 0 ．5 内湾気 味に立 ち上 が り、口唇部 は 外面 は縦 方向 のパ ケ調整 後へ ラ磨 口唇 部及 び ロ

（8 ．5 ） 面 をなす。 きを施す 。特 に 口唇 部 は丁寧 にへ

ラ磨 きを施す 。

緑 内面が スス
け てい る。

110 ／／ ／／

6 ．7 底部か ら内湾 気味 に立 ち上 が り、 全面 に指 頭庄痕 が顕 著に み られる。

4 ．5

7 ．0

5 ．3

口唇部 は丸 くお さめ る。 手淫 ね の鉢で あ る。

111 ／／ ／／

3 5 ．0 口緑部 は如意 形に 外反 し、段部 を 段部 は粘 土帯 の接合 に よって生 じ

． （10 ．0 ） 有 す る。 口唇部 は 外傾す る面 をな

す 。

た もの であ る。

112 S K 9 ・＝土ニr：弓互
（2．5 ）

口綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇

部 は丸 くお さめ る。
不　　 明 。

113 ／／ 聾

－ 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内面横 方向 、外面 は縦方 向

（2．3 ） 部 は丸 くお さめ、下 端に刻 目を配
す る。

のパ ケ調 整 を施 す 。

114 ／／ ／／

24 ．0 胴部 は大 き く張 り出す 。 口緑 部 は 口綾部 内外面横 方 向のパ ケ調 整 を

（3 ．2 ） 大 き く外 反 し、口唇部 は丸 くお さ

め全 面に刻 目を施 す 。

施 す。

115 ／／ ／／

2 5 ．0 内湾気 味に立 ち上が っ た胴部か ら 口唇部 はへ ラ磨 き。 口緑部 外両 横

（5 ．0 ） 口緑部 は直線 的に 外反 し、 口唇部
は丸 くお さめ る。

方 向の ナデ調 整。

116 S K 12 ・＝ヒ・：弓互

（4 ．0 ）

脚部 に削 り出 し突 帯 を有 す る。突
帯 上 に細いへ ラ描 沈線 を 1 条配 し、
志 学 富子妄警 姦砦 忘孟夏 蒜管理 室

んで 2 － 3 条か らな る重 弧文 を配
す る。 削 り出 し突帯 上 に も下弦 の
重 弧文 を配す る。

117 ／／ 無
（4 ．0 ）

7．3

底 部平 底。 外 面は縦 方向 のパ ケ調整 。

118 S K 13 ・＝土ご璽E
（4 ．0 ）

8 ．5

／J 不　　 明 。

119 ／1 ／／
（3．5 ）

9 ．2

／／ 1／

120 ／／ ／／

－
ロ頸間 に貼付 突帯 、頸胴 間に削 り 外面横方 向のへ ラ磨 き。 内面 は胴

（2 5．0 ）

28 ．0

出し突帯 を有する。最 大径 は胴部 中 部 中位以 上は横 方 向のへ ラ磨 き。

位 に あ り。 下 半は ナデ調 整で あ る。



挿図 番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 S K 13 ・＝土ごヨE

（17 ．0 ）

44 ．4

頸胴間 に段 を有す る。 へ ラ磨 きが あっ た と考 え られ るが 、
器 表の荒 れが 著 しいため 、観 察不

能。

122 ！／ 窪

19 ．3 上 胴部 に段 を有す る。 口緑 部 は如 段 は粘土 帯 の接合 に よって生 じた

（10 ．0 ）

19 ．2

意形に 外反す る。 口唇部 は丸 くお もので あ る。 上胴部 外面 に横方 向
さめ、下半に刻 目を施 す。段 部 に も のパケ調 整が み られる。 ロ頸部 内
刻 目を施 す。 面 に指頭 圧痕 あ り。

123 ／／ 11

2 6 ．0 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口唇部 及び 口緑部 内外面横 方 向の 外面は全 面 ス

（7 ．0 ）

2 2 ．6

部 は面 をな し、全面 に刻 目を施 す。 ナ デ調 整。 スけて い る。

124 ／／ ／！

17 ．6 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口緑部 外面横 方向 の強 いナデ調 整

（7 ．5 ）

15 ．9

部 は丸 くお さめ 、全 面に刻 目を施
す 。

あ り。

125 1／ ／／
（14 ．0

9 ．8

底 部平 底。 外面は縦 方 向のパ ケ調整 。内面 は

全 面横方 向 のナデ調 整 を施 す 。

126 ／／ ／／
（5 ．0 ）

8 ．3

／／ 外面は縦 方 向のパ ケ調整 。内面 は

指 頭庄痕 を認 め る。

127 ／／ ／／
（6 ．5 ）

8 ．8

底部 は外方 に張 り出 し気 味で ある。 底 部外 面は横 方 向のナデ あ り。 外面 はスス け

てお り赤 く変
色す る。

128 ／／ ／／
（4 ．5 ）

6 ．3

上 げ底状 の底 部。 不　　 明。 外面 はスス け

てお り赤 く変
色す る。

129 ／1 鉢

5 ．5 内湾 して立 ち上が り、 口唇部 は丸 手 控ね で、全 面 に指 頭庄痕 が み ら

3 ．0

3 ．5

くお さめ る。 れる。

130 ／／ ・士
璽E

（5 ．0 ）

8 ．5

底部 は外方 に張 り出 し気 味。 外面縦 方向 のパ ケ調 整 、内面 に指
頭 庄痕 あ り。

13 1 S K 15 ！／
（2 ．5 ）

櫛描波 状文 を施文 。単位 は不 明。 不　　 明 。

13 2 ／／ 1／
（3 ．5 ）

胴部 外面に 2 条のへ ラ描 沈線 を引

き、 その下 に斜格 子文 を配す る。
／1

13 3 ！1 ／！
（2 ．0 ）

口綾部 外面 に幅 2 cm の粘 土帯 を貼
付 し、わず かに 凹状 をな した口唇

部に はパケ状 施文 原体 で、刻 目を
施す 。

134 1／ ／／
（1 ．5 ）

大 き く外反 す る口緑部 で、 口唇 部

は 凹状 をなす。 内面に扁 平な刻 目
突帯 を貼付 す る。 口唇部 下端 に刻
目を施 す。

135 ／／ ／1

－
口綾部 外面 に1 ．5 cm 幅 の粘土帯 を貼 口唇部 は横方 向の ナデ調 整、 外面

（2 ．0 ） 付。 口唇部 は凹状 をな し、上下端

に刻 目 を配す る。

縦 方向 のパ ケ調整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

136 S K 15 ・＝ヒ竺E

（4 ．0 ）

口綾部 は大 き く外反 す る。 口唇部

は面 をな し上 ・下端 に刻 目を施す 。

不　　 明。

137 ／／ ／／

18 ．3 口縁 部 は頸部か らその ままなめ ら 内面 は横 方向 のパケ調 整。 口唇部

（4 ．0 ） か に外反す る。 外面 に1 ．5cm幅の粘

土帯 を貼付 す る。頸部 に櫛描 波状
文 と直線文 を配す る。

は横 方向 のナデ調 整。

13 8 ／／ ／／

14 ．0

（ 6 ．3 ）

口縁 部は直 線的 に外 反す る。 口唇
部 に 1 条 のへ ラ描 沈線 を配す る。

口綾 部内 外面横 方向 のナデ調 整。

13 9 ／！ ／／

17 ．0 口碑 部は なめ らかに 外反 し、口唇 内面 は横方 向 のへ ラ磨 き、 外面 は

（4 ．0 ） 部 は丸 くお さめ る。 縦パ ケ調整 後 、へ ラ磨 きを施 す。

14 0 ／／ ／1

6 ．0

（ 2 ．5 ）

底部 平底 。 薄手式 土器 で
あ る。

14 1 ／／ 喪

21 ．0

（ 7 ．0 ）

胴部 が著 しく張 り出す 無で ある。

口縁 部は直 線的 に立 ち上が I．上　 口
唇部 は水平 な面 を なす 。 口唇端 部 ・

に左 上 りの刻 目を配す る。

口緑部 外面横 方 向のナ デ調 整。 外面 は全 面が

ス スけて い る。

14 2 ！／ ／／

14 ．5 口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 口綾部 内面横 方 向の八 と調整 。胴 外面 全面が ス

（8 ．0 ）

13 ．5

部 に 1　 のへ ラ描 沈線 を配 し、そ 部外面 は縦方 向 のパ ケ調 整後 、右 ス けて いる。
の上 に刻 目 を施す 。 下 りのパ ケ調 整 を施 す 。

143 ／／ ！／

－
ロ緑部 は如 意形 に外反 し、弱 い段 外面全 面に横 方向 のナデ を施 すが

（5 ．0 ） を有する。口唇部は丸 くお さめ 、下
半に刻 目を配する。段 部 に も刻 目を

配する。

ヽ
口綾部 外面 は特に 強い 。

144 S K 16 ・＝ヒヨ互

（3 ．0 ）

2 条のへ ラ描 沈線 を配 し、 その下

に上弦 の重弧 文 を配 す る。

不　　 明 。

145 ／／ ／／

－
頸胴 間に弱 い段 を有す る。横方向に 外面は全 面横 方向 のへ ラ磨 きを施

（6 ．0 ） 3 条 のへ ラ描 沈線 を配 し、 その下

に縦 に 3 条単 位 の沈線 を引 き、そ
の間 に縦向 きの有 軸羽状 文 を配す
る。

す 。

146 ／／ ／／

15 ．2

（ 3 ．0 ）

口頸 間に段部 を有 し、口緑部 は直
線的 に外反 す る。 口唇部 は外傾 す

る面 をなす 。

口緑部 内面横 方向 のナデ 調整。

147 ／／ ／！

15 ．5

（ 6 ．5 ）

口緑部 は なめ らか に 外反 し、端 部

はやや 肥厚 す る。 口唇部 は外傾 す
る面 をなす 。

不　　 明。

148 ！／ ／／
（3 ．0 ）

7 ．5

底部平 底。 底 部外 面に指頭 圧痕 あ り。内面 は

へ ラ磨 き。胴部 外面 は縦 方向 のパ
ケ調 整後 へ ラ磨 きを施 す 。

149 ！／ ／／
（4 ．5 ）

11 ．3

上 げ底 状の底 部。 内面に指 頭圧痕 あ り。

150 ／1 ／／
（3 ．0 ）

8 ．4

底 部平 底。 不　　 明。 器 表 の剥 離が

著 しい。
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挿 図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

15 1 S K 16 士璽E

（5 ．0 ）

5 ．0

内湾 して立 ち上 が る。 不　　 明。

152 ／／ ／／
（6 ．0 ）

8 ．0

円筒状 の底部 。 外面パ ケ調整 後 に右 下 りのへ ラ磨

き を施 す。

153 ／／ ／／
（10 ．0 ）

8 ．7

底 部平 底。 円盤貼 付底 。

154 ／／ 要
（4 ．0 ）

口綾部 は如意 形 に外反 し、段 を有
する。段部直上に 1 条のへ ラ描沈 線

を配する。 口唇部及び段部 に刻 目 を
施す 。

不　　 明。

155 ／／ 11

－
口線部 が直 線的 に立 ち上 が り、端 端 部 の肥厚 は粘土 折 り曲げに よ る。

（2 ．5 ）
部は 外方に 肥厚す る。 内外面 横方 向のナ デ調整 。

156 ／／ ／1
（5 ．0 ）

口綾 部は如 意形 に外反 。 口唇部 は

垂直 な面 をな し、刻 目を施す 。頸
部 には双線 を引 き、 その間に棒 状

工具 で刺突 文 を配 す る。

刻 目はへ ラ状原体 に よる。

157 ／／ ／／

23 ．0

（ 8 ．2 ）

21 ．4

ロ綾部 は如 意形 に外反 し、 口唇 部

は丸 くお さめ る。

内外面 横方 向の ナデ調 整あ り。

158 ／／ ／／

19 ．0 ロ綾 部は如 意形 に外反 す る。 口唇 刻 目はへ ラ状原体 に よる。 口綾部

（9 ．3 ）

19 ．2

部 は外傾す る面 をな し、刻 目 を施

す 。頸部 に 3 条 のへ ラ描沈線 を配
す る。

外面 に指頭 圧痕 あ り。

159 ／／ ／／

25 ．0 口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 胴部 外面 に縦方 向のパ ケ調整 をわ

（6 ．0 ） 部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目 を施
す。 頸部 に 2 条 のへ ラ描沈線 あ り。

ずか に認 め る。

160 1／ ／1

5 ．0

（ 7 ．5）

47 ．6

口．綾 部は如 意形 に外 反す る。 口唇

部は丸 くお さめ、全面 に刻 目を配す

る。 頸部 に 3 条 のへ ラ描 沈線 を配
す る。

内面指 ナ デ。

161 ／／ ／／

（4 ．0 ）

8 ．0

底部 平底 。 外面 縦方 向のパ ケ調整 。 内面 は指
頭圧痕 が顕 著。

外底 は全面 ス

ス けてい る。

162 ／！ 11
（ 5 ．5 ）

7 ．0

／／ 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

163 ／／ ／／
（4 ．0 ）

9 ．0

／1 外面 縦方 向のパ ケ調整 。

164 11 ／／
（3 ．0 ）

7 ．0

わずか に上げ底 状 を呈 す る。 ／1

165 ／！ 鉢

18 ．5

（ 7 ．5）

わずか に内湾気 味に 立ち上 が る。

口唇部 は丸 くおさめ る。

不　　 明 。
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挿 図番 号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（？m ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

166 S K 19 ・＝土ご冨E

20 ．8 口綾部 はなめ らか に外反。 口唇部 口縁部 内面横方 向のへ ラ磨 き。 口

（2 ．5 ） は面 をなす。 唇部 及 び 口緑部 外面 は横方 向の強

いナデ調 整。

167 ／／ 蛮

26 ．0 口縁部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 刻 目はパ ケ状 原体に よる。 口綾部 口唇部 を横方向

（7 ．0 ）

22 ．6

部 は外傾 す る面 をなし、全面 に刻

目を施す 。
内外 面横 方向 のナデ調 整。 にナチやた時に下

垂 した粘土を口
綾部外面に折 り
曲げている。

168 ／／ ／／

20 ．2 口綾 部は如 意形 に強 く外反す る。 口緑部 外面横 方 向のナ デ調 整。胴 外面 全面が ス

（11 ．0 ）

18 ．2

口唇 部は丸 くおさめ、全面に刻 目を
、施す 。

部 外面 縦方 向のパ ケ調 整 を施 す。 ス けてい る。
胴部 下半 は赤
く変 色 してい

る。

16 9 ／／ ／／
（2 ．6 ）

4 ．2

底部 平底。 底 部内 外面 に指頭圧 痕 あ り。

170 11 鉢

19 ．0

（ 6 ．5 ）

内湾 して立 ち上が り、口唇部 は面
をなす。

内外面横 方 向のパ ケ調整 。

17 1 S K 20 士苫E
（5 ．0 ）

胴部 外面にへ ラ描 沈線 4 条か らな

る複線 山形文 を認 め る。
外面へ ラ磨 き。

172 ／／ ／／
（4 ．5 ）

3 条のへ ラ描 沈線 の下に 同原体 で

4 条か らな る複線 山形文 を認め る。
／！

173 ／／ ／／

1 5．5

（6 ．5）

ロ緑部 は大 き く外反 し、 口唇部 は
丸 くお さめ る。

外面 全面へ ラ磨 きを施 す。

174 ／／ ／J

15 ．4

（ 3 ．5）

口頸間 に段 部 を有す る。 口綾 部 は

なめ らか に外反 し、 口唇部 は面 を
なす 。

／1

175 ／1 ／／

17 ．0 口緑 部 はなめ らかに 外反 し、 口唇 口唇部 及 び口綾部 内面 は横方 向の

（4 ．5） 部 は面 をなす。 ナデ調 整。 口頸部 外面 はへ ラ磨 き

を施す 。

17 6 ！／ ！／

32 ．0 口頸 間に段 部 を有 す る。 口綾 部は 段 部は粘 土 帯の接 合の 際に生 じた

（7 ．5 ） なめ らか に外反 し、 口唇 部 は面 を

なす 。
もの であ る。

177 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．5

底部平 底。 円盤貼付 底 。内外面 へ ラ磨 き。

178 ／！ ／1
（5 ．0 ）

7 ．2

／／ 円盤 貼付 底。 内面に指 頭庄痕 あ り。

179 ／／ ／／
（6 ．0 ）

9 ．4

／1 外面へ ラ磨 きあ り。

180　＿ ／！ 11
（ 6 ．0 ）

9 ．4

／／ 外面縦 方 向のパ ケ調整 。 内面指頭

圧痕 あ り。
外底 外縁 は 1

cm 幅 で環状 に
スス けて いる。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 撃　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

181 S K 20 蛮

2 5．0 口綾部 は直線的 に外 反す る。 口唇 ロ頸 部 内面に右 下 りのパ ケ調整 を

（4 ．5 ） 部 は丸 くお さめ 、下端 に刻 目を施

す 。頸部 外面 にへ ラ描沈線 を 1 条
配 す る。

わず か に認め る。

182 ／／ ／／

2 2 ．7 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 ロ緑 部 外面横 方向 の±デ調 整。 胴

（5 ．8 ） 部 は丸 くお さめ 、下 半 に刻 目を配 ‘

す る。

部 外面縦 方向 のパ ケ調整 。

183 ／／ ／／

28 ．6 ロ綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内外面 は横 方向 のナデ調 整

（4 ．0 ） 部 は丸 くお さめ る。 を施す 。

184 ！／ ！／

32 ．8 上胴部 に段部 を有 す る。 ロ緑部 は 段 部 は粘土 帯接合 時に生 じた もの

（6 ．0 ） 如意 形に外 反す る。 口唇部 は面 を
な し、下半 に刻 目を施 す。段部 に

も刻 目を施 す。

であ る。

18 5 ／／ ／／

31 ．0 口綾 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 ロ緑部 外面 に指頭 圧痕 が残 るが 、

（10 ．0 ）

28 ．0

部 は面 をな し、下端 に刻 目を配す 横方 向の ナデ によ って消 されて い
る。 る。

186 ／／ 鉢

23 ．0 ロ綾 部 は直線 的に外 反 し、口唇部 ロ緑 部外 面は指 頭庄痕 が顕 著。胴

ノ
（10 ．5 ）

19 ．6

は丸 くおさめ る。 部 外面は 右下 りのへ フ磨 き。 ロ緑
部 内外面 は横 方向の ナデ調 整。

187 ／／ ／J

5 ．5

2 ．5

5 ．3

底 部か らわず かに 外反 して立 ち上

がる。 口唇部 は丸 くお さめ る。

手 程ね であ る。

188 ／／ 士璽E

17 ．5 ロ頸 間に しっか りした段部 を有す 外面は 全面右 下 りのパ ケ調整 後に 、

（13 ．5 ） る。ロ糸苦 は なめ らかに　　 、 へ フ　　　　　 。段 書 は　 土
口唇 部は 面 をなす。撃朝岡間に 1 条の

沈線 あ り。

合 に よる。

189 ／／ 1／
（7 ．0 ）

頸胴 間に弱 い段部 あ り。段部下 に

横方 向のへ ラ描沈 線 を引 き、その
下に 5 ～ 6 条 を単 位 とす る複 線 山
形文 を配す る。

外面へ ラ磨 き。

190 ‘ ／／ ／／

34 ．0

（12 ．5）

ロ頸 間に しっか りした段部 を有す る。

口緑 部は なめ らかに 外反 し、 口唇
部 は面 をなす 。

仕

191 ／／ 喪
（5 ．5 ）

6 ．3

底 部平底 。 外面 全面 縦方 向のパ ケ調整 を施す 。

192 ／／ ／！

2 1 ．5 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 外 面は縦 方向 のパ ケ調 整 。内面 は

2 2 ．7

20 ．6

8．．4

部 は丸 くお さめ 、下 端 に刻 目を施

す 。

指頭 庄痕 が顕 著。

193 ／／ ／／

20 ．5

27 ．0

19 ．2

8 ．0

ロ緑部 は強 く屈曲 し、直 線的 に外 口綾部 外面横 方向 のナデ 調整 。頸

′

頸 部以下 外面

に　 び る。 口唇苦 は　 と　 る 吾 、近 は ハ　 ロ。 司書 は，、、　 ロの が ′、 変
をな し、全 面に刻 目を施 す。 パ ケ調 整b 色 し、ス スけ

てい る。

19 4 1／ ／／

40 ．6

（17 ．0 ）

43 ．0

胴部 は大 き く張 り出す 。 ロ縁部 は

如意 形 に外反す ．る。 口唇部 は外傾
す る面 をな し、下端 に刻 目を砲丸

口唇部 及び ロ綾部 外面横 方向 の強

いナ デ調整 。

195 ／／ ／／

39 ．0

（24 ．0 ）

39 ．0

ロ緑 部 は如 意形 に外反 す る。 口唇
部 は外傾す る面 をな し、下端 に刻

目を配 し、更 にへ ラ描 沈線 を 1 条
配す る。上 脚部 に段部 を有 す る。

胴部 中位外 面

が ススけ てい
る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

196 S K 20 蛮

21 ．5 上 胴部 に段部 を有 す る。 ロ綾部 は 段 部 は粘土 帯接合 の際 に生 じた も

（．6 ・0 ）

20 ．5

如意形 に外 反す る。 口唇部 は丸 く

お さめ 下半 に刻 目を施す 。段部 に
も刻 目 を施す 。

ので あ る。

197 ／！ ／！

15 ．3

（ 2 ．5 ）

口綾部 は比較 的直 線的 に立ち上 が
る。 口唇部 は丸 くおさめ、刻 目を施
す。

不　　 明。

198 ／／ ／！
（7 ．0 ）

2 1．3

上 胴部 に段 を有 し、刻 目を配する。 段部 上下 を横方 向の ナデ調 整。 外
面 は縦方 向のパ ケ調 整。段 部は粘

土帯接 合 に よって生 じた もの であ

る。

段部 以下 外面

は スス けてい
る。

199 ／／ ／／

3 1．2 口綾 部 は如意形 に外 反す る。口唇 口綾部 外面 横方 向のナ デ調整　 外

（8 ．7） 部 は外傾 す る面 を な し、下端 に刻
目を施す 。

面右下 りのパケ調 整。　　 0

20 0 ／／ 鉢

31 ．0

（ 5 ．5 ）

口綾部 は なめ らか に外 反す る。口
緑下 に断面三 角形 の しっか りした

刻 目突帯 を貼付す る。 口唇部 は面
をな し、下端 に刻 目を施 す。

20 1 ／／ ／／

4 6 ．0 底 部 か ら内湾 して立 ち上 が り、口 口綾 部外 面 は横 方 向のナ デ調整 。

3 0 ．0

44 ．5

13 ．0

綾 部 は如意形 に外反 し、 しっか り

した段階を有する。口唇部 は外傾す

る面 をなす。

外面 は縦 方向 のパ ケ調 整 後へ ラ磨 ・

きを施 してい た もの と考 え られ る。

202 S D l 士璽E
（3 ．0）

胴部 に 2 条のへ ラ描 沈線 を配 し、

その上 に 3 条単 位のへ ラ描 きに よ
る下 弦 の重 弧文 を配す る。

外面へ ラ磨 き。

20 3 ！／ 1／

－ 口頸 間に段 部 を有す る。 口綾部 は 段 部は粘 土帯 の接合 に よって生 じ

（5 ．0 ） なめ らか に外反 し、 口唇 部は わず た もの であ る。 口綾 部外 面に は指
か に凹状 をなす 。 頭 庄痕が あ るが 、横 方向 のパ ケ調

整 に よって消 して い る。

204 ／／ ／／

16 ．0

（ 7 ．0 ）

口綾部 は なめ らか に外反 し、 口唇
部 は丸 くお さめ る。

内外面 は横方 向のへ ラ磨 き。

205 ／／ ／！
（8 ．0 ）

33 ．7

上 胴部 に 3 条 のへ ラ描沈線 を配す 。 外面 横方 向のへ ラ磨 き。 内面は指

頭庄痕 が残 る。

2 06 ／！ 1／
（20 ．0 ）

28 ．4

頸胴 間 に段 部 あ り。 外面 はパ ケ調整 後全面へ ラ磨 きを

施 す 。頚 部 内面へ ラ磨 き。

207 ／／ ／／
（6 ．0 ）

5 ．5

底部平 底。 外面 は板状工 具 によ る縦 方向 のナ
デ調整 。

208 ／／ ／／
（5 ．0 ）

8 ．2

／／ 外 面は横 方向 のナデ調 整 。 外 面は ススけ

て い る。・底部
外 面に粗 圧痕
あ り。

209 ／1 ／／
16 ．0

（27 ．0 ）

頸 胴間 に段 部 を有 す る。 胴部 外面横 方向 。頸部 外面 右下 り

のへ ラ磨 きあ り。

2 10 ／／ 聾
（5 ．0 ）

9 ．3

底部 平底。 外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 外面 は赤 く変

色 し、ス スけ

て いる。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ）．胴 径
底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

211 S D l 喪
（5 ．0）

6 ．4

底部 平底 。 外面 は縦方 向のパ ケ調 整。 内面 に炭化 物

が付着 してい
る。

212 ／！ ／／
（6 ．0 ）

6 ．7

／／
外底 外縁 に環

状 に ススが付
着 。

213 ／／ ／／

22 ．5 口縁部 は如意 形に 外反す る。 口唇 ロ緑 部 外面昼縦 パ ケの後 に横方 向 沈 線以下 が仝

（16 ．0 ）

22 ．0

部 は　 をな し、全面 に刻 目を　 。 の強 いナデ調 整 を　 。上 胴部 ハ 面 スス けて い
頸部 に沈線 を配す る。 方 向下胴 部縦 方向 のパケ調 整。 る。

214 ／／ ／／

18 ．3

（ 6 ．4 ）

口縁部 は如 意形 に外反す る。 口唇

部は 丸 くお さめ 、全面 に刻 目 を配
す る。頸部 に 1 条のへ ラ描 沈線 を
配す る。

外面右 下 りのパ ケ調 整。

2 15 ／／ ／／

24 ．6 口縁 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 口綾部 外面 に指頭 圧痕 が顕著 。外 外面施 文部 以

（7 ．1 ）

24 ．2

苦 は　　 お さめ 、　　 に亥l　 方 は　　 り、　　 は ハ　 ロ及び ス スl
す 。頸部 には 3 条のへ ラ描沈 線 を

配す 。

下 りのパ ケ調整 を施す 。 て いる。

216 ／！ ／／

20 ．2 口綾 部 は如 意形 に外 反。 口唇 部 は 沈線 下に指 頭圧痕 あ り。外面 は右 上胴 部以下 外

（9 ．8 ）

18 ．5

くお さめ 、　　 に刻　　　 。 りのパ ケ＝p整 。　 胴部及 び 口緑 はスス l る。
頸部 にへ ラ描沈 線 を 1 条配 す る。 部 外面は横 方 向のナ デ調整 。 搬 入晶 であ る。

217 ／／ ／／

13 ．0 直線的に立ち上が ）、口緑部 は玉縁 口綾部 は折 り曲げ てと る。内面 に 外 面は ススけ

（4 ．0 ）

12 ．6

状 を呈 す。 わずか にパ ケ調整 を認 め る。 てい る。
擬 朝鮮無 文土
器 。

218 P　 37 鉢

2 9 ．5

（ 6 ．0 ）

内湾気 味に 立ち上 が り、口唇部 は

水平 な面 をなす。

内外面へ ラ磨 き。

第20表　D区遺構出土石器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計測値　 貴 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

219 田村 川 石 斧

12 ．8

7 ．4

4 ．0

72 5 ．0

緑 色 岩

刃部 と基端 部が 欠損 して いる。全 面丁寧 に

研磨 され てい る。断面 は楕 円形 をな し、平
面形 は隅丸 長方 形に な るもの と考 え られ る。

220 ／1 ／／

11 ．8

6 ．7

3 ．0

47 5 ．0

／／

平面 形 は隅丸長 方形 で断面 はやや 扁平 な楕

円 形 をなす。 刃部 は丁寧 に研磨 され てい る

が 、刃先 に打痕 が み られ る。

22 1 ／／ ／／

14 ．0

6 ．5

3 ．5

600 ．0

／／

大 型蛤 刃石斧 の基部 で あると考えられる。基

端 部 は尖 基 を呈 し、刃部 に貴大 幅 を有 す る

もので あ ると考 え られ る。表面 の研磨 は み
られ ない。両側 縁 には敲 打に よ る潰痕 が著
しく見 られ る。

222 ／！ ／／

12 ．0

6 ．6

4 ．0

470 ．0

／！

刃部が 欠損 して いるが最 大幅 が刃部 に ある

もの と考 えられ る。基 端 は丸 味 を お び て
尖 基 を呈す る。断 面は楕 円形 で、丁 寧 に研
磨 されて いる。

22芋 S K 8 ／1

8 ．3

5 ．8

0 ．8

55 ．0

頁　　 岩

基部 が欠損 して い る。両 主面 が剥離 面 で、

先端部 の一部 に 自然画 を残す 。刃縁 は ゆる

や かに外反 し、刃 先 に潰痕が み られ る。
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1

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

2 24 田村 川 石 斧

16 ．0

8 ．7

6 こ3

16 75 ．0

緑 色 岩

大 型蛤 刃石 斧の末 製品 であ る。器表 に 多 く

の剥離痕 がみ られ る。 成形段 階で 欠損 した
もの と考 えられ る。

225 S D l ／／

11 ．0

7 ．5

5 ．0

660 ．0

／／

大 型蛤刃 石斧 の基部 で ある。断 面は楕 円形

で、刃部 に最 大幅 を有す る もの と考 え られ
る。全面 丁寧 に研磨 され て いるが、両 側縁
に は敲 打 に よる著 しい潰痕 がみ られ る。欠
損 後 叩石 として利用 されたものであろ う。

226 田村川 ／／

15 ．0

3 ．4

5 ．5

450 ．0

／／

約半 分が縦 に 欠損 して いる。黄 大幅 を基部

中央 部に 有 し、基端 及び 刃縁 は丸 くお さ ま
るもの であ る。片主 面の 刃部の みに研磨 痕

が見 られ 、他 は全 く研 磨 されて いな い。未
製 品の段 階で 欠損 した もので あろ う。

227 S K 8 ／／

4 ．0

3 ．4

1．2

15 ．0

頁　　 岩

小型 の蛤 刃石斧 で ある。両 主面 ともに大 き
く欠損 してお り、刃部 の一 部 しか残 ってい

な い。刃部 は丁 寧 に研 磨 されて いる。

228 田村川 ／／

6 ．9

5 ．0

1 ．7

105 ．0

緑 色 岩

大型 蛤刃石 斧の基 部 であ る。断面 は肩平 な

楕円形を有す る。刃部 に最大幅 を有 す る と考
え られ る。 全面研 磨 されて い る。

22 9 S K 8 ！／

10 ．2

6 ．6

2 ．1

230 ．0

結 昌片岩

断面 は扁平 な楕 円形 を呈 し、刃部 に最大 幅
を有 し、基端 が最 もせ ま い。刃部 は丁寧 に
研 磨 されて い るが 、基部 は荒 成形 の ままで
ある。

230 田村 川 ／／

13 ．7

7 ．0

4 ．0

6 00 ．0

／／

断面は楕 円形 を呈 し、基 部 中央に最 大幅 を
有 す る。基端 部 は欠損 して いる。全 面 に敲

打痕 が残 り研磨 は見 られな い。大型 蛤刃石
斧の未製 品 であ る。

23 1 S D l ／／

6 ．0

3 ．5

3 ．4

15 0 ．0

／！

挟 入柱状 片刃石 斧 の基部 であ る。全 面研磨

によ り光 沢 をはな って いる。後 側線 基端近
くに浅 い挟 りが 見 られ る。

232 S K 8 ／／

6 ．3

2 ．2

1 ．3

2 5 ．0

頁　　 岩

ノ ミ形石 器 と言 っ た方が よいか も知 れな い。

棒状 の河 原石 を利用 し、先端 に両 面か ら刃
部 をつ くり出 して いる。刃部 に擦 痕が 見 ら

れ る。

233 S K 13 ／／

10 ．0

4 ．5

1．2

68 ．0

／／

自然面 と剥 離面 とか らな る打製石 斧 であ る。
分 銅 形 の平 面 形 を 呈 す る。、全 綾 部 に 潰
痕が 見 られる。 叩石 の可能性 もあ る。

234 S D l ／！

14 ．4

5 ．5

1．0

110 ．0

結 昌片岩

柱状 片刃石 斧が 、縦 に欠損 して いる。 右主

面 と前側緑 、後側 線部 の一部 が残 って い る。
刃部 は鋭 く研 ぎ出さ れて いる。剥 離以 外は
全面 研磨 され てい る。

235 田村 川 ／／

7 ．4

1 ．9

0 ．9

20 ．0

／／

扁平 片刃石 斧、 ある いは柱状 片刃石 斧 の刃
部 小 片で ある。右 主面 と前後側 綾部 の一 部

が残 って いる。

2 36 ／！ ／／

22 ．0

9 ．5

3 ．6

144 0 ．0

緑 色 岩

大型蛤 刃石 斧の未 製品 であ る。全 面に敲 打
痕 及 び剥 離痕 がみ られ る。成 形の段 階 で廃
棄 され た もので ある。

237 S K 16 ／／

33 ．0

14 ．0

6 ．4

4 50 0 ．0

1／ ／／

238 田村川 叩石

9 ．1

8 ．2

2 ．5

24 5 ．0

砂　　 岩

＼

河 原石 を縦に 打 ち割 って いる。 自然面 と剥

離 面 とか らな り、全 線部 に潰痕 がみ られ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ， g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

2 3 9 田村 川 叩 石

9 ．0

6 ．0

2 ．2

1 3 5 ．0

砂　　 岩

河 原 石 を縦 に 打 ち 割 っ て い る 。 自 然 面 と 剥

離 面 とか ら な り 、 全 線 部 に 潰痕 が み られ る 。

2 4 0 ／／ J／

7 ．2

6 ．4

1 ．3

9 0 ．0

／／ ／／

2 4 1 ／／ ／／

8 ．6

7 ．6

2 ．0

1 9 0 ．0

／1 ／1

2 4 2 S K 8 ／／

7 ．8

7 ．5

1 ．5

1 0 0 ．0

／／ ／／

2 4 3 田 村 川 ／／

9 ．7

7 ．7

1 ．8

1 9 5 ．0

／／ ／／

2 4 4 ！／ ／／

9 ．2

6 ．2

2 ．1

1 7 0 ．0　 ‾

／／ ／／

2 4 5 S K 8 ／／

8 ．1

6 ．4

1 ．8

1 2 0 ．0

／／ ／／

2 4 6 ／1 1／

7 ．2

6 ．7

1 ．5

8 5 ．0

／1

河 原 石 を 縦 に 打 ち割 っ て い る。 自然 画 と別

姓 面 と か ら な り 、 緑 部 の 一 部 に 潰 痕 が み ら

れ る。

2 4 7 S T l ／1

7 ．6

5 ．3

1 ．6

7 5 ．0

／／

河 原石 を縦 に 割 っ て お り 、 自然 画 と剥 離 面

とか ら な る 。 全 線 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

2 4 8 田 村 川 ／／

9 ．0

7 ．7

2 ．0

1 9 5 ．0

／／ ／／

2 4 9 S K 8 ／／

8 ．6

6 ．4

1 ．7

1 3 5 ．0

／／ ／！

2 5 0 田村 川 ／／

1 7 ．5

9 ．6

3 ．0

6 6 0 ．0

／／ ／／

2 5 1 ／／ ／！

1 2 ．5

9 ．3

3 ．1

5 0 0 ．0

／／ ／／

’2 5 2 ／／ ！／

1 0 ．0

9 ．8

1 ．7

1 8 5 ．0

／／

河 原 石 を縦 に 割 っ て 利 用 し て い る 。 自然 面

と剥 離 面 とか ら な る。 綾 部 の 1 部 に 潰 痕 が

み ら れ る。

2 5 3 ／／ ／／

8 ．3

6 ．7

1 ．2

1 0 5 ．0

／／

河 原 石 を縦 に 割 っ て 利 用 し て い る 。 自然 画

と剥 牡 面 と か ら な る 。 全 緑 部 に 潰 痕 が 見 ら

れ る 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大 長
計測値　 最大 幅
（cm，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

2 54 田村 川 叩石

12 ．9

9 ．8

2 ．2

4 03 ．0

砂　　 岩

河原石 を縦 に割 って利用 して い る。 自然 画
と剥離 面 とか らなる。全 緑部 に潰痕 が みら

れ る。

25 5 S K 7 ！／

9 ．5

4 ．7

2 ．4

14 0 ．0

／／

縦長 の 叩石 であ る。河 原石 を縦 に割 って 利

用 して い る。 全線部 に 潰痕が み られ る。

256 田村 川 ／／

10 ．2

5 ．8

3‾．0

23 1 ．0

／／

約 半分 を欠損 してい る。 河原石 を縦 に割 っ

て 利用 してい る。 欠損面 以外 の全線部 に潰
痕 がみ られ る。

257 ／／ ／／

9 ．2

5 ．9

1 ．8

150 ．5

／／

肩平 な隅 丸長方 形の 河原石 をその まま利用
してい る。全線部 に 潰痕 がみ られ る。表面

に は大 きな剥離痕 が あ る。

258 ／／ ／／

9 ．2

9 ．8

3 ．6

545 ．0

1／

円形 の河 原石 をその ま ま利 用 してい る。表

裏面 中央部 に潰痕 が み られ 、緑部 の一 部 を
集 中 して 使用 して いる。

259 ／／ ／／

11 ．6

11 ．8

4 ．6

900 ．5

／／

円形 の河 原石 をその ま ま利用 してい る。全
線部 に潰痕 がみ られ 、表裏 面の 中央部 に著
しい潰痕 があ り、凹状 をな して い る。

260 ／／ ／／

9 ．8

5 ．6

1 ．7

185 ．0

緑 色 岩

扇平楕 円形 の河 原石 を利用 して いる。一 方

の長側 線 に両 面か らの剥 離痕 と敲打 に よる
潰痕が み られ る。

2 61 S T l ／／

8 ．5

6 ．4
I ．4

115 ．0

砂　　 岩

河原石 を縦 に打割 して利 用 してい る。 自然
画 と剥 離面 とか らな り、綾部 の一部 に潰痕

がみ られ る。

2 62 S K 8 ／／

15 ．0

／1

2 側線 に剥離 面が あ る。 表裏 面は 自然画 で 台石 として利

12 ．0

5 ．3

15 70 ．0

あり、両面共に敲打に よる潰痕 が みられ る。 用 され た可能
性 あ り。

26 3 田村 川 ／／

10 ．0

9 ．1

4 ．2

60 0 ．0

／／

楕 円形 の河 原石 をそ のま ま利用 して い る。
両 面 中央部 及び全線 部 に潰痕が み られ る。

264 S K 8 ！／

11 ．8

11 ．0

3 ．8

60 5 ．0

／！

円 形の 河原石 を利用 して い る。両面 に大 き

な剥 離痕 がみ られ る。両 面中央 部に 潰痕が

み られ る。

265 S K 16 砥 石

14 ．8

14 ．0

6 ．2

2 200 ．0

／／

1 両 を砥石 として利 用 してい る。 また使用
面 に潰痕 がみ られ る。

266 田村川 ／／

10 ．8

10 ．2

4 ．2 ・

670 ．0

／！

2 面 を砥石 として利用 して い る。 うち 1 面

に は著 しい潰痕 が残 る。

267 S K 13 ／／

10 ．6

4 ．3

1．7

133 ．0

緑 色 岩

河原石 をその まま利用 して い る。 使用 面は

1 面 であ る。

268 S K 8 ／／

10 ．2

5 ．0

2 ．0

135 ．0

頁　　 岩

棒 状 の 自然 礫 を利用 して いる。使 用面 は 1

両 で、擦痕 が顕著 に残 っ てい る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

最 大長

計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

269 S T l 砥 石

11 ．7

12 ．6

3 ．9

8 55 ．0

砂　　 岩

2 面 を砥 石 として利 用 してい る。綾部 は敲

打 に よって調整 してい る。

270 S K 8 石包丁

12 ．1

7 ．2

1 ．2

100 ．0

頁　　 岩

外湾刃石包丁の未製品で ある。背 部に は細か

な押圧剥 離が あ り、刃部 には大 きな 階段状
剥 牡 を有す る。

27 1 ／／ ／／

12 ．2

＿6 ．6
1 ．1

130 ．0

／／ ／／

272 ／／ 石会族

5 ．8

1 ．2

0 ．5

3 ．7

／／

断面菱 形 を呈 す る磨 製 石 鉄 で あ る 。 刃 部

部は鋭 く研 ぎ出 され 、両 面 中央部 には稜 線

を有 す る。基 部 は欠損 して いる。

273 ／／ ／／

5 ．3

1．0

0 ．4

2．9

／／

磨製石 銀 の末製 品で ある。両 面 に横 方 向の

擦痕 がみ られ る。

274 ／／ ／／

2 ．2

1 ．4

0 ．2

0 ．6

サヌカイト

凹基 式石金族で 、一 方 の端部 がわず か に欠損

してい る。断面 は極 めて扁 平で 、刃部 は両

面か ら押圧 制離 して い る。

275 ／／ 円盤

7 ．5

7 ．3

0 ．8

7 0 ．0

千 枚 岩

全 線 を表 面側へ の み粗 く調 整す る。

27 6 ／／ ／／

7 ．7

7 ．4

1 ．1

75 ．0

／J ！／

2 77 ！／ ／1

．8 ．0

7 ．5

7 ．0

65 ．0

1／ ／／
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第21表　E区遺構出土土器観察表

挿 図番 号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 S K 4 聾

2 6 ．5 口綾部 は如意 形に 外反 。口唇部 は 外面縦 方向 のパ ケ．調 整。 内面ナ デ 胴 部 中位に黒

2 9 ．8

24 ．0

8 ．2

丸 くおさめ 、全面 に刻 目を施す 。 調 整。 斑 あ り。

2 ／／ 蓋

27 ．4

（2 ．0）

口綾部 は外方 に屈 曲。無 の蓋で あ

る。

外 面へ ラ磨 き。 口綾部 内面が

ススけ てい る。

3 S K 5 ・＝土ご

－
最大 径が 胴部 中位に あ る。上 胴部 上胴 部　 頸部 に粘土 帯接合 部 を認 外面 洗練 以下

（27 ．0 ） にへ ラ描 沈線 を配す る。 ヽむ。 内面 観察 に よる と頸部 まで 5

Jb　　　　、　ノ

二 次的 な火 を

互E
24 ．2

8 ．2

段 で成形 して い る。 つけて変 色 、

剥離 が著 しい。

4 S K 6 ／1
（15 ．3 ）

23 ．6

胴部 中位 で「く」の字状 に屈 曲。上

胴部 に 2 条 のへ ラ描沈 線、 その下

に 3 条単位 の複線 山形文 を配する。

外面横 方 向のへ ラ磨 き。 屈 曲部以下 ス

スけてお り、
下胴 部は 火 を
うけて変 色。

5 11 ／／

17 ．5 貴大径 が上 胴部 にあ る。 ロ緑部 は 外面縦 方向 のパ ケ調整 の下地 の上 口唇 部は横 方

（26 ．0 ） 直線 的に 外反す る。 口頸間 と頸胴

ー　‾1 Jk　　　　 ‾　廿’

を横方 向 にへ ラ磨 き。 頸部 内面 に
ヒ‾

向 の強い ナデ

35 ．6 間に 1 米 のへ フ描 沈線 を配す る。 指 頭庄痕 が顕 著 であ る。 調整 。

6 ／／ ／／
（8 ．5 ）

7 ．5

上 げ底 状の 底部。 外面パ ケ調 整。 外面 は火 を受

けて 変色。

7 ／／ ／！
（9 ．0 ）

8 ．2

わずか に上 げ底状 の底部 。 外面パ ケ調整 。内面 板状工 具 の擦

痕 あ り。

8 ／！ ／／

20 ．2 口唇部 を上下 に拡張 し、 3 条 の凹 口唇部 及び 口疲 部内 外面横 方向 の

（2 ．0 ） 線 文 を配 す る。 ナ デ調整 。

9 ！／ ／／

18 ．8 口綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇 口緑 部 内面横方 向のパ ケ調 整。 口

（5 ．0 ） 部 は外傾 す る面 をなす。 口頸 間に 頸部 外面縦 方 向のパ ケ調 整 後へ ラ
1 条のへ ラ描沈 線 を配す る。 磨 き。

10 ／／ 婆

18 ．3 口緑 部は如 意形 に外 反。 口唇部 は ロ緑部 内面 横方 向のパ ケ調 整。 外

（9 ．0 ）

18 ．6

丸 くお さめ、全 面に刻 目を施 す。 面右下 りのパ ケ調 整。 口綾 部外 面
頸部 に 2 条のへ ラ描洗 練 を配する。 横方 向の ナデ調 整。

11 ／／ ／1

20 ．0

（ 4 ．5 ）

口緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施

す。

口綾部 内面 パ ケ調 整。

12 ／／ 鉢

26 ．0

（4 ．5 ）

頸部 に しっか りした段部 を有 し、

口緑部 は如 意形 に外反 。
内外面へ ラ磨 き。

13 ／／ 蓋

2 3 ．0 笠 部 は直線 的に外 方に開 く。頭 部 頭 部に充 填 してい る粘 土 が剥離 。 口綾部 内面 が

10 ．0

6 ．4

と笠部 との 間にへ ラ描洗 練 を配 す

る。
内外面へ ラ磨 き。 環 状 にス スけ

てい る。

14 S K 7 士宣E

18 ．0

（6 ．0 ）

口綾部 はなめ らか に外反 し、 口唇
部 は丸 くお さめ る。

内外面へ ラ磨 き。

15 ／／ 11
（ 5 ．5）

胴部 に 2 条のへ ラ描 沈線。 その下

に 3 条 を単 位 とす る上弦 のへ ラ描
きに よる重 弧文 を配 す る。

11
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挿 図番号 遺 構番 号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 S k 7 士：弓E

14 ．5

（18 ．0 ）

2 7 ．2

口頸 間と撃期同間に段部 を有す る。 口

綾部はわずかに外反し、 口唇部 は面
をなす 。段部 に 3 条胴部 中位 に 2
条のへ ラ描沈 線 を配 し、その 間に

3 条単位 の下 弦の重 弧文 を配す る。

外面へ ラ磨 き。

17 ／／ 1／
3 ．0 ‘

（11 ．5 ）

円盤貼 付底 で、貼付 部が 剥離 。 ま．

た下胴 部に おいて粘 土帯 接合部 で
欠損 してお り、擬 口緑 を観察す る

こ とが で きる。

内面 に指 頭圧 痕 あ り。

18 ／／ ／／
（11 ．0 ）

9 ．0

上 げ底 状の底 部。 外面へ ラ磨 き。

19 ／／ 無

17 ．0

（ 2 ．0 ）

口綾部 は強 く外方 に屈 曲す る。 口

唇部 は丸 くお さめ る。

不　　 明。

20 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．6

上 げ底の底 部 で、外方に張 り出して

い る。

内外 面ナ デ調整 。

21 ／／ ／／

17 ．6 ロ綾部 は如意形 に外 反 し、口唇部 頸部 外函縦 方 向、胴部 外面右 下 り

（10 ．5）

1‘7 ．3

は 丸 くお さめ る。頸部 に弱 い双線

を配す る。

のパ ケ調 整。

22 ／／ ／／

19 ．0

（ 7 ．0 ）

口綾部 は如 意 形に 外反 し、 口唇部

は 丸 くお さめ る。

不　　 明。

23 S D l ・＝ヒ
宣E

（5 ．5 ）

胴 部の上下 に 2 条 のへ ラ．描 沈線 を

配 し、 その間 に 3 条単位 の複線 山
形 文 を施 す。

へ ラ磨 き。

24 ／／ ／／
（2 ．0 ）

細 いへ ラで 斜格子 文 を配 す る。 ／1

2 5 ／／ ／／
（3 ．5 ）

胴 部 に 1 条 のへ ラ描沈線 を施 し、

その下 に 4 条単位 の上弦 の重弧 文
を配す る。

／／

2 6 ／／ ！／
（4 ．0 ）

胴部 に 3 条 のへ ラ描沈線 を施 し、

その下 に 4 条単位 の下弦 の重 弧文
を配す る。

／1

27 ／／ ／／
（5 ．0 ）

胴部 に削 り出 し突帯 （一 種 ）。 内面横 方 向のナ デ調整 。外面へ ラ

磨 き。

28 ／／ ／／
（3 ．0 ）

上胴部 に 2 条のへ ラ描 沈線 を配 し、

沈線 間にへ ラ描斜 格子 文 を施 す。

へ ラ磨 き。

29 ／1 11
（ 6 ．0）

24 ．4

上胴 部 に横 方 向のへ ラ描沈 線 3 条

を施 し、その上 を縦 方向 の 3 条 の

へ ラ描 沈線 で区画 し、そ の中 に十
字 の木葉 文 を配す る。

／／

30 ／／ ／／

－
頸 部は直 線的 に外方 に立 ち上 が り、 口唇 部外 面は横 方向 の強 いナデ調

（4 ．5 ） 口縁部は強く屈曲。口緑 外面 に 2 cm

幅 の粘土 帯 を貼 付す る。

整。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

31 S D l ・土璽E
（2 ．5）

2 ．8

底部 か ら斜 め 外方に柄 部が伸 び た

もの と考 え られるが 欠損 。
手 提 ね。

32 ／／ ／／

15 ．0

（ 3 ．2 ）

口頸 間 に段 部 を有す る。 口綾 部 は
なめ らか に外 反 し、 口唇部 は丸 く

お さめ る。

へ ラ磨 き。

33 ／／ ／／

16 ．0 口綾 部は ラ ッパ 状に 外反。 口唇部 外面 右下 りのパ ケ調 整後 にへ ラ磨

（4 ．5 ） に 1 条のへ ラ描 沈線 を配 し、更に

刻 目 を施す 。

き。刻 目はパ ケ状施文 原体 に よる。

34 ／／ 1／

14 ．6

（ 4 ．5 ）

口緑部 は大 き く外反 し、 口唇部 は
丸 くお さめ る。頸 部 に 2 条 のへ ラ

描沈 線 を施 す。

外面横 方 向のナ デ調整 。

3 5 ／／ ／／

5 ．0 最大径 を胴 部中位 に有 し、頸部 は 内面 に指頭 圧痕 が顕著 に残 る。 外

9 ．2

4 ．8

3 ．2

長 く伸 び る。 口緑 部は なめ らかに
外反 し、 口唇部 は丸 くお さめ る。

面ナ デ調整 。

36 ／／ ／／

22 ．0

（ 5 ．0 ）

口頸間に段部を有する。 口綾部 はな

め らか に外 反 し、端 部 はわず かに
肥厚す る。 口唇部 は丸 くお さめ る。

口頸部 内 外面横 方向ゐへ ラ磨 き。

37 ／／ ／／

17 ．6

（ 5 ．5 ）

直線的 に立 ち上が る頸部 か ら口緑
部 は丸 く外 反す る。 口唇 部は面 を
なす。 ロ頸 間に 2 条のへ ラ描 沈線

を配 し、その間に棒 状工具 に よる刺
突文 を配す る。

38 ／／ ／／

17 ．5

（ 5 ．0 ）

口頸間 に断面 三角 の貼付 突帯 。 口
綾部 は大 き く外反 し、 口唇部 は丸

くお さめ る。

内 外面へ ラ磨 き。

39 1／ ／／

15 ．7

（7 ．0 ）

口緑部 は強 く外反 し、 口唇部 は丸

くお さめ る。 頸部 に 2 条のへ ラ描
沈線 を配 し、沈線 間に竹 管に よる
刺突文 を配す る。

不　　 明。

40 ／／ ／／

16 ．7 口緑部 は ラッパ状 に外反 し、 口唇 外面は縦 方向 のパ ケ調整 の後 、横

（4 ．0 ） 部 は面 をなす 。 方 向のへ ラ磨 きを施る。 内面 は横

方 向のへ ラ磨 き。

41 ！／ ／1

18 ．3 口頸間 に段 部 を有 し、 口緑 部 はな 外面は縦 方向 のパ ケ調整 の上 に横

（4 ．5） め らか に外反 す る。口唇部 は面 を

なす。
方 向のへ ラ磨 きを施 す 。

42 11 ／／

13 ．2

（ 8 ．0 ）

口頸間 に段 部 を有す る。 口緑部 は
丸 く外 反 し、端 部 はやや 肥厚す る。

口唇部 は丸 くお さめ る。

口緑部 外面横 方向 の強 いナデ調 整。

43 ／！ 1／

12 ．4

（ 7 ．0 ）

口緑 部 は長 くなめ らかに外 反す る。

口唇 部は 外傾す る面 をなす 。頸部
に刺 突文 を配す る。

不　　 明。

44 ／／ 11

12 ．5

（．8 ・0 ）

頸部 は直線 的 に立 ち上 が り、 口綾
部 は丸 く外反す る。 口唇部 は丸 く

お さめ る。

外面へ ラ磨 き。

4 5 ／／ Jl

13 ．8

（ 6 ．0 ）

口緑 部の 外反度 は弱 い。 口唇 部は
丸 くお さめ る。

内面 に指頭 圧痕 が顕著 であ る。



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口 径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

4 6 S D l 士璽E

1 8 ．0 口 頸 間 に 弱 い段 部 を有 す る 。 ロ緑 部 外 車 へ ラ 磨 き 、 内面 は 横 方 向 の ハ

（1 6 ．5 ） は 一 旦 直 線 的 に 外 方 に 立 ち 上 が り 、

端 部 近 くで わ ず か に 屈 曲 。 口唇 部

は 面 を な す 。

ケ 調 整 。

4 7 ／／ ／／

2 1 ．5 口 緑 部 は な め らか に 外 反 し、 口 唇 口 緑 部 外 面 に 粘 土 帯 を貼 付 し て い

（ 2 ．0 ） 部 は 丸 くお さ め る 。 る 。 （段 部 を 有 す る もの か 。）

4 8 ／1 ／／

14 ．0

（ 4 ．5 ）

直 立 気 味 の 頸 部 か ら 口綾 部 は な め

ら か に 外 反 す る。 口 唇 邸 は 丸 くお

さ め る 。

へ ラ 磨 き。

4 9 ／／ ／／

1 3 ．0 最 大 径 は 胴 部 中 位 に あ り、 口綾 部 外 面 へ ラ 磨 き。 頸 部 内 面 に 指 頭 庄

（1 3 ．2 ）

19 ．6

は 丸 く外 反 す る。 口 唇 部 は 丸 くお

さ め る 。

痕 あ り。

5 0 ／1 ／／

（ 9 ．0 ）

1 1 ．8

5 ．8

わ ず か に 上 げ 底 状 を 呈 す 。 内 面 に 指 頭 圧 痕 あ り。 外 面 は 右 下

りの へ ラ 磨 き。

下 胴 部 外 面 及

び 外 底 外 縁 が

環 状 に ス ス け

る 。

5 1 ／／ ／／

（1 2 ．0 ）

2 1 ．0

胴 部 が 球 形 に 近 い 。 内 外 面 横 方 向 の へ ラ 磨 き 。

5 2 ／／ 1／
（ 5 ．0 ）

1 0 ．0

4 ．5

最 大 径 が 胴 部 中位 に あ る 。 断 面 台

形 状 の 底 部 。

内 面 に 指 頭 庄 痕 が 顕 著 で あ る 。

5 3 ／！ ／／
（ 6 ．0 ）

8 ．3

‘底 部 平 底 。 外 面 右 下 りの パ ケ 調 整 。

5 4 ／／ ／1

（ 3 ．2 ）

1 1 ．9

1／ 不　　 明 。

5 5 ！／ ／／

（ 4 ．5）

6 ．5

断 面 台 形 状 の 底 部 で 、 厚 い つ く り

で あ る。

／／

5 6 ／／ ／1
（ 3 ．5）

9 ．5

底 部 平 底 。 外 面 パ ケ調 整 。 内 面 が ス ス け

て い る 。

5 7 ／／ ／／

（ 5 ．5 ）

9 ．0

／／ パ ケ 調 整 の 下 地 の 上 に へ ラ磨 き を

施 す 。

5 8 ／／ ／／

（ 6 ．5 ）

7 ．3

／／ 外 面 パ ケ 調 整 。 内 面 ナ デ 調 整 。 外 面 全 面 及 び

外 底 が 環 状 に

ス ス け て い る 。

5 9 ！／ ／／

（ 6 ．0 ）

10 ．5

／／ 不　　 明 。

／／

6 0 ！／ ／1

（ 8 ．0 ）

8 ．5

11 内面 は 丁 寧 な ナ デ 調 整 こ 外 面 全面 ススけ、

火 を受 けて変色

して い る。外底

は環 状 にスス け

て いる 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

61 S D l 士璽E

（ 5 ．5 ）

8 ．2

底部 は上 げ底状 を呈す る。 不　　 明。

62 ／／ ／／
（ 6 ．0 ）

9 ．0

底部 は上 げ底状 を呈する。厚いつ く
りであ る。

内面 は板状 工具 阜こよ り調整す る。

6 3 ／1 ／／
（8 ．5 ）

8 ．5

底部 平底。 内面 は丁寧 なナ デ調整 。 内外 面及び 外
底外縁 が 、ス

スけ る。外 面
は 火を うけ て
変色 。

64 ／／ ／／
（8 ．0 ）

8 ．5

／J 内外面 パ ケ調整 。

65 ／／ ／／
（9 ．4．）

7 ．7

／／ 不　　 明。 内外面 剥離 が
著 しい。

66 ／／ ／／
（7 ．5 ）

9 ．8

Jl 内面は木理の細かいパ ケ調 整。 外面

は、パ ケ調整 。底部 近 くは横 方向

のパ ケ調 整。

67 ／／ ／／
（7 ．5 ）

13 ．5

／1 外 面は 木理の粗 いパ ケ調 整の下 地

の上 に横 方向 のへ ラ磨 き。

68 ／／ ／／
（6 ．0 ）

8 ．3

／J 外 面へ ラ磨 きが わず かに 観察 で き

る。

69 ／／ 無

19 ．4

（ 2 ．5 ）

口綾部 は強 く外反 し、 口唇部は 丸

くお さめる。 頸部 に 3 条へ ラ描 沈
線 を配す る。

70 11 ／／

17 ．0

（ 4 ．0 ）

口緑部 は如意 形に 外反。 口唇部 は
丸 くお さめ、全 面 に刻 目を施 す。
頸部 に 3 条の沈 線 を配す る。

口綾 部外 面横方 向の ナデ調 整。

71 ／／ ／／

20 ．0

（ 3 ．5 ）

口緑 部 は如意形 に外 反。 口唇部 は
丸 くお さめ、全 面に刻 目を施 す。

頸部 に 2 条のへ ラ描 沈線 を配す る。

口縁 部内外面 横方 向のナ デ調 整。 口緑 部 外面は

ススけ てい る。

72 ／！ ／／

21 ．0

（ 6 ．0 ）

口綾 部 は如意形 に外 反。 口唇部 は

外傾 す る面 をな し、全 面 に刻 目を
施す 。

／／

73 1／ ／／

2 2 ．5 口緑 部は如 意形 に外 反。 口唇 部は 外面縦 方 向のパ ケ調整 を施す 。 口

（ 3 ．5 ） 外傾 す る面 をな し、全 面に刻 目を
施 す 。頸部 に 1 条のへ ラ描沈 線。

縁部 外面 に指 頭庄痕 を認 め る。

74 ／／ ／／

24 ．0 ロ綾部 は強 く外 反 し、直線的 に伸 口緑部 内面 横方 向のパ ケ調整 。刻

（3 ．6 ） び る。 口唇 部は垂 直 な面 をな し、
全面 に刻 目を施す 。頸部 に弱 い段

を有す る。

目はパ ケ状地 文 原体に よ る。

75 ／／ ／／

23 ．5 口緑部 は如 意形 に外反す る。 口唇 内面右 下 り。外面 は縦 及び横 方向

（9 ．5 ） 部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施

す。 頸部 には 2 条のへ ラ描 沈線 を
配す る。

のパ ケ調整 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

76 S D l 喪
（4 ．0 ）

外面 に 3 条のへ ラ描沈 線 を施 し、

そ の下に 双線 によ る山形文 を配す

る。

不　　 明。 双線 の原体 は

半裁 竹管 では
な い。

77 ／／ 1／

12 ．9

（ 6 ．5）

口緑 部は なめ らかに 外反 し、 口唇
部 は丸 くお さめ る。

JJ 内 外面共 に剥
離が 著 しい。
外面 全面 にス

ス けて いる。

78 ／／ ／／

27 ．4 ロ緑 部は如 意形 に外 反す る。 口唇 口綾 部 外面横 方向の ±デ調 整。 胴 断面 に外傾 接

（7 ．5）

27 ．8

部 は外傾 す る面 をな し、全 面 に刻
目を施す 。頸部 に 1 条のへ ラ描 沈
線 を配す る。

部 外面横 方向 のパケ調 整。 合痕 を認 め る。

79 ／／ ／／

23 ．0 口緑部 は如意 形に 外反す る。 口唇 口綾部 内外面横 方 向の強 いナデ 調

（5 ．0） 部 は面 をな し、全面に刻 目を配する。
頸部 に 2 条 のへ ラ描 沈線 を施 し、

その間 に刺突 文 を配 す る。

整 。

80 ／／ 11

27 ．4

（ 5 ．0 ）

口緑部 は直線 的に 外方 にのび る。

口唇部 は垂直 な面 をな し、全面 に
刻 目を施 す。 頸部 に 2 条 のへ ラ描
沈 線。

口緑部 外面横 方向 の強 いナデ調 整。

8 1 ／／ ／！

2 1 ．3 口緑部 は如意 形に 外反。 口唇部 は 口緑部 内面右 下 りのパ ケ調整 。外 胴 部 中位 以下

（6 ．0 ） や や 凹状 をな し、全 面 に「D 」型 の

刻 目を施 す 。

面 は右 下 り及び縦 方向 のパケ調 整。 スス けてい る。

8 2 ／／ ／／

3 1 ．2

（ 8 ．0 ）

ロ縁部 は如意 形 に外反す る。 口唇
部 は 外傾 す る面 をな し、全面 に刻

目を施 す。 頸部 に 1 条 のへ ラ描沈
線 を配 す る。

外面パ ケ調 整。 胴部 外面中位

以下 ススけ て

い る。

8 3 ／／ ／／

21 ．8

（ 5 ．5 ）

22 ．0

口緑 部は如 意形 に外反 す る。 口唇
部 は丸 くおさめ 、全面 に刻 目を配

す る。

口緑部 内 外面横方 向の ナデ調 整。

84 ／／ ／／

31 ．0 胴部 が大 き く張 り出す タイプ。 口 内外 面右下 りの パケ調 整。刻 目は

（4 ．0 ） 綾部 はな め らか に外反 す る。 口唇

部は 面 をな し、全 面 に刻 目を施す 。

へ ラ状 原体 に よる。

85 ／／ ／／

18 ．0

（ 8 ．5）

17 ．0

口綾 部は如 意形 に外 反。 ロ＿唇部 は

丸 くお さめ、全 面に刻 目を配する。
頸部 に 3 － 4 条 のへ ラ描沈 線 をめ ・

ぐらし、沈線上 に列 点文 を配す る。

内面 上胴部 に

粗痕 が付着 。

86 ／／ ／／

22 ．5

（ 3 ．5）

口綾 部 は如意形 に外 反。 口唇部 は
外傾 す る面 をな し、全面 に刻 目を
施 す。頸 部に 2 条のへ ラ描 沈線 を

配 す る。

ロ緑 部外 面右下 りのパ ケ調 整。

87 ／／ ／／

22 ．2

（ 3 ．5）

口縁部 は如意 形に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ 、全 面に刻 目を配
す る。頸部 に 2 条 のへ ラ描 沈線 。

口緑 部 外面に 右下 りのパ ケ調整 。

88 ／／ ／／

2 1．0

（7 ．0 ）

2 1．0

口緑部 は如意 形に外 反す る。 口唇

部 は丸 くお さめ、全 面 に刻 目を配
す る。

外 面は右 下 りのパ ケ調整 。 外 面は全 面ス

スけて いる。

89 ／／ ／／

20 ．5

（ 6．5 ）

19 ．2

口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇
部 は丸 くお さめ、全 面 に刻 目を施

す 。

ロ綾部 外面横 方向 のナデ調 整。

90 ／／ ／／

2 3．0 口綾部 は如意 形に 外反す る。 口唇 外面横 及び右 下 りのパケ調 整。 断 外面は 沈線付

（5 ．5 ）

2 2 ．7

部 は面 をな し、全面 に刻 目。頸 部

に 1 条 のへ ラ描 沈 線。
面 に 2 ヶ所外傾 接合 痕 を認め る。 近 以外 はスス

けて いる。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 S D l 聾

20 ．0 日録部 は如 意形 に外反す る。 口唇 胴部 外面縦方 向のパ ケ調 整。 口緑 外面 にス スが

（9 ．7 ）

2 0 ．3

部 は 外傾 す る面 をな し、全面 に刻

目を施 す。 頸部 に 2 条 のへ ラ描 沈
線 を施 す。

部内 外面は横 方向 のナデ 調整 。 付着 。

92 ／／ ／！

24 ．0 口綾部 は如意 形 に外反す る。 口唇 口緑部 内外面 横方 向のナ デ調 整。 外面全 面が ス

（6 ．0 ）

22 ．7

部 は外傾 す る面 をな し、全 面 に刻 外面 は右下 りの木理 の粗 いパ ケ調 スけ る。
目 を施 す。 整 。

93 ／／ 1／

25 ．0 口縁部 は如意 形に外 反す る。 口唇 口緑部 内面横 方向 のパケ調 整。 外

（8 ．0 ）

24 ．0

部 は丸 くお さめ、頸部 にへ ラ描 沈 面 右下 りのパ ケ調整 。 口綾 部 内外
線 を 1 条配す る。 面横 方 向の 強いナデ 調整 。刻 目は

パ ケ状施 文原体 に よる。

94 ／！ ！／

23 ．0 口緑部 は如意 形に外 反す る。 口唇 口綾 部 内面横 方向 、外面 は右下 り

（14 ．0 ）

23 ．0

部 は丸 くお さめ 、下半 に刻 目を配 の 木理の 粗 いパ ケ調 整。刻 目はへ
す る。 ラ状 工具 に よる。

95 ／／ ／／

17 ．5 口緑 部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 外面 は右 下 り、及び左 下 りのパ ケ

（18 ．5 ）

17 ．3

部 は丸 くお さめ 、刻 目 を施す 。頸

部 に 3 条 のへ ラ描沈線 を配す る。

調整 を施 す。

96 ／1 ／／

28 ．4

（ 4 ．4 ）

口緑部 は如 意形 に外 反す る。 口唇
部 は外傾す る面 を なし、下端 に強

く刻 目を施 す。上 胴部 に も刻 目を
配す る。

刻 目はへ ラ状 原体に よ る。 外面 全面 スス
け てい る。

9 7 ／1 ／／

24 ．4

（12 ．0 ）

24 ．0
／／

刻 目はへ ラ状原 体に よる。 口緑部
外面 及び上 胴部 は縦方 向、 胴部 中
位以下 は縦 及び 右下 りのパ ケ調整 。

9 8 ／／ ／／

30 ．4 胴部 が大 きく張 り出 して いる。 口 口綾部 内面横 方 向、 口緑 部 外面縦 内面 全面 がス

（6 ．5 ）

35 ．4

唇部 は外傾 す る面 をな し、下端 に

深 く刻 目を施す 。頸部 に 4 条のへ
ラ描 沈線 。

方向 、胴部 外面横 方向 のパ ケ調整 。 スけ てい る。

99 1／ ／／

－
口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇 ロ綾部 外面 は横 方向の 強いナ デ調

（4 ．5 ） 部 は丸 くお さめ 、全面 に刻 目を施
す。頸 部に －2 条 のへ ラ描 沈線 を配

す る。

整。

100 ／／ ／／

－
口緑部 は如意 形 に外反す る。 口唇 口綾部 外面横 方 向の強 いナデ調 整。 沈線 以下が ス

（5 ．0 ） 部 は 外傾 す る面 をな し、全面 に刻
目を配 す る。頸部 に 2 条のへ ラ描
沈 線 を配す る。

刻 目はへ ラ状 原体 に よる。 スけ てい る。

10 1 ／／ ／！

2 5 ．0

（ 5 ．0 ）

口緑部 は如 意形 に外反 し、 口唇部

は面 を なす 。
口緑部 内外面 右下 りのパ ケ調整 。

102 ／／ ／／

24 ．4

（6 ．5 ）

23 ．4

口緑部 は如 意形 に外反 す る。 口唇
部は 丸 くお さめ 全面に刻 目を配する。
頸部 にへ ラ描洗練 1 条 を配す る。

口頸部 内外面横 方 向のナ デ調 整。 外面 は全面 ス

スけ てい る。

103 ／／ ／！
（7 ．6）

8 ．8

わずか に上げ底 状 を呈する。 外面 縦方 向のパ ケ調 整。

／／

104 ／／ ／1
（4 ．5）

7 ．8

底部 平底 。 不　　 明 。 内底 に コゲ付

きがみ られ る。
外底 外縁 が環

状 に ススけ て

いる。

105 ／／ ／！
（11 ．0 ）

19 ．9

上胴 部に段 を有 す る。 内面 は横方 向 のパケ調 整。 外面段
部横 方向 、胴部 外面縦 方向 のパ ケ

調整 。段部 は粘 土帯 の貼付 に よっ

て生 ず る。

胴部 中位 以下

ススけ てい る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

106 S D l 袈
（5 ．0 ）

8 ．4

上 げ底状 を呈 す る。 不　　 明。 内面が スス け

てい る。

107 ／／ ／／

（占．5 ）

7 ．4

底 部 は高台状 に外方 に張 り出す。 ／／

108 ／／ ／／
（9 ．5 ）

8 ．3

底部平 底。 内面 に指頭 圧痕 あ り。 外面 に縦方

向の パケ調 整。

外面 はス スけ

る。 内面 は底
部 よ り6 － 7

cm 上 に コゲ付
きが 見 られる。

109 ／！ ／／
（3 ．5 ）

7 ．0

／1 内面 に指 頭庄痕 、外 面縦方 向のパ

ケ調 整。

外面 が ススけ

る。外底 外縁
が環 状 にスス
け てい る。

110 ／／ ／／
（7 ．0）‘

6 ．4

／／ 外 面右下 りの パケ調 整。 外面 は ススけ

て い る。

111 ／／ ／／
（7 ．6 ）

8 ．5

わずか に上 げ底状 を呈す る。 不　　 明。・ 内外共 にス ス
けて いる。

112 ／／ ／！
（6 ．4 ）

7 ．2

底 部平 底。 JJ

113 ／／ ！／
（8 ．5 ）

9 ．5

／／ 外面縦 方 向のパ ケ調整 。 外面 は全面 ス

スけ てい る。
外底 外縁 は環

状 にスス ける。

114 ／／ ！／

－
底部 が比較 的小 さ く、薄いつ く り 胴部 中位へ ラ磨 き。胴 部下位 は木 外面は全面スス

（11 ．3 ）

6 ．0

で ある。 理 の粗いパ ケ調 整。 けている。外底

は環状にススけ
る。胴部下位は
火を受けて変色。

115 ／／ ／／
（5 ．5 ）

7 ．0

底部 平底 。 外面 縦方 向のパ ケ調 撃。 外面はススけており、
且つ火を受けて変色

している。内面底部
より3cm上からスス
けている。

116 ／／ ／／
（7 ．0 ）

8 ．0

／1 1／

／／

117 ／／ 高 杯

26 ．4

（ 2 ．0 ）

口綾部 内面 に段 部 を有す る。 11

1 18 ／1 鉢

24 ．4 ロ緑部 は如意 形 に外反 し、 口唇 部 口緑部 外面 は右下 りのパ ケ調 整が 胴部 断面に 内

（7 ．0 ）

24 ．0

は外傾 す る面 をなす。 残 るが 、胴部 以下 横方 向のへ フ磨

き。

傾 接合 部 を有

す る。

119 ／／ ／／
（3 ．0 ）

口綾部 は 内湾 してお り、 2 孔 を焼

成前 に穿つ 。

外面へ ラ磨 き。

120 ／／ ／／

30 ．4 口綾 部は如 意形 に外反 す る。 口唇 外面 にへ ラ磨 きの痕跡 がわず か に

（6 ．0 ）

29 ．4

部 は外傾す る面 をなす 。 残 る。
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挿図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 S D l 高 杯
（2 ．6 ）

脚部 と杯部 の接合部 に突 帯 あ り。 不　　 明。

122 ／／ 鉢

26 ．8

（ 1．5 ）

口緑部 はわず かに 内湾す る。外 面

に 2 条 のへ ラ描沈線 を配 する。

内面に指 頭圧 痕。

123 ／！ 蓋

18 ．5

（ 4 ．0 ）

笠部 は直 線的 に下降 し、 口綾部 は

な め らか に外 反す る。 口唇部 は丸
くお さめ る。

内 外面へ ラ磨 き。 口綾 部 内面が

2 cm 幅 で環状
にス スけて い

る。

124 ／／ ／／

20 ．5 ・

（3 ．0 ）

笠部 は直線 的 に下 降 し、 口綾 部は

なめ らか に外 反す る。 口唇部 は面
取 り。

／／ 口緑 部 内面が

2 cm 幅 で環状
にス スけて い

る。内 面に粗
痕 あ り。

125 ／／ ／／

20 ．2 笠部か ら口緑部 まで なめ らか に外 口唇部 及び 口綾部 外面 は横 方 向に 口緑部 内面 が
（3 ．4 ） 反す る。 強 くナ デ る。内面横 方 向、外 面右

下 りのパケ調 整 。
2 cm幅 で環 状

に ススけ る。

126 ／／ 1／

23 ．0 ． 笠 部か ら口縁 端部 に至 る まで 、直 外面へ ラ磨 き、内面横 方向 のパ ケ

／／

（4 ．0 ） 線的 に下降 。 調 整の 下地 の上 をへ ラ磨 きす る。

127 Jl ／／

2 1．0

（3 ．0 ）

笠 部 は直線 的に下 降 し、口綾部 は
わずか に外方 に屈 曲す る。

内外面へ ラ磨 き。

／／

128 ／／ ／／
（5 ．6）

6 ．0

頂 部は水 平 な面 をなす。 不　　 明。

129 ／／ ／／

27 ．0 笠部 か ら口緑端 まで直線的 に下降 外面 に横 方向 の／＼ケ をわず か に観 口縁部 内面が

（2 ．5） す る。 口唇部 は丸 くお さめ る。 察す るこ とが で きる。

l

2 cm 幅で環状
に ススけ る。

130 ／／ ／！

－ 頂部 は水平 な面 を なし　 外方 に張 外面 縦方 向　 内面横 方向 のパ ケ調

（7 ．0 ）

7 ．0

ヽl）出す。笠 部 はわず かに外 反気味

に下 降す る。

ヽ整。

13 1 ／／ ／／
（6 ．0 ）

6 ．4

頂部 は水平 な面 をなす 。笠部 はわ

ずか に内湾 気味 に下降 す る。
外面 パケ調 整。

132 ／／ 紡錘車

直径　 4 ．5

厚 さ　 0 ．9

重量（g）19 ．3

円形 に近 い。 ナデ調 整。

133 ／／ ／／

直径　 4 ．4

厚 さ　 0 ．9

重量（g）17 ．9

！／ 11

134 11 土製円盤

直 径　 4 ．0

厚 さ　 0 ．7

重 量（g ）8 ．2

／J 土 器の胴 部 を転 用 。

135 ／／ ／／

直径　 5 ．7

厚 さ　 0 ．8

畢量（g）32 ．0

／／ ／／
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第22表　E区遺構出土石器観察表

挿図番 号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計 測値　 最大幅
（cm，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

136 S D l 石斧

（13 ．7 ）

7 ．5

4 ．8

8 10 ．0

緑 色 岩

刃部が 欠損 して いる。 全面 に敲 打痕 がみ ら

れ、 成形 されて いるが 、研磨痕 は全 くみ ら
れな い。未 製品 の段 階 で欠損 した もの であ

る。

137 S K　 3 ／／

（16 ．6 ）

8 ．0

4 ．1

955 ．0

／／

基端部 を欠損 してい るが、隅 丸長 方形 の平

面形 を有す る もので あろ う。残存部 は全 面
丁寧 に研磨 され てい る。・刃部 両面 に刃 こぼ

れが み られる。

138 S D l ／／

16 ．1

6 ．3

3 ．8

655 ．0

／／

平面 形は隅 丸長 方形 をなす 。か ろ うじて原

形 を とどめて いるが 、両面共に欠損が著 しい。

これは石 斧 として使 用 してい る時に欠 損 し
たもの ではな い。別 の用途 に使 われ ていた
もの と考 え られ る。

139 田村川 ／／

（10 ．6 ）

6 ．5

4 ．5

540 ．0

1／

刃部 が 欠損 してい る。基端 部 は丸味 を もっ

て お り、断面 は楕 円形 を呈す る。

表 面は かな り
風 化 してい る。

140 ／／ ／／

14 ．3

6 ．5

4 ．0

50 5 ．0

結 晶片岩

基 部が斜 め に欠損 して いる。刃部 は光 沢 を

出すほ どに研磨 されて いる。 また刃部 に は
敲 打痕 があ るが、 これ は基部が 欠損 した後

叩石 と して刃部 を利用 した もので ある。

14 1 ／／ ／！

（7 ．7 ）

4 ．0

2 ．2

135 ．0

緑 色 岩

小 型の 蛤刃石 斧 であ り、基端部 は欠損 す る。

衡 則縁側の刃部が使用 に よ り著 しく磨耗 して

い る。 刃先 の一部 に刃 こぼれ が見 られ る。

14 2 ／／ ／1

17 ．5

9 ．2

4 ．6

1130 ．0

／／

大型蛤 刃石 斧の未 製品 であ る。敲 打 成形 の

段 階 に基部 が大 き く欠損 した もの であ る。

14 3 ／1 1／

（8 ．7 ）

7 ．5

2 ．6

510 ．0

／J

大型 蛤刃石 斧の 刃部 であ る。基部 中央部 に

最大幅 をもつ もの である。

144 ／／ ／／

21 ．0

6 ．5

5 ．2

1 130 ．0

／／

最大 幅が 刃部 にあ り、基端部 は尖 形 を呈 す

る。 断面 は丸 い。全面 に敲 打痕が 見 られ る。

研磨 前に基 部か ら刃部 にか けて 欠損 してい
る。

145 ／／ ／／

（9 ．2 ）

6 ．7

3 ．5

470 ．0

／／

大型 蛤刃石 斧 の基部 であ る。断面 は楕 円形

をなす。 刃部 欠損後 に両側 緑 を叩石 と して
利用 してい る。

146 S D l ／／

（12 ．5 ）

5 ．2

1．2

110 ．0

頁　　 岩

打 製石斧 で ある。基部 が大 き く欠損 して い

るが、平 面形 は長方 形 を呈 す る もの であ る。

刃 先に は使用 に よる刃 こぼれが 見 られ る。

147 ／／ ／／

（13 ．7 ）

4 ．8

1 ．5

154 ．0

結晶 片岩

打 製石 斧で ある。 刃部が 欠損 して いるが 、

平 面形 は長方 形 を呈 す る もの であ る。片方

の主面 に横方 向の擦 痕が 見 られる。

148 田村 川 叩石

9 ．0

7 ．5

5 ．4

50 0 ．0

砂　　 岩

河原石 をその まま．利用 して いる。 6 ヶ所 に

潰 痕が 見 られる。

149 S K 3 ／1

（13 ．0 ）

15 ．2

6 ．2

186 0 ．0

／1

横 に半 分欠損 して い る。緑部 を打 ち欠い て

お り、一 方 の面の 中央部 に潰痕 が見 られ る。

150 11 ／！

10 ．3

10 ．1

3 ．4

555 ．0

／！

河原石 をその まま利用 した もの である。 中

央 部 に潰痕 が見 られ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ， g ） 長 大 厚

重　 量

材　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 5 1 田 村 川 叩 石

1 1 ．2

1 0 ．1

4 ．6

7 8 5 ．0

砂　　 岩

河 原 石 を利 用 し て お り、 全 線 部 に 潰 痕 が み

ら れ る が 、 特 に 縁 部 半 分 に 顕 著 。

1 5 2 S D l ！／

8 ．0

5 ．6

1 ．5

9 5 ．0

／！

石 原 石 を 利 用 して お り 、 全 線 部 に 潰 痕 が み

ら れ る 。

1 5 3 S K 6 ！／

6 ．0

4 ．0

1 ．1

3 0 ．0

／／

河 原 石 を 縦 に 割 っ て お り、 自然 面 と剥 離 面

とか ら な る 。 長 側 線 の 一 方 の み が 磨 耗 して

い る 。

1 5 4 S D l ／／

9 ．2

8 ．5

2 ．5

1 6 3 ．0

1／

河 原 石 を縦 に 割 っ て お り 、 自然 画 と剥 離 面

とか らな る 。 全 線 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 5 5 ！／ ／／

9 ．2

7 ．8

1 ．8

1 8 0 ．0

／／ 1／

1 5 6 ／J ／／

1 1 ．0

8 ．2

2 ．2

2 6 0 ．0

1／ ／／

1 5 7 ／／ ！／

8 ．8

7 ．3

2 ．3

2 3 0 ．0

／／

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し て お り、 仝 綾 部 に

潰 痕 が み られ る 。

1 5 8 田 村 川 ／／

14 ．2

1 1 ．0

4 ．5

7 8 2 ．0

11

中 央 部 に 潰 痕 が あ り くぼ ん で い る 。 両 面 に

大 きな 剥 離 痕 が み ら れ る 。

1 5 9 S D l ／／

1 2 ．1

1 3 ．8

5 ．2

1 ，6 5 0 ．0

／／

自 然 の 河 原 石 を 利 用 した もの で あ る。 仝 綾

部 に 潰 痕 が 見 ら れ る 。 中 央 部 も 潰 痕 が あ り

へ こ ん で い る 。

1 6 0 田 村 川 11

（ 6 ．5 ）

8 ．5

2 ．5

2 3 5 ．0

／J

河 原 石 を 利 用 し た も の で 、 半 分 が 欠 損 して

い る 。 片 面 の 中 央 部 及 び 綾 部 に 潰 痕 が あ る。

1 6 1 ／／ ／／

8 ．2

7 ．1

2 ．4

2 3 4 ．0

／／

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 した も の で あ る。 全

線 部 に 潰 痕 あ り。

1 6 2 S D l 1／

1 1 ．1

8 ．0

3 ．8

5 2 5 ．0

／／

河 原 石 を そ の ま ま 利 用 し 、 全 線 部 に 潰 痕 が

あ る。 一 方 の 面 に 大 き な 剥 離 痕 が 見 られ る 。

1 6 3 ／1 ／1

（ 7 ．7 ）

7 ．0

3 ．2

2 6 5 ．0

／／

長 楕 円 形 の 河 原 石 を 利 用 して い る。 半 分 が

欠 損 し て い る 。 綾 部 及 び 中 央 部 に 潰 痕 あ り。

1 6 4 ／／ ／！

7 ．8

7 ．3

4 ．5

3 2 7 ．5

！／

平 面 形 は 三 角 形 を な し 、一 面 を砥 石 と して

利 用 し 、 一 面 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 6 5 ／／ ！／

8 ．9

6 ．0

2 ．0

1 4 0 ．0

／／

河 原 石 を 縦 に 割 っ て お り 、 自然 面 と剥 牡 面

とか ら な る 。 全 線 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 貴 大 幅

（cm ，g ） 貴 大 厚

重　 量

材　　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

1 6 6 S D l ・叩 石

1 2 ．0

7 ．0

1 ．5

1 3 2 ．5

砂　　 岩

河 原 石 を 縦 に割 っ て お り、 自 然 画 と剥 離 面

と か ら な る。 潰 痕 は ほ と ん ど み られ な い 。

l

1 6 7 ／／ ／1

（ 6 ．3 ）

6 ．5

1 ．5

7 2 ．5

／／

半 分 以 上 が 欠 損 し て い る 。 河 疎 石 を 縦 に 割

っ て お り 、 自 然 画 と剥 離 面 と か ら な る 。 緑
部 に 潰 痕 が 見 られ 、 自 然 画 は研 磨 さ れ て い

る 。

1 6 8 S K 3 ／！

1 4 ．4

9 ．0

2 ．4

4 0 0 ．0

／／

河 原 石 を縦 に 割 っ て お り、 自 然 面 と剥 離 面

とか らな っ て い る 。 緑 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 6 9 S D l ／／

1 1 ．0

8 ．5

2 ．5

3 1 5 ．0

／／

河 原石 を そ の ま ま 利 用 し た もの で 、 全 線 部

に 潰 痕 が み られ る 。 l

1 7 0 ！／ ／／

（ 8 ．0 ）

1 0 ．5

2 ．6

3 0 0 ．0

／／

半 分 が 欠 損 し て い る 。 河 原 石 を縦 に 割 っ て

お り、 自 然 画 と剥 離 面 と か ら な っ て い る 。

緑 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 7 1 ／1 ／／

10 ．0

7 ．2

2 ．1

2 10 ．0

1／ ／1

17 2 ／／ ／／

1 0 ．0

7 ．5

2 ．3

2 4 0 ．0

1／ 1／

1 7 3 ／／ ／／

1 3 ．0

8 ．5

2 ．0

2 5 0 ．0

J／

半 分 が 欠 損 して い る 。 河 原 石 を縦 に 割 っ て

お り、 自 然 面 と剥 離 面 とか らな っ て い る 。

緑 部 に 潰 痕 が み ら れ 、 自 然 画 の 中 央 部 に

も潰 痕 が あ る 。

1 7 4 ／／ ／／

8 ．2

7 ．5

1 ．7

1 0 3 ．0

／／

河 原 石 を 利 用 し た も の で 、 自然 面 と剥 離 面

か ら な る 。 潰 痕 は ほ とん ど み ら れ な い 。

1 7 5 ／／ ／／

10 ．2

5 ．5

1 ．1

7 7 ．0

／／

河 原 石 を 利 用 した も の で 、 自然 面 と剥 離 面

と か ら な る。 全 線 部 に 潰 痕 が あ る 。

17 6 ／／ 磨 石

4 ．0

4 ．0

3 ．0

5 7 ．0

／／

ほ ぼ 球 形 を な して お り 、 全 面 丁 寧 に研 磨 さ

れ て い る 。

1 7 7 ／1 ／／

3 ．5

2 ．9

2 ．6

3 7 ．0

／／

平 面 形 は 楕 円 形 で 、 全 面 丁 寧 に 研 磨 さ れ て

い る 。

1 7 8 ／／ 砥 石

1 9 ．5

1 3 ．5

7 ．9

2 6 0 ．0

JJ

平 面 形 は 長 方 形 で 、 大 型 の 砥 石 で あ る。 2

両 を使 用 し て い る 。

1 7 9 ／／ 台 石

（2 3 ．5 ）

2 0 ．0

5 ．7

4 ．5

！／

扇 平 で 大 型 の 河 原 石 の 両 端 を打 ち 欠 い て お

り 、 両 面 共 中 央 部 に 潰 痕 が み ら れ る 。

1 8 0 S K 5 石 包 丁

（ 5 ．1）

4 ．3

0 ．8

2 5 ．0

頁　　 岩

半 片 形 直 線 刃 片 刃 石 包 丁 で あ る 。 0 ．6 5 cm の

円 孔 を有 す る。全 面 に研 磨 に よ る擦 痕 が み ら

れ る 。 全 体 の ガ が 欠損 し て い る 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最大長

計 測値　 最大 幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

．18 1 S D l 石 包丁

（6 ．0 ）

3 ．6

0 ．5

18 ．0

頁　　 岩

大 部分 が欠損 して い るが 、長方 形直線 刃片

刃石 包 丁で ある。6 ．5mm の 円 孔 を 2 つ両面

か ら穿つ 。

182 ／1 ／／

（3 ．5）

4 ．5

0 ．6

1 5 ．0

安山岩質凝灰岩

ホルンフェルス

穿孔 部付 近の 小片 で あるが、三角 形外 湾刃

の石 包丁 で ある と考 え られ る。

183 ／！ 石 鉄

0 ．7

1．1

0 ．2

0 ．2

サヌカイト

凹基 式打 製石鉄 で ある。斬 面形 は菱形 で、

両面 か ら押庄剥 離 に よる調 整 を して いる。
片面 に主剥 離面 が残 る。

184 ／／ ／／

‘（1 ．2）

1 ．1

0 ．2

0 ．2

／／

基部 が欠碩 してお り、全体 の形状 は不 明で
あ る。’断面 は極 めて扁 平 であ る。

185 ／／ ／／

1 ．5

1 ．4

0 ．2

0 ．5

11／

基部 が左右 に強 く張 り出 し、挟 l）の大 きな ‘

石鉄 であ る。両面 か ら押圧剥 離 によ る調 整
を施 して いる。両 面 に主剥 離面が 残 る。

18 6 ／／

2 ．9

1 ．3

6 ．0

2 ．0

1／

凹基 式打製石 鉄 で、 中心 部 の断面 は三角 形

をなす 。

18 7 ／／ ／／

3 ．4

1 ．3

0 ．3

1 ．6

／／

凹基式 で長 身の石鉄 で ある。 両面 に主剥 離
面 を残 す。刃 部は両 面か ら押庄 剥離 に よっ

て調整 して いる。

188 ！／ 石 錐

3 ．4

1 ．3

0 ．4

2 ．2

／1

サ ヌ カイ トの フ レー クを利用 した ドリル で、
正 面の 右側辺 は表面 よ り。左側 辺は裏 面 よ

り剥離 して いる。

189 ／／ 石 釧

（7 ．4 ）

2 ．7

0 ．5

0 ．6

千 枚 岩

縦横 に 欠損 してい るが 、残存部 か ら石 釧 と

考 え られ る。 残存 面は丁 寧に研磨 されて い
る。
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第I層　壬覚　乱

第II層　黒褐色粘質土
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S K4
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第I層　撹　乱

第II層　黄茶色粘質土
第III層　黄褐色粘質土

第Ⅳ色　灰茶色粘質士
第Ⅴ層　淡黒灰色粘質土

第139図　S Kl～4
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第I層　耕作土

第H層　黄茶褐色粘質土
第III層　茶褐色粘質土
第Ⅳ層　濃茶褐色粘質土

第Ⅴ層　黄茶褐色シルト
第Vl層　撹　乱

第I層　赤濃茶褐色粘質土
第日層　1層に黄褐色シル
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第140図　S K5～8
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M．NSK4　遺物出土状態

』

第141図　SK4・6遺物出土状態
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第I層　黒茶褐色粘質土
第II層　淡黒茶褐色粘質土

第III層　灰黒茶褐色粘質土
第Ⅳ層　灰濃茶色粘質土

第Ⅴ層　灰濃茶色に基盤の黄褐色
シルトがブロックで入る

第Ⅵ層　灰茶色粘質砂質土
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第I層　耕作土
第II層　赤茶褐色粘質土

第III層　淡茶褐色粘質土
第Ⅳ層　淡黒褐色粘質土

第Ⅴ層　Ⅳ層に地山か黄褐色粘質土が
ブロックで入る
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第142図　S K3－Pl～3、SD1
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第143図　S K4～6出土遺物
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第145図　SDl出土遺物
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5．Loc．10B



Loc．10B

l．位置と調査経過

Loc．10Bは、昭和54年度に実施された試掘調査により、弥生時代から古墳時代の遺物包含層

や遺構が存在することが判明していた。しかし、当地点の調査は、土地買収や墓の移転等の手

続きの関係から数年にわたって実施された。

昭和55年度には未買収地の部分を除いたLoc．10Bの北半部3，430mZの調査を実施し、昭和57

年度には未買収地であった部分とLoc．10Bの南半部約3，300m2の調査を実施した。

Loc・10Bは、田村遺跡群の中でも南東端部に位置しており、小字は川原田（カワラグ）で

ある。調査期間は、昭和55年12月から昭和56年3月と昭和57年10月から昭和58年1月の合計約

8か月間であr上最終的な調査面積は約6，730mZであった。

2．調査概要

Loc．10Bは、昭和54年度の試掘調査の成果から、ほぼ全域に弥生時代から古墳時代の遺物包

含層や遺構が存在すると予測されたため、昭和55年度の調査では南北と東西の両方向にセクションベ

ルトを残し、北部から南部へ向かって遺構検出を進めていったが、調査対象面積もかなり広大であ

ったために、Loc．10Bの北半部で」旦調査を終了することにした。この調査では、弥生時代

から古墳時代の堅穴住居址や土砿、溝等の遺構を検出した他、中世の多数のピット群や土砿

群及び溝等の遺構を確認することができた。

昭和57年度には、Loc．10Bの西部の未買収地であった部分と南半部の調査を実施した結果、

弥生時代から古墳時代の竪穴住居址や土砿群、溝等の遺構を検出すると共に、中世のピット

群や土砿群、溝等の遺構も確認した。Loc．10Bの南東部では、遺構検出面に拳大から人頭大

程度の大きさの自然礫が多量に存在してお生遺構検出は困難を極め、調査もやや長期化した。

調査は、場周の道路工事の関係で、南部城の最南端部をトレンチ状に調査し、その後に北部

に向かって精査を進め、南部城の調査を終了した。その後、未買収地であった西部城を北部か

ら南部に向かって精査してLoc．10Bの調査は完了するに至った。

3．層序と出土遺物

Loc．10Bの基本的な層序は以下のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　床土

第III層　灰褐色粘質土層

第Ⅳ層　褐色粘質土層

第Ⅴ層　茶褐色粘質土層
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第166図　調査区設定図
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第167図　調査区セクション

D L＝5．50m

第I層　耕作土
第II層　床　土

第III層　灰褐色粘質土層
第Ⅳ層　小磯混じりの褐色粘質土層

第Ⅴ層　茶褐色粘質土層

第Ⅵ層　黄褐色粘質土層

第Ⅶ層　暗黒褐色粘質土層

第Ⅷ層　灰色砂磯層

第Ⅸ層　遺構埋土



第Ⅵ層　黄褐色粘質土層

第Ⅶ層　暗黒褐色粘質土層

第Ⅷ層　灰色砂礫層

Loc・10Bの南西部では遺構検出面に至る土層がかなり厚く堆積していたが、東部及び南東部

では第I層の耕作土の直下に第Ⅵ層の黄褐色粘質土層が堆積しており、拳大から人頭大の大き

さの自然礫が多量に露呈していた。古物部川の氾濫により東部城の堆積土が南西方向に向かっ

て押し流されており、南西部の土層序はかが）複雑な様相を呈した箇所が存在した。

第I層は耕作土で全域にみられた。第II層は、床土であr上少量の遣物を包含しているが、

散在していた。第III層は、灰褐色粘質土層で中世の遺物包含層であるが、東部城ではほとんど

堆積がない。第Ⅳ層は、褐色粘質土層で指頭大程度の大きさの小礫がかなり多量に混入してお

り、弥生時代から古墳時代の遺物を包含している。第Ⅳ層も、第III層と同様に東部城ではほと

んど堆積がない。第Ⅴ層は、茶褐色粘質土層で弥生時代の主要な遺物包含層で、古墳時代の遺

構検出面でもある。第Ⅴ層も、第III層や第Ⅳ層と同様に東部城ではほとんど堆積がない。第Ⅵ

層は、黄褐色粘質土層で弥生時代から中世の遺構検出面であr上調査区のほぼ全域に堆積し

ていた。第Ⅶ層は、暗黒褐色粘質土層であり、無遺物層である。第Ⅶ層の暗黒褐色粘質土層も東部

城には堆積がない。第Ⅷ層は、灰色砂礫層であ生無遺物層である。第Ⅷ層の灰色砂礫層は、

全域にかなり厚く堆積している。

包含層から出土した弥生時代の遺物は、第III層の灰褐色粘質土層と第Ⅳ層の小礫混じりの褐

色粘質土層からも少量出土しているが、その大半が、弥生時代の主要な遺物包含層である第Ⅴ

層の茶褐色粘質土層から出土している。

包含層から出土した壷は、（1～70、135－141）である。（1～70）は前期Ⅳの壷、（135、136）

は中期IIIの壷、（137－141）は後期Iの壷である。包含層から出土した碧は、（71－130、142～148）

である。（71～130）は前期Ⅳの婆、（143）は中期IIIの婆、（142、144－146）は後期Iの婆、（147、

148）は後期IIIの婆である。また、婆用の蓋（13ト133）も出土しているが、前期Ⅳと考え

られる。

包含層から石器もかなり多量に出土しておr上石斧（150～162）、叩石（163～167）、砥石（168～

170）、石包丁（171－177）、石鉄（178）等があり、石斧の中には環状石斧（157、158）も含ま

れている。 C

4．遺構と遺物

竪穴住居址

Loc・10Bでは、西部と南部で6棟の竪穴住居址が検出されたが、ST2・4～6は前

期Ⅳの住居址で、ST3は後期Iの住居址である。STlは、隅丸方形を呈した小さな住居
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址で、床面の直上から古墳時代後期の遺物が出土しているため、古墳時代の項で触れることに

する。

S T2

ST2は、調査区の北西部に位置しており、第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去して検出された。

ST2は、不整円形を呈したかなり小型の竪穴住居址で、長径3・12m、短径2・96m、深さ

約8cmを測る。主潮方向はほぼ磁北を向いており、壁高は約5cmで、埋土は茶褐色粘質土で

ある。北壁がやや崩れているが、床面積は約7．3mZを測り、床面で12個のピットを確認した。

壁際には、不整円形のやや大型のピット3個（P8・10・12）が存在するが、壁溝等の排水施

設はみられない。

ST2のP7からは、チャートのフレイクと少量の弥生土器片が出土しており、P4からも

弥生土器の細片が出土している。南壁際の大きなピット（PlO）からは完形の碧（181）、叩石

（701）等の遺物が出土している。ST2から出土した遺物は非常に少量であったが、壷（179、

180）、婆（181）は前期Ⅳに属する。ST2は前期Ⅳの住居址としてはかなり小型のものであ

る。

S T3

ST3は、調査区の北西部に位置しており、ST2のすぐ南側に隣接して検出された堅穴住居

址で、発掘時にはすでに西部の約％が削平されていた。第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去して検

出された。

ST3は、北部がやや突出気味に湾曲した不整円形の竪穴住居址で、長径4・48m、短径の

残存長2．56m、その推定長約4．00mである。主軸方向はほぼ磁北を向いており、壁高約0・10

mである。ST3の床面積は約14．1m2を測り、床面に17個のピットを確認した。床面中央部の

やや南寄りに不整円形を呈した中央ピット（PlO）があり、中から多量の炭化物と弥生時代の

遺物が出土した。また、P8及びP9からも弥生土器の細片が出土した。

ST3の北東側に近摸して土砿（SK3）が存するが、南東部は袋状を呈し、ST3に付随

する遺構とは考えられない。

ST3の埋土は暗茶褐色粘質土であり、少量の弥生時代の遺物が出土しているが、その大半

は中央ピット（PlO）から出土している。ST3の埋土から出土した遺物は窪底部（334）と

小型土器底部（336）で、中央ピット（PlO）からは、壷（330－332）、蛮（333、335）の他に

やや大型の打製石鉄（742）や砥石（731）等の遺物が出土している。

壷（330－332）、蛮（333～335）共に後期Iの土器であり、本住居地は後期Iに属する。

S T4
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ST4は、調査区の北西部で検出された堅穴住居址で、ST3の南側約3mに位置しており、

東部の約％程度がすでに削平されていた。ST4は第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去して検出さ

れている。

ST4は円形を呈する堅穴住居址で、長径5．12m、短径の残存長3．92m、その推定長約

4．80mである。主軸方向はほぼ磁北を向いており、壁高は約0．52mを測り、残存状況は非常に

良好であった。ST4の床面積は約19．3mZを測り、床面では16個のピットを確認した。北西部

と南東部の壁際には、やや大きなピット2個（P15・18）が存し、西部は不定形のかなり大き

な土砿（SK4）に切られているが、切り合い関係は判然としない。

ST4の埋土は4層に分層され、東部はすでに撹乱を受けていた。第I層は、茶褐色粘質土

で、約40cmほど堆積しており、弥生時代の遺物を多量に包含する。第II層は、暗茶褐色粘質土

で、第I層の茶褐色粘質土に酷似しており、約12cmほど堆積し、多量の炭化物と弥生時代の遺

物を包含している。第III層は黒灰色粘質土で、西壁際の床面に約8cmほど堆積しており、弥生

時代の遺物を少量包含している。第Ⅳ層は、淡黄褐色粘質土で、床面中央部の直上に約14cmほ

ど堆積しており、弥生時代の遺物を少量包含している。

ST4からは弥生時代の遺物が多量に出土している。壷（182－247）、碧（248－299）、蓋（300

－304）は前期Ⅳの遺物である。石器も多量に出土しており、石斧（685、690、694）、叩石（702、724、

726）、砥石（729）、石包丁（737、738）、石鉄（743）等がみられる。

ST4の床面直上からは壷（183、188、198）や婆（256、260、263、271）等の遺物が出土

しており、本住居址は前期Ⅳの竪穴住居址である。

S T5

ST5は、調査区の南部で検出された堅穴住居址で、完存しておr上第Ⅴ層の茶褐色粘質土

層を除去して検出された。ST5は、不整円形を呈した竪穴住居址で、長径4．12m、短

径3．84m、深さ約0．10mを測る。主軸方向はN－560－Wで、北西部は中世の土鉱に切られて

いる。床面積は約12．6m2を測生床面の中央部と東部で4個のピット（Pl～4）を確認し、

北西部の壁際では小段のあるピット1個（P5）を検出した。

ST5の埋土は暗茶褐色粘質土であと上弥生時代の遺物は少量出土しているが、弥生土器の

細片が多く、実測不能なものが大半を占めた。壷（306－308）、蛮（309－311）は前期Ⅳの土

器であるが、後期Iの壷（312～314）や婆（315、316）も出土している。

本住居址は前期Ⅳの堅穴住居址であ㌢上後期Iの時期に撹乱を受けたと考えられる。

S T G

ST6は、調査区の南端部付近で検出された堅穴住居址で、ほぼ完存していたが、東部がわ

ずかに土砿（SK27）に切られている。ST6は、第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去した段階で
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検出されている。

ST6は、円形を呈した堅穴住居址で、長径5．53m、短径5．44mで、深さ約0・20mを測る。

主軸方向はN－530－Eであり、壁高は約0．12mを測る。ST6の床面積は約23．6m2を測り、床

面の壁際では主柱穴と考えられる9個のピット（P1－9）を確認した。また、床面中央部に

楕円形を呈した中央ピット（PlO）があり、床面に27個のピット（Pll～37）を検出したが、

性格は不明である。

ST6の埋土は茶褐色粘質土であり、弥生時代の遺物が少量出土している。北部の主柱穴（P

l）からは婆（327）、叩石（713）が出土しており、P2からは叩石（705）が出土している。

北東部の主柱穴（P3）からは壷（321）や叩石（707）が出土している。東部の主柱穴（P4）

からは叩石（706、710）が出土している。南西部の主柱穴（P7）の底面からは大型の砥石

（732）が出土している。北西部の主柱穴（P9）からは鉢（329）が出土している。また、S

T6の埋土からは石斧（686、691）や叩石（703、704、708、709、711、712、714～716、727）、石鉄

（740）等の遺物が出土している。ST6の床面直上からは壷（328）が出土している。

本住居址は主柱穴からの遺物の出土が顕著であり、また、叩石が多量に出土していることも

注目される。壷（317～326、328）、蛮（327）、鉢（329）は前期Ⅳの土器であり、本住居址は

前期Ⅳの堅穴住居址である。

掘立柱建物吐

S BI

SBlは、調査区北西部で検出された2×3間の南北棟の掘立柱建物址で、棟方向はN－30

－Wである。SBlは、第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去して検出された。梁間は4．00mを測り、

柱間距離は1．44～1．75mである。桁行は5．72mを測り、柱間距離は1．77－1．82mである。柱穴

は直径24～52cm、深さ12～48cmを測り、不整円形を呈す。埋土は茶褐色粘質土であり、出土遺

物はみられなかった。

S B2

SB2は、調査区北西部で検出された2×1間の掘立柱建物比で、棟方向はN－86LWであ

る。SB2は、第Ⅴ層の茶褐色粘質土層を除去して検出された。梁間は4．36mを測り、柱間距

離は1．83～1．98mである。桁行は4．76mを測r上柱間距離は4．18～4．29mである。柱穴は直径

40－60cm、深さ16－24cmを測り、不整円形を呈す。埋土は暗茶褐色粘質土で出土遺物はみられ

なかった。

S B3

SB3は、調査区中央部のやや東側で検出された2×3間の東西棟の掘立柱建物址で、棟方

ー306－

l

t

I

I

l



向はN－83LEである。SB3は、第I層の耕作土を除去して検出された。梁間は4．64mを測

り、柱間距離は1・88～2・07mである。桁行は、8．04mを測り、柱間距離は1．87～2．92mである。

柱穴は直径44～52cm、深さ12～16cmを測り、不整円形及び隅丸三角形を呈す。埋土は暗茶褐色

粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

土砿

Loc・10Bで検出された弥生時代から古墳時代の土砿は46基存するが、この中で、SK5・

10・17・18の4基は古墳時代後期の土鉱と考えられるため、古墳時代の項で説明する。

S KI

SKlは、調査区の北西端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は、北東部が突出気味

に外湾した不定形で、底面で9個のピット（P1－9）を確認した。SKlは、土鉱としたが、

小竪穴状遺構として考えた方が良いかもしれない。断面形は浅い逆台形を呈し、長径1．97m、

短径1・83m、深さ約9cmを測る。長軸方向はN－6㌧Wで、埋土は暗茶褐色粘質土である。S

KlのP2・6から少量の弥生土器片が出土している。

S K2

SK2は、調査区の北部中央よりやや東側に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕

円形を呈し、長径0・94m、短径0・72m、深さ約0．17mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長

軸方向はN－39㌧Eである。埋土は暗茶褐色粘質土であr上壷（337～340）や大型砥石が出土

している。SK2の底面から大型砥石が出土していることから、SK2は、工房祉的な性格を

持った前期Ⅳの土鉱と考えられる。

S K3

SK3は、調査区の北西部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長

径0・76m、短径0・60m、深さ0．60mを測る。SK3は、ST3の北東側に隣接し、南東部は袋

状を呈している。断面形は不整台形で、長軸方向はN－60LWである。埋土は暗茶褐色粘質土

であr上弥生土器片が少量出土している。SK3は形態等から前期Ⅳの土鉱と考えられるが性

格は不明である。

S K4

SK4は調査区の北西部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不定形で、長径2．24m、

短径1・80m、深さ約0・60mを測る。断面形は舟底形を呈し、長軸方向はほぼ磁北である。埋土

は茶褐色粘質土であr上壷（341～345、350）、婆（346～349）等の遺物が出土している。SK

ー307－



4は、前期Ⅳの土鉱であるが、ST4との切り合い関係は判然としない。

S K G

SK6は、調査区中央部のやや北寄りに位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は隅丸台形を

呈し、長径1・52m、短径1．24m、深さ約0．12mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN

－81LEである。埋土は茶褐色粘質土であり、壷（448－450）の他、数点の弥生土器片が出土

している。

S K　7

SK7は、調査区の中央部よりやや北寄r月こ位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形

を呈し、長径1・34m、短径0．86m、深さ約0．27mを測る。SK7は、SK6の南側に近接し、

南端部が中世の溝（SD20）に切られている。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－160

－Wを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、婆（351）の他に、弥生土器片が数点出土している。

S K8

SK8は、調査区東部のやや北寄りに位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕円形を

呈し、長径1・01m、短径0．70m、深さ約7cmを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向は

N－23㌧Wを示す。埋土は茶褐色粘質土であr上　叩石（723）の他に弥生土器片が少量出土して

いる。

S K9

SK9は、調査区東部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、長径0．90

m、短径0・67m、深さ約0・19mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－3㌧Eを示す。

埋土は暗茶褐色粘質土であr上石斧（689）等の遺物が出土している。

S Kll

S Kllは、調査区中央部のやや南側に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、東部が逆S字状

に屈曲している。平面形は不整楕円形を呈し、長径2．16m、短径1．68m、深さ約0．12mを測る。

断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－18LEである。埋土は淡茶褐色粘質土であり、壷（451

～453）の他に数点の弥生土器片が出土している。

S K12

S K12は、調査区の中央部よりやや南側に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を

呈し、長径0・84m、短径0．62m、深さ約0．24mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN
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－81LEである。埋土は暗茶褐色粘質土であり、壷（352）の他に数点の弥生土器片が出土して

いる。
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S K13

SK13は、調査区中央部のやや南側に位置し、第Ⅵ層で検出された。SD6北部の東側に近

接しており、東部は中世の溝（SD23）に切られている。平面形は不整楕円形を呈し、長径0．90

m、短径0．74m、深さ約0．23mを測る。断面形は舟底形を呈し、長軸方向はN－45㌧Eである。

埋土は灰色砂質土であり、壷（353～356）、石斧（688）、叩石（698）、砥石（728）等の遺物が

出土している。SK13は、出土遺物等から前期Ⅳの土鉱と考えられる。

S K14

SK14は、調査区中央部のやや南側に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、北東部と南西部

の両端部に2個のピット（Pl・2）を有している。平面形は楕円形を呈し、長径1．22m、短

径0・77m、深さ約0．14mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－35LEを示す。埋土

は暗茶褐色粘質土であり、数点の弥生土器片の他に、チャートのチップ及びフレイク約3000点

が出土している。SK14は、出土遺物等から、前期Ⅳの工房址的な性格を持った土鉱と考えら

れる。

S K15

SK15は、調査区中央部のやや東側に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕円形を

呈し、長径1．50m、短径0．88m、深さ約0．18mを測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向

はN－77LWである。埋土は茶褐色粘質土であr上数点の弥生土器片が出土している。

S K16

SK16は、調査区中央部付近に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、東壁際に1個のピット

（Pl）を有している。平面形は長楕円形を呈し、長径2．58m、短径0．85m、深さ約0．12mを

測る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－19LEを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、

少量の弥生土器片が出土している。

S K1g

SK19は、調査区の南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、北端部が中世の溝（SD24）

にわずかに切られている。平面形は楕円形を呈し、長径0．70m、短径0．60m、深さ約0．14mを

測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－69LEである。埋土は茶褐色粘質土であり、叩

石（697）と数点の弥生土器片が出土している。
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S K20

SK20は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、北部に小段を有し、中央部の

上面は中世の溝（SD24）に切られている。SK19のすぐ東側に近摸しており、平面形は長楕

円形を呈し、長径0．93m、短径0．42m、深さ約0．30mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方

向はN－6LWである。埋土は暗茶褐色粘質土であり、数点の弥生土器片が出土している。

S K21

SK21は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、ST5の西側に近接し、南部

は発掘時にすでに削平されており、短径は不明である。平面形は楕円形を呈し、長径3．05m、

短径の残存長1．14m、深さ約0．22mを測る。断面形は浅い皿形を呈し、長軸方向はN－83㌧W

を示す。埋土は茶褐色粘質土であり、婆（454、455）等の遺物が出土している。SK21は、後

期Iの土鉱と考えられるが、性格は不明である。

S K22

SK22は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、壁際に3個のピット（P1－

3）を有している。平面形は不整楕円形を呈し、長径1．83m、短径0．67m、深さ約0・12mを測

る。断面形は浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－7LWを示す。埋土は茶褐色粘質土であr上

数点の弥生土器片が出土している。

S K23

SK23は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、長径1．18

m、短径1．14m、深さ約0．20mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－28LEを示す。

埋土は茶褐色粘質土であr上数点の弥生土器片が出土している。

S K24

SK24は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、ST6の北東側に隣接してい

る。平面形は不整楕円形を呈し、長径1．61m、短径0．73m、深さ約0．12mを測る。断面形は浅

い逆台形を呈し、長軸方向はN－6LEを示す。埋土は茶褐色粘質土であr上敷点の弥生土器

片が出土しており、底面には挙大程度の大きさの自然礫数個が堆積していた。

S K25

SK25は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、SK24の南東側に近摸してい

る。平面形は長楕円形を呈し、南西部は突出気味に外湾しており、壁際に3個のピット（P1

－3）を有している。長径3．36m、短径0．92m、深さ約0．18mを測る。断面形は浅い皿形を呈
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し、長軸方向はN－45LEを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、数点の弥生土器片が出土して

いる。

S K26

SJK26は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、SK25の東側に隣接している。

SK26は、南北の両端部に小段を有しておr上南部は袋状を呈している。平面形は不整楕円形

を呈し、長径2・00m、短径1．54m、深さ約0．83mを測る。断面形は台形を呈し、長軸方向はN

－17㌧Eを示す。埋土は暗茶褐色粘質土であり、壷（357－391）、蛮（392、393）の他に叩石

（722）等の遺物が多量に出土している。底面からは壷（358、360、362、371、372、377）、蛮

（392、393）等の土器が出土している。SK26は、出土した土器のうちで壷の占める割合いが

非常に高く、形態及び出土遺物等から前期Ⅳの貯蔵穴と考えられる。

S K27

SK27は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、ST6の東部をわずかに切団

取っている。平面形は長楕円形を呈し、長径3．62m、短径0．70m、深さ約0．24mを測る。断面

形は逆台形を呈し、長軸方向は、N－80㌧Wを示す。埋土は暗茶褐色粘質土であり、壷（458、

459、463）、婆（460～462）等の遺物が出土している。出土遺物等から、SK27は後期Iの土鉱

であるが性格等は不明である。

S K28

SK28は、調査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は隅丸台形を呈し、長径0．88

m、短径0・84m、深さ約0・14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－76㌧Eを示す。

埋土は暗茶褐色粘質土であ生数点の弥生土器片が出土している。

SK29

SK29は、痢査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、SK26のすぐ東側に近接し

ている。平面形は楕円形を呈し、長径0．64m、短径0．55m、深さ0．28mを測る。断面形は逆台

形を呈し、長軸方向はN－69㌧Eを示す。埋土は茶褐色粘質土であr上少量の弥生土器片が出

土している。

S K30

SK30は、調査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱であるが、調査時にすでに削平

されておr上長径は不明である。平面形は楕円形を呈し、長径の残存長1．20m、短径1．28m、

深さ約0・25mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－10㌧Wを示す。埋土は茶褐色粘
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質土であり、婆（456）、高杯（457）等が出土している。SK30は、出土遺物等から後期Iの土

鉱と考えられるが、性格等は不明である。

S K31

SK31は、調査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、長径1・20
1

m、短径0．62m、深さ約0．14mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－29㌧Wを示す。

埋土は茶褐色粘質土であり、数点の弥生土器片が出土している。

S K32

SK32は、調査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、SK29の東側に近接してい

る。平面形は隅三角形を呈し、長径1．39m、短径1．05m、深さ約0・31mを測る。断面形は捨鉢

形を呈し、長軸方向はN－80㌧Eを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、前期Ⅳの壷（394－400）、

砥石733）等の遺物が出土しているが、後期Iの壷（402）等も混入している。

S K33

SK33は、調査区南東部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、SK32のすぐ東側に近接し

ている。SK33は、東西の両端部小段を有しているが、東部は撹乱を受けている。平面形は楕

円形を呈し、長径0．89m、短径0．52m、深さ約0．31mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方

向はN－69㌧Wを示す。埋土は茶褐色粘質土であ生　少量の弥生土器片が出土している。

S K34

SK34は、調査区の南東端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、南部の2か所にかなり

大きな段部を有している。平面形は不整楕円形を呈し、長径0．64m、短径0．40m、深さ約0・21

mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－6LWを示す。埋土は茶褐色粘質土であr上

少量の弥生土器片が出土している。

S K35

SK35は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、ST6の南西部に近接して

いる。平面形は楕円形を呈し、長径1．43m、短径0．90m、深さ約0．12mを測る。断面形は逆台

形を呈し、長軸方向はN－78LEを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、数点の弥生土器片が出

土している。

S K36

SK36は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、SD7の東側に近接してお
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り、西部に段部を有している。平面形は不整円形を呈し、長径1．20m、短径1．09m、深さ約0．21

mを測る。断面形は捨鉢形を呈し、長軸方向はN－68LWを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、

少量の弥生土器片が出土している。

S K37

SK37は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、SK36のすぐ東側に近接し

ている。平面形は隅丸三角形を呈し、長径0．87m、短径0．82m、深さ約0．11mを測る。断面形

は逆台形を呈し、長軸方向はN－22LEを示す。埋土は茶褐色粘質土であり、少量の弥生土器

片が出土している。

l

l

l

l

S K38

SK38は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整楕円形を呈し、南西

部にかなり大きな段部を有している。底面は南部に向かって緩やかに傾斜しており、壁はかな

り急傾斜で立ち上がっている。長径3．03m、短径2．04m、深さ約0．64mを測る。断面形は箱形

に近い逆台形で、長軸方向はN－59㌧Eを示す。埋土は暗茶褐色粘質土であり、壷（403－409）

聾（410～412）、襲用蓋（413）等の遣物がかなり多量に出土している。SK38は前期Ⅳの貯蔵

穴と考えられる。

S K39

SK39は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不整円形を呈するが、北

西部は突出気味に外湾しており、段部を形成している。底面はほぼ水平で、壁はかなり急傾斜

して立ち上がっている。長径2．56m、短径2．20m、深さ約0．43mを測る。断面形は箱形に近い

逆台形を呈しておr上長軸方向はN－68LEを示し、埋土は4層に分層される。

第I層は、淡茶褐色粘質土で、約8cmほど堆積しており、少量の遺物を包含している。第II

層は、暗茶褐色粘質土で、約32cmほど堆積しており、拳大程度の大きさの自然礫が多量に混入

している。第II層の暗茶褐色粘質土からは弥生時代の遺物が多量に出土している。第III層は、

暗黒褐色粘質土で、約6cmほど堆積しており、多量の炭化物と少量の弥生時代の遺物を包含し

ている。第Ⅳ層は、茶褐色粘質土で、約14cmほど堆積しており、弥生時代の遺物を少量包含し

ている。

SK39からは、壷（414、424－428）、壷用蓋（415）、婆（416－423）、叩石（696、717、721）、

石包丁（734）等の遺物が出土しており、SK39は、前期Ⅳの貯蔵穴と考えられる。

S K40

SK40は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈しており、北
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西部の上面が中世の土砿（SK117）に切られ、南東部はSK41により切られているが、切り

合い関係等は判然としない。底面はほぼ水平で、壁はかなり急傾斜して立ち上がる。長径

2．91m、短径1．70m、深さ約0．43mを測る。断面形は箱形に近い逆台形を呈し、長軸方向はN

－55㌧Eを示す。埋土は暗茶褐色粘質土で、壷（432～437）等の遺物が出土しており、SK40

は前期Ⅳの貯蔵穴と考えられる。

S K41

SK41は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不定形を呈し、壁際に3

個の張り出し状のピット（Pl・3・4）を有している。また、底面の中央部にも1個のピッ

ト（P2）を有しており、北西部では土砿（SK40）を切り取っている。長径2・64m、短径

1．36m、深さ約4cmを測る。断面形は非常に浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－37LWを示す。

埋土は茶褐色粘質土で、Plからは、石鉄（741）が出土しており、P4からは、壷（440－444）、

蛮（438）等の遺物が出土している。

S K42

SK42は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は長楕円形を呈し、長径

1．18m、短径0．58m、深さ約8cmを測る。断面形は非常に浅い逆台形を呈し、長軸方向はN－

3LWを示す。埋土は茶褐色粘質土で、壷（429）、窪（430、431）等の遺物が出土している。

S K43

SK43は、調査区最南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土鉱で、壁際に3個のピット（P

1－3）を有しており、西部は調査区外に延びているため、長径は不明である。平面形は不定

形で、長径の検出長1．20m、短径1．44m、深さ約0．13mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸

方向はN－81LEを示す。埋土は茶褐色粘質土で、壷（446、447）、婆（445）等の遺物が出土

している。

S K44

SK44は、調査区最南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された土砿で、東部は袋状を呈している。

平面形は隅丸三角形を呈し、長径0．64m、短径0．56m、深さ約0．13を測る。断面形は逆台形を

呈し、長軸方向はN－20㌧Eを示す。埋土は茶褐色粘質土で、数点の弥生土器片が出土してい

る。

S K45

SK45は、調査区最南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、長
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径0．72m、短径0．58m、深さ約0．20mを測る。断面形は逆台形を呈し、長軸方向はN－78LE

を示す。埋土は茶褐色粘質土であり、出土遺物はみられなかった。

S K4C

SK46は、調査区に最南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は不定形で、南東部が

方形状に突出している。長径1．08m、短径0．94m、深さ約0．20mを測る。断面形は逆台形を呈

し、長軸方向はN－8㌧Wである。埋土は茶褐色粘質土で、出土遺物は皆無であった。

溝

Loc．10Bでは弥生時代ら古墳時代の溝7条を検出したが、SDl～4は、古墳時代後期の

溝と考えられるため、古墳時代の項で述べることにする。

S D5

SD5は、調査区南西部に位置し、第Ⅵ層で検出された南北方向に延びる溝であり、中央部

付近でN字状に鋭く屈曲し、北部から南部に向かって南流したと考えられる。しかし、南北の

両端部が調査区外に延びているため、全長等は不明である。残存長38．4m、幅約2．5m、深さ

約0・8mを測る。断面形はゆるやかなU字形を呈し、埋土は灰色もしくは黄灰色砂で、南端部で

2条に分岐している。

SD5からは、壷（464－482）、婆（483－495）、要用の蓋（496、497）の他に叩石（719、

720）等の遺物が出土しており、前期Ⅳの溝と考えられる。

S D6

SD6は、調査区南西部に位置し、第Ⅵ層で検出された南北方向に延びる溝であり、レベル差等に

より北部から南部に向かって南流したと考えられる。SD6は、南北の両端部と中央部が調査区外に延び

ているため、全長等は不明である。推定される残存長約52．0m、幅約1．1m、深さ約0．4mを測

る。断面形は緩やかなU字形を呈し、南端部でSD7に合流しているが、一部、撹乱を受け

た箇所がある。SD6の埋土は淡茶褐色粘質土であり、壷（498－507）が出土しており、SD

6は前期Ⅳの溝と考えられる。

S D7

SD7は、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された溝で、レベル差等により、東北東から西南西

に向かって西南流したと考えられる。南北の両端部が調査区外に延びているため、全長等は不明である

が、残存長約39．7m、幅約1．6m、深さ約0．7mを測り、断面形はU字形を呈す。SD7は、西南西の端部

でSD6に合流しており、上面が一部中世の溝（SD26）に切られている。SD7の東半部で
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は、検出面である第Ⅵ層の黄褐色粘質土層の上面及びSD7の埋土中に拳大から人頭大ほどの

大きさの自然礫が多量に堆積していた。

SD7の埋土は、3層に分層される。第I層は、茶褐色粘質土で、約0．16mほど堆積してお

り、弥生時代の遺物を少量包含している。第II層は、暗茶褐色粘質土で、約0・32mほど堆積し

ており、弥生時代の遺物を多量に包含している。また、この暗茶褐色粘質土中には拳大か

ら人頭大程度の大きさの自然礫がかなり多量に混入していた。第III層は、暗灰褐色粘質土で、

約0．16mほど堆積しており弥生時代の遺物を少量包含している。この暗灰褐色粘質土中に

も拳大から人頭大の自然礫がかなり大量に堆積していた。

SD7からは、壷（508－605）、喪（606－658）、鉢（659～661）、蓋（662－669）等の弥生

土器の他に石斧（687、692、693、695）、叩石（699、725）、砥石（730）、石包丁（735、736）等の石器も

出土している。

SD7の底面からは、壷（535）、婆（618）、鉢（661）、蓋（664、667）等の遺物が出土して

おり、SD7は前期Ⅳの溝と考えられる。

柱穴

PI

Plは、調査区北部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は円形を呈し、直径30cm前後、

深さ12cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、婆（680）が出土している。

P2

P2は、調査区中央部のやや北側に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は円形を呈し、直

径60cm、深さ11cmを測り、柱痕を有する。埋土は茶褐色粘質土で、壷（675）が出土している。

P3

P3は、調査区東端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、直径40cm前

後、深さ18cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、壷（673、674、676）等の遺物が出土している。

P4

P4は、調査区の東端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は隅丸三角形を呈し、直径

50cm前後、深さ8cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質土で、壷底部（683）が出土している。

P5

P5は、調査区東端部位置し、第Ⅵ層で検出されたピットで、P3の南側に位置している。

平面形は楕円形を呈し、直径30cm前後、深さ7cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、壷底部（678）
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が出土している。

P G

P6は、調査区のほぼ中央部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、直径

60cm前後、深さ9cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、壷（677）が出土している。

P7

P7は、調査区の南西部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は円形を呈し、直径30cm前

後、深さ39cmを測る。埋土は暗茶褐色粘質土で、高杯の脚部（684）が出土している。

P8

P8は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、直径40cm前後、

深さ13cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、蛮（679、681）が出土している。

P g

P9は、調査区南部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、直径60cm前後、

深さ16cmを測生柱痕を有している。埋土は茶褐色粘質土で、蛮底部（682）が出土している。

l

l

l

l

PlO

PlOは、調査区南端部に位置し、第Ⅵ層で検出された。平面形は楕円形を呈し、直径40cm前

後、深さ15cmを測る。埋土は茶褐色粘質土で、壷（672）が出土している。

5．まとめ

Loc．10Bでは弥生時代前期Ⅳと後期Iの集落址を確認することができた。

前期Ⅳの堅穴住居址は、調査区の北西部と南部で4棟検出されたが、全て円形を呈し、床面

積は7・3mZから23．6mZである。しかし、これらの住居址（ST2・4－6）は、全て溝に近

摸しており、排水を考えた選地がなされたと考えられる。

前期Ⅳの土鉱は、調査区に散在して分布する傾向がみられ、性格も不明なものが多かった。

しかし、底面から大型の砥石が出土したSK2や、チャートのフレイクやチップが多量に出土し

たSK14のように、工房址的な性格をもつものが存在した。また、S K4・26・38～40のよう

に、規模がやや大きくて深さがあり、壷等の遺物を多量に出土した貯蔵穴的な性格をもった土

鉱も存在した。この貯蔵穴と考えられる土砿群は、調査区の南部に集中して存在する傾向がみ

られた。前期Ⅳの貯蔵穴は、SK26のように断面形が袋状を呈したものも存在するが、S K4・

38～40のように断面形が箱形に近い逆台形を呈するものが多くなる傾向がみられた。しかしLoc．
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10Bでは墓砿的な性格をもった土鉱は全く見出せなかった。

前期Ⅳの溝は、北部から南部へ向かって商流するSD5・6と、東北東から西南西へ

向かって流れるSD7が存在した。調査区の東半部では、遺構検出面である第Ⅵ層の黄褐色粘

質土層の上面に、拳大から人頭大の自然礫が多量に堆積していたことを考えると、これらの溝

（SD5～7）は、排水溝的な性格をもっていたと考えられる。

後期Iの竪穴住居址は、円形を呈したST3の1棟のみであり、調査区の北西部に位置して

いる。これは洪水等の被害を避けるための選地と考えられるが、居住域における住居址の密度

は極端に低い。

後期Iの土鉱はSK21・27・30等であり、平面形は楕円形もしくは長楕円形を呈し、

深さも浅いものが多く、性格は不明である。この時期の土鉱も調査区の南部にやや集中する傾

向がみられた。

L。C．10Bは、前期Ⅳ段階の分村により成立した集落とみられる。そして幾度かの洪水に見

舞われた形跡が存し、検出された弥生時代の遺構の上端はかなりの削平を受けていると考えら

れ、出土遺物もかなり磨耗したものが多い。
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第23表　竪穴住居址計測表

挿 図番号 遺構番号 平 面 形 規　　 模

（m ）

主軸方 向 柱　 穴 面　 積

（m z）

施　 設 備　 考

第 168 図 S T 2 不整円形 2．9 6×3 ．1 2 N 12 7 ．3

／／ S T 3 ／／ （2．5 6）×4．48 ／／ 1 7 14 ．1 中央ピット（P
10）がある。

第 16 9 図 S T 4 円　　 形 （3．92）×5．12 ／／ 18 19 ．3 西部がSK 4
に切られる。

第 170 図 S T ．5 不整円形 3 ．8 4×4 ．12 N －56㌔－W 5 12．6

／／ S T 6 円　 形 5 ．4 4×5 ．5 3 N －5 3L E 37 2 3．6 中央ピット（P
10）がある。

第24表　掘立柱建物址計測表

挿図番号 遺構 番号

規　　　　 模

棟 方　 向 面積 （m z） 備　　 考
梁 （間 ）×桁（間） 梁 ×桁 （m ） 柱間 距離 （m ）

第 17 1 図 S B l 2 × 3 4．00 ×5 ．7 2 1．4 4～1．82 N －　3t一一W 2 2．9

！／ S B 2 2 × 1 4．36 ×4．76 1 ．8 3－4 ．29 N －8 6L W 20 ．8

第 17 2 図 S B 3 2 × 3 4 ．64 ×8．04 1 ．8 7－2 ．9 2 N －8 3L E 37 ．3

第25表　土砿計測表

挿 図 番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考
長　 径 短　 径 深　 さ

第 17 3 図 S K l 不 定 形 1 ．9 7 1 ．8 3 0 ．0 9 N －　 6L W 逆 台 形

／／ S K 2 不 整 楕 円 形 0 ．94 0 ．7 2 0 ．1 7 N － 3 9L E ／／
大 型 砥 石 が

出 土

S K 3 ／／ 0 ．76 0 ．60 0 ．60 N － 60 と－W 不 整 台 形

0
南 東 部 は 袋

状 を 呈 す

S K 4 不 定 形 2 ．24 1 ．80 0 ．60 N 舟 底 形

は 識 晋華

S K 6 隅 丸 台 形 1 ．5 2 1 ．2 4 0 ．12 N － 8 1 と一一E 逆 台形

第 173 図 S K 7 楕 円 形 1 ．3 4 0 ．8 6 0 ．2 7 N － 16L W ／／

／／ S K 8 不 整 楕 円形 1 ．0 1 0 ．7 0 0 ．0 7 N － 2 3L W ／／

／／ S K 9 ／／ 0 ．90 0 ．67 0 ．1 9 N －　 3 L E ／／

S K l l ／！ 2 ．16 1 ．68 0 ．12 N － 18 L E ／／

S K 12 楕 円 形 0 ．8 4 0 ．62 0 ．24 N － 81 と－・E ／／

第 173 図 S K 13 不 整 楕 円 形 0 ．9 0 0 ．7 4 0 ．23 N － 4 5と一一E 舟 底 形

第 1 74 図 S K 14 楕 円 形 1 ．2 2 0 ．7 7 0 ．14 N － 3 5と－ E 捨 鉢 形
両端部に柱穴を有し、チ
ャートのチッ1や7 レイ
f　bl一一

／／ S K 15 不 整 楕 円 形 1 ．50 0 ．8 8 0 ．1 8 N － 7 7㌔－W 逆 台 形

タカ多量に出土。
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平 面 形

規　　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断 面 形 備　 考

長　 径 短　 径 深　 さ

第 17 4 図 S K 16 長 楕 円 形 2 ．58 0 ．8 5 0 ．1 2 N － 19 ㌔－E 逆 台形

1／ S K 19 楕 円 形 0 ．70 0 ．6 0 0 ．14 N － 6 9㌔－E ／／

／／ S K 20 長 楕 円形 0 ．9 3 0 ．4 2 0 ．3 0 N －　 6㌔－W 措 鉢 形

／／ S K 2 1 楕 円 形 3 ．0 5 （1 ．14 ） 0 ．22 N － 8 3と一一W 皿　 形

第 175 図 S K 2 2 不 整楕 円 形 1 ．8 3 0 ．67 0 ．12 N －　 7㌔－W 逆 台形

／／ S K 2 3 隅 丸 三 角 形 1 ．18 1 ．14 0 ．20 N － 28 ㌔－E ／／

／／ S K 2 4 不 整 楕 円 形 1 ．6 1 0 ．73 0 ．12 N －　 6 ㌢－・E ／／

／／ S K 25 長 楕 円 形 3 ．36 0 ．92 0 ．18 N － 45 ㌔－E 皿　 形 壁際に 3 個の

ピットを有す。

／／ S K 26 不 整 楕 円 形 2 ．00 1 ．54 0 ．8 3 N － 17 ㌢一一E 台　 形 南 部 は袋 状

を 呈 す 。

第 17 6 図 S K 27 長 楕 円 形 3 ．62 0 ．70 0 ．24 N － 80 L W 逆 台形

第 17 5 図 S K 28 隅 丸 台形 0 ．88 0 ．84 0 ．1 4 N － 7 6㌔－E ／／

S K 29 楕 円 形 0 ．64 0 ．5 5 0 ．2 8 N － 6 9㌔－E 11

S K 3 0 ／／
（1 ．2 0 ） 1 ．2 8 0 ．25 N － 10㌔－W 11

第 176 図 S K 3 1 ／／ 1 ．2 0 0 ．6 2 0 ．14 N － 2 9㌔－W ／／

／／ S K 3 2 隅 丸 三 角 形 1 ．39 1 ．0 5 0 ．31 N － 8 0 L E 捨 鉢 形

／1 S K 33 楕 円 形 0 ．89 0 ．52 0 ．3 1 N － 69 ㌔－W ／！

S K 34 不 整 楕 円 形 0 ．64 0 ．40 0 ．2 1 N －　 6 ㌔－W 逆 台 形

第 17 6 図 S K 35 楕 円 形 1 ．43 0 ．90 0 ．1 2 N － 78 ㌔ーE ！／

第 17 7 図 S K 36 不 整 円 形 1 ．20 1 ．09 0 ．2 1 N － 6 8L W 捨 鉢 形

1／ S K 3 7 隅 丸 三 角 形 0 ．87 0 ．8 2 0 ．11 N － 2 2と一一E 逆 台形

／／ S K 38 不 整 楕 円 形 3 ．0 3 2 ．0 4 0 ．6 4 N － 5 9㌔－E ／／

第 1 78 図 S K 3 9 不 整 円 形 2 ．5 6 2 ．2 0 0 ．4 3 N － 6 8と一一E ／／

／／ S K 4 0 楕 円形 2 ．9 1 1 ．7 0 0 ．4 3 N － 5 5L E ／／

！／ S K 4 1 不 定 形 2 ．6 4 1 ．36 0 ．0 4 N － 3 7 L w ／／

第 179 図 S K 42 長 楕 円 形 1 ．18 0 ．5 8 0 ．08 N －　 3 L W ／／

／／ S K 43 不 定 形 （1 ．20 ） 1 ．4 4 0 ．13 N － 81 L E ／1

S K 44 隅 丸 三 角 形 0 ．64 0 ．56 0 ．13 N － 20 ㌔－E ／／

S K 45 ／／ 0 ．72 0 ．58 0 ．20 N － 78 ㌔－E ／／

第 17 7 図 S K 46 不 定 形 1 ．08　　　　　 0 ．94 0 ．20 N －　 8 L w ／／
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第26表　包含層出土土器観察表

l

I

1

1

1

挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第 Ⅴ層 ・土璽E

15 ．5

（ 2 ．9 ）

か な り鋭 く外 反 す る 口縁部 であ
る。

ロ縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 焼成 は良好 で

あ る。

2 1／ ／／

15 ．6

（ 3 ．1）

ゆ る く外反す る 口緑 部 であ る。 外 面は タテパ ケの あ とに ヨコナ デ

で仕 上 げ、 内面は ヨ コナ デである。

3 ／1 ／／

9 ．8 斜行 す る頸部 に続 く口緑部 はゆ る 口綾 部 は ヨコナデで仕 上 げる　 頸

（5 ．2 ） や かに 外反す る。 ○　　　　′ヽ部 外面 は タテパ ケの あ とにナテで ・

仕上 げ 、内面 はナデ であ る。

4 ／／ ／1

12 ．8 ゆ るや か に 外 反 す る ロ綾部 で あ 口緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ
（2 ．4 ） る。 コナ デで仕 上 げ、内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。

5 ／！ ／／

16 ．0

（ 5 ．9 ）

口綾 部は ゆ る く外反す る。 口緑部 は ヨ コナ デで仕上 げ る。

6 第Ⅳ層 ／／

17 ．4

（ 4 ．0 ）

鋭 く外反す る 口綾 部で あ る。 ／／

7 第 Ⅴ層 ／1

18 ．8

（ 6 ．7 ）
ゆ る く外反 す る口緑部 であ る。 ／！

8 ／J ／／

22 ．0

（ 3 ．3 ）

口綾部 はか な り鋭 く外反 す る。 口
唇 部に へ ラ状 原体 に よる刻 目が あ

る。

／／

9 ／／ ／／

16 ．0 ロ緑部 は鋭 く外反す る　 口唇部 に 口綾 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ
（3 ．4 ） 0

1 条のへ ラ描 沈線 を施 す。
コナデ で仕 上 げ、 内面は ヨコナ デ

で ある。

10 ／／ ／／

19 ．7 鋭 く外反 す る口緑部 であ る　 口唇 口緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ 口綾部 には 2

（2 ．7 ） 0部 に 1 条 のへ ラ描沈 線 を施 した あ コナデ で仕 上げ 、 内面は ヨ コナ デ 個 1 対 の穿孔

とに刻 目を入 れる。 で仕 上げ る。 が あ る。

11 第Ⅳ層 ／／

16 ．7 わず かに斜 行す る頸部 に続 に 口縁 口緑 部外面 は タテパ ケのあ とに ヨ
（9 ．0 ） 部 は鋭 く外反す る。頸 部 には 2 条 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ

の太 いへ ラ描 洗練 を施す 。 の あ とに ヨ コナ デで仕上 げ る。頸
部以下 の外 面は タテパ ケで仕 上げ
内面 はナデ であ る。

12 第 Ⅴ層
／／

13 ．4 斜行 す る頸部 に続 く口緑部 は非常 口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。頸

（4 ．8 ） に鋭 く外反す る。 頸部 に 4 条 の へ 部外 面は タテパ ケの あ とにナ デで

ラ描 沈線が あ る。 仕 上 げ、 内面はナ デ である。

13 ／1 ／／

16 ．8 ほぼ直 立す る頸部 に続 く口緑部 は 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ、頸 部

（6 ．3 ） ゆ るや かに 外反す る。 口唇部 に刻
目を施 し、頸部 に10条 のへ ラ描 沈

線が ある。

はナテで 、仕上 げ る。

14 1 ／／ ／／

14 ．5 鋭 く外 反す る口緑部 で ある。頸部 器 表面 が剥落 し、調 整は不 明で あ

（3 ．7 ） に 3 条 のへ ラ描沈 線が ある。 る。

15 ／／ ／／

11 ．6

（ 5 ．5 ）

ゆ るや か に 外 反 す る 口頸部 であ

る。頸部 に 8 条のへ ラ描 沈線 を施

口綾 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

コナ デ で仕 上げ 、内面 は ヨコナ デ

口緑部 外面 に
黒 斑が あ る。

す 。 で ある。 頸部外 面は タテパ ケの あ

とにナデ で仕上 げ、 内面 はナデ で
あ る。



挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

16 第 Ⅴ層 士璽E

12 ．8 ゆ るやか に外反 す る口頚 部 であ る。 口緑部 は ヨ コナ デで仕上 げ る。頸

（5 ．8 ） 頸部 下端 に 2 条のへ ラ描 沈線が あ 部 外面は タ丁パ ケの あ とに ナデ で
る。 仕上 げ、 内面 はナデ であ る。

17 ／！ ／！

12 ．7 直 立気味 の頸部 に続 く口綾 部 は鋭 口綾 部 は ヨコナ デで仕 上 げ、頸部

（5 ．0 ） く外反す る。 頸部 に 4 条 のへ ラ描

沈 線 を施 す。

は ナデ で仕 上 げる。

18 ／！ ／／

11 ．6

（ 5 ．9 ）

直立気 味の頸 部に続 く口緑部 はゆ

るやか に外 反す る。頸部 に 6 条の

へ ラ描 沈線 を施す 。

／／ や や頸 の細 い

壷 で ある。

19 ／／ ／／

19 ．3 ゆ るや か に外反す る口頸部 であ る。 口緑部 外面 は タテパ ケ のあ とに ヨ

（6 ．3 ） 頸部 に 7 条 のへ ラ描沈 線 を・施 す。 コナデ で仕上 げ る。 口緑 部内面 は

ヨコパ ケの あ とに ヨコナ デで 仕 上
げ る。 頸部 外面 は タテパ ケの あ と

にナデで仕上げ、内面 はナデである。

20 ／／ ／J

14 ．0 か な り鋭 く外反す るロ頸部 であ る。 口縁部 外面 は ヨコナデ で仕上 げ、

‾・・．‾くヽ
（4 ．7 ） 頸部 に 4 条のへ ラ描 沈線 を施 す。 内面 は ヨコパケ のあ とに ヨコナ丁

で仕上 げ る。頸部 はナ デで仕 上げ
る。

21 第 Ⅳ層 ／／

13 ．6 わ ずか に斜行す る頸 部に続 く口緑 口綾 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ

（6 ．1 ） 部 は鋭 く　 反　 る。 頸部　　 に 4 コナ デで 土上げ 、　　 は ヨコパ ケ
条のへ ラ描 沈線が あ る。 の あ とに ヨ コナ デで仕 上げ る。頸

部 外面は タテパ ケの あ とに ナデで

仕上 げ 、内面 はナデ であ る。

22 第 Ⅴ層 1／

19 ．7 ゆ るや かに外 反す る 口縁部 で ある。 器表 面が 剥落 し、調 整は不 明で あ

（5 ．4 ） 頸部 外面に 2 条の へ ラ描 沈線 があ

る。

る。

23 ／／ ／／

13 ．6 わずか に斜行 す る頸部 に続 く口縁 口縁部 外面 は タテパ ケの あ とに ヨ ロ緑部 内面 に

（5 ．3 ） 部 は 鋭 く　 反　 る。頸部 に 4 条の コナデ で 土　 げ 、　　 は ヨコパ ケ 粘 土　 を貼 寸
へ ラ描 沈線 を施 す。 のあ とに ヨコナデで 仕上 げ る。 す る。

24 1／ 1／

17 ．8 ゆ る く外反 す る口頸部 で、頸部 に 口綾部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ
ー・l・‾ヽヽ

（ 6 ．3 ） 7 条 のへ ラ描沈 線 を施 す。 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナ丁

で仕上 げ る。頸部 はナ デで仕上 げ
る。

25 ／／ ／／

8 ．3 斜行 す る細 長 い頸部 に続 くロ緑部 口緑部 外面 は横方 向 のへ ラ磨 きで ‘完形 であ る。

18 ．4

17 ．1

5 ．4

は 豆いが 鋭　　 反　 る。 司書 はや げ、　　 は ヨコナ デで 土　 げ 司書　　 に
や横 に張 り出す 。上 胴部に 5 条 1 る。 胴部 外面は タテパ ケの あ とに 黒斑 が ある。

単 位のへ ラ描 沈線が あ る。 ・へ ラ磨 きで仕上 げ、 内面は ナデ で

あ る。

26 ／／ ／／

15 ．8 ゆる く外反す る ロ綾 部で ある。 頸 口綾 部外面 は タテパ ケの あ とに 冒。

（3 ．2 ） 部 上端 に 1 条 のへ ラ描沈 線が ある。 コナデ で仕 上 げ、 内面は ヨコナ丁

で仕 上 げる。

27 ／／ ／／

11 ．0

（ 2 ．4 ）

ゆ るやか に外反 す るロ縁部 で 口唇

部 に刻 目を施す 。 口綾部 内面に幅

の狭い 1 条の 突帯 を貼付 し、刻 目
を施 す 。

口綾部 は ヨコナデ で仕 上 げる。 ロ綾部 に 2 孔

1 対の 穿孔が
ある。や や頸

の細 い壷 で あ
る。

28 ／J ／／

22 ．2 ゆ るや かに 外反す る 口頸 部で 頸部 口緑部 外面 はタテパ ケの あ とに ヨ 広 口壷 であ る。

（6 ．8） に 8 条のへ ラ描 沈線 を施 す 。 コナデ で仕上 げ 、内面は ヨコパ ケ

のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 頸
部 はナ デで 仕 上げ る。

29 ／／ ／／

18 ．5

（ 3 ．0 ）

なめ らか に外反す る 口綾 部 であ る。

口唇 部に刻 目を施 し、頸部 に 3 条

のへ ラ描 沈線 を施 す。

口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 やや ロの広 い
壷で あ る。

ノ：1 30
1／ ／1

25 ．8 直立 気味 の頸部 に続 く口綾部 は鋭 口綾部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 広 口壷 で ある。

0 5 ・0 ） く外 反す る。口唇 部に刻 目を入れ 、
頸部 に18 条のへ ラ描沈 線 を施 し、

そ の下にへ ラ描 列 占文 をめ ぐらす

コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコパケ

あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 頸部
外面 はナデ で仕上 げ　 内面 は ヨコ

－
Jlヽ 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ ヽ

パ ケのあ とにナ デ－、仕上 げ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

31 第 Ⅴ層 ・＝ヒ苫E

3 1 ．9 ゆ るやかに外反す る口頸部 である。 ロ縁 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ 広 口壷 であ る。

（8 ．2 ） 口唇 部に刻 目を施 す。 頸部 に10条 コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコパ ケ

のへ ラ 許沈鰯　　　　　　 の　 にへ の　 とに ヨ コナ デで　　 げ る　 頸

－

ヽラ状 原体 に よる刻 目を施 す 。 部は ナデ で仕 上 げる。　　 0　ハ

3 2 ／／ ／J

12 ．6 斜行 す る頸 部に 続 く口緑 部 はゆ る 口綾部 は ヨ コナ デで仕上 げ 、頸部

（7 ・6 ） やか に外 反す る。頸部 に 5 条の箆

描沈 線 を施 し、沈線上 にへ ラ状原
体 によ る刻 目を施 す。

はナ デで 仕 上げ る。

3 3 ／／ ／／

7 ．7 ゆ るや か に外反す る 口頸 部 で頸部 口綾部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 細頸 壷 であ る。

（4 ．5 ） に 6 条のへ ラ描 沈線 を施 す。 コナ デで 仕上 げ 、内面 は ヨコパケ

の あ とに ヨ コナ デで仕上 げ る。頸
部は ナデ で仕上 げる。

34 ／／ ／1

1 1．0 なめ らか に外反す る 口縁 部 であ る。 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 口縁 部外 画に

（3 ．3 ） 頸部 を 4 条のへ ラ描洗練 と 1 条の コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコパケ 黒斑 が ある。

貼付 突帯 で飾 る。 のあ とに ヨ コナ デで仕上 げ る。

3 5 ／／ ／1

8 ．7 ゆ るや か に外反す る 口頸 部で あ る。 口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ 、頸部

（5 ．0 ） 頸部 を8条 のへ ラ描 沈線 と2条 の貼

付突帯 で飾 る。

はナテて ・仕上 げ る。

3 6 ／1 1／

10 ．6

（ 5 ．9）

ゆ るや か に外反す る 口頸部 で あ る。

頸部 を9条 のへ ラ描 沈線 と3条 の貼
付突帯 で飾 る。

／／

37 ／／ ／／

9 ．8 口頸部 は ゆるやか に外反 す る。頸 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（5 ．3） 部 を6 条のへ ラ描 沈線 と3 条の 貼付 コナデ で仕 上 げ、 内面は ヨ コパ ケ
突帯 で飾 る。 の あ とに ヨコナ デ で仕 上 げ る。 頸

部 はナデ で仕上 げ る。

38 ／／ ／／

12 ．7

（ 7 ．5）

ほぼ直 立す る頸部 に続 く口綾部 は
ゆ るや かに 外反す る。頸部 を 6 条

のへ ラ描 沈線 と 2 条の貼 付突帯 で
飾 る。

／／

39 ／／ ／1

12 ．5 ゆ るや かに 外反す る 口頸 部 であ る。 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ、頸 部

（7 ．2 ） 頸部 を11条 のへ ラ描 沈線 と 3 条の

貼付突 帯で飾 る。

はナデ で仕上 げ る。

40 ／／ ／／

－
ゆ るや かに 外反す る頸部 で ある。 頸 部外面 は タテパ ケで仕上 げ 、内

（7 ．2 ） 頸部 は12条 のへ ラ描 沈線 と 2 条の

貼付突 帯で飾 る。

面 はナデ で仕上 げ る。

4 1 第 Ⅳ層 ／1
（8 ．3 ）

ゆ るや かに 外反す る頸部 には 16 条

のへ ラ描沈線 と4 条の貼 付突帯 が
あ る。 口縁部 内面 に も貼 付突帯 が
あ る。

頸部 はナデ で仕上 げ る。

42 第 Ⅴ層 1／

－
ゆ るや かに 外反す る頸部 に12 条の 頸部 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（7 ．7 ） へ ラ描 沈線 と5 条の貼付 爽帯 かあ

る。

上 げ る。

43 ／／ ／／

－
わずか に斜行す る頸部 は1 1条のへ ‘頸 部外面 は タテパ ケのあ とにナ デ 焼成 は良好 で・

（8 ．4 ） ラ描 沈線 と 3 条の貼 付突帯 で飾 る。 で仕 上 げ、内面 は ヨコパ ケの あ と ある。 頸部 外
面の貼 付突帯
には 2 枚 貝の
頂部 で項り昌を
施 す。

頸 部下端 のへ ラ描沈 線文帯 に棒状

浮文 を貼 付す る。

にナデ で仕 上 げ る。

44 1／ ／1

18 ．8

（ 4 ．0 ）

鋭 く外 反す る口綾部 で ある。 口綾

部 外面 に 2 条 の微隆 起帯 があ る。
口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 薄手 の壷 で あ

る。

45 ！／ ／／

23 ．0

（ 6 ．8 ）

か な り発達 しセ ロ綾 部は 鋭 く外反
す る。 口綾部 外面 には 1 条の微 隆
起 帯が ある。

JJ ／／
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挿図 番号 層　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

46 第 Ⅴ層 一士冨E

18 ．7

（4 ．6 ）

ゆ るや かに 外反す る 口縁 部で あ る。

ロ緑部 外面 に 1 条の微 隆起帯 があ
る。

口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 薄手 の壷 で あ

る。

47 ／／ ／／

19 ．4

（4 ．8 ）

ゆ るや か に外反す る ロ縁部 には 2

条の微 隆起帯 が ある。
／／ ／／

48 ／／ ／／

12 ．0 くの字 状 にゆ る く外反 す る口縁部 口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ 、上 胴 短頸壷 か ？

（6 ．0 ） に続 く胴部 はやや 張 り出す。 部 はナ デで仕 上 げる。

49 第 Ⅳ層 ／／
（4 ．5 ）

9 ．4

平底 の底部 でやや 胴が 張 り出す。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕
上げ 、内面 はナ デで仕上 げ る。

50 第 Ⅴ層 ／／

－
平 底の底 部 で中央部 がやや くぼ ん 外面 は タテパ ケのあ とに縦方 向の

（5 ．4 ）

9 ．6

でい る。胴部 はやや 張 り出す。 へ ラ磨 きで仕上 げる。 内面 は横方

向の ナデ で仕上 げる。

5 1 第Ⅳ層 ／／

－
平底 の底部 で器 壁は厚 く、胴部 も 器表 面が磨 耗 し、調整 は不 明や あ ‘

（6 ．1）

8 ．2

やや 張 る。 る。

52 第 Ⅴ層 ／／

－ 平底 の底部 で 中央部 がわず かに く 器表 面が剥 落 し、調整 は不 明で あ

（4 ．2 ）

9 ．4

ぼ み、胴部 もや や張 り出す 。 る。

53 ／／ ／／

－
平 底の底 部 で器壁 はや や厚 く、胴 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（5 ．1）

7 ．5

部 もやや 張 る。 上 げ、 内面は ナデで仕 上 げる。

54 第Ⅳ層 ／／
（6 ．1 ）

10 ．1

平 底の底 部 で器壁 は非常 に厚 い。

胴 もやや 張 り出す 。
／／

55 ／／ ／／
（4 ．4 ）

10 ．3

平 底 の底部 であ る。 両 面共 にナデで 仕上 げ る。

56 第 Ⅴ層 ／／
（4 ．8 ）

8 ．8

／／
外面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

57 ／／ ／／
（4 ．1 ）

11 ．1

平底 の底融 で中央 部は わずか に く

ぼみ 、胴 も強 く張 り出す 。
〃

58 ／1 ／J
（ 6 ．0 ）

8 ．7

平底 の底部 でやや 胴が 張 る。 外面 はタテパ ケの あ とに縦方 向の

へ ラ磨 きで仕 上げ 、内面 は タテパ
ケの あ とにナ チで ・仕 上 げる。

下 胴部 外面 に
黒斑が あ る。

59 第 Ⅳ層 ／！

－ 平底 の底部 で器壁 は非常 に厚 い。 外面 はタテパ ケの あ とに右下が り

（7 ．3 ）

9 ．5

胴はや や張 る。 方 向 のへ ラ磨 きで仕 上 げる。 内面

はナデ で仕上 げ る。

60 第 Ⅴ層 ／／

－
平底 の底部 で器壁 はか な り厚 い。 外面 はタテパ ケの あ とにナデ で仕

（6 ．7 ）

8 ．1

胴 もや や張 る。 上 げ 、内面 は ヨコパ ケ のあ とにナ

チで ・仕 上げ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

6 1 第 Ⅳ層 －∃＝・苫E

－ 平底 の底部 で器 壁はか な り厚 く 器表 面の剥 落が 著 し く　 調整 は

（4 ．9 ）

8 ．4

ヽ胴 はや や 張 る。 ヽ不明 であ る。

62 第 Ⅴ層 ／／
（4 ．8 ）

11 ．3

平底 の底部 でやや 胴が 張 る。 外面 は タテパ ケのあ とにナデで
仕上 げ、 内面は ナデで仕 上 げる。

下胴 部外 面に
輪積 み成 形痕

が あ る。 また
胴部 に黒斑 も
あ る。

63 第 Ⅳ層 ／／
（6 ．1 ）

10 ．0

平底 の底部 で 中央 部が わずか に く

ぼみ 、器壁 も厚 い。胴 もやや 張 る。
／／

64 第 Ⅴ層 ／！
（7 ．8 ）

8 ．8

平底 の底部 で 中央部がや や くぼ み 、

胴部 も張 り出す 。
／／

65 第 Ⅳ層 11

－ 平底 の底部 で中央 部が わずか に く 外面は タテパ ケ のあ とにナデ で

（9 ．0 ）

7 ．3

ぼむ。 胴 もや や張 り出す 。 仕 上げ 、内面 は器 表面が剥 落 し、

調 整は不 明 であ る。

66 ／／ ／／
（6 ．3 ）

1 1．3

平底 の底部 でか な り胴が 張 る。 器 表面が 磨耗 し、調 整 は不明 で
ある。

67 第 Ⅴ層 ／！

－ 平底 の底部 で器壁 は非常 に厚 い 外面は タテパ ケの あ とに ナチで・

（6 ．1 ）

15 ．5

0
胴部 も非常 に強 く張 り出す。 仕上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

68 ／！ ／／

－ 平 底の 底部 で器壁 はか な り厚 く 外面は タテパ ケの あ とに ナデで 下胴部 外面 に
（6 ．9 ）

8 ．7

ヽ胴 もやや 張 る。 仕上 げ 、内面 はへ ラ磨 きで仕上
げる。

小 さな黒斑 が
あ る。

69 ／／ ／／
（8 ．1）

9 ．9

平 底の 底部 で胴部 はやや 張 り出す。 外面は タテパ ケの あ とにナデ で
仕 上げ 、内面 は右下 が り方向 の

パ ケ調整 の あ とに ナテで・仕上 げ
る。

下胴部 外面 に
黒斑 があ る。

70 ／／ ／／
（13 ．5）

11 ．1

平 底の 底部 で胴はや や張 る。 外面は 入念 なへ ラ磨 きで仕 上 げ、
内面は ナデ で仕上 げる。

下胴部 外面 に

大 きな黒斑 が
あ る。

71 第 Ⅳ層 喪

27 ．8 如 意形 にゆ るやか に外反 す る口緑 ロ緑部 外面 は タテパ ケの あ とに

（5 ．0 ） 部 で ある。 ヨコナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコ
ナ チて ・仕 上げ る。

72 ／！ 1／

18 ．8 如 意形 にゆ るや か に外反す る 口緑 器表 面の剥 落が 著 し く　 調 整は

（5 ．5 ） 部 で胴 の張 りは弱 い。 ヽ不 明で ある。

73 第 Ⅴ層 ／！

21 ．3

（ 4 ．5 ）

如 意形 にゆ る く外 反す る口綾部 で
ある。

口緑部 は ヨコナデ で仕上 げる。

7 4 ／／ 1／

22 ．0

（ 3 ．7 ）

如 意形 になめ らか に外反す る口縁
部 であ る。

／／

7 5 ／／ ／／

25 ．7 如 意形 にかな り鋭 く外反す る口縁 口縁部外面 は タテパ ケの あ とに ロ緑部 外面 に
（2 ．4 ） 部 であ る。 ヨコナデ で仕上 げ、 内面は ヨコ

パ ケのあ とに ヨ コナデ で仕上 げ
る。

煤 伏炭化 物が
付 着す る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種 ’

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　 ・法 備　　 考

76 第Ⅳ層 無

2 5 ．．6

（4 ．0 ）

如意形 にゆ るやか に外 反す る口緑

部で ある。

口線部 は ヨコナデ で仕上 げ る。

77 ／／ ！／

20 ．5 如意 形にか な り鋭 く外 反す る口緑 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに 冒、

（4 ．8 ） 部で 口唇部 に刻 目 を　 し、上 胴部 コナ デで 仕上 げ 、内面 は ヨコナナ
に 6 条のへ ラ描沈 線が あ る。 で仕上 げ る。上胴部 は ナデで仕 上

げ る。

78 1／ ／／

26 ．7 如意 形に ゆる く外反す る 口綾 部で 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヲ、

（5 ．0 ） あ る。 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。

79 ／1 ／／

19 ．7 如意 形に ゆ る く外反す る口綾部 で 口綾 部外面 は タテパ ケのあ とに ヲ、

（10 ．0 ） 胴の 張 りは弱い。 口唇吾 に刻 目を コナ デで 土　 げ、　　 は ヨコナナ
施す 。 口径 ＞胴部 貴大径 で仕 上げ る。上 胴部 外面は タテパ

ケ のあ とにナデ で仕上 げ、 内面 は
ナ デで ある。

8 0 ／／ ／／

27 ．4 如 意形 にゆ るや か に外反す るロ緑 口緑 部は ヨコナ デで仕 上げ 、頸部

（6 ．9 ） 部 であ る。上 胴部に12条グン＼ラ描沈
線 を施 し、 その下 に刺突文 をめ 〈’：

らす。

は ナデで 仕 上 げる。

8 1 1／ ／／

21 ．0 如 意形 にゆ る く外 反す る口綾部 で 口緑部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ

（4 ．1 ） 上 胴部 に 2 条のへ ラ描 沈線が あ る。 コナデで ・仕 上 げ、 内面は ヨ コパ ケ

のあ とに ヨコナチで 仕 上 げる。

82 ／1 ／／

18 ．3 ゆ る く外反す る 口綾部 で、 6 条の 器 表面が 磨耗 し、調 整は不 明 であ や や広 口の壷

（4 ．3 ） へ ラ描 沈線 があ る。 る。 か もしれな い。

83 ！／ 1／

15 ．7 如意形 に外 反す る口緑部 に続 く上 口緑部 外面 は タテパ ケの あ とに ヲ、

（6 ．0 ） 胴はや や張 り出す 。上胴 部 に 3 条 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコナ ナ
のへ ラ描 洗練 を施す。 であ る。上胴 部 はナデ で仕 上 げる。

84 第Ⅴ層 ／／

19 ．5 ゆ る く外 反す るロ緑部 で上胴 部に 口綾部 外面 は タテパケ のあ とに 冒、

（4 ．3 ） 3 条 のへ ラ描 沈線 を施す 。 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

であ る。

85 ／／ ／／

15 ．2 如意 形に ゆ る く外反す る ロ綾部 で 器表面 が磨 耗 し、調整 は不明 であ 小型 の聾か ？

（6 ．4 ） 上胴部 に 6 条の へラ描沈線を施す。

壷 のロ頸部 か も しれ ない。

る。

8 6 第Ⅳ層 ／／

18 ．8 如意 形に かな り鋭 く外反す る 口緑 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヲ、

（11 ．2） 部 で胴の 張 りは弱い 。上胴部 に 5 コナ デで仕 上 げ、内面 は ヨコナデ
のへ ラ描ラ窮　　　　 口径 ≒胴苦 で　 る　　　 司書　　 は タテパ ケの

－

0最 大径 0あ と にナ デで仕 上げ 、内面 はナデ

で ある。

87 ／／ ／／

27 ．0 如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 に 口綾 部は ヨ コナ デで仕 上げ る。上 やや 大型 の喪

（24 ．3）

29 ．9

続 く胴部 はやや 張 り　 。　 胴部 胴部　　 は タテパケ の　 とにナデ で あ る。 胴部
に 6 条 のへ ラ描沈線を施す。 口径 ＜

胴 部最大 径

で仕 上げ 、内面 はナデ で ある。 外 面に黒斑 が
ある。

88 第 Ⅴ層 ／／

29 ．0 如 意形 にゆ る く外反 す る口緑部 で 口綾 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ やや 大型 の無

（3 ．9 ） 上 胴部 に 2 条 のへ ラ描 沈線が あ る。 コナデ で仕 上 げ、内面 は ヨコナ デ

で ある。

であ る。

89 第 Ⅳ層 ／／

16 ．9

（ 3 ．5 ）

くの字状 にやや 鋭 く外反す る口綾

部 で ある。 口唇部 に刻 目を施 し、
上 胴部 に 3 条のへ ラ描 沈線 があ る。

口綾 部 は ヲコナデで仕 上 げる。

90 第 Ⅴ層 ／／

16 ．1 如 意形 にゆ るやか に外厚 す る口縁 器 表面が磨 耗 し、調 整は不 明で あ

（5 ．4 ） 部 で 口唇部 に刻 目を施す 。上胴 部

に 9 条のへ ラ描沈 線 を施 す。

る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

9 1 第 Ⅴ層 塑

23 ．8 如意 形に ゆるや かに外 反す る口緑 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（3 ．7 ） 部 で上 胴部 に 2 条 のへ ラ描沈 線が コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコナデ
あ る。 口唇部 に刻 目が ある。 で仕上 げ る。

92 ／／ ／／

20 ．6 如 意形 に鋭 く外反 す る口綾部 に続 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（4 ．8 ） く胴部 は張 りが弱 い。 口唇部 に刻 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ
目を施 し、上 胴部 に 6 条 のへ ラ描

沈線が あ る。
であ る。上 胴部 はナデ で仕 上 げる。

93 ／！ ／／

3 0 ．0

（ 3 ．4 ）

好 意形 にやや 鋭 く外反す る 口綾 部

で、 口唇 部 に 1 条 のへ ラ描 沈線 を
施 した あ とに、下端 に刻 目を入 れ

る。

口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 上胴 部 に 3 条

のへ ラ描 沈 線
が あ る。

94 ／／ ／／

22 ．6 如 意形 にゆ る く外反 す る口緑部 で 口綾 部 外面 はタテパ ケの あ とに ヨ

（3 ．6 ） 口唇部上 端 に刻 目を施 す。 上胴部 コナ デ で仕上 げ る。 口綾部 内面 は
に 2 条 のへ ラ描 沈線 があ る。 ヨコナデで 仕上 げ る。

9 5 第 Ⅳ層 ／／

25 ．8 如意 形 にゆ るや かに 外反す る ロ緑 口緑部 は ヨ コナ デ で仕 上 げる。上

（6 ．6） 部 で口唇部 に刻 目を施 し、上 胴部 胴部 外面 は タテパケ のあ とにナ デ
に 2 条のへ ラ描 沈線が あ る。 で仕上 げ 、内面 はナ デで仕 上げ る。

96 第 Ⅴ層 ／／

21 ．4 如意 形にか な り鋭 く外 反す る口縁 口緑部 はパ ケ調整 の あ とに ヨコナ

（3 ．9 ） 部で 口唇部 に刻 目 を施 し、上 胴部

に 6 条のへ ラ描沈 線が あ る。
デで仕 上げ る。

97 1／ ／！

22 ．9 如意 形に ゆるや かに外 反す る口縁 口綾部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（5 ．9 ） 部で 口唇部 に刻 目 を持 ち、上 胴部 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコパケ
に ‘7 条のへ ラ描 沈線が あ る。 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。上

胴 部外面 は タテパ ケの あ とに ナデ
で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

98 ／／ ／／

28 ．6 如 意形 にか な り鋭 く外 反す る口緑 口綾部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ

（9 ．2 ） 部 で胴 の張 りは弱 い。 口唇部下 端

に刻 目を施 し、上 胴部に 5 条 のへ

ラ描沈 線が ある。

コナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コパ ケ
のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 上
胴部 外面 は タテパケ のあ とにナ デ
で仕 上げ 、内面 は ヨコパ ケの あ と
にナデで あ る。

99 ／／ ／／

20 ．0 如 意形 にゆ るやか に外反 す る口緑 口緑部外 面は ヨコナ デで仕 上 げ、

（8 ．0 ） 部 で ある。胴 の張 りは弱 く、 口唇 内面は ヨ コパ ケの あ とに ヨコナデ

部 に刻 目が ある。上 胴部 に 6 条 の で仕 上 げる。上 胴部 外面 は タテハ
へ ラ描沈 線が あ り、その下 に列 点 ケのあ とにナ デで仕 上 げ、内面 は

文 があ る。 ナ デで ある。

100 ！／ 1／

25 ．7 如 意形 にやや 鋭 く外反す る 口綾部 口綾部 は ヨコナ デ で仕上 げ る。上

（9 ．8 ） で胴の張 りは弱い。 口唇部 に刻 目 胴部 外面 は タテパ ケの あ とにナ デ
を施 し、上胴部 に 6 条のへ ラ描 沈 で仕 上 げ、 内面は ヨ コパ ケの あ と
線 を施す 。 に ナデ であ る。

10 1 第 Ⅳ層 ／／

20 ．8 如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 に 口縁 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ 上胴 部に 3 条

（5 ．3） 続 く胴部 はやや 張 り出す。 口唇部 コナデ で仕 上 げ、 内面は ヨコナデ のへ ラ描沈 線
に パケ状 原体 に よる刻 目を施 す。 で仕 上げ る。上 胴部 外面は タテパ

ケ で仕上 げ る。
を施 す。

102 第 Ⅴ層 ／／

23 ．5 如意 形に ゆ るや かに 外反す る 口緑 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 口綾部 外面 に

（4 ．9 ） 部 であ る。上 胴部 に 5 条のへ ラ描 コナ デで 仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ 小 さな黒斑 が
沈線 を施す 。 口唇 部上端 に刻 目を の あ とに ヨコナ デで仕上 げ る。上 あ る。
施す 。 胴部 外面 はタテパ ケの あ とにナデ

で仕上 げ 、内面 はナデ であ る。

103 1／ ／／

29 ．5 如意 形に ゆる く外反す る 口綾部 で 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 口径 は胴部 最

（11 ．1 ） 胴 の張 りは弱 い。 口唇部 に刻 目を
施 し、上胴 部に 10 条 のへ ラ描 沈線

コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。上胴 部外面 はパ ケ調

大径 よ り大 き

い。
を施 す。 整 の あ とに ナデ で仕上 げ、 内面は

ナデ であ る。

104 ／／ ／／

23 ．5 如意 形に ゆるやか に外反 す る口緑 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 上 胴部 に 3 条

（8 ．3 ） 部 で胴 の張 l月ま弱 い。 口唇部 に 1 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコパケ と 2 条のへ ラ
条のへ ラ描 沈線 を施す 。 のあ とに ヨコサ デ で仕上 げ る。上

胴 部外 面は タテパ ケの あ とにナデ

で仕上 げ、 内面 はナデ で仕上 げ る。

描沈 線文帯 が
あ る。

10 5 ／！ ／／

2 2 ．6

（ 3 ．6 ）

如 意形 に鋭 く外反 す る口綾部 であ

る。 口唇部 に 1 条 のへ ラ描沈線 を
施 したあ とに刻 目を入れ る。上 胴

部 に 3 条 のへ ラ描 沈線文 を施す 。

口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　 ’ 法 備　　 考

10 6 第 Ⅴ層 埜

20 ．0

（ 3 ．5 ）

如 意形 にゆ るやか に外反 す る口綾

部 であ る。 口唇 部 に 1 条 のへ ラ描
沈線 を施 した あ とに刻 目を入れ る。

口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 上 胴苦闘こ2 条

のへ ラ描 沈線
が あ る。

107 第Ⅳ層 ／／

21 ．0

（ 2 ．7 ）

逆 L 字 状 口緑の喪 で ある。 口唇部

に刻 目を入れ、上 胴部 には 3 条の

へ ラ描 沈線 が ある。

口綾部 は ヨコナテで ・仕上 げ る。

108 第 Ⅴ層 ／1

－
平底 の底部 で中央 部が わずか に く 外面 は タテパケ で仕上 げ、 内面は 下 胴部 外面 に

（4 ．6 ）

6 ．6

ぼむ 。 ナデ であ る。 大 きな黒斑が
あ る。

109 ／／ ／／
（3 ．7 ）

6 ．7

平底 の底部 で胴 の張 りが弱 い。 外面 は タテパケ の‘あ とにナ デで仕
上げ 、内面 はナ デで ある。

110 ／／ ／！

－
平底 の底部 で 中央部が わず かに く 外面 は器表 面が磨 耗 し、調 整は不 下胴部 外面 に

（6 ．3）

5 ．4

ぼ み、胴 の張 りは弱 い。 明 であ る。内面 は タテパ ケのあ と

にナ デ で仕 上 げる。

火 熟を受 け、

薄赤 く変色 す
る。

11 1 第 Ⅳ層 ／／
（4 ．5）

7 ．0

平底 の底 部で あ る。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

上 げ、 内面はナ デ であ る。

1 12 第Ⅴ層 ／！
（3 ．5 ）

7 ．7

平 底の底 部 で器 壁 はや や薄 い。 両 面共 にナデ 調整 で仕上 げる。

113 ／J ／1

－
平 底 の底部 で中央部 が わずか に く 外面 はタテパ ケの あ とにナデ で仕 底部 外面 に小

（3 ．3 ）

10 ．3

ぼむ。 上 げ 、内面 はナデで 仕上 げ る。 さな黒斑 があ

る。

114 ／／ ／／
（5 ．4 ）

6 ．6

平 底 の底部 で胴の 張 りは弱 い。 外面 は タテパ ケ で仕 上 げ、内面 は

ナチで 、あ る。

115 第Ⅳ層 ／！
（4 ．9 ）

8 ．8

平底 の底部 で ある。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕

上げ る。 内面 は器 表面 が磨耗 し、
調整 は不明 で ある。

116 第 Ⅴ層 ／／
（5 ．3 ）

8 ．7

／／ 外面 は タテパケ のあ とにナデで 仕
上 げ、内面 はナ デで ある。

壷底部 か もし
れ ない。

117 ／／ ／／
（5 ．9）

11 ．1

平底 の底部 で器 壁はや や厚 い。 外面 は粗 い タテパケ で仕上 げ、 内

面 はナデ であ る。
／／

118 第 Ⅳ層 ／／

－
平底 の底部 で 外面が わずか に くぼ 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（5 ．8 ）

7 ．4

ん でい る。 上 げ、 内面はナ デ であ る。

1 19 ／／ ／／
（6 ．7 ）

7 ．3

平 底の底 部 で胴の張 りは弱 い。 器 表 面 が 磨 耗 、 も し くは剥 落 し

て調 整 は不 明 であ る。外面 には タ
テパケが 残 る。

120 第 Ⅴ層 ／／
（6 ．9 ）

6 ．7

平 底の底 部 で器壁 はやや厚 い。 外 面は タテパ ケの あ とにナ デ で仕

上 げ、 内面は ナデ であ る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

12 1 第 Ⅴ層 襲
（8 ．6）

8 ．5

平底 の底 部で あ る。 外 面は タテパ ケの あ とにナ デで仕
上 げ る。内面は器 表面が磨 耗 し、調

整 は不明 であ る。

122 ／／ ／／
（8 ．7 ）

6 ．8

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 両面 共に ナデ で仕 上 げる。

123 ／／ ／／
（7 ．2 ）

9 ．0

平 底 の底部 であ る。 外面 は タテパケ のあ とにナ デで仕
上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

12 4 ／／ ／／

－ 平 底 の底部 で中央部 はやや くぼみ 外面 はタテパ ケの あ とにナデ で仕

（8 ．8 ）

7 ．1

ヽや や胴 が張 って いる。 上 げ る。内面 は器表 面が磨 耗 し、

調 整 は不 明 であ る。

125 ！／ ／／
（5 ．0 ）

7 ．6

平 底の底 部 であ る。

l

外 面は粗 い タテパ ケのあ とにナ デ

で仕 上 げる。 内面 はナデ で仕上 げ

る。

126 ／／ ！／
（10 ．2）

9 ．4

平底 の底 部でや や胴が 張 る。 両面 共に ナデ で仕上 げ る。 下胴 部外面 に

黒斑 が ある。

127 第 Ⅳ層 ／／
（8 ．6 ）

8 ．9

平底 の底 部 で ある。 ／／ ／／

128 ！／ ／／
（13 ．1）

7 ．9

平底 の底部 で器 壁はやや 厚 い。 両面共 に縦 方向 のへ ラ削 りで仕上

げ る。
壷底部 か も し
れな い。胴部
内面 に黒斑 が

あ る。

129 ！／ ／／

13 ．7 如意 形に ゆる く外反す る 口綾部 で 器表面 が磨 耗 もし くは剥 落 し、調 小型 の婆 であ

（4 ．5 ） 胴部が やや 張 る。 上胴部 に 1 条の

へ ラ描沈 線が ある。

整は不 明 であ る。 る。．．

13 0 ／／ ／／

12 ．5 如 意形 にゆ る く外反す る口緑部 で 器 表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ ／／
（5 ．3 ） 胴 の張 りが弱 い。上 胴部 に 3 条の

へ ラ描 沈線 を施す 。

る。

13 1 ／／ 蓋
（6 ．6 ）

6 ．1

傘 形の 蓋で頂部 が くぼん でい る。 器 表面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ ’

る。外面 に縦方 向 のパケ メ痕が 残
る。

132 第Ⅴ層 ／／

－
傘 形の蓋 で ある。 器 表面が剥 落 し　 調 整は不 明 であ

（5 ．5）

7 ．0

器 壁はか な り厚 い。 ヽる。

133 第 Ⅳ層 ／1

15 ．4

7 ．9

年・5

傘 形の蓋 で頂部 はか な り くぼむ 。

器壁 は薄 く、小 型の蓋 で ある。
／／

134 第 Ⅴ層 一土宣E
（5 ．7 ）

5 ．4

平底 の小 さな底部 で 中央部が わず
か に くぼむ 。胴 の張 りも弱 い。

両面共 にナ デで仕 上 げる。 ／ト型 の壷底 苦β
で・あ る。月同書β
に数 条の箆 ‡苗
沈線 を施 し、
その下 に楕 円
形の 葬り突文 を
施す 。

135 第Ⅳ層 ／／

15 ．3 か な り鋭 く外反す る ロ緑 部 で口唇 口綾部 外面 は ヨコナデ で仕上 げ、 口唇部 に粘土

（3 ．0 ） 部 を拡 張 して 3 条 の凹線 文 を施 す。 内面 は ヨコパ ケの あ とに ヨコナデ 帯 を貼 付 して
凹線文 の上 に刻 目 を施 す。 で仕上 げ る。 拡 張す る。
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挿 図番号 層　　 位 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1台6 第 Ⅳ層 ・＝ヒ雲E

22 ．6

（ 2 ．4）

鋭 く外反す る口綾部 で 口唇部 に 3
条 の凹線文 を施 す。跳 び上 が り口

縁 であ る。

ロ縁部 は ヨ コナ デで仕 上 げる。 焼成 は悪 い。

137 ／／ ／／

15 ．8 直 立す る頸部 に続 く口緑部 はゆ る 口緑 部 は ヨコナ デ で仕 上 げる。上 口唇 部 を縁 取

（8 ．8）
く　 反　 る　 頸部 下端 に 3　 のへ 胴部　　 はナ デで、土上 げ 、　　 は r）して肥厚 さ

0ラ描 沈線 を施 し、上 胴部 に も 1 条

のへ ラ描 沈線が あ る。

縦 方向 のへ ラ削 りで仕上 げる。 せ る。

138 ／／ ／1

17 ．0 直 立す る頸部 に続 くロ緑 部は短 い ロ縁部 外画 は タテパ ケの あ とに ヨ

（6 ．6 ） が 、鋭 く　 反　 る。 口唇 部に 1 条 コナデ で 土　 げ 、　　 は ヨコパ ケ
の偽 凹線文が あ る。 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 頸

部 外面 はナデ で仕上 げ 、内面 は ヨ

コパ ケのあ とにナ デ。

139 ／／ ／1

16 ．6 くの字 状に屈 折す る頸部 に続 くロ 口綾部 は ヨ．コパ ケの あとに ヨコナ ー聾 か も しれ な

（5 ．9 ） 綾 部 は鋭 く外反す る。 口唇部 に 1

条の偽 凹線文 が ある。

デで仕 上げ る。 い。

140 ／／ ／／

10 ．5

（ 4 ．7 ）

ゆ る く外反 す るロ縁部 であ る。 器表面 が剥 落 し、調整 は不明 で あ

る。

細頸壷 か ？

141 ／／ ／／

11 ．8

（ 2 ．7 ）

鋭 く外反す る口緑部 であ る。 口綾 部は ヨ コナ デで仕 上げ る。 やや 細頸 の壷

か ？

142 ／／ 蛮

12 ．8

22 ．6

19 ．6

5 ．8

くの字状 に鋭 く外反 す る口緑部 で

ある。 口唇部 に 3 条の凹線 文 を施
す 。跳 び上が り口緑 であ る。

／J

14 3 ／／ ／／

16 ．1

（ 1 ．7 ）

／／ ／J

14 4 ／／ ／1

11 ．2 くの字 状 に鋭 く外反す る 口綾 部に 口綾部 は ヨ コナ デで仕上 げ る。胴 上 胴部 内面 は

26 ．5

18 ．4

5 ．4

無果実 型の 胴部 が続 く。 部外面 はナ デで仕 上げ 、内面 はへ

ラ削 りで ある。

横 方向 の、下

胴部 内面は縦
方向 のへ ラ削

りで仕 上げ る。

145 ／J ・／／

24 ．5 くの字状 にか な り鋭 く外反 す る口 ロ綾 部外面 は タテパ ケのあ とに ヨ。 やや大 型の要

！
（10 ．2）

綾部 に続 く胴部 はやや 張 り出す 。 コナ 丁で仕 上 げ、内面 は ヨコナ丁
で仕 上げ る。上 胴部 外面は粗 い タ
テパ ケの あ とにナデ で仕上 げ、 内
面 は右下 が り方 向のパ ケ調 整の あ
とにナテ㌔

で ある。 口縁
部は わずか に
跳び上 が り口

緑 で ある。

146 ／／ ／／

24 ．5

（ 3 ．9）

くの字状 に外 反す る口縁部 で ある。 口綾 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

コナチで、仕 上 げ、 内面 は ヨ コパ ケ
の あ とに ヨコナデ で仕 上 げる。

147 ／／ ／／

22 ．8 くの字状 に外 反す る 口綾部 に続 く ロ緑 部 外面は右 下が りのパ ケの あ 両面 に指頭 庄

（14 ．0 ）

2 5 ．2

胴 部は 張 りが 弱い。 とに ヨコナデで 仕上 げ、 内面 はヨ

コパ ケ の あとに ヨコナデ で仕上 げ
る。胴部 は両 面共 にパケ調 整 であ

・る。

痕 が残 る。

14 8 ／／ ／／

16 ．3 くの字 状に ゆる く外反す る 口綾 部 ロ綾部 外面 は叩 き調 整の あ とにタ

（4 ．2 ） であ る。 テパケ を施 し、 ヨコナデ で仕上 げ

る。 口綾 部 内面は ヨ コパ ケの あ と

に ヨコナデ で仕上 げ る。

14．9 ／／ 高 杯
（3 ．0 ）

11 ．3

外方 に開 く、高杯 の脚端 部 であ る。 外面 はナデ で仕上 げ、 内面 は横 方

向のへ ラ削 りで仕上 げ る。
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第27表　包含層出土石器観察表

‘挿 図番号 層　　 位 器　 種

最 大長
計測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

150 第 Ⅳ層 石 斧

（ 13 ．1）

6 ．9

4 ．8

75 0 ．0

緑 色 岩

大型 蛤刃石 斧 で基部 を欠損す る。 全面 に擦
痕 が 残 る。

151 1／ ／／

（ 12 ．8 ）

6 ．2

（1 ．3 ）

192 ．0

1／

大型蛤 刃石 斧の割 れ で大半が 欠損す る。

15 2 表採 ／1

（1 1．7 ）

（5 ．7）

3 ．2

383 ．0

斑礪 岩質

緑 色 岩

大 型蛤 刃石斧 で刃部 を欠損す る。表裏 両面

に縦 方向 の擦痕 が残 る。

153 第 Ⅳ層 ！／

（9 ．2 ）

（3 ．3 ）

（2 ．5 ）

80 ．7

／／

大型 蛤刃石 斧 で大半 を欠損 す る。全面 に擦
痕が 残 る。

154 ／／ ！／

（3 ．8 ）

（5 ．2 ）

（1 ．6 ）

4 8 ．9

頁　　 岩

扁平 片刃石 斧の基 部 で あり、それ以 下 の部

分 を欠 損す る。全 面 を入念 に研磨 し、擦痕
が残 る。

155 ／／ ！／

5 ．7

3 ．6

1 ．0

38 ．0

／／

やや 小型 の扁 平片 刃石斧 で 、縁辺部が一部剥
離す るが 完形 で ある。全 面 を入念に研 磨 し、
擦痕 が残 る。

15 6 第Ⅴ層 11

（4 ．2）

（4 ．6）

（8 ．5）

24 ．2

砂 質 片岩

扇平 片刃石 斧 の末製 品で 刃部 を欠損 す る。
表裏 両面 に大 きな剥 離面 を残す 。

157 第 Ⅳ層 1／

12 ．8

5 ．0

2 ．8

391 ．0

斑礪 岩質

緑 色　 岩

環状石 斧 で半分 を欠損 す る。か な り頻繁 に
使用．され 、刃部 の磨滅 が著 しい 。

158 ／1 ／／

（13 ．2 ）

（7 ．2 ）

3 ．6

4 75 ．0

／／

環状石 斧の 末製 品で刃部 をつ く り出 してい

るが 、 さほ ど明瞭 でな い。

159 第 Ⅴ層 ／／

7 ．1

砂　　 岩

細長 い小 型 の両刃石 斧 で完形 であ る。基部 裏面 の中央 部

2 ．0 と刃部 の ご く一 部 が欠損 す る。磨製 で全面 に剥離 面 を残

1 ．2

2 3 ．5

に擦痕 が残 る。刃部 は蛤 刃 を呈 す。 す。

16 0 ／／ ！1

4 ．6

砂 質 片岩

非 常に扁 平 な小 型 の両刃石 斧 であ る。裏面 ほぼ完 形 であ

2 ．6

0 ．6

7 ．3

に大 きな剥 離面 を残 すが 、表面 は入 念に研
磨 し、擦痕 が残 る。 局部磨 製 であ る。

る。

16 1 第Ⅳ層 ／／

（4 ．4 ）

1 ．5

0 ．6

5 ．4

／／

細長 い小型 の両 刃石 斧で あ る。磨 製 で全面
に擦痕 が残 る。

162 第 Ⅴ層 ／／

4 ．5

1 ．9
／／

細長 い小型 の片 刃石斧 であ る。全 面に剥 離
面 を残す。両 面 の先端部 周辺 のみ を研磨 し、

二立

局部 磨製石 斧 ．

で 刃部 と裏 面

0 ．7

7 ．3

刃 郡をつ くり出 して いる。 の先 端部 に擦

痕が 残 る。ほ

ぼ完 形で あ る。

163 第 Ⅳ層 叩石

10 ．6

6 ．2

2 ．6

3 10 ．0

凝灰岩 質

緑 色 岩

表面 は研磨面 で裏 面は剥 離面 であ る。上 下

の両端 部に 明瞭 な高打痕 が残 る。大 型蛤 刃
石 斧 の破損 品 を転 用 した ものか ？

164 ／／ ／／

20 ．3

緑 色 岩

や や線 長 い棒 状 を呈 した叩石 で上下 両端部 大型蛤 刃石 斧

5 ．9

4 ．2

815 ．0

に敲 打痕 ら しき痕 跡が 残る。 の未製 品か も
しれ ない。完
形 で ある。
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挿 図 番号 層　　 位 器　 種

最 大長
計 測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚
重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

165 第Ⅳ層 叩石

10 ．9

砂　　　 岩

楕 円形 を呈 したや や 大 型 の 扁平 叩 石 で 表 周 縁部 には敲

13 ．9 面 は 自然の礫 皮面 を大 き く残す が、裏 面 は

主剥 離面 で ある　 両 面丑 に縁辺 部に小 剥離

打痕 を残 す箇

所 が ある　 完2 ．5

488 ．0

痕 を残す 。　 0　 ハ　 ′　 ロ 0形 。

166 ／／ ／／

11 ．3

11

楕 円 形 の 扁 平 叩 石 で 表面 は礫 皮面 を大 き

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J

周縁部 に敲打
痕 の残 る箇所

7 ．2

1 ．9

17 7 ．0

く残 し、裏面 は王剥 離面 で ある。両 面の縁

辺 部 に小剥離 痕 を残す 。
が あ る。表面
の中央部 に も
敲 打痕 が残 る。
完形。

167 ／1 ／／

9 ．1

6 ．8

1 ．6

110 ．4

／／

／J
周縁部 に敲 打

痕 を残す箇 所

が ある。完 形
で ある。

r 168 ／／ 砥 石

（5 ．2 ）

3 ．3

1 ．1

38 ．7

泥　　　 岩

乳 白色の不 整長方 形 を呈 した小型 の砥石 で

あ る。表裏 両面 と両側 面の 4 面 に研 磨痕 が
残 る。

169 ／／ ／／

13 ．7

粘　 板　 岩

淡黒 灰色 を呈 した細長 い長 方形 の砥 石 で裏 表面 と右側 面

3 ．7

1 ．9

139 ．1

面が 割れ てい る。表面 と右 側面 と上面 の 3

両 に明瞭 な研磨痕 が 残 る。
に擦 痕が 残 る。

裏 面は風 化等

で磨 滅 してい
る。

17 0 ／／ ／／

15 ．2

3 ．4

2 ．8

214 ．0

泥　　　 岩

細長 い隅 丸長方 形 を呈 した砥石 で明乳 白色

を呈 す 。下面 を除 く5 面 に明瞭 な研磨 痕が
ある。

171 71 石包丁

（9 ：3 ）

4 ．1

0 ．8

4 1．2

千　 枚　 岩

横 方向 の細長 い形 態の石 包丁 で中央部 に 2

個 の紐 孔が あ る。 背部 と刃部 は共 に直線状
を呈 し、両 刃で ある。両 面 を入念 に研磨 し

てお り、擦痕 が残 る。

刃部 と背部 に
小 剥離痕 を残
す 。

172 表 採 ／／

12 ．7

砂 質 片 岩

横長 の不整長 方形 を呈 した石 包丁 で全面 を 両 面共 に敲 打
J

4 ．9 入念 に研磨 し、擦 痕が 残 る。背部 と刃部 は

ほぼ 直線状 を呈 し　 片刃で あ る　 中央部 に

したあ とに紐

孔 を うがつ1 ．1

10 5 ．0

／ヴ　　　　　　　　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 0
紐孔 が 2 個 あ る。

0完形 であ る。

173 第 Ⅴ層 ／／

（9 ．5 ）

千　 枚　 岩

背部 と刃部 の一 部が 欠損す る。恐 らく直線 全面 を入 念に

（4 ．0 ）

0 ．8

50 ．1

状 の背部 に外湾 す る刃部の 続 く半 月型 の石
包丁 で ある。 中央部 に 2 個 の紐孔 が ある。

研磨 し、擦痕

が残 る。

174 ／／ ！／

（9 ．6）

5 ．8

0 ．7

43 ．8

／！

両側 辺部 が欠損 す るが、 外湾す る背部 に直
線 状の刃 部の続 く形 態で あ る。 中央部 に 2

個 の紐孔 が あ り片刃 であ る。全面 を入念に
研磨 し、擦痕 が残 る。

17 5 ／／ 1／

（8 ．7 ）

4 ．5

0 ．7

・3 6 ．5

／／

外湾す る背部 に直線 状の 刃部が 続 く三 日月

型 の石 包丁 であ るが、右側 辺部 を欠損 す る。
片刃の石 包丁 で 、全 面 を入念 に研 磨 し、擦

痕 が残 る。

中央部 に 2 個

の紐 孔が あ る。

176 ！／ ／／

13 ．3

／／

半 磨製 の片 刃の石庖 丁 で両 面 に大 きな剥離

　ヽ　　　　　　J

両面共 、背部
に小剥 離．痕 を

4 ．7

1 ．1

79 ．2

面 を残 す。両 側辺部 に紐 かけ の挟 r）があ る。

両 面共 、中央 部 を入念 に研 磨 し、擦痕 が残
る。

t．．・．　　　　　′・
・残す 。背部 と
刃部 はほぼ 直
線二状を呈す る。
完形 。

177 第Ⅳ層 ／／

（6 ．5 ）

4 ．3

0 ．7

27 ．0

砂 質 片 岩

約半分 ほ ど欠損す るが 、刃部 、・背部 共に 直

線状 を呈 した石 包丁で 片刃 であ る。中央部

に 1 個 の紐 孔が残 る。両 面共 にやや 大 きな
剥 敵面 を残 す。

磨 製 の石 包丁

で表面 に擦痕
が残 る。

178 第 Ⅴ層 石 鉄

1 ．6

1 ．7

0 ．3

0 ．3

サ ヌカイ ト

正三角 形状 を呈 した凹基 無茎 式の 打製石鉄

で ある。両 面共 にやや大 きな剥 離面 を残 す。

完形 であ る。
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第28表　遺構出土土器観察表

挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

179 S T 2 士璽E

－
ほ ぼ直立 気味 の頸部 に 5 条 の へ ラ 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（ 6 ．1） 描 沈線 を施 す。 上 げ、 内面はナ デ であ る。

180 ／／ ／／

－ 平底 の底部 で あるが 、中央部 がわ 外面 は タテパ ケのあ とに横 方向 の 下胴部 外面 に

（ 5 ．2 ）

9 ．1

ずか に くぼむ。 へ ラ磨 きで仕上 げ る。 内面 はパ ケ
調 整 のあ とにナ デで仕上 げ る。

ロ
黒斑 があ る。

18 1 ／／ 蛮 ‾

22 ．7 如 意形 に鋭 く外 反す る口綾部 に続 口綾部 は ヨコナデ で 仕上げ、内面は 完形 であ る。

26 ．6

22 ．5

7 ．2

く胴部 は無 果実型 を呈す 。 口径 ≒

胴部貴 大径 、上胴部 に 6 条のへ ラ
描 沈線 を施す 。

パ ケ調 整の あ とに ヨコナ デ で仕 上

げる。 胴部 外面 は タテパ ケ で仕 上
げ、 内面は ナデ で仕 上 げる。

P lO 出土。

18 2 S T 4 ＝土ブヨE

17 ．9

（ 3 ．5 ）

外反す る 口綾 部 である。 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る．。 薄 手の壷 か も
しれ ない。

183 ／／ ／／

28 ．0

（ 6 ．4 ）

大 き く外反す る 口綾部 で ある。 口綾 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

コナ デで仕 上 げ、内面 は ヨ コナ デ
で ある。頸 部 外面は タテパ ケの あ
とに ナデ で仕上 げ、 内面は ナデで
あ る。

広 口壷か ？

床面 出土 。

184 ／1 ／／

10 ．9 わ ずか に斜行 す る頸部 に続 く口緑 口綾部 外面 は－タテパ ケのあ とに ヨ

（ 6 ．7） 部 はゆ るやか に外反す る。 コナ デで ある。 頸部外 面は タテパ

ケの あ とにナデ で仕上 げ、 内面 は
ナデ であ る。

185 ／／ ／／

15 ．1

（ 6 ．7 ）

斜行 す る頸 部 に続 く口綾 部 はゆ る

く外反す る。頸部 に 5 条のへ ラ描
沈線 を施す 。

／／

186 ／1 ／／

15 ．4 やや斜 行す る頸部 に続 く口緑部 は ロ緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（ 7 ．4 ） ゆ るや か に外反 する。頸 部 に 5 条 コナチで 仕上 げ 、内面 は ヨコナデ
のへ ラ描 沈線 を施 す。 であ る。上 胴部 外面は タテパ ケの

あ とにナデ で仕上 げ 、内面 はナデ

であ る。

18 7 ／／ ／1

7 ．9 直立気 味の 頸部 に続 く口綾部 はゆ 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 細頸壷 で ある

（ 6 ．2 ） る く外反す る。頸 部外面 に 12 条の コナデで 仕上 げ 、内面 は ヨコナデ ／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　0頸部 内面に 黒
へ ラ描沈 線 を施 す。 で仕上 げ る。 頸部 外面 は タテパケ

のあ とにナデ で仕上 げ 、内面 はナ
デ であ る。

斑 が ある。

188 ／／ 1／

10 ．6 ほぼ直 立す る頸部 に続 く口緑部 は 口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 胴 床 面出土 。

（18 ．2 ）

16 ．1

5 ．9

ゆるや かに 外反 し、短 い。胴部 は 部 外面 はパ ケ調 整 のあ とにナデ で
や や いびつ で球 形 に近 い形 を呈 す。 仕上 げ 、内面 はナ デであ る。

189 11 ／1

9 ．0

（ 3 ．4 ）

直 立気味 の頸部 に続 く口綾 部は ゆ

るや か に外反 す る。 頸部 に 4 条 の

へ ラ描 沈線 を施 す 。

口綾 部は ヨコナ デ で仕 上 げも。 細 頸壷 であ る。

口唇部 は綾取
りを してい る。
床 面出土 。

190 ／／ ／／

11 ．6 直 立す る頸部 に続 く口綾部 は鋭 く 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ 細 頸壷か ？
（ 3 ．2） 外 反す る。頸部 に 1 条の へ ラ描 沈

線 があ る∩
る。

191 11 ／！

－
斜行 す る頸 部 に 5 条 のへ ラ描沈線 外面 はナデ で仕上 げ　 内面 は ヨコ

（ 6 ．0 ） を施す 。 ヽ
パ ケのあ とにナ デで仕 上げ る。

192 ／／ ／1

9 ．0 直立 す る頸 部に続 く口綾 部 はゆ る 口縁部 は ヨコナテで ・仕上 げ る　 頸 細 癖壷 で ある

（ 5 ．7 ） く外 反す る。 口唇 部に 1 条のへ ラ

描沈 線 を施 し、下 端 に刻 目をめ ぐ

○　　　　／ヽ部 外面 は タテパケ のあ とにナデで

仕 上げ 、内面 は ヨコパケ のあ とに

0頸 部 外面に 8
条 のへ ラ描沈

らす 。 ナ チで 、仕 上げ る。 線 があ る。

19 3 ／／ ！／

－
か な り胴の 破 り出 した上 胴部 に 5 上 胴部 外面 はパケ調 整の あ とに横

（12 ．2 ）

30 ．3

条のへ ラ描 沈線 を施す 。 ．ヽ一　′ヽ方 向のへ ラ磨 きで仕 上 げ、内面 は

ナ デで ある。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

194 S T 4 士璽E

－ 張りの弱い上胴部である。頸部に 外面はパケ調整のあとに粗いナデ

（10．8）

23．7

胴部最大径、上胴部に 6 条のへ ラ
2 条のへラ描沈線 を施し、上胴部
に9 条と6 条のへラ描沈線文帯が
ある。

で仕上げ、内面はナデで仕上げる。

195 ／／ 11

－
やや胴の張る上胴部で12条のへラ 上胴部外面はパケ調整のあとにナ

（8．8） 描沈線と1 条の貼付突帯で飾 る。
貼付突帯にはパケ状原体による刻
目がある。

デで仕上げ、内面はナデである。

196 ／／ ／／

－ 直立気味の頸部 を5 条の貼付突帯 頸部外面はタテパケのあとにナデ

（8．8） と16条のへラ描沈線で飾る。 で仕上げ、内面はナデである。

197 ！／ ／／
（6．4）

わずかに外反する頸部 を9 条のへ
ラ描沈線 と3 条の貼付突帯で飾る。

頸部はナチで・仕上げる。

198 1／ ／／

－
ゆるく外反する頸部には13条のへ 頸部外面はタテパケのあ とにナデ 細頸壷である。

（5．9） ラ描沈線 と2 条の貼付突帯がある。 で仕上げ、内面はナデである。 床面出土。

199 ／！ ／／
（9 ．0）

やや斜行する頸部に続 く胴部は張
りが弱い。上胴部に4 条の微隆起
帯がある。

両面共にナデで仕上げる。 薄手の壷であ
る。

200 ／／ ／1

－ 球形を呈す上胴部で・至頸部から上胴 上 胴部外面は細いパケ調整のあと 細頸壷の胴部

（10．8）

19．7

部に 5 条以上のへラ草苗沈線を施 し、
その上に棒状浮文 を貼付する。上
胴部に9 条 1 単位のへラ描沈線を
施し、その上に円形浮文 をめ ぐら
す。

にナデで仕上げ、内面はナデで仕
上げる。

である。上胴
部内面に輪積
み成形痕が残
る。

201 1／ ／／

－ やや小型の壷で胴の張 りも弱い。 上胴部外面はタテパケのあ とに丁 細頸壷か ？

（4．6） 上胴部にへラ描沈線文帯をつくり、 寧なナデで仕上げ、内面はナデで
その間に双線の山形文を配す。 仕上げる。

202 ／／ ／／
（3．6）

9．2

平底の底部である。 器表面が磨耗し、調整は不明であ
る。

203 1／ ／1

－ 平底の底部で中央部がわずかに く 外面は器表面が磨耗 もしくは剥落

（2．1）

9．2

ぼんでいる。 し、調整は不明である。内面はナ
デで仕上げる。

204 ／！ ／／
（5．4）

7．6

平底の底部でやや胴が張る。 外面はやや器表面が磨耗するが、

パケ調整のあとにナデで仕上げ、
内面はナチで仕上げる。

205 ／／ 1／

－ 平底の底部で中央部がやや くぼん 外面はナデで仕上げ、内面はタテ

（5．5）

6．7

でいる。 パケのあとにナデで仕上げる。

206 ／／ ／／
（4．5）

9．7

平底の底部で器壁は非常に厚い。 外面はタテパケのあとにナデで仕
上げ、内面はナデで仕上げる。

底部外面に煤
状炭化物が付
着する。

207 ／／ ／／

－ 平底の底部で中央部はやや くぼん 器表面が磨耗 もしくは剥落し、調 下胴部外面に

（8．7）

7．7

でいる。胴はやや張り出す。 整は不明である。 大 きな黒斑が
ある。

208 11 ／1

－
平底の底部で中央部がやや くぼん 外面はタテパケのあとにナデで仕

（2．8）

9．7

でいる。 上げ、内面はナデである。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備 ・ 考

209 S T 4 士雲E

－
平底 の底 部 で中央部 はやや くぼ ん 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（3 ．9 ）

10 ．5

で い る。 胴はや や張 り出す 。 上 げ、 内面はナ デで ある。

2 10 ／／ ／／
（4 ．6 ）

7 ．0

／／ 外面 はナデ で仕上 げ 、内面 はパケ

調 整 のあ とにナ デで仕上 げ る。

21 1 ／／ ／／
（5 ．0 ）

10 ．7

平 底の 底部 で胴がや や張 り出す 。 外面 は タテパ ケの あ とに ナデ で仕
上 げ、 内面はナ デ で仕 上 げる。．

焼成は良 好 で

ある。

212 ／／ ／／
（5 ．6 ）

5 ．0

平 底の底 部 でや や胴 が張 る。 外面 はタテパ ケ のあ とにナデ を施

し、へ ラ磨 き を加 え る。内面 はナ
デ調整 であ る。

下 胴部 内外面

に かな り大 き
な 黒斑が あ る。

213 ／／ ／／

－ 平底 の底部 で 中央部がや や くぼみ 外面 はタテパ ケの あ とに ナデ で仕

（5 ．8 ）

10 ．0

胴が 張 り出す。　　　　　 ’ 上 げ 、内面 はナデ であ る。

2 14 ／／ ／／

－ 平底 の底部 で中央 部が わずか に く 外面は パケ調 整の あ とにナデ で仕 底 部 外面に 里
（4 ．9 ）

10 ．5

ぼみ 、器壁 は厚 い。やや 胴が 張 る。 上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。 －　ロ
斑 が ある。

2 15 ／／ ／／
（4 ．9 ）

7 ．6

平 底 の底部 で胴が かな り張 り出す。 外面 は タテパ ケの あ とにへ ラ磨 き

で仕 上 げる。 内面 はパケ調 整の あ
とにナデ で仕上 げ る。

下 胴部 外面 に

か な り大 きな
黒斑 が ある。
床 面出土 。

216 ／／ ／／
（5 ．7）

8 ．6

平 底の底 部 で胴がか な り張 り出す 。 外面 は タテパ ケの あ とに横 方向 の

へ ラ磨 きで仕上 げ る。内面 は ヨコ

パ ケの あ とにナ デ で仕 上 げる。

217 ／／ ／／

－
平底 の底部 で器 壁は厚 い　 胴部 は 外面 は タテパ ケの あ とに粗 いへ ラ

（9 ．5 ）

10 ．8

○か な l）張 l）出す 。 磨 き を加 え、 内面は ナデ で仕 上 げ

る。

2 18 ／／ ／／
（9 ．6 ）

9 ．6

平底 の底部 でやや 胴が 張 る。 外面 は タテパケ のあ とに粗 いナデ

で仕上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。
底 部 外面 に黒
斑 が ある。

2 19 ／／ ！／
（11 ．3 ）

6 ．5

〃 外面は器 表面 が磨耗 し、調 整 は不

明 であ る。 内面はナ デ調 整で仕 上
げ る。

下 胴部 外面 に
大 きな黒斑が
ある。

220 ／／ 1／

－ 平 底の底 部 で器壁 は厚 い。 胴の 張 外面 は タテパ ケの あ とに横 方向 の 下胴 部外 面に

（8 ．0）

6 ．1

リは弱 い。 へ ラ磨 きを加 える。 内面 はナデ調
整 で仕上 げ る。

黒斑 が ある。

221 ／／ ！／
（7 ．1）

8 ．0

わず か に上 げ底 の底部 で ある。 外面 は タテパ ケのあ とに丁寧 なナ
デで仕 上 げ、内面 はナ デで仕 上げ

る。

床面 出土。

2 22 ／／ ／／

－
平底 の底部 で 中央部がや や くぼん 外面 は タテパ ケ で仕上 げ　 内面は ／J

（21 ．0 ）

10 ．2

でい る。底 部に 焼成後 の穿孔 があ
る。や や胴 が張 る。

ヽナデ で仕 上 げ る。

22 3 ／1 ／／
（2 ．3 ）

6 ．9

平 底の 底部 であ るが、わずかに くぼ
む。

外面は タテパ ケの あ とにナデ で仕

上 げ、 内面 はナデ であ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

224 S T 4 士璽E
（2 ．2 ）

7 ．2

平底 の底部 であ る。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕

上げ 、内面 はナ デで仕 上 げる。

嚢 底部 か もし

れな い。

225 ／／ ／／
（2 ．7 ）

8 ．0

平底 の底部 で 中央部がや や くぼむ 。 ／／

226 ／！ ／／
（3 ．0 ）

6 ．5

平底 の底 部で器 壁 はや や厚 い。 ／／ 蛮底部 か も し
れ ない。底部
外面 に黒斑 が

あ る。

2 27 ／／ ／／
（2 ．8 ）

8 ．5

平 底の底 部 であ る。 外面 は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

上 げ、 内面は器 表面 が磨耗 し、調
整 は不 明で ある。

228 ／／ ／1

－
平 底 の底部 でやや 胴が張 る。器 壁 外面は タテパ ケの あ とにナデ仕 上

（2 ．6 ）

6 ．6

もか な り厚 い。 げ、 内面はナ デで仕 上 げる。

229 ／1 ／／
（5 ．9 ）

7 ．0

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 外面 は タテ パケ のあ とにナデ で仕

上 げ 、内面 は器表 面が磨 耗 し、調
整は不 明 であ る。

床 面出土 。

230 ／／ 1／
（4 ．8）

7 ．7

／／ 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで仕

上 げ、内面 はナ デで仕 上げ る。

喪 底部 か も し

れ ない。

2 31 ／／ ／／
（4 ．8 ）

7 ．8

平底 の底 部 で胴の張 りは 強い。 両 面共 にパケ調 整の あ とにナデ で
仕 上げ る。

232 ／／ ／！
（3 ．7 ）

9 ．7

平 底 の底部 で器壁 は厚 い。 両 面共 にナデ で仕 上げ る。

233 ／／ ／1
（5 ．1）

7 ．9

平底 の底部 で胴 がやや 張 る。 外面 は タテパケ のあ とにナデ で仕

上げ る。

床 面 出土。

234 ／！ ！／

－
平底 の底部 で 中央部 がやや くぼむ 。 外面 は タテパ ケのあ とに粗 いナデ

（5 ．2）

7 ．6

胴 はやや 張 る。 で仕上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

23 5 ／／ ／1

－
平 底の底 部で器 壁 は厚 い。 胴の張 外面 は タテパ ケの あ とに粗 いナデ

（6 ．7 ）

6 ．7

r）は弱 い。 で仕 上げ 、内 面 は器表 面が磨 耗 し、

調 整は不 明で ある。

236 ／1 11
（ 6 ．6 ）

6 ．6

平 底の底 部 でや や胴 が張 る。 器 表面が磨 耗 し、調 整は不 明で あ

るが、外 面にパ ケ メ痕 が残 る。

焼成 は不良 で

あ る。

237 ／／ ／／
（9 ．0 ）

7 ．5

平底 の底部 で胴の 張 りは弱い 。 器 表面が 磨耗 し、調 整は不 明 であ

る。

23 8 ／／ ／1

－
平底 の底部 で 中央 部が わずか に く 外面 はタテパ ケ のあ とにナデ で仕

（6 ．2）

6 ．8

ぼむ 。胴部 はやや 張 り出す。 ．上 げ 、内面 はナデ であ る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

239 S ．T 4 士璽E

－ 平底 の底部 で あるが 中央部 がやや 外面 は タテパ ケのあ とに粗 いナデ

（7 ．7 ）

7 ．0

くぼん でい る。 で仕上 げ 、内面 はナ デ であ る。

240 ／／ ／／

－
平底 の底部 で 中央部が わずか に く 外面 は タテパケ のあ とにナデ で仕

（6 ．2 ）

8 ．6

ぼみ 、器壁 も厚 い。やや 胴が 張 る。 上 げ 、内面 はナ デで ある。

24 1 ／／ ／／
（6 ．1 ）

8 ．3

平底 の底部 であ る。 Jl

24 2 ／／ ！／

－
平 底の 底部 で器壁 は厚 いが胴 の張 外面はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕

（7 ．8 ）

7 ．4

りは弱 い。 上 げ、 内面は ナデ であ る。

24 3 ／／ ／／

－
平 底の底 部 に続 く胴 部はか な り張 外 面は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（2 ．8 ）

7 ．8

り出す 。 上 げ、 内面はナ デ で仕 上 げる。

244 ／／ ／／
（6 ．4 ）

8 ．0

平底 の底部 で器 壁はか な り厚 い。 ／／

245 ／1 ／／

－ 平底 の底部 で 中央部が わずか に く 外面 は タテパケ のあ とに粗 いナデ 底部 外面 に粗

（7 ．8 ）

8 ．3

ぼ んでい る。 で仕上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。 痕 が 残 る。下

胴部 内面に 黒
斑 が ある。

246 ／／ ！／

－
平底 の底部 でやや くぼ み、器 壁は 外面 は器表 面が磨 耗 し　 調整 は不

（9 ．0 ）

11 ．0

やや 厚い。 ヽ明で あるが縦 方 向のパ ケ メ痕 が残

る。 内面 はタテパ ケの あ とにナデ
で仕上 げ る。

247 ／／ ／1

－
平底 の底部 に続 く下胴部 は張 りが 下 胴部 外面 は タテパ ケのあ とにナ 下 胴部 外面 に

（13 ・．0 ）

7 ．0

弱 い。下胴 部に 10 条 のへ ラ描 沈線 ＿

が ある。
デで仕 上げ 、内面 はナ デで ある。 大 きな黒斑が

あ る。

248 ！／ 婆

23 ．3 如 意形 にゆ る く外 反す る口綾部 に 口綾部 外面 は タテパ ケ のあ とに ヨ

（14 ．5 ）

2 1 ．8

続 く胴部 は張 りが 弱い。 口径 は胴 コナデ で仕上 げ、 内面 は ヨコナ デ
部 最大径 よ り大 きい。 で仕上 げる。 胴部 外面は タテパ ケ

の あ とにナデ で仕上 げ 、内面 はナ
デ で仕上 げ る。

24 9 ／／ ／／

16 ．4 如 意形 にゆ るや か に外反す る胴部 口緑 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ やや 小型 の蛮

（2．9 ） はやや 張 り出す。 コナテで’仕上 げ、 内面は ヨ コナ デ
で仕 上 げる。

であ る。

250 ／1 11

22 ．8 如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 で 口緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

（5 ．7） 口唇 部 にへ ラ状 原体 に よる刻 目が コナ デ で仕 上 げ、内 面は ヨ コパ ケ
ある。 の あ とに ヨ コナ デで仕 上 げる。

25 1 ！／ ／／

22 ．8 如意 形 にゆ る く外反す る 口綾 部で 口緑部 外面 は タテパ ケの あ とに ヨ

（5 ．6） 上胴 部 に 7 条 のへ ラ描 沈線 を施す 。 コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。頸部 外面 は タテパ ケ ．

の あ とにナ デで仕 上 げ、内面 はナ
デで あ る。

252 ／／ ／／

18 ．9 如意 形に 鋭 く外 反す る口綾部 で胴 口縁部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（4 ．4 ） の張 りは弱 い。上 胴部 に 6 条 のへ コナ デで 仕上 げ 、内面 は ヨコ，パケ
ラ描 沈線 を施 す。 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。

253 ／1 ／／

39 ．0 口綾部 は如 意形 になめ らか に外反 口縁部 内面 に ヨコパケ の痕跡 が残 大型 の聾 であ

（6 ．2 ） す る。上胴 部 に 7 条 のへ ラ描 沈線 る。器 表面 が磨耗 し調整 は不 明で る。
を施 す。 あ る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

254 S T 4 蛮

19 ．4 如 意形 にゆ るやか に外反 す るロ緑 ロ縁部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ 口綾 部外面 に

LU（4 ．5 ） 部 であ る。上 胴部 に 7　 のへ フ描 コナデ で仕上 げ、　　 は ヨ コナ デ ′　状 灰化　 が
沈線 を施 す。 であ る。上胴部 外面 は タテパ ケの

あ とにナ デ で仕 上 げ、内面 はナ デ

であ る。

付着 す る。

255 ／／ ／／

31 ．4 如 意形 にゆ るやか に外反 す るロ緑 外面は器 表面 が磨耗 し、調 整 は不

（10 ．8 ） 部 に続 く胴部 は張 りが弱 い。上 胴

部に 8 条のへ ラ描 沈線 を施す 。 口
径は 胴部最 大径 よ り大 きい。

明で ある。 内面は ナデで仕 上 げる。

256 ／／ ／1

23 ．9 如意形 に ゆる く外反す る 口綾部 で ロ縁部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 上 胴部 外面に

（16 ．7 ） 肺の　 りはフジい。　 胴吾 に 9　 の コナデ で 土　 げ 、　　 は ヨコパケ か な り　 きな
へ ラ描沈 ′　を　　　 口径 は胴部最 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る　 上 黒斑が あ る。

23 ．1

0
大 径 よ り大 きい。

0
’胴部 外面はパ ケ調 整で仕 上げ 、内
面はナ デ であ る。

床 面 出土 。

257 ／／ 11

26 ．2 如意形 に ゆ るや かに外 反す る 口縁 ロ緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 上 胴部 外面 に

（10 ．9 ） 部 で胴の張 りは弱い。上 胴部　 面 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ きな黒斑が
に 7　 のへ ラ描 沈′　を　　　 口径 であ る　 上 胴部　 面は タテパ ケの あ る。

－

0
は胴部 最大径 よ り大 きい。 0

あ とにナデ で仕上 げ 、内面 はナデ

であ る。

258 ／／ ／／

19 ．0 ， 如意 形に ゆ る く外反す る ロ縁 部 に 口綾部 外面 は タテパケの あ とに ヨ 口唇‾部 に もへ

（7 ．7 ）
続 く胴部 は張 りが弱 い。上胴 部 に コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ フニ伏原体 に よ

る刻 目を施す 。
口径 は胴部最
大径 よ り大 き
い。

7 条のへ ラ描沈 線 を施 し、 その下

にへ ラ状 原体 に よる刻 目を施 す。

のあ とに ヨコナチで 、仕上 げ る。上

胴部外 面は タテパ ケの あ とに ナデ

で仕上 げ、 内面 はナデ であ る。

259 ／／ ／／

24 ．2

（ 5 ．6）

如意 形 に鋭 く外反す る 口綾部 に続

く胴 部 は張 りが 弱い 。上胴部 に 3

条 のへ ラ描 沈線 を施す 。 口唇 部 に

へ ラ状原体 に よる刻 目 を施 す。

／／ 口径 は胴部 最
大径 よ り大 き

い。上 胴部 外
面 に小 さな黒
斑が ある。

260 ／／ ／／

19 ．9 如 意形 に鋭 く外反す る 口縁 部 で胴 ロ縁 部外 面は ヨ コナ デで仕上 げ 、 床面 出土。

（12 ．0 ） の張 りは弱い 。口唇部 に刻 目を施 内面 は ヨ コパ ケの あ とに ヨ コナ ナ
し　 上胴部 に1 1 のへ ラ指 沈糸が で 土　 げる。上 胴部　　 は タテハ

－

ぁ も。 ロ ケのあ とにナ デで 仕上 げ 、内面 は
ナ テで ・あ る。

26 1 ／／ ／1

24 ．8 如 意形 に ゆる く外 反す るロ縁部 で、 ロ綾部 外面 はタテパ ケの あ とにヨ、 口径 は胴部最
大径 とほぼ 同
じ。 口唇部 に
へ ラ状 原体 に
よる刻 目が あ
る。

（13 ．・8 ）

25 ．2

上 胴部 に16 条のへ ラ描沈 線 を施 す。

へ ラ描 沈線 間にへ ラ状 原体 によ る
刻 目 と双線 の山形 文 を配 す。

コナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コナ デ

であ る。上胴 部外面 は タテパ ケの
あ とにナチで ・仕上 げ、 内面は ヨコ

パ ケ のあ とにナデ で仕上 げ る。

262 1／ ／／

28 ．8 如 意形 にゆ るやか に外 反す る口縁 ロ縁部 外面 は タテパ ケの あ とに ヨ 口径 は胴部最

（5 ．7 ） 部 で胴 の張 りは弱 い。上 胴部 に10 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコナ デ 大径 よ り大 き
久のへ ラ 什J　　　　　 口　 吾に で　　　　　 司部外 面は　 テパ ケの い。

－

禾　　　　　 J　 J　　　　　　 o
刻 目をめ ぐらす 。

0

．あ とにナデ で仕上 げ、 内面は ナデであ る。

263 ／／ ／／

22 ．9 如意 形に なめ らかに外 反す る口唇 ロ綾部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 上 胴部 外面 に

（9 ・9 ） 部 で胴の 張 りは 弱い。上 胴部 に 6

条のへ ラ描 沈線 を施 す。 口唇部 に

刻 目が あ る。

コナ 丁で仕 上げ 、内面 は ヨコパケ

の あ とに ヨコナ デで仕上 げ る。上
胴部 外面 はタテパ ケの あ とにナデ
で仕 上げ 、内面 は ヨコパケ のあ と
にナ チ．で仕 上げ る。

煤 状炭化 物が
付 着す る。
床 面 出土。

264 ／／ ／／

22 ．2 如意 形 にゆ るや かに 外反す る 口緑 ロ綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 口唇部 下端 に

（14 ．3 ） 部 でやや 胴が張 る。上 胴部 に 9 コナ デで 土上 げ 、内面 は ヨコパケ 刻 目をめ 。ら
のへ ラ 削　　　　　　 その　 に玄I の　 とに ヨコ　 デで 土　 げ る　　 示 。 口径は 百

23 ．0 1　　　　　　 、　　　　　 日　」クく
目をめ ぐらす 。

0部外面 は タテパ ケの あ とにナ デで

仕上 げ、 内面は ナデ で仕 上 げる。

部 最大 径 とほ

ぼ同 じ。

265 ／／ ／／

24 ．0 如意 形 にゆ るや かに 外反す る 口緑 ロ縁部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（5 ．8） 部 で 口唇 部に 1 条のへラ描池　 を コナ デで仕 上げ 、　　 は ヨコパケ
す 。 口縁部 外面 に も 2 条のへ ラ描
沈 線 を入れ る。

の あ とに ヲ コナ デで仕上 げ る。

26 6 11 ／／

40 ．1

（ 5．3 ）

如 意形 にゆ るや かに 外反す る 口綾

部 であ る。 口唇部 に 1 条のへ ラ描
沈線 を施す 。 口綾 部外 面に 2 条の

へ ラ描 沈線 を施す 。

／／
大型 の喪 であ

る。

267 ／／ ／／

29 ．8 如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 で 口綾 部 はヨ コナ デで仕 上 げ、上胴 口唇部 に 1 条

（7 ．4 ） 胴 の張 りは弱 い。上 胴部 に 6 条 の

へ ラ沈線 を施 し、その 間にへ ラ描
の八字 文 を入れ る。

部 はナデ で仕上 げ る。 のへ フ描沈 線
を施 し、 その

上端 に刻 目を
入れ る。

268 ／／ ／／

28 ．0 如 意形 に鋭 く外反す る ロ疲 部 で胴 ロ緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ 上胴部 外面 に

（9 ．2 ）
の張 りはやや 弱い 。口唇部 に 1 条 コナデ で 土　 げ、　　 は ヨ コパ ケ 黒 臣が　 る。
のへ ラ描沈線 を施 し、下端 に刻 目

．‾　　＋l－　ヽ
の あ とに ヨコナチで・仕 上 げる　 上 口径 は胴部 最

－ を施す 。上胴 部に 12 条のへ フ描 沈
線 を施 し　 その下端 に列 古文 をめ

0
胴部 外面 は タテパ ケのあ とにナ デ

大径 より大 き

－
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　ヽ一一　　　．‥、ぐちす 。 で仕 上 げ、内面 はナ デで ある。 い。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

269 S T 4 喪

20．6 逆L 字状口縁の聾であるが口唇部 ロ縁部はヨコナデで仕上げ、上胴 口唇部に刻目

（12．6） は短い。張りの弱い上胴部に8 条

のへラ描沈線を施し、その下にへ
ラ状原体による刺突文をめぐらす。

部はナデで仕上げる。 を施す。上胴

部外面に大き
な黒斑がある。

270 1／ ！！

20．7 逆 L 字状口緑の聾であるが口唇部 ロ綾部外面はタテパケのあとにヨ

（7．3） は短い。胴の張りは弱い。上胴部 コナデで仕上げ、内面はヨコナデ
外面に10条のへラ描沈線を施す。

口唇部に刻目をめぐらす。

である。上胴部はナデで仕上げる。

271 ／／ ／／

17．7 逆 L 字状口縁の婆でやや胴が張る。 口綾部外面はタテパケのあとにヨ 床面出土。

（5．9） 上胴部に2 条のへラ描沈線を施す。 コナデで仕上げ、内面はナデで仕
上げる。上胴部外面はタテ！、ケの

とにナデで仕上げ、内面はナデで
ある。

272 ／／ ／／

18 ．1 逆 L 字状口緑の嚢である。上胴部 口緑部外面はタテパケのあとにヨ 〝
（4 ．3） に2 条のへラ描沈線を施す。 コナデで仕上げ、内面はヨコパケ

のあとにヨコナデで仕上げる。

273 ／／ ！／
（5．6）

7 ．9

平底の底部で胴の張りは弱い。 外面はタテハケのあとにナデで仕

上げ、内面はナデである。

274 ！／ ！／
（7．7）

7．4

平底であるが中央部がわずかに突

出気味である。底部に焼成後の穿
孔がある。

／／ 甑か ？

底部外面に黒
斑がある。
床面出土。

275 ／／ ／！
（3．3）

5．6

平底のやや小さな底部である。 ／／

276 ／／ ／1
（3．3）

5．0

〃 両面共にナデで仕上げる。

277 ／／ ／／
（4．4）

4．6

平底の小さな底部である。 外面はタテパケのあとに粗いナデ

で仕上げる。内面はナデである。

278 ／／ ／／
（3．3）

6．5

平底の底部である。 器表面が磨耗し、調整は不明であ

る。

279 ！／ 1／
（3．3）

4．9

平底の小さな底部である。 両面共にナデで仕上げる。

280 ！／ 1／
（3．7）

8．0

平底の底部である。 器表面が磨耗し、調整は不明であ

る。

281 ／／ 11
（3．5）

8．0

／1 ・外面はタテパケのあとにナデで仕

上げ、内面はナデである。

282 ／／ ／／

－
平底で中央に向かってややくぼん 器表面が磨耗し　 調整は不明であ

（4 ．0）

7．2

でいる。 ヽる。

283 ／／ ／／
（3．2）

6．8

平底の底部である。 ／／

l
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挿 図番号 遺構 番号 器　 嘩

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

284 S T 4 喪
（3 ．3 ）

8 ．9

平底 の底部 で器 壁は薄 い。 器 表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ

る。

285 ！／ ／／
（4 ．1）

7 ．8

平底 の底部 で ある。 外面 は タテパケ のあ とにナデ で仕
上 げ、内面 はナ デで ある。

286 ／／ ／／
（5 ．1）

8 ．3

／／ ／／

287 ／／ ／！
（4 ．1）

6 ．5

／／ ナデ 調整 で仕上 げ る。

288 ／1 ／／
（5 ．3）

6 ．2

平底 の底 部で器 壁 はや や厚 い。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕
上 げ、内面 はナ デで ある。

壷底部 か も し

れ ない。

289 ／／ 1／
（4 ．9 ）

7 ．2

J／ 器表 面が剥 落 し、調整 は不 明で あ

る。

290 1／ ／／
（5 ．1 ）

8 ．6

平 底の底 部 であ る。 外 面は タデパ ケの あ とにナ デで 仕

上 げ、 内面は ナデ であ る。

2 91 ／／ ／／
（6 ．6 ）

6 ．8

平 底の 底部 で胴の 張 りは 弱い。 ／／

2 92 ° ／！ ／／
（6 ．0 ）

9 ．0

平底 の底部 であ る。 ナ デ調整 で仕 上げ る。

293 ／！ ／！

－
平底 の底部 で あるが 中央 部がや や 器表面 が剥 落 し、調整 は不 明 であ 床 面 出土 。

（7 ．9 ）

8 ．4

くぼ んで いる。 胴の張 りは弱 い。 る。　　　　　　　　　 r

294 ／1 ／／

－
平底 の底部 で 中央部が わずか に く 外面 は タテパケ のあ とにナデ で仕

（7 ．4 ）

8 ．2

ぼん で いる。 上げ 、内面 はナ デで ある。

295 ／／ ／／
（8 ．2）

6 ．7

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 ／／ 底部外 面に小
さな黒斑 が あ

る。
床面 出土。

296 ！／ ／／
（10 ．0）

6 ．4

平底 の底部 でや や胴が 張 る。 ／／

297 1／ ／／
（6 ．5 ）

6 ．6

平底 の底部 で器 壁は薄 い。 外面 は タテパケ のあ とにナ デで仕
上げ 、内面 はナ デで仕上 げ る。

298 ／／ 1／
（13 ．5 ）

7 ．4

平底 の底部 でや や胴 が張 る。 ／／ 胴部 外面に煤

状炭化 物が付
着す る。
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挿 図番 号 ．遺構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

299

′1

S T 4 無

19 ．5 如 意形 にゆ る く外反 す る口綾部 に 口綾 部外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 胴部 外面 に小

（10 ．5） 張 りの弱 い胴部 が続 く要 であ る。 コナチで 仕 上 げ、内面 は ヨコナデ

で仕 上 げる。胴 部外面 は タテパ ケ
の あ とに ナデ で仕 上 げ、内面 はナ
デ で仕上 げ る。

さな黒斑が あ

る。

300 ／／ 蓋
（9 ．1）

6 ．7

傘 形の蓋 であ る。 外面 は タテパ ケのあ とにナデ で仕
上 げ、内面 はナ デで ある。

301 ／／ ／／

20 ．2

（ 2 ．8 ）

傘形 の蓋 の 口緑部 で ある。 両 面 共にパ ケ調整 の あ とに丁寧 な

ナデ で仕上 げ る。

302 ／／ ／／

27 ．9 やや 大型 の傘 形 の蓋の 口綾部 であ 外面 はへ ラ磨 きで仕上 げ、内面 は

（6 ．3 ） る。休 部 に続 く口綾部 はわず かに
屈曲 して外 方に ひ ら く。

ナチで 、あ る。

303 ／／ 71

6 ．3

（ 8 ．9 ）

傘 形 の蓋 で口綾部 を欠損 す る。 外面 はタテパ ケの あ とにへ ラ磨 き

で仕上 げ、＿内面はへ ラ磨 きで仕 上
げる。

頂 部 に黒斑が

ある。

304 ／／ ／／

6 ．8

（6 ．5 ）

傘 形 の蓋で あ る。 外 面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

上 げ る。内面 もパ ケ調整 のあ とに
ナ デ で仕 上 げる。

3 05 ／／ 小 型土器
（2 ．4 ）

3 ．3

小 型土 器の底 部 で平 底 であ る。 両 面共 にナデ で仕上 げ る。

30 6 S T 5 士

18 ．9 直 立気 味の頸部 に続 くロ緑 部は ゆ 口綾 部 はタテパ ケの あ とに ヨコナ

（4 ．7 ） るやか に外反 す る。頸部 に 2 条 の

‾　　＋トヽ

デ で仕上 げ、 内面 は ヨコナ デで あ

互E へ フ描 沈線 が ある。 る。

30 7 ／1 ／／
（4 ．5 ）

9 ．4

平 底の底 部 で器 壁 は非常 に厚い 。 両面 共 にナチで 、仕 上 げ る。 底部 外面 に大
きな黒斑 があ
る。

30 8 ／！ ／！
（6 ．8）

5 ．9

平 底の底 部で胴 の張 りが弱 い。 外面 は タテパ ケの あ とに粗 いナ デ

で仕 上げ 、内面 はナ デで仕 上げ る。
下胴 部内面 にへ ラ庄痕 が ある。

309 11 蛮

19 ．0 逆 L 字状 口緑 の窪 で胴部 の張 りは 外 面はパ ケ調整 の あ とたナ デ で仕

（6 ．6） 弱 い。 上 げ、 内面は ナデ であ る。

310 ／／ ／！
（4 ．7 ）

7 ．4

平底 の底部 でや や くぼん でい る。 外面 は タテパケ のあ とに粗 いナデ

で仕上 げ 、内面 はナデ であ る。

311 ／1 ／／
（4 ．9 ）

6 ．4

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 JJ 底部 外面に 黒

斑 が ある。

312 ／／ 士ヨ互
（3 ．6 ）

6 ．2

平底 の底部 であ る。 外面 は器表 面が磨 耗 し、調整 は不

明で あ る。 内面 はナデ で仕上 げる。

313 ／／ ！／
（2 ．4 ）

8 ．1

平 底 の底部 で器壁 は薄 い。 両 面共 にナ デ調整 で仕上 げ る。 底 部外 面に粗
痕 が ある。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

3 14 S T 5 ・＝土ご璽E

15 ．9 直立気味 の頸部 に続 くロ緑 部 はな ロ緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 頸

（6 ．0 ） め らか に　 反　 る。口唇部 に 3 部　 面 は タテパ ケ のあ とにナチで ・
の偽凹線 文が あ る。 仕上 げ 、内面 はナ デであ る。

3 15 ／／ 袈

14 ．5

（ 1 ．7 ）

くの字状 に屈 曲す る 口緑 で 口緑端
部 を上方 につ まみ あげ た跳び上 が

り口緑 であ る。

口緑部 は ヨコナデで 仕上 げ る。 口唇部 に 2 条

の 凹線文 を施
す 。

3 16 ／1 ／／

18 ．2

（ 1 ．8 ）

くの字状 に ゆ る く屈曲す る 口綾 部

で 口唇 部に 3 条 の偽 凹線 文 を施 す。
／J

3 17 S T 6 壷

－
ほぼ直 立す る頸部 下端 に断面三 角 器 表面 が磨耗 し、調 整 は不 明 であ

（5 ．8 ）
形の突 帯 を貼付す る。 る。

3 18 ／／ ／／
（5 ．6 ）

7 ．2

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕

上 げ 、内面 は器表 面が磨耗 し、調
整は不 明で あ る。

319 ／／ ／／
（6 ．7 ）

8 ．8

平底 の底部 で器 壁はやや 厚 い？ 器表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ

る。

320 ／／ ／／

－
平底 の底部 で あるが 中央部 がわず 外面 はナデ で仕上 げ るが、 内面は

（3 ．9 ）

9 ．2

か に くぼ む。 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。

321 ／／ ／／
（6 ．6 ）

7 ．2

平底 の底 部で ある。 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで仕

上 げる。 内面 は器表面 が磨耗 し、
調整 は不 明で ある。

蛮底部 か も し

れ ない。
P 3 出土。

322 ／／ ／／
（4 ．7 ）

12 ．0

平底 でやや 胴 が張 る。 器表 面が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。

323 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．9

平 底 であ る。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デ で仕
上 げ、 内面は ナデ であ る。

324 ！／ ／！
（4 ．2 ）

・8 ．3

／／ 外面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

上 げ 、内面 は器表面 が磨耗 し、調
整 は不 明で ある。

32 5 ／／ ／／
（6 ．7 ）

9 ．1

平 底 の底部 でやや 胴が張 る。 外面 はタテパ ケの あ とに粗 いナ デ

で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

3 26 ／／ 〃
（6 ．5 ）

7 ．0

平 底 の底部 で胴の 張 りは弱 い。 ／／

327 ／1 蛮
（7 ．5）

6 ．2

／／ 外面 は タテパ ケの あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

P l 出土 。

328 ／／ 士璽E
（7 ．9 ）

8 ．8

平底 の底部 でやや 胴が張 る。 両 面共 にナ デで仕上 げ る。 底 部外 面に小
さな黒斑 が あ

る。
床 面 出土。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高

（cm ） 胴径
底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

329 S T 6 鉢

－ 平 底 で胴の張 りも弱 く、器壁 は薄 外面はへ ラ磨 きで仕 上げ　 内面 は P 9 出土 。

（9 ．4）

5 ．0

い。 ヽナ デで ある。

330 S T 3 士璽E

14 ．4 直 立気味 の頸部 に続 く口綾 部は ゆ 口緑 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ 口唇部 は緑取

（5 ．1） る く外 反す る。 コナデ で仕 上 げ、内面 は ヨコナ デ

であ る。 頸部 外面は タテパ ケの あ
とにナデ で仕上 げ 、内面は ナデ で
あ る。

りを してい る。

P lO出土 。

331 ／／ ／／

11 ．8

（ 2 ．3 ）

口縁 部 は外反す る。 口唇部 に 2 条

の偽 凹線文 が ある。

口緑 部 は ヨコナ デで仕 上げ る。 細頸 壷か ？

P lO 出土 。

3 32 ／／ 71
（ 8 ．6 ）

胴 の張 った上胴部 で ある。 外面 は タテパ ケのあ とに粗 いナデ

で仕 上 げ、 内面は横 方向 のへ ラ削
りで仕上 げ る。

P lO 出土。

3 33 ／／ 聾

15 ．1 くの字 状 に屈曲 して外 反す る口緑 口縁部 は丁 寧な ヨ コナ デで 仕 上げ 内面 の胴部 中

（11 ．8 ）

20 ．0

部に無 果実 型の胴 部が続 く。 る。上 胴部 外面 は タテパ ケ のあ と

に粗 いナテで ・仕上 げ、 内面 は縦方
向 のへ ラ削 りで仕上 げ る。

央は横 方向 の

へ ラ削 りであ
る。

P lO 出土。

3 34 1／ ／／

－ 平底 の底部 であ るが、 中央部 がや 外 面に は タテパケ の痕跡 が残 る 底 部 外面に 小

（3 ．1 ）

5 ．9

や くぼむ。 0器 表面が磨 耗 し、調 整 は不 明 であ

る。

さな黒 斑が あ
る。

33 5 ／／ ！／
（5 ．6 ）

10 ．0

平 底 の底部 であ る。 外面は縦 方向 のへ ラ削 りで仕上 げ 、

内面は横 方向 のへ ラ削 りであ る。
P lO 出土。
壷 底部 か もし
れな い。

33 6 ／／ 小 型土器
（3 ．2 ）

4 ．2

小 型土 器の底 部 で上 げ底 で ある。 両 面共 にナテで 、仕上 げ る。底部 外
面 に指頭 圧痕 があ る。

底 部 内外面 に
黒斑が あ る。

337 S K 2 士璽E

－
わずか に斜行 す る頚 部 に続 く口緑 ロ綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（6 ．7 ） 部 は短 いが 鋭 く外 反す る。 コナチ．で・仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ
のあ とに ヨコナ テPで仕上 げ る。頸
部外面 は タテパ ケの あ とに ナチFで．
仕上 げ、 内面は ヨ コパ ケの あ とに
ナデ で仕上 げ る。

338 ／／ ／1
（5 ．9 ）

8 ．4

平 底の底 部 で器壁 はやや厚 い。 外面 は タテパ ケの あ とに粗 いナ デ

で仕 上 げ、内面 はナ デで仕 上 げる。

339 ／／ ／！
（8 ．1）

6 ．9

平 底の底 部 でや や胴 が張 る。 両面 共 にナデ調 整 で仕 上 げ る。

340 1／ ／！

－ 平底 の底 部で 胴が張 り出 して いる 外面 は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

（4 ．0 ）

7 ．4

0中央 部が わずか に くぼん でい る。 上 げ、 内面は ナデ であ る。

341 S K 4 〃

11 ．5 やや 斜行す る頸 部に続 く口綾 部 は 口縁 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ 口縁端 部 はわ

（8 ．5） ゆ る く外 反す る。 口頸 部に 15条の コナ デで仕 上 げ、内面 は ヨコナデ ずか に外方 に
へ ラ描沈 線が ある。 で ある。頸 部外 面は タテパ ケの あ

とに ナチで 、仕上 げ、 内面は ナテで ・
あ る。

突 出す る。‘

342 ／／ ／！

15 ．1 ゆ るや か に外反す る口綾 部 であ る。 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（4 ．2 ） 頸部 に 2 条のへ ラ描沈 線が ある。 コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

で仕上 げ る。

34 3 ／／ ／／
（3 ．6 ）

7 ．6

平底 の底部 で ある。 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

344 S K 4 士ヨ互

（2 ．5）

11 ．0

平底 の底部 で胴 が張 る。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕
上 げ、 内面 は器 表面 が磨耗 し、調

整 は不 明 であ る。

345 1／ ／／
（4 ．8 ）

12 ．6

平底 の底部 でやや 胴 が張 る。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デ を施
し、へ ラ磨 きを加 える。 内面 はナ

デで 仕上 げ る。

346 ／／ 聾
（4 ．3）

6 ．5

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ

る。

34 7 ／／ ／／
（3 ．6 ）

7 ．3

平底 の底 部 で器 壁 は厚 い。 外面は タテパ ケの あ とに粗 いナ デ

で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

下 胴部 外面に

黒 斑が ある。

34 8 ／1 ／／
（3 ．9 ）

7 ．1

平 底の 底部 で胴の 張 りは弱い 。 器 表面 が磨耗 し、調 整 は不明 であ

る。

349 ／／ ／／
（4 ．0 ）

6 ．5

平 底 の底部 で器壁 は非常 に厚 い。 ／／

350 ／／ ・＝ヒ冨E
（2 ．9 ）

5 ．6

平底 の底部 であ る。 ／／

35 1 S K 7 雲迦

25 ．1 口綾 部は 発達 し、如意 形に ゆ る く 口緑部 はパ ケ調 整の あ とに ヨ三ナ 類例 ほほ とん

（．10 ．3 ） 反　 る。 上胴部 に は 4 条 の双糸 デ で 土上 げ る。上 胴部 はパ ケ調整 どな く薄手 の
が ある　 胴 部 に も5 条の へ ラ描 沈 の あ とに ナデ で仕上 げる。 蛮か もしれな

筑

－

〇
線が ある。 い 。

35 2 S K 12 士
：弓E

10 ．1 直立 す ろ頸部 に続 く＿ロ緑部 はゆ 尋 口縁 部外 面は タテパ ケの あ とに 冒、 細頸 壷で あ る。

（7 ．5） や か に　 反　 る。 頸書 に’　 のへ コナデで 土　 げ、　　 は ヨ コナ デ
ラ描沈 ′ヴを　 し　 その上 に 4　 の であ る　 頸部　 面 はタテパ ケの あ

ヽ突帯 を貼付 す る。 O
とにナデ で仕上 げ 、内面 はナデ－ 、
ある。

3 53 S K 13 ／／

9 ．7 わずか に斜行 す る頸 部に続 く口縁 口緑部 外面は タ テパ ケの あ とに ヨ、 完 形で ある。

17 ．5

14 ．1

6 ．1

部 はゆ る　　　　 る。 司部 は　 り コ　 ア で　 （ 、　　 は ヨコナ デ
が 弱 く、卵型 を呈 す。頸部 に 4 条 で仕上 げ る。 胴部 外面は タテパ ケ

と胴部 に 2 条の へ ラ描 沈線 を施す 。 のあ とにナデ で仕上 げ 、へ ラ磨 き

を施す 。胴部 内面はナデで仕上げる。

354 1／ ／1

－
斜 行す る頸部 に続 く胴部 はやや 張 外面は ナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コ

（8 ．1 ）
l）出す 。頸部 ～上 胴部 にかけ 7 条

のへ ラ描 沈線が あ る。

パ ケの あ とにナデ で仕上 げ る。

355 ！／ ／／

－
平 底の 底部 でわず かに くぼん でい 外面 は タテパ ケの あ とにナデ で仕

（4 ．9 ）

9 ．0

る。 上 げ 、内面 はナデ であ る。

356 ／／ ／／
（6 ．2 ）

7 ．6

平底 の底部 であ る。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕
上げ 、内面 は ヨコパケ のあ とにナ

デで仕上 げ る。

357 S K 26 ／／

9 ．4

（3 ．0 ）

ゆ る く外反 す る口縁部 であ る。 口緑部 は ヨ コナ デで仕上 げ る。 細頸壷 。

3 58 ／／ ／／

11 ．9 直立 気味 の頸部 に続 くロ綾部 は ゆ ロ緑部 外面 は タテハ．ケのあ とに ヨ 底面 出土。

（4 ．5） る く外反す る。 コナ デで仕 上 げ、内面 は ヨコパ ケ

の あ とに ヨ コナ デで仕 上げ る。

l

l

l

l

1

1

1

1

′
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挿 図 番号 遺構番 号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

359 S K 26 －＝ヒ璽E

17 ．4

（4 ．3 ）

直立す る頸部 に続 く口緑部 は鋭 く
外反す る。 口唇部 の上下 両端 に刻

目を施 す。頸 部 に 8 条 のへ ラ描 沈
線が ある。

口緑部 は ヨコナ デで仕上 げ る。 ロ緑 部 内面に
1 条の貼 付突
帯 があ る。 ロ
縁部 外面 には
3 イ国の穿 孔が
ある。

360 ／！ ／／

10 ．4 直 立気味 の頸部 に続 く口緑 部 はゆ 口綾 部 外面 は タテパケの あ とに ヨ 細 頸壷か ？

（8 ．2） るや か に外反 す る。 頸部 には13 条 コナデ で仕上 げ 、内面は ヨコナ デ 床 面出土 。
のへ ラ沈 線が施 され る。 で仕 上 げる。

361 ／／ ／！

13 ．7 ゆ る く外 反す る 口綾部 で ある。頸 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ

（3 ．0 ） 部 に 2 条 のへ ラ描 沈線 があ る。 口
縁端部 上面 に刻 目を付 した 突帯が

貼付 され る。

る。

362 11 ！／

23 ．4 直立 す る軍 部に 続 く．口綾部 はわず ロ縁部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 簸 呂悪 に品空

悪 姦聖篭 畠

へ ラ描 沈線 と
1 条 の貼付 突
帯 を施 す。

（9 ．7 ） かに 外反す る。 口唇 部 に 1 条 のへ
ラ描沈 線 を施 し、 口唇部 下端 に刻

目 を入 れ る。

コナ チ、てこ、仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ
のあ とに ヨコナテPで仕上 げ る。顆
部外面 は タテパ ケのあ とにナ デで
仕 上 げ、内面 は ヨコパ ケのあ とに
ナチーで仕上 げ る。

3 63 ／／ ／）

－
わず かに外 反す る筒状 の頸部 に続 器表面 が磨耗 し　 調整 は不明 であ 細 頸壷 。

（8 ．0 ） く口緑 部は 鋭 く外反す る。頸部 に

17 条のへ ラ描 沈線 と 3 条 の貼付 突
帯 が施 され る。

ヽる。

36 4 ／／ ／／

9 ．6 直立す る頸部 に続 く口綾部 は ゆる 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ 1／
（5 ．2 ） く外 反す る。 頸部 に6 条のへ ラ描沈 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

線 と 2 条の貼 付突帯 が ある。 で仕 上 げる。

365 ／／ ／／
（6．2 ）

わず か に外反す る頸部 に19 条のへ

ラ描 沈線 と3 条 の貼付 突帯 があ る。

366 ／！ ／／

13 ．5 直 立す る頸部 に続 く口緑部 はゆ る 口緑 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ 頚部 に 7 条 の

（8 ．0） や かに 外反す る。 口緑部 内面の上 コナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コパ ケ へ ラ描 沈線 と
端 に 2 条の貼 付突帯 があ る。 口緑
部 に 2 個 1 対 の穿孔 があ る。

の あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 3 条 の貼付 突

帯が ある。

367 ／／ ／／

11 ．4 直立 気味 の頸部 に続 く口緑部 は ゆ 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ 細頸 壷 であ る。

（4 ．8） るや か に外反す る。頸 部 に 6 条 の

へ ラ描 沈線 と 1 条の貼付 突帯 があ
る。

る。

368 ／／ ／／

－ やや 胴の張 る上 胴部 であ る。頸部 外面 は タテパ ケの‘あ とにナ デで仕

（5 ．5 ） に 6 条 のへ ラ描 沈線 と2 条 の貼付 上 げ、内面 は器 表面が磨 耗 し、調

突帯 が ある。上 胴部 に円形 浮文 と

5 条のへ ラ描沈 線が あ る。

整は不 明 であ る。

3 69 ／／ ／／

－ や や 胴の張 った上 胴部 であ る。上 器 表面 が磨 耗 し　 調整 は不 明で あ
（5 ．4 ） 胴部 には 8 条のへ ラ描沈 線 と1条の

貼付 突帯が あ る。 また 円形浮文 も
め ぐら され る。

ヽる。

37 0 ／／ ／！

－ わずか に斜 行す る頚部 に続 く胴部 外面は タテパ ケの あ とにナ デで仕 上 胴部 に円形

（7 ．8 ） は強 く張 り出す。 頸郡 ～上 胴部 を

2 条の貼 付突帯 と14条 のへ ラ描沈
線 で飾 る。

上 げ 、内面 はナデ であ る。 浮文が 認め ら
れ る。上 胴部
内面に 小 さな

黒 斑が あ る。

37 1 ／！ ／／

26 ．3 口緑部 は鋭 く外反す る。 ロ緑部 外 口綾部 は丁寧 な ヨコナデ で仕上 げ 薄 手の壷 で あ

（3 ．6 ） 面 に 2 条の微 隆起帯 が ある。 る。 る。
底 面出土 。

372 ／／ ／！

2 1．9

（19 ．4 ）

24 ．6

直 立す る頸部 に続 く口緑部 は ゆる
や かに 外反す る。頸部 に続 く上 胴
部 の張 りは弱 い。上 胴部 外面 に 4

条 の微隆 起帯 があ る。

両面 共 に磨 耗 し、不 明で あ る。 薄 手の壷 であ

る。胴部 内面
に 黒斑が あ る。
底面 出土 。

373 ！／ ／／
（7 ．3 ）

斜行 す る頸部 に続 く上 胴部 はやや

張 り出す 。上胴 部に 少 くと も3 条

の微 隆起帯 が ある。

両面 共 に丁寧 なナデ で仕上 げ る。 底面 出土。

－345－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

374 S K 26 壷

－
直立 気味 の頸部 に続 く上胴 部は 強 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕 上 胴部 のへ ラ

（3 ．9 ）
く張 り出す。上 胴部 外面 を貼付 突

帯 とへ ラ描沈 線で飾 る。

上 げ、 内面は ナデ で仕上 げ る。 描 沈線 間に双

線 の 山形 文が
描 かれ る。

3 75 1／ ／／
（9 ．6 ）

やや 強 く張 った上 胴部 で貼付突 帯

とへ ラ描 沈線 で飾 る。上胴部 のへ
ラ描 沈線 は 多条化 してい る。

／／

3 76 ／／ ／／

－
張 りの弱 い上 胴部 で 多条化 したへ 外面 は右下 が り方 向のパ ケ調 整の

（6 ．7 ） ラ描洗 練間 に双線 の山形文 が描 か あ とにナデ で仕上 げ 、内面 はナデ

れ る。 であ る。

377 ／／ ／／
（5 ．6 ）

／／ 両面 共にナ デで仕 上 げる。 底面 出土。

378 ／／ ／／

－ 中央 に向か って わずか に くぼん だ 外面 はナ デで仕 上げ るが 内面は器

（3 ．4 ）

6 ．9

平底 の底部 で ある。 表面 が磨 耗 し、調 整は不 明 であ る。

379 ／／ ／／

－
中央 部 に向か って くぼん だ平底 の 外面 はパ ケ調整 の あ とにナ デで仕 底面 出土 。

（5 ．7）

6 ．6

底部 でやや 胴が 張 る。 上 げ、横 方向 のへ ラ磨 きを施す 。

内面 はナ デで仕 上 げる。

3 80 ／／ ／／
（4 ．3 ）

8 ．4

平 底の底 部 でや や胴 が張 る。 器 表面 が磨耗 し、調 整 は不 明 であ

る。

381 ／／ ／／
（3 ．1 ）

9 ．8

平 底 の底部 で器壁 は薄 い。 外 面 はナデ で仕上 げ るが内面 は磨

耗 し、調整 は不 明で ある。

薄 手 の壷 底部

であ る。
底面 出土。

382 ／／ ／／
（3 ．7 ）

7 ．7

平 底 の底部 で胴が 強 く張 り出す。 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。

383 ／／ ／／
（3 ．9）

6 ．6

平底 の底部 で ある。 ／1

38 4 ／／ ／／
（3 ．5 ）

9 ．7

平 底の底 部 で胴の張 りは弱 い。 両 面共 にナデ で仕上 げ る。 薄 手の壷 で底

部 外面 に木葉
痕 があ る。

385 ！／ ／！

－
平 底の底 部 であ るが中央 がやや く 外面 はタテパ ケの あ とに粗 いナ デ

（ 5 ．1 ）

7 ．9

ほ んで い る。 やや 胴が張 る。 で仕上 げ 、内面 は器表面 が磨耗 し、

調 整 は不 明 であ る。

386 ／／ ／／
（5 ．9 ）

8 ．6

平 底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 〝 底 面 出土。

387 ／／ ／／
（2 ．9 ）

11 ．7

平底 であ る。 両面共 にナ デで仕 上げ る。 薄手 の壷底部

か ？

3 88 ／／ ／／

－
平底 の底部 で 中央部がや や くぼ ん 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで仕

（5 ．4 ）

白．5

でお り、器 壁 は厚い。 胴は 強 く張

り出す。

上 げ、内面 はナ デで ある。

－346－
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挿図番号 遺構番号 器　種

口径
法量　器高
（cm）胴径

底径

形　態　　　 文　様 手　　　　　　　 法 備　　 考

389 SK26 ・＝土ご冨E

－ 平底の底部で器壁は厚い。胴の張 器表面が磨耗し　調整は不明であ

（9．1）

10．0

りは弱い。 ヽ
る。

390 ／／ ／／
（8．3）

5．9

平底の底部であるが中央に向かっ

てややくぼんでいる。底径のわl）
に胴が張り出している。

／／

391 ／／ ！／

－ 平底の底部でややくぼんでいる 外面はタテパケのあとにナデで仕

（8．2）

11．4

0胴はやや張り出す。 上げ、横方向のへラ磨きを加える。
内面はナデで仕上げる。

392 ／／ 功iJlミ

25．9 如意形にゆるやかに外反する口緑 器表面が磨耗し、調整は不明であ 底面出土。

（6．9） 部で上胴部に10条のへラ描沈線が
ある。

る。

393 ／／ ／／

20．4 如意形に外反する口綾部で胴の張 口緑部外面はタテパケのあとにヨ ／／
（5．6） リは弱い。口唇部にパケ状原体に コナデで仕上げ、内面はヨコパケ
よる刻目を施す。上胴部に4条め のあとにヨコナデで仕上げる。上

へラ描沈線を施す。 胴部外面はヨコパケのあとにナデ

で仕上げ、内面はナデである。

394 SK32 士：弓互

12．0 わずかに斜行する頸部に続く口縁 口綾部外面はタテパケのあとにヨ

（5．1） 部はなめらかに外反する。頸部に コナチで、仕上げ、内面はヨコナデ
4条のへラ描沈線がある。 で仕上げる。頸部外面はタテパケ

のあとにナデで仕上げ、内面はナ
デである。

395 ／／ ／／

13．3 直立気味の頚部に続く口緑部はゆ 口緑部外面はタテパケのあとに横

（6．3） るく外反する。頸部に7条のへラ 方向のへラ磨きで仕上げ、内面は

描沈線を施す。 ヨコナチで・ある。頸部外面はタテ

パケのあとにナデで仕上げ、内面
はヨコパケのあとにナデで仕上げる。

396 ／／ ／！
（4．9）

やや胴の張った上胴部で4条の？
ラ描沈線間に斜格子目文を入れる。

両面共にナデで仕上げる。

397 ／！ ／J
（5．7）

7．6

平底の底部で胴の張りは弱い。 外面はタテパケで仕上げるが、内
面は器表面が磨耗し、調整は不明

である。

398 ／／ 1／
（2．3）

8．2

平底の底部である。 両面共にナデで仕上げる。 底部外面に窯
斑がある。

399 ／／ ／1
（3．0）

8．4

／／ 外面はタテパケのあとにナデで仕
上げ、内面はナデである。

400 ／／ ／／
（3．6）

6．0

平底の底部で胴の張りは弱い。 ／／

401 ／！ 高杯
（4．9）

林部と脚部の接合部の破片である。器表面が磨耗し、調整は不明であ

る。

402 1／ 士竺E

14．1

（3．8）

ゆるやかに外反する口綾部で口唇
部に3条の偽凹線文が施される。

／／

40つ SK38 ／／

19．1 ゆるやかに外反する口緑部である。ロ緑部外面はタテパケのあとにヨ

（4．1） 口唇部に1条のへラ描沈線が施さ コナテで、仕上げ、内面はヨコナデ

れる。 で仕上げる。

－347－



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

40 4 S K 38 士∃E

13 ．1 直立 気味 の頸部 に続 く・口綾 部は短 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ

（4 ．6） い が鋭 く外反す る。 頸部 に 4 条 の

へ ラ描 沈線が あ る。

る。

405 ／／ ／／

1 1．7 直 立気 味の頸 部に続 くロ緑部 はゆ 口緑部 外面 は横 方 向の細 いへ ラ磨 上胴部 に も 4
‘－’．　1十ヽ

（12 ．0 ）
る く　 反　 る。丁、部 に6　 のへ フ描 きで 土　 げ 、　　 は ヨコナナ であ 条のへ フ描 沈
沈 窮 を　 し　 その 間に竹 管状工 且 る ．頸 部以下 は丁 寧なナ デ調整 で 線が施 され る。

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ヽ
に よる刺突文 をめ ぐらす 。

0仕 上 げる。

406 ／／ ／／

14 ．0 わずか に斜行 す る頸部 に続 くロ緑 口綾部 は ヨコナ デで仕上 げ る。頸

－．・．．ヽ一°
（7 ．6 ） 部 は ゆるやか に 外反す る。頸部 下

端 に断面 台形 の突帯 を貼付 し、そ

の上 に 3 条のへ ラ描 沈線 を施す 。

部 以下 はナ ナ調整 で仕上 げ る。

407 ／1 ／／
（12 ．1）

頸部 に 5 条のへ ラ描 沈線 をめ ぐら

す 。

外面 はパ ケ調整 の あ とにナ デで仕

上 げ、内面 はナ デで仕 上 げる。

408 ／／ ／／

18 ．1 直立 気味 の頸部 に続 く口緑 部は ゆ 口緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

（4 ．6） るや か に　 反　 る。 口唇部 にパ ケ コナデ で 土　 げ、　　 は ヨ コパ ケ
状原体 に よる刻 目を入れ る。 頸部

に 3 条のへ ラ描 沈線が あ る。

の あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。

4 09 ／／ ／1

24 ．3 鋭 く外 反す るロ緑部 であ る。 口唇 口綾部 外面 は タテパケの あ とに ヨ

・・．‘‾ヽ、

広 口壷か 。

（3 ．4 ） 部 にパ ケ状原　 に よる刻 目を　 。 コナデ で 土上 げ 、　　 は ヨコナ丁
頸 部に 1 条のへ ラ描 沈線 が認め ら

れる。

で仕上 げ る。

410 ／／ ：軸i
こ凸も

2 2 ．7 逆 L 字 状 口緑 の聾 で胴 の張 りは強 器表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ

（2 ．5 ） い。 る。

4 11 ／／ ／／
（3 ．3 ）

7 ．4

平底 の底部 で器 壁は比較 的 に薄 い。 両面 共にナ デ調 整で仕上 げ る。

4 12 ／／ ／／
（3 ．6）

6 ．9

平底 の底部 で ある。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

上 げ る。 内面 は器表 面が磨 耗 し、
調整 は不 明で あ る。

413 ／／ 蓋

－
傘 形の 蓋で頂 部外面 は 中央に 向か 外面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕 無 用の蓋 で あ

（7 ．3 ）

7 ．3

って くぼむ 。 上 げ 、内面 は ヨコパケの あ とにナ

デで 仕上 げ る。

る。

4 14 S K 39 ・＝土ご璽E

14 ．8

（ 2 ．9 ）

ゆ る く外反 す る口緑部 であ る。 両 面共 に ヨコナデ で仕上 げ る。

4 15 ／／ 蓋

8 ．9

3 ．1

小型の粘土板の中央部に粘 土 塊 を貼 外面 はパ ケ調整 のあ とにへ ラ磨 き

ロ

壷用 の蓋 であ

、　　 つ　 み と　 て いる。 つ　 み 。　　 は　　　 が　　 、 る。　　 に黒
ヽ

の部 分 に 2 箇所 穿孔 があ る。
調整 は不 明で ある。 斑が あ る。

4 16 ／／ 襲

19 ．6 如意 形 に外反す るロ緑部 に続 く胴 口綾 部外面 はパ ケ調 整の あ とに ヨ。

（6 ．1） 吾 の張 りはフフい。 ロ　 書 にへ ラ状 コナデ で 土　 げ、　　 は ヨ コナ 丁
原体 に よる刻 目 を施す 。 で あ る。 上胴部 外面 は ヨコパケ の

あ とにナ デで仕 上 げ、内面 はナ デ。

417 11 ／／

2 1．3 如 意形 に鋭 く外反す る 口緑 部 で胴 口綾部 外面は まコパ ケの あ とに ！、

（5 ．0 ） の張 りは弱 い。 コナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コナ 丁

であ る。上胴部 は ナデ で仕 上 げる。

418 ／／ ／／

19 ．4 如 意形 に外 反す るロ綾部 に続 く胴 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。胴 口径 は胴部最

′
（13 ．2 ）

19 ．8

部 の張 りは弱 い。 口唇 部に刻 目・を

入 れ、上 胴部 に 4 条 のへ ラ描 沈線
を施 す。

部 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで

仕 上 げ、内面 はナ デで仕 上げ る。
大径 とほ ほ同

じ。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

・底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

419 S K 39 蛮

23 ．8 如 意形 に鋭 く外反す る 口綾 部 で胴 口綾部 外面 は ヨコナデ で仕 上 げ

（3 ．8） の 張 りは弱い 。 口唇部 に刻 目を入 ヽ内面は ヨ コパ ケの あ とにヨ コナ デ
れ 、上胴部 に 4 条のへ ラ描 沈線 を
施す 。

で仕 上 げ る。上 胴部 はナ デで仕上
げ る。

4 20 ／／ ／／

19 ．1

（ 3 ．2）
／／ 口綾 部 は ヨコナデ で仕上 げ、上 胴

一部 はナデ で仕上 げ る。

4 21 － ！／ ／／
（5 ．6 ）

5 ．9

平底 の底部 で ある。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕
上 げ、内 面はナ デで あ る。

42 2 ／1 ／／

－ 平 底 の底部 であ るが 中央 に向 かっ ／／ 底部 外面 に輪

（4 ．2 ）

7 ．9

てわず か に くぼ む。 積 み 成形痕 が

残 る。

423 ／1 ／／
（5 ．6 ）

7 ．0

平 底の 底部 であ る。 両 面共 にナデ 調整 で仕上 げ る。

424 ／／ 士竺E
（6 ．5 ）

6 ．3 ．

／／ 外面 は タテパ ケの あ とにナ デ で仕
上げ 、内面 はナ デで あ る。

425 ／／ 1／

－ わず かに上 げ底 の底部 で ある。胴 外面 は タテパケ のあ とにナ デで仕 下胴部 外面 に

（5 ．9）

7 ．2

はやや 張 り出す 。 上げ る。 内面 は器 表面 が磨耗 し、
調整 は不明 であ る。

ロ
煤状炭 化物 が

付着す る。

4 26 ／／ ／！
（3 ．2 ）

7 ．5

平底 の底部 で ある。 外面 は タテパ ケ のあ とにナデ で仕
上 げ、 内面 はナデ で仕上 げ る。

4 27 ／／ ／／
（3 ．7 ）

7 ．3

平底 の底部 で あるが 中央部 がわず

かに くぼむ 。胴 はか な り張 り出す 。
両面共 にナ デで仕 上げ る。 下胴部 内面 に

黒斑 があ る。

42 8 ／／ ！／
（2 ．2 ）

8 ．1

平 底 の底部 で器壁 は非常 に薄 い。 ／／ 薄手 の壷底部

であ る。

429 S K 42 ／1

14 ．8 ゆるや かに 外反す る 口頸部 で あ る。 口縁部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（6 ．4 ） 口唇部 に1条 のへ ラ描 沈線 を施 し、 コナデで 仕上 げ 、内面 は ヨコナデ

頸部 に は 5 条 の太 いへ ラ描 沈線 が
ある。

であ る。頸部 はナ デ調整 であ る。

430 ／／ 朝丘
こムく

（5 ．8 ）

8 ．1

平 底の底 部 であ る。 両 面共 にナデ で仕上 げ る。

431 ／／ ／／
（4 ．4 ）・

9 ．0

／！ 〃

4 32 S K 40 ・＝ヒヨ互

－
やや 斜行す る頸部 に続 く胴部 は卵 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デ を施

（17 ．9 ） 倒型 を呈す 。頸部 に 4 条、上 胴部 し、横 方 向のへ ラ磨 きで仕上 げ る。
に 7 条のへ ラ描沈 線が施 され る。 内面 はナデ 調整 で仕上 げ る。

4 33 ／／ ／1

12 ．3 斜行 す る頸部 に続 く口綾 部 は鋭 く 口縁部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（7 ．2 ） 外反す る。頸 部に 4 条 のへ ラ描 沈 コナ デで、仕上 げ 、内面 は ヨコナデ
線 が ある。 であ る。上 胴部 外面 はタテパ ケの

あ とにナデ で仕上 げ る。上胴部 内

面は器 表面が 磨耗 す る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

434 S K 40 士竺E

－
底部 は上 げ底 を呈 し胴 もやや 張 り 外面 はパ ケ調整 の あ とにナ デ で仕

（4 ．9 ）

8 ．2

出す 。 上 げ、 内面 はナ デ であ る。

4 35 1／ ／／
（2 ．6）

8 ．8

平 底の底 部で あ る。 外面 は タテパ ケの あ とに ナデ で仕
上 げ、 内面は ナデ であ る。

4 36 ／／ ／／
（4 ．4 ）

7 ．2

平 底の底 部 であ るが 、わ ずか に く

ぼ んで い る。
／／‾

437 ／J ／！
（6 ．6 ）

7 ．9

平 底の 底部 で胴部 はやや 張 り出す。 ／／

438 S K 4 1 無

－
ヽ

口緑部 は如 意形 に外反す るが 胴の 外面 は器表 面が磨 耗 し、調整 は不 P 4 出土。．

（13 ．8 ）

3 ．2

張 りは弱 い。底部 は小 さな平 底で 明で あ る。 内面 は縦方 向の指 ナデ 下胴部 外面 に
あ るが器壁 は厚 い。 で仕上 げ る。 大 きな黒斑 が

あ る。

439 1／ ・＝上ご宣E

（2 ．8 ）

4 ．5

平底 の小 さな底部 で ある。 両面 共に ナデ で仕上 げる。 聾底部 か もし
れ ない。

44 0 ／／ 、／1
（2 ．8 ）

8 ．1

平 底の底 部で ある。 外面 は タテパ ケの あ とにナ デ で仕

上 げ、 内面は ナデ で仕上 げる。

P 4 出土 。

4 41 1／ ／／
（3 ．1 ）

9 ．8

平 底の底 部 で器壁 はかな り厚 い。 〝 ／／

442 J／ ／1

－
小 さな底部 であ り、中央 に向か っ 外面は器 表面 が磨耗 し、調整 は不 ／ト型土器 の底

（5 ．0 ）

4 ．2

てわず かに くぼん でい る。 明で あるが 、内面 はナデ で仕上 げ

る。

部 で ある。下
胴 部 内面に輪
積 み成 形痕が
残 る。
P 4 出土。

443 ／1 ／／
（4 ．8 ）

8 ．6

平 底 の底部 であ る。 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明であ

る。

薄手 の壷底部

か ？
P 4 出土。

44 4 ／1 ／／
（5 ．1）

6 ．6

／／ 外面 は器表 面が磨 耗 し、調 整は不

明 であ る。内面 はナデ 調整 で仕上
げ る。

P 4 出土。

445 S K 43 聾

23 ．3 如意 形 に外反す る ロ綾 部 は短い。 口緑 部は ヨ コナ デで仕 上 げる。上

（5 ．9） 胴 の張 りも弱 い。 口唇 部に刻 目を
施 し　 上胴 部に 4 条 のへ ラ描 沈線

胴部 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デ

で仕 上 げる。上 胴部 内面 は磨耗 し、
　ヽ　　　　　 ロ

を施 す。
調整 は不 明で ある。

446 ／！ 壷

－
平底 で あるが 中央 に向か ってやや 外面 は タテパ ケの あ とにナ デで仕

（3 ．4）

7 ．5

くぼん でい る。 上 げ る。 内面 はナデ であ る。

447 ／／ 1／
（6 ．7 ）

7 ．8

平 底の底 部 で胴はやや 張 り出す 。 外 面はパ ケ調 整の あ とにナ デ で仕

上 げ 、内面は ナデ であ る。

下 胴部 外面に
黒斑 が ある。

448　　　　 S K 6 蛮
（5 ．5 ）

6 ．8

平底 の底部 で ある。 外面は タテパ ケの あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

下 胴部 外面に

煤 状炭化 物が
付 着す る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 49 S K 6 聾
（5 ．6）

7 ．0

平底 の底部 で胴 の張 りは弱 い。 両面 共 にナデ で仕上 げ る。

45 0 11 壷
（7 ．4 ）

8 ．1

JJ 両面 共に器 表面 が磨耗 し、調 整 は
不 明 であ る。

45 1 S K ll ／／

15 ．4 斜 行す る頸部 に続 くロ緑部 は ゆる 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（10 ．5 ） や かに 外反す る。 頸部 には 7 条の コナテで 、仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケ
へ ラ描 沈線 が施 され る。 のあ とに ヨコナ デで仕上 げ る。上

胴 部外面 は タテパ ケの あ とに ナデ 、

内面は ナデ で仕上 げ る。

452 ／／ ！／

18 ．0 直 立気 味に 外反す る口綾部 で 2 条 口綾 部 外面 は ヨコナデ で仕 上げ

（3 ．6） の微 隆起 帯が あ る。 ヽ内 面は ヨ コハ ケの あ とに ヨ‘コナ デ

で仕 上 げる。

4 53 ／1 ／／

12 ．6

（ 2 ．0 ）

直 立気味 の頚部 に続 く口緑部 は鋭

く外反す る。
両面 共に ヨコナ デ で仕 上げ る。 細頸 壷か ？

4 54 S K 2 1 裏

17 ．5 頸部 は くの字状 にゆ る く屈折 す る。 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（5 ．5 ） 口緑端 部が 上方 に跳び上 が る跳 び コナデで 仕上 げ 、内面 は ヨコパケ
上が り口緑 で ある。 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。上

胴 部 はナデ であ る。

45 5 ／／ 1／
（18 ．4 ）

胴の 張 りが 弱い長 胴の聾 であ る。 外 面は タテパ ケの あ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ であ る。

456 S K 30 ／／
（3 ．2 ）

9 ．0

平 底の 底部 で胴の張 l月ま弱い。 器表 面が 磨耗 し、調 整は不 明 であ

る。

457 ／！ 高杯
（10 ．0 ）

中空の 脚部は細 長 くのび る。 両面 共に ナデ調 整 であ る。柱状部
上端 の 内面に は絞 り目が 残る。

4 58 S K 27 壷

16 ．9 直立 気味 の頚部 に続 くロ緑部 はゆ 口緑部 は ヨ コナ デ で仕 上 げる。 上 底面 出土 。

（28 ．0 ）

28 ．8

る く外反す る。 胴部 は卵形 を呈す。 胴部 外面 は タテ パ ケのあ とに粗t 、

ナデ で仕上 げ 、内面 は縦方 向の指
ナテで ’仕上 げ る。

4 59 ／！ ／／

－ 球 形 の上胴部 で ある。 上胴部 外面 外面 は タテ パケ のあ とにナデ で仕 ／／
（10 ．4 ）

にへ ラ指の 羽状文 が施さ れ る。 上 げ 、内面 は横方 向のへ ラ削 りで

・ある。

460 ／／ 聾

14 ．8

22 ．4

18 ．0

6 ．0

平 底のや や小 さ な底 部 であ る。 口縁部 は ヨコナデ で仕上 げ る。胴
部 外面 はパ ケ調整 のあ とに丁 寧な

ナ デで仕 上 げ、内 面は縦 方向 のへ
ラ削 りで仕上 げ る。

上 胴部 内外面

に黒斑 があ る。

46 1 ／／ ／／
（3 ．5）

5 ．8

平底 の小 さな底部 で器壁 は薄 い。 外 面は丁 寧 なナデ調 整で仕 上 げ、

粗 いへ ラ磨 きを施す 。内面 はナ デ
調 整で ある。

底 面出土 。

4 62 ／／ ／／
（3 ．9 ）

6 ．1

平底 のやや 小 さな底部 で ある。 両面 共に ナデ で仕上 げる。 ／／

4 63 ／／ 壷
（8 ．3 ）

8 ．7

平底 の底部 で胴 はやや 張 り出す。 器表面 の磨耗 が著 し く、調整 は不

明で ある。

／／
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挿図 番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器 高

（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 64 S D 5 ・ニヒ・ヨ互

14 ．8

（ 3 ．7 ）

口綾 部 はなめ らか に外反す る。 口綾 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ

コナデ で仕上 げ、 内面は ヨコパ ケ
の あ とにナデ で仕上 げ る。

465 1／ ／／

12 ．1 ほぼ直 立気味 の頸部 に続 くロ綾 部 口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。頸

一や
（5 ．0 ） はゆ る く外 反す る。 部 外面 は タ丁パ ケのあ とにナ 丁で

仕 上 げ、内面 は ヨ コパ ケの あ とに
ナデ で仕上 げ る。

466 ／／ ／／

12 ．6

（ 4 ．0 ）・

口緑部 は ゆるやか に外 反す る。 ロ

綾部 外面 には縦 方向 のへ ラ描沈線

が み られ る。

ロ緑部 は ヨコナ デで仕上 げ る。

467 ／／ ／／

16 ．6

（ 4 ．5）

口緑部 は なめ らかに 外反す る。 ロ綾 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ

コナ デ で仕 上 げ、 内面 は ヨコナデ
で仕 上 げる。

4 68
l

／J 1／

23 ．0

（ 3 ．2）

／／ ／J 広 口壷か ？

469 ／／ ／／

10 ．8 直 立気 味の頸 部 に続 くロ緑部 はゆ 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 頸

‘・．・．‾ヽト

細 頸壷 か ？

（4 ．5 ） る く　 反　 る。頸部 に3 条のへ ラ描 部　　 は タ丁パ ケのあ とにナ 丁で
沈線 を施 す 。 仕 上 げ、内面 は ヨ コパ ケのあ とに

ナデ で仕上 げ る。

470 ／／ ／／

11 ．9 わず かに斜 行す る頸部 に続 くロ緑 ロ緑部 は丁 寧な ヨ コナ デで仕上 げ や や小 型の壷

（5 ．3 ）
部 けゆ る く外反す る。 頸部 に 3 条

のへ ラ描沈 線が ある。

る。頸 部外面 は タ丁パ ケの あ とに

ナデで 仕上 げ 、内面 は ヨコパ ケの
あ とにナデ で仕上 げ る。

か ？

47 1 J／ ／／

13 ．4 わず かに斜 行す る頸部 に続 く口緑 口緑部 は ヨ コナ デで仕 上げ る。頸

（4 ．7 ） 部 はゆ る く外反 す る。頸部 に 4 条

の へ ラ描 沈 線が ある。

部 はナナ で仕上 げ る。

4 72 ／／ ／／

17 ．4 ほぼ直立 す る頸部 に続 く口緑部 は 口綾 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ

（9 ．4 ） なめ らか に　 反　 る。頸部 に 6 条 コナデ で 土上 げ、　　 は ヨ コパ ケ
のへ ラ描沈 線が ある。 の あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 上

胴 部外面 は タテパ ケの あ とにナ デ

で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

473 ／／ ／／

12 ．9 斜行す る翠部 に綺 くロ縁 部昼 ゆ 尋 ロ縁部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ

（7 ．0 ） く外 反 し短 い。頸 部に は 4 条 のへ

ラ描 沈線が施 され る。

、コナ丁 で仕上 げ 、内面 は ヨコパケ
のあ とに ヨコナチ、で仕上 げ る。上
胴部 外面は タテパ ケの あ とにナデ
で仕上 げ 、内面 は縦方 向の指 ナチー
であ る。

474 ／／ ／／

18 ．0 わず かに斜 行す る頸部 に続 く口緑 ロ綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（8 ．6 ） 部は ゆ るや か に外反す る。頸 部に

5 条 のへ ラ描沈 線が ある。

コナ 丁で仕 ．上げ 、内面 は ヨコパ ケ
の あ とに ヨ コナ デで仕上 げ る。頸
部外 面は タテパ ケの あ とに ナチ、で
仕上 げ、 内面 は縦方 向の指 ナデ で
仕．上げ る。

47 5 ／／ ／／

14 ．9 直立 気味 の頸部 に続 く口綾部 は わ ロ緑 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ
一ヽヽ

（13 ．4 ） ずか に外反す る。 頸部 に 4 条 のへ

ラ描沈 線が施 される∩

コナ デ で仕 上 げ、内面 は ヨ コナ 丁

で仕 上げ る。上 胴部 は両面 共にパ
ケ調 整の あ とにナデ で仕上 げ る。

476 ／／ ／／

2 5 ．9 ほぼ直立 気味 の頸部 に続 く白線部 ロ綾 部 外面は タテパ ケの あ とに ヨ

ヽヽ

広 口壷 であ る。

（6 ．7 ） はゆ る く　 反　 る。 頸部 には 4 条 コナナ で 土． げ、　　 は ヨ コパ ケ
のへ ラ描 沈線が あ る。 の あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。 頸

部 はハ ケ調整 のあ とにナ デで仕 上

げる。

477 ／／ 1／

14 ．2

（ 3 ．8 ）

頸 部 には 1条のへ ラ描 沈線が あ る。

口綾部 はゆ る く外 反す る。

口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。

47 8 ／／ ／／

11 ．9 直立 気味 の頸部 に続 くロ綾部 昼鋭 口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。頸 細 頸壷 であ る。

（6 ．4 ） く外 反す る。頸部 に は8 条のへ ラ描

沈線 と2 条 の貼付 突帯 があ る。

部 はナ デ で仕 上 げる。

l

I

I

l

l



l

挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

47 9 S D 5 壷

－ ほぼ 直立気 味の 頸部に続 く胴 部 は 外面 は タテパケ のあ とにナ デで仕

（10 ．6 ） 張 りが弱 い。頸部 には 2 条 の太 い

へ ラ描 沈線が あ る。

上げ 、内面 はナ デで仕上 げ る。

480 11 11

－ 底 面 の周辺部 が わずか に くぼ んで 両面共 に丁寧 なナ デ調整 で仕 上げ

（5 ．1 ）

7 ．2

いる。 る。

481 ／／ Jl

－
平 底の底 部 に続 く下 胴部 は張 りが 外面はパ ケ調 整の あ とに粗 いナ デ

（8 ．1）

6 ．3

強 く、球 形 を呈 す。 で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

4 82 ／／ J／
（6 ．8 ）

8 ．7

平底 の底部 で ある。 両面 共 にパ ケ調 整 のあ とにナチで ・

仕上 げ る。

4 83 J／ 蛮

20 ．8 如 意形 に外 反す る口綾部 に続 く胴 口綾部 は ヨ コナ デで仕 上げ る。 上

（10 ．5 ）

25 ．2

部 はやや 張 り出す 。 口唇部 に刻 目
を施 し、頸部 に 1 条のへ ラ描沈 線
を入れ る。 口径 よ り胴部最 大径 が

大 きい。

胴部 外面 は右下 が り方 向の パケ画

聖の あ とにナデ で仕上 げ、 内面 は
ナデ であ る。

484 ／／ 1／

22 ．7 如 意形 に外 反す る口綾部 に続 く胴 口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 上

（6 ．0 ） 部 は張 りが弱 い。 口唇部 に刻 目を 胴部 外面 は ヨ コパ ケの あ とに ナテ
施 し、頸部 に 4 条 のへラ描 沈線 が
あ る。 口径 は胴部最 大径 よ り大 き

い。

で仕 上 げ、内 面は ナデ であ る。

485 ／／ ／／

20 ．5 如 意形 に外反 す る口綾部 に続 く胴 口綾 部 は ヨコナ デ で仕 上 げる。上

（4 ．5 ） 部 は張 りが弱 い。 口唇部 にへ ラ状 胴部 外面 は右下 が り方 向 のパ ケ調
原体 に よる刻 目を入れ 、頸 部に 1 磐 のあ とにナデ で仕上 げ 、内面 は
条のへ ラ描沈 線 を施 す。 ナ デで ある。

486 ／／ 1／

23 ．1 口緑部 は如意 形に 外反す る。上 胴 口緑 部 はヨ コナ デ で仕 上 げる。 上

（4 ．2） 部 に 3 条の箆描 洗練 があ る。 口唇 胴部 外面 はパ ケ調整 のあ とに粗．い

部 にへ ラ状療体 に よる刻 目が ある。 ナ デで仕上 げ 、内面 はナ デで ある。

487 ／／ ／／

19 ．6 如意 形 に外反す る 口綾 部 に続 く胴 ロ綾 部外面 は タテパ ケの あ とに ヨ 上 胴部 に10条
（15 ．3）

20 ．8

部 はやや 張 り出す。 口唇部 に 1 条

のへ ラ描沈 線 を入れ、下 端に刻 目
を入れ る。 口径 よ り胴部 最大径 が

コナ チ、で仕 ．上げ、 内面は ヨ コパ ケ
の あ とに ヨ コナ デ で仕 上 げる。上
胴部 外面 はタテパケのあ とにナテPで
仕 上げ　 内面 は ヨコパケ のあ とに

のへ ラ手苗沈線
が 施 され、 そ
の下端 にへ フ
状 原体 に よる

－ 大 きい。 ヽナチ であ る。 　ヽ　　　　l－・．・・刻 目を入れ る。

4 88 1／ 1／

22 ．5 口緑 部は如 意形 にゆ る‾く外 反す る。 口緑部 外面 は タテパ ケの あ とに ヨ 口綾 部内面 に

（5 ．3 ） 口唇部 にへ ラ状 原体 によ る刻 目を コナ デで 仕 上げ 、内面 は ヨコナデ 黒斑 が ある。
入れ 、上胴 部に 2 条 のへ ラ描 沈線 で仕上 げ る。上 胴部 外面は タテハ
を入れ る。 ケの あ とにナデ で仕上 げ、 内面は

ナデ であ る。

48 9 ／／ 11

27 ．1 逆 L 字 状 口縁の裏 で、胴 の張 りは 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。上

（7 ．8 ） 弱 い。 口唇 部に刻 目を施 し、上胴 胴 部外 面は タテパ ケの あ とにナデ
部に 8 条 のへ ラ描 沈線 を入れ る。 で仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

490 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．8

平 底の 底部 で胴の 張 りは弱 い。 器 表面 は磨耗 し、調 整 は不明 であ

る。

49 1 1／ ／／
（2 ．1）

7 ．1

底部 の 中央 はわずか に くぼ ん でい

る。
両面 共 にナデ調 整 で仕 上 げる。 簿手 の壷 底部

か もしれ ない。

4 92 ／／ ／／
（3 ．5 ）

6 ．9

平底 の底部 で ある。 外面 はタテパ ケの あ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

49 3 ／／ 11
（ 2 ．8 ）

7 ．1

／／ 両面共 にナ デで仕 上 げる。 底部外 面に大
きな黒斑 が あ

る。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

4 94 S D 5 埜
（4 ．5 ）

7 ．3

平 底の底 部で あ る。 外 面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

上 げ 、内面は ナデ であ る。

495 ／／ ／／
（3 ．8 ）

9 ．0

底 部 は上 げ底 気味 であ る。 両 面共 にナチで 、仕上 げ る。

496 ／／ 蓋
（7 ．5 ）

5 ．0

傘 形 の蓋で あ る。 両 面共 に丁 寧なナ デ で仕 上 げる。 頂 部 外面に小

さな 黒斑が あ

る。

497 ／／ ／／

22 ．7 傘 形 の蓋 で頂 部 外面 は中央 に向か 両面 共にパ ケ調 整の あ とに丁 寧 な

8 ．7

5 ．6

って くぼ んで いる。 ヨコナナ で仕上 げ る。

498 S D 6 壷

15 ．4

（ 3 ．7 ）

口縁 部は なめ らかに 外反す る。 口綾 部外面 は ヨ コナ デの あ とに横

方 向のへ ラ磨 きで仕上 げ 、内面 は

ヨコパ ケのあ とに ヨコナデで 仕上
げ る。

49 9 11 ／／

17 ．8

（ 3 ．3）

口緑 部は 鋭 く外反す る。 器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明で あ

る。

500 1／ ／／

14 ．0

（ 5 ．2）

ロ緑部 は外反 す るが 短い 。 ロ綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。 頚

部 はナ デで 仕上 げ る。

501 ／／ ／！
（5 ．0 ）

10 ．3

平 底の底 部 に続 く胴部は かな 単強

く張 り出す。

両 面共 にナデで 仕上 げ る。 底 部外面 に粗

痕 が ある。

502 ／／ ／／
（6 ．2 ）

6 ．9

平 底 の底部 であ る。 ／J 襲 底部 か もし
れな い。

503 ／／ ！／
（4 ．1）

9 ．0

平底 の底部 に続 く胴部 はやや 張 り
出す 。

／／

50 4 11 ／／
（4 ．0 ）

9 ．2

平底 の底部 で あ る。 、器表 面が磨 耗 し、調 整は不 明で あ

る。

下胴 部外面 に

小 さな黒斑 が
あ る。

5 05 ／1 ／／
（4 ．3 ）

11 ．5

平底 の安 定 した底部 であ る。 外面 に はパ ケ調 整の痕 跡が 残 る。

内面 は器 表面 が磨耗 し、調 整 は不

明 であ る。

506 1／ ／／

－
平 底の底 部 に続 く胴 部はや や 張 り 外 面はパ ケ調 整の あ とに縦 方 向の 外面に大 きな

（9 ．0 ）

8 ．5

出す。 へ ラ磨 きで仕 上げ る。 内面 はナ デ

で仕上 げ る。

黒 斑が ある。

507 ／／ ／1
（6 ．1 ）

5 ．2

平 底 の小 さな底部 であ る。 外面 はパケ調盤 の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

50 8 S D 7 J／

16 ．9

（ 4 ．4 ）

口緑部 は なめ らか に外 反す る。 器 表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ

る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

509 S D 7 ・＝l＝・璽E

14 ．0

（ 3 ．5 ）

口緑部 はゆ るやか に外 反す る。 口綾部 外面 はパ ケ調整 のあ とに ヨ

コナデで 仕上 げ る。 ロ緑 部内面 は
ヨ うナ デで仕 上げ る。

510 ／／ ／1

14 ．9

（ 6 ．1 ）

口縁部 はか な り鋭 く外反 す る。 口緑部 は ヨコナデ で仕上 げ る。頸

・部 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで
仕 上げ 、内面 はナ デで仕 上げ る。

511 ／／ ／／

14 ．9 直 立気 味の頸部 に続 く口緑 部は な 口緑部 外面 は タテ パケ のあ とに ヨ 頸 部 と上 胴部

（5 ．4） め らか に外反 す る。 コナデ を施 し、へ ラ磨 きで仕上 げ
る。

との境 にはや

や 幅広 の断面
台形の 突帯が

貼 付 され る。

512 ！／ ／／

15 ．5

（ 2 ．9）

わ ずか に外反す るロ綾部 内面に は

断面 三角 形気 味の突帯 が貼 付 され

る。

両面 共 に ヨコナデ で仕上 げ る。

513 ／／ 11

14 ．8

（ 3 ．8 ）

口縁 部 はなめ らかに 外反す る。 〃

514 ／／ J／

15 ．3

（ 3 ．4 ）

〝 外面 はパ ケ調整 の あ とに ヨ コナ デ

で仕上 げ 、内面 は ヨコナデ であ る。

5 15 1／ ！／

－ 筒状 のやや 細長 い頸部 に続 く胴部 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで仕

（10 ．0 ）． は張 りが 弱い。 上 げ 、内面 はナ デで あ る。

5 16 ／1 ／／

17 ．6 直立 気味 の頚部 に続 く口緑部 は鋭 口綾部 外面 は タテパ ケの あ とに ヨ

（8 ．3 ） く外反す る。 コナ デで仕 上げ 、内面 は横 方向 の

へ ラ磨 きで仕上 げ る。 頚部 は両面
共に横 方 向のへ ラ磨 きで仕 上げ る。

5 17 ／／ ／1
（14 ．8 ）

胴は かな り強 く張 り出す。 胴部 外面 はタテ パケ のあ とに横方

向のへ ラ磨 きで仕 上 げ、 内面はナ
デ であ る。

5 18 J／ ／／

15 ．3 ロ縁部 は ラ ッパ状 に なめ らか に外 口縁部 は ヨコナ デで仕 上 げる。頸

（5 ．0 ） 反す る。頸 部に は4条 のへ ラ描 沈線

が認 め られ る。

部はナ デ で仕 上 げ る。

5 19 1／ ／／

16 ．6 直立気 味の 頚部 に続 く口綾部 はな 口綾部 は ヨコナ デで仕上 げ る。頸

（5 ．0 ） め らか に外 反す る。頸部 に 4 条の 部 外面 はパ ケ調整 の あ とに ナデ で
へ ラ描沈 線が ある。 仕 上 げ、 内面はナ デ で仕 上 げる。

520 ／／ ／／

11 ．白 直立気 味の短 い頚部 に続 く口緑 部 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（5 ．1 ） はゆ るやか に外反す る。 頸部下 端 コナデ で仕上 げ 、内面 は ヨコパケ
に 1 条のへ ラ描 沈線が あ る。 のあ とに ヨコナデ で仕上 げ る。頸

部 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで
仕 上げ 、内面 はナ デで ある。

52 1 ／／ ／／

14 ．8 わずか に斜行 す る頸 部に続 く口緑 外面は ナデ で仕上 げ るが 、内 面は

（6 ．0 ） 部 はゆ るやか に外 反す る。頸部 に 器 表面 が磨耗 し、調 整 は不 明 であ
4 条の へ ラ描沈線 が施 され る。 る。

522 ／／ ！／

－ 斜 行す る頸部 に続 く上胴部 は強 く 器 表面 が磨耗 し　 調 整．は不 明 であ

（8 ．2 ） 張 り出す 。頸部 に6条 のへ ラ描沈 線

が あ る。

ヽる。

523 ／／ 1／

14 ．6 直 立気 味の頚 部に続 く口緑 部 は鋭 口緑部 外面 はタテパ ケの あ とに ヨ

（1 1．6） く外反す る。上 胴部 はか な り強 く コナデ で仕上 げ、 内面 は ヨコナ デ
張 り出す 。頸部 には4条 のへ ラ描 沈 であ る。頸部 以下 の外面 はパ ケの
線 があ る。 あ とに ナデ 、内面 はナデ であ る。



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

524 S D 7 壷

15 ．2 直 立気 味の頸 部 に続 く口綾部 は鋭 口緑部 外面 は タテパケ のあ とに ヨ、

（5 ．3 ） く　 反　 る。頸部 に は4　 のへ ラ描 コナデ で 土上 げ 、内　 は ヨコナデ
沈線が 施 され る。 で仕上 げ る。頸部 外面 は タテパケ

のあ とにナ デで仕 上げ 、内面 はナ
デで ある。

525 ／／ ／／

11 ．2

（ 3 ．2 ）

直 立気 味の頸 部に続 く口縁部 はゆ

る く外 反す る。頸部 にへ ラ描 沈線

口縁部 外面 は ヨコパ ケのあ とに ヨ

コナ デで仕 上げ 、内面 は ヨコナデ

細頸壷 か。

を施 し、沈線 間 にへ ラ状 原体 に よ

る刻 目 を施 す。

で仕上 げ る。

526 ／／ ／／

－
や や斜 行す る頸部 に続 く口緑 部は 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

（7 ．8 ）
鋭 く外反す る。 胴部 もやや 強 く張

り出す。頸部 に6条 のへ ラ描 沈線が
施 され る。

る。

527 ！／ ／／

－
直立 気味 の頸部 に続 く胴部 はやや 上胴 部外面 は横 方向 のへ ラ磨 きで

（5 ．1） 張 り出す 。頸部 に3 条のへ ラ描 沈線

が ある。

仕上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

528 ／／ ／／

16 ．6 直立 気味 の頸部 に続 く口緑 部は 鋭 ロ緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ、

（10 ．5） く　 反　 る。頸部 に は4　 のへ フ描 コナデ で・仕上 げ、 内面は ヨ コナ ナ
洗練 が施 され る。 で あ る。 頚部以 下の 外面 は タテパ

ケ のあ とにナデ で仕上 げ 、内面 は
ナ デで 仕上 げ る。

5 29 ／／ ！／

－
斜行 す る頸部 には 6条のへラ描沈線 頸部 外面 は タテパ ケのあ とに横方

（5 ．2） が施 される。 向 のナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコパ

ケのあ とに縦方 向 のナチで 、仕上 げ

る。

530 ／／ ／／

－
斜 行す る頸部 下端 には 3 本以上 の 外面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

（4 ．4 ） へ ラ描沈 線か施 され る。 上 げ 、内面は ナデ で仕上 げ る。

531 1／ ／／

20 ．0 口緑部 はゆ るやか に外 反す る？ 口 ロ緑部 外面 は右下 が り方 向のパ ケ

（3 ．4 ） 唇部 に はへ ラ状 原体 に よる刻　 が 調 整の あ とに ヨコナデ で仕上 げ る。
ある。 内面 は器表面 が磨 耗 し、調整 は不

明で ある。

532 ／／ ／／

22 ．0 口緑部 は なめ らか に鋭 く外反 す る。 口綾部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

（．4 ．2 ） 頸部 に は 4　 のへ ラ描 沈線 が　 さ コナ デで仕上 げ 、内面 は ヨコパケ
れ る。 口唇部 に 1 条 のへ ラ描沈 線

を施 し、刻 目を入れ る。

の あ とに ヨ コナ デで 仕上 げ る。

533 ／／ ／／

15 ．0 わず かに斜 行す る頸部 に続 くロ緑 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ

777（ 6 ．9 ） 部 はゆ る く　 反　 る。頸部下 端 に コナ デで仕 上 げる。瑛 部　 面 は タ
断面 台形 の突帯 が貼付 され る。 テパ ケの あ とにナチで ・仕上 げ る。

内面 は器表 面が磨 耗 し、調 整は不

明であ る。

534 ／／ ／／

17 ．2 直立 気味 の頸部 に続 く口緑部 は ゆ 口緑 部外 面は タテパ ケの あ とに ヨ

（7 ．0 ） るや かに　 反　 る。頸 部　 端 に は コナデ で 土　 げる。頸 部　　 は
断面 三角形 の突 帯 を貼付す る。 下 が り方 向のパ ケ調 整の あ とにナ

デ で仕上 げ る。 内面 は器表 面が磨
耗す る。

53 5 ／／ ／／

16 ．0 わ ずか に斜 行す る頸部 に続 く口縁 口綾 部外 面は タテパ ケの あ と（三ヨ 底面 出土 。

（1 1．8） 部 はゆ る く外 反す る。 コナデ で仕 上 げ、横 方向 のへ フ磨
きを加 える。 ロ綾部 内面 は ヨコナ
チPのあ とにへ ラ磨 きを加 える。望真
部 外面 は タテパ ケ のあ とにナチ、を
施 し、へ ラ磨 きで仕上 げ る。

5 36 ／／ ／／

－ ゆる く外反す る頸部 には 断面台 形 頸部 外面 は タテパ ケのあ とにナ デ

（6 ．2 ） の突帯が 貼付 され る。 で仕 上 げる。頸 部 内面は器 表面 が
磨 耗 し、調整 は不 明であ る。

537 ／／ 1／

13 ．0 斜 行す る頸部 に続 く口緑部 は鋭 く 口綾部 外面は横 方 向のへ ラ磨 きで 貼イ寸突帯上 に
3 条のへ ラ手苗
沈線 を施 し、
沈線 間 にへ ラ
描列 点文 を入
れ る。

（5 ．4 ） 反　 る。頸 部に 断面 台形 の 呂ム 仕上 げ 、内面 はナ デで ある。頸 部
の突帯 を貼付 す る。 外面 もへ ラ磨 きで仕 上げ 、内面 は

ナ デで あ る。

538 ／／ ／／

－
や や長 胴の 胴部 であ る。上 胴部 外 外面は タテパ ケの あ とにナデ で仕

（9 ．9 ）

23 ．6

面 に は．へ ラ指 の文様 が施 され る。 上 げ 、内面 はナデ で仕上 げ る。

1

1

1

I

．



挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

539 S D 7 ・＝土ゴ璽E

－ 細 長 い頸部 に続 く胴 部は球 形 に近 胴 部外 面は右 下が り方 向のパ ケ調

（9 ．8 ）

23 ．4

い形 を呈 す。上 胴部 に断 面三角 形 整 の あ とにナ デ を施 し、横方向のへ

の突帯 2 条 が貼付 され る。 ラ磨 きで仕上 げ る。胴部 内面 は縦
方 向の指 ナデ で仕上 げ る。

540 ／／ ／1
（6 ．0）

11 ．6

平 底の底 部 であ る。 両 面共 に丁寧 なナ デ調 整 のあ とに

へ ラ磨 き を施 す。

54 1 1／ ／／

－
安定 した平底 の底部 で胴 の張 り出 外 面はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕

（5 ．0）

10 ．6

L は強 い。 上 げ、 内面は ナデ で仕上 げ る。

542 ／／ 1／
（7 ．6）

8 ．0

平底 の底 部で あ る。 ／／ 下 胴部 外面に
小 さな黒 斑が
ある。

543 ／／ ／／

－
平底 の底部 に続 く胴部 の張 りは弱 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで仕 底面 出土 。

（12 ．7 ）

8 ．9

い。 上げ 、内面 はナ デで仕 上 げる。

544 ／／ ／／

－
平底 の底部 に続 く胴部 は強 く張 り 外面 はパ ケ調 整 のあ とに粗 いナデ 下胴 部外面 に

（8 ．7 ）

9 ．7

出す 。 で仕上 げ 、内面 はナデ であ る。 黒斑 があ る。

545 ／／ ／！
（9 ．4 ）

8 ．3

平底 の底部 で あるが器 壁は薄 い。 ／／ 聾 底部 か も し．
れな い。

5 46 ／1 ／／

－ 平底 の底部 で胴 はか な り強 く張 り 外面 は タテパ ケのあ とにナ デで仕

（8 ．7 ）

9 ．4

出す 。 上 げ 、内面 はナ デで ある。

5 47 ／／ ／／

－
平底 の底部 に続 く胴部 はやや 張 り 両 面共 にパ ケ調 整の あ とに丁 寧な 底面 出土。

（20 ．4 ）

9 ．5

出す が長胴 であ る。 ナデ で仕上 げ る。

54 8 ／／ ／／
（4 ．2 ）

11 ．2

平 底 の安 定 した底 部で あ る。 外面 はパケ調 整の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

54 9 1／ 1／
（5 ．1 ）

8 ．2

平 底 の底部で 胴 の張 りは弱 い。 両 面共 にナ デ調整 で仕上 げ る。

55 0 ／／ ／／
（3 ．6 ）

9 ．2

底 部 は しゃ くれ た平 底 であ る。 外面は パケ調 整の あ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ であ る。

55 1 ／／ 1／
・（4 ．8 ）

8 ．2

平 底の 底部 で胴がや や張 り出す 。 外 面はパ ケ調 整の あ とに ナデ を施

し、入 念なへ ラ磨 きで仕上 げ る。
内面は ナデ で仕 上 げる。

底 部外 面に粗
痕 が残 る。

55 2 1／ ／／
（5 ．3 ）

7 ．0

／／ 外 面はパ ケ調 整の あ とに ナデで 仕
上 げ、 内面は磨 耗 し、調整 は不 明

で あ る。
ヽ

553 ／／ ／／

－ 平底 の底 部 で胴部 はや や 強 く張 り 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕

（4 ．4 ）

6 ．5

出す 。 上 げ、 内面は ナデ であ る。

－357－



挿 図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法 量　 器高
（cm ） 胴径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

5 54 S D 7 ・＝l＝・竺E

－ 平 底の底 部 で器 壁 はか な り厚 く、 外 面は タテパ ケの あ とに ナデ で仕

（4 ．9 ）

7 ．5

胴 もやや 張 る。 上 げ 、内面は ナデ であ る。

5 55 ／／ ／／
（4 ．8 ）

8 ．0

平 底の底 部 で器壁 は厚 い。胴部 も

や や張 り出す 。

／／

556 ／／ ／／
（6 ．0 ）

8 ．8

底 部 は平底 で器壁 は厚 い。 外面 はパケ調 整 のあ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ であ る。

557 ／／ ／／
（6 ．3 ）

8 ．0

底 部 はわず かに上 げ底 気味 であ る。 ／／

558 ／／ ／／
（6 ．2 ）

10 ．0

平底 の底部 で あ る。 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。

559 ！／ ／／
（5 ．5）

8 ．2

平底 の厘部 で器 壁はやや 厚 い。 ／／

560 ／／ 11
（ 6 ．7）

10 ．4

平底 で あるが器 壁はや や薄 い。 ／／ 聾 の底部か も

しれ ない。

56 1 ／／ ！／
（6 ．7 ）

5 ．3

やや 不安 定 な平 底 の底部 であ る。

胴部 の張 り出 しは強 い。

1

／／

5 62 ／／ ／／
（5 ．1 ）

7 ．0

平 底の底 部 であ る。 外面はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕
上 げ る。内面 は器表 面が磨 耗 し、

調 整は不 明 であ る。

563 1／ ／／

－
平底 の底部 であ るが中央 部が わず 外面 はパケ調 整の あ とにナデ で仕

（6 ．1 ）

6 ．4

かに くぼん でい る。 上 げ 、内面 はナデ であ る。

564 ／／ 1／
（7 ．1）

9 ．2

平底 の底部 であ る。 ／／

565 ／／ ／／

－
平底 の底部 で器 壁は厚 い。胴 部の 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ 磐 の底 部か も

（7 ．0 ）

7 ．4

張 りは弱 い。 る。 しれ ない。

566 ／1 ！／
（5 ．2）

9 ．5

平底 の底部 で ある。 外面 は器表 面が磨 耗 し、調整 は不

明 であ る。 内面 はナデ調 整 で仕上
げ る。．

5 67 ／1 ／／
（6 ．0 ）

9 ．5

平底 の底部 で器 壁はか な り厚 い。 器表 面が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

る。

568 ／／ J／
（4 ．9 ）

9 ．0

平底 の底 部 で胴部はや や破 り出す 。 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで仕

上 げ、 内面は ナデで あ る。

－358－
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴 径

底 径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　　 法 備　　 考

5 69 S D 7 ・＝量＝・：弓互

（8 ．4 ）

8 ．6

平底 の底部 で あ る。 外面 はパ ケ調 整の あ とにナ デで仕
上 げ、 内面は ナデ であ る。 ヽ

5 70 ／／ ／1
（7 ．4 ）

10 ．0

平底 の底部 で胴 部はやや 張 り出す 。 JJ

57 1 ／／ ／／

－
平底 で あるが 、中央部 に向か って 外面 はパ ケ調整 の あ とに粗 いナ デ

（5 ．6 ）

8 ．7

やや くぼ んで いる。 で仕上 げ 、内面 はナ デで ある。

57 2 ／／ ／／
（7 ．1 ）

7 ．7

平底 の底部 で器 壁は かな り厚 い。 外面 は縦方 向のパ ケ調 整の あ とに

ナテで ・仕上 げ 、内面 はナチで ・仕上
げ る。

57 3 ／／ ／1
（9 ．4 ）

8 ．0

底部 はわず かに上 げ底 気味 であ る。 器 表面 が磨 耗 し、調整 は不 明であ

る。

57 4 ／／ ／／
（2 ．4 ）

4 ．6

底部 は平底 で、か な l）しゃ くれて

い る。

両 面共 にナ デ調整 で仕上 げ る。 小型 の壷底 部

か ？

57 5 ／／ ／／

－
底部 は平底 であ るが、や や くぼん 外面 はパ ケ調 整 のあ とにナ チで ・仕

（3 ．1 ）

7 ．4

でお り、器 壁 もか な り厚 い。 胴 も 上 げ 、1 内面 は器表 面が磨 耗 し、調
強 く張 る。 磐 は不 明 であ る。

57 6 ／／ ／／
（4 ．2 ）

6 ．6

平底 の底部 で ある。 外面は パ ケ調 整 のあ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ であ る。

望 底部 か も し

れな い。

57 7 ／1 ／／
（3 ．6 ）

7 ．4

／／ 器 表面 が磨耗 し、調整 は不明 であ

る。

底部 の中央部

には 焼成後 の
穿 孔が あ る。

578 ／／ ／／
（3 ．4 ）

8 ．9

／J 外面は パ ケ調 整の あ とにナデ で仕
上 げ 、内面 はナデ であ る。

両 面共 に器表
面の磨 耗が著

しい 。

579 ／／ ／1
（4 ．7 ）

5 ．6

平 底の 底部 で器壁 は厚 い。 ／／

580 ／／ ／／
（4 ．8 ）

6 ．5

／／ JJ

58 1 ／1 ／！
（3 ．8）

6 ．5

平 底の底 部 であ る。 両面 共 にナデ調 整 で仕 上 げ る。

582 1／ ／／
（4 ．9）

6 ．5

平底 の底 部 で器 壁 はかな り厚 い。 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナテで ・仕

上 げ、 内面は ナデ であ る。

583 ／／ 1／
（3 ．9 ）

7 ．4

平 底の 底部 であ る。 ／／ 埜底部 か も し

れ ない。



挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径

法量　 器高
（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

584 S D 7 ・＝ヒ
璽E

－
平 底の 底部 であ るが、胴 部 はや や 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

（3 ．5 ）

5 ．8

張 り出す。 る。

585 ／／ ／／
（4 ．6 ）

6 ．6

や や上 げ底 の底部 か ？ 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ チで 、仕

上げ 、内面 はナ デで ある。

586

′

／／ ／／
（3 ．7 ）

6 ．6

平底 の底部 で ある。 〃

587 ／／ ／／
（4 ．1）

9 ．4

底部 はわ ずか に上げ底 気味 であ る。 両面 共に ナデ で仕上 げ る。

588 ／J ／／
（5 ．0 ）

6 ．6

平底 の底 部で ある。 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕

上 げ、 内面は ナデ であ る。

婆底 部か もし

れ ない。

589 ／／ ／1
（4 ．8 ）

8 ．0

／／ 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデ を施

し、粗 いへ ラ磨 きを加 える。 内面

はナデ調 整 であ る。

外面に黒 斑が
ある。

5 90 ／／ ／！
（4 ．2 ）

ラ．4

平 底の底 部 で胴はや や張 り出す 。 外面は パケ調 整の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

底 部外面 に黒

斑 が ある。

591 ／／ ／／
（4 ．0 ）

8 ．4

平 底の 底部 に続 く胴部 はや や 張 り
出す。

l

両 面共 にナ デで仕上 げ る。

592 ／／ ／！

－
平 底 の底部 に続 く胴部 はか な り強 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで仕

（3 ．8 ）

8 ．3

く張 り出す 。 上 げ 、内面 はナ デで ある。

59 3 ／！ ／／
（3 ．6 ）

9 ．1

平底 の底部 で ある。 器表 面の剥 落が 著 し く、調 整は不

明 であ る。

594 ／／ ／／
（5 ．2）

7 ．6

／／ 外面 はパ ケ調整 の あ とにナ デで仕

上 げ る。 内面 は器表面 が磨 耗 し、
調整 は不 明で あ る。

襲底 部か もし

れ ない。

595 ／／ ／／
（7 ．0）

9 ．4

やや 上 げ底気味 の底部 か。 外面 はパ ケ調整 の あ とに ナデで仕

上 げ、 内面は ナデ であ る。

596 ／／ 1／

－
やや 上 げ底の底 部 で器壁 はか な り 森 表面が磨 耗 し、調 整は不 明 であ 襲 底部か もし

（ 5．9 ）

6 ．6

厚 い。 る。 れ ない。

597 ／／ ／／
（ 5．0 ）

7 ．5

平 底の 底部 であ る。 外面はパ ケ調 整の あ とに ナデ を施

し、粗 いへ ラ磨 きを加 える。 内面

はナデで 仕上 げ る。

598 ／／ ／／
（7 ．0 ）

8 ．7

平 底 の底部 で器壁 はか な り厚 い。 外面は パケ調 整の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。
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挿 図番号 遺 構番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　　　 文　 様 手 ．　　　　　　 法 備　　 考

599 S D 7 ＝土ご竺E
（5 ．6 ）

8 ．1

底 部 はわず かに上 げ底気 味 であ る。 外面 はパ ケ調 整 のあ とにナ デで仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

600 ／1 ／／
（4 ．9）

8 ．4

平底 の底 部 であ る。 両 面共 にナデ で仕上 げ る。

6 01 ／／ ／／
（8 ．2 ）

7 ．6

J／ 外面 はパ ケ調 整の あ とに粗 いナ デ

で仕 上 げ、内面 はナ デで仕 上 げる。
下 胴部 外面に
小 さな黒 斑が

ある。底 面出
土 。

60 2 ／／ ／／

－ ．平底 の底部 で あるが　 や や くぼん 外面 は縦方 向のへ ラ磨 きで仕上 げ 底面 出土 。
（5 ．1 ）

9 ．3

ヽでい る。 内面 はナ デで仕上 げ る。　　 ’

603 1／ ／／
（6 ．0 ）

7 ．5

平底 の底 部で あ る。 外面 はパ ケ調 整 のあ とにナデ で仕

上 げ 、横 方 向の粗 いへ ラ磨 きを加
える。 内面 はナデ であ る。

・604 ／／ ！／
（6 ．2）

8 ．4

平 底の底 部 で胴の張 りは 強い。 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデ で仕

上 げ、 内面は ナデ で仕上 げ る。

605 ／／ ／／
（3 ．9 ）

8 ．5

やや 上 げ底気 味の底部 で胴 の張 り

は 強い。
／／

6 06 ／／ 婆

19 ．5 口縁 部は如 意形 に外 反す るが、胴 口綾 部は ヨ コナ デで仕 上げ る。上 両面 共に器 表

（6 ．0 ） の張 りは弱 い。 胴部 外面 はパ ケ調 整 のあ とに粗 い
ナデ で仕上 げ る。

面 が磨耗す る。

60 7 ／／ ／／

22 ．2 如 意形 に外 反す る 口綾部 に続 く上 ロ縁部 は ヨコナ デで仕 上げ る。上

（6 ．9 ） 胴部 は張 りが弱 い。 胴部 外面 はパケ調 整 のあ とにナデ

で仕上 げ 、内面 はナ デで仕上 げ る。

608 1／ ／／

24 ．6 如意 形に 外反す る 口綾 部に続 く上 口綾部 は ヨコナ デで仕上 げ る。上 上 胴部 外面 に

（9 ．5 ）

23 ．6

胴部 はやや 張 り出す。 口径 は胴部
最 大径 よ り大 きい。 口頸部 に 4 条

のへ ラ描沈 線が ある。

胴 部 はパ ケ調 整 のあ とにナデ で仕

上 げ る。
小 さな黒斑が
あ る。

609 11 ／／

17 ．9 如 意形 に外 反す る口綾部 に続 く胴 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。上 上 胴部 には 2

（5 ．9）

18 ．1

部 はや や張 り出す 。 口径 は胴部 最 胴部 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デ 条のへ ラ描 沈
大 径 とほぼ 同 じ。 で仕 上 げ、内面 はナ デで ある。． 線が ある。

6 10 JJ ／／

37 ．4 口綾 部は如 意形 に外 反す る。 口頸 口縁 部外 面はパ ケ調整 の あ とに ヨ 大 型の無 であ
（6 ．6 ） 部 に 1 条 のへ ラ描沈線 が施 され る。 コナ デ で仕 上 げる。上 胴部 内面 は る。

口径 よ り胴部最 大径 が大 きい。 パ ケ調整 のあ とにナ デで仕上 げ る。

6 11 ／1 ／／

17 ．5 口綾部 は如 意形 に外反す る。 口唇 両 面共 に器 表面が磨 耗 し、調 整 は

（4 ．4 ） 部に はへ ラ状原体 に よる刻 目があ

る。上 胴部 には 4 条のへ ラ描 沈線
が施 され る。

不明 であ る。

612 1／ ／／

19 ．2

（ 5 ．7 ）

諸 芸 盟 雪 雲禁 鵠 施 口綾部 は ヨコナデ で仕上 げ る。上
胴部 は両 面共 にナ デ調整 で仕上 げ

され る。 口唇 部に はへ ラ状原体 に
よる刻 目が ある。

・る。

613 ／／ ／1

17 ．7 口唇部 にはへ ラ状 原体 に よる刻 目 口綾 部 外面は パケ調 整の あ とにヨ 上胴 部内面 は

（5 ．7） が あ る。頸部 には 1 条 の太 いへ ラ
碍 撞線 が施 され る。 口綾部 は くの

字状 に鋭 く外 反す る。 口径 より胴

コナデ で仕上 げ、 内面は ヨ コナ デ

で あ る。上 胴部 外面 はパ ケ調整 の
あ とに粗 いナ デで仕上 げ　 内面 は

縦方 向の指 ナ
デで 仕 上げ る。

－
部最 大径 が大 きい。 ヽナ デで ある。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器高

（cm ） 胴径
底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

614 S D 7 聾

23 ．1

（ 6 ．3 ）

口唇部 に はへ ラ状 原体 に よる刻 目

が ある。上 胴部 には 2 条のへ ラ描
沈線 があ る。 ロ緑部 は如意 形に 外
反す る。 口径 は胴部最 大径 より大
きい。

ロ緑部 は ヨ コナ デで仕 上げ る。上

胴部 外面 はパ ケ調 整 のあ とにナ デ

で仕上 げ 、内面 はナ デで ある。

6 15 ／／ 1／

20 ．0

（11 ．3 ）

21 ．8

口唇部 にはへ ラ状 原体に よ る刻 目

が入 る。如意 形に 外反す る ロ綾部
に続 く胴部 はや や 張 り出す。 口径
よ り胴部 最大 径が 大 きい。

／／ 上 胴部 に 3 条

のへ ラ描 沈線
が あ る。

616 ／／ ／／

25 ．0

（ 5 ．8）

口唇部 に はへ ラ状 原体 に よる刻 目

が ある。如 意形 に外 反す るロ緑部
に続 く胴部 はやや 張 り出す 。 口径
よ り胴部最 大径 が大 きい。

／／

6 17 ／／ ／／

29 ．2

（ 5 ．3）

口唇部 に はへ ラ状 原体 に よる刻 目

が ある。 ロ頸部 には 3 条のや や太

いへ ラ描 沈線が 施 され る。 ロ緑部

口緑部 はパ ケ調整 のあ とに ヨコナ

デで仕上 げ る。上 胴部 外面は パケ
調 整の あ とに粗 いナデ で仕上 げ、

や や大 型の淡

であ る。上胴
部 外面 に黒斑

J
は如 意形 に外 反す る。 内面は ナデ であ る。 があ る。

6 18 ／／ ／／

20 ．6 如 意形 に鋭 く外 反す る口綾部 で胴 口緑部 外面 は タテパ ケのあ とに ヨ 口径 よ り胴 部

′
（18 ．2 ）

が 張 る。 口唇 部 に刻 目　 め ぐらし、 コナ デで 土　 げ 、　　 は ヨコパ ケ 径が　 き
上 胴部 に 3 条のへ ラ描 沈線 を施 す 。 のあ とに ヨ コナ チで ・仕上 げ る。胴

部外面 は ヨ コパケ の あ とに ナデ で
仕上 げ、 内面は ナデ であ る。

い。 底面 出土。

619 1／ ／／

19 ．0 逆 L 字 状 口緑の婆 で ある。上 胴部 ロ緑部 外面 はパ ケ調整 の あ とに 冒、

ヽヽ（3 ．7 ） に 2　 のへ ラ描沈 ，が　 され る。 コナ デで 土　 げ、　　 は ヨコナナ
口径 よ り胴部 最大 径が大 きい。 で仕上 げ る。・

620 ，／／ ／／

17 ．4

（ 3 ．2 ）

逆 L 字状 口緑の婆 で ある。 口唇部

に はへ ラ状 原体 に よる刻 目が ある。
上胴部 に は 4 条のへ ラ沈線 を施 し
た あ とに刻 目を施す 。

／J 口径 よ り胴部

最大 径が 大 き

い。

62 1 ／／ ！／
（2 ．6 ）

6 ．6

平底 のやや 小 さな底部 で ある。 外面 はパ ケ調 整で仕 上げ 、内面 は

ナチて ・仕 上げ る。

622 ／／ ／／
（2 ．7 ）

5 ．4

平 底の 小 さな底部 であ る。 外面は パケ調 整の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。

623 ／／ ／／
（2 ．6 ）

7 ．0

平 底の底 部 であ る。 ／／

624 ／／ ／／
（2 ．6 ）

6 ．8

！／ JJ．

6 25 ／1 Jl
（ 4 ．0 ）

9 ．0

J／ ／1

626 ／／ ／／
（3 ．1）

9 ．8

やや 上 げ底 の底部 で あ る。 外面 はパ ケ調整 の あ とにナ デで仕

上 げ る。 内面 は器表 面が磨 耗 し、

調 整は不 明で あ る。

627 ／／ 1／
（4 ．1 ）

7 ．8

平 底の底 部で あ る。 外 面は器 表面 が磨耗 し、調 整 は不

明 であ る。内 面はナ デ で仕 上 げる。

6 28 ／／ 1／
（5 ．0 ）

7 ．8

／／ 外面 はパケ調 整の あ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ であ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 2 9 S D 7 蛮
（ 2 ．9 ）

6 ．0

平 底 の や や 小 さ な 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

6 3 0 ／／ ／／
（ 2 ．2 ）

3 ．2

平 底 の 小 さ な 底 部 で あ る 。 器 表 面 が 磨 耗 し 、 調 整 は 不 明 で あ

る 。

小 型 土 器 の 底

部 か 。？

6 3 1 ／／ ／／

（ 2 ．3 ）

4 ．8

平 底 の や や 小 さ な 底 部 で あ る。 両 面 共 に ナ デ で 仕 上 げ る 。

6 3 2 ／！ ／！
（ 2 ．5）

6 ．2

上 げ 底 の 底 部 で あ る 。 両 面 共 に 丁 寧 な ナ デ で 仕 上 げ る 。

6 3 3 ／／ ／／

（ 2 ．4 ）

7 ．7

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

6 3 4 ／／ ／／
（ 3 ．7 ）

6 ．6

平 底 の や や 小 さ な 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに 丁 寧 な ナ

デ で 仕 上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

6 3 5 ／／ ／／

（ 2 ．7 ）

8 ．2

平 底 の 底 部 で あ る 外 面 は パ ケ調 整 の あ と に ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

下 胴 部 外 面 に

黒 斑 が あ る 。

6 3 6 ！／ ／／

（ 2 ．5 ）

7 ．0

／／ ／／ 底 部 外 面 に 粗

痕 が あ る 。

6 3 7 ／！ ／／
（ 3 ．6 ）

6 ．5

／／ 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で仕

上 げ る 。

6 3 8 ／／ ／J

（ 3 ．0 ）

7 ．2

／／ 器 表 面 が 磨 耗 し 、 調 整 は 不 明 で あ

る 。

6 3 9 JJ ／／
（ 3 ．4 ）

5 ．6

や や 小 さ な 平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ と に ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

6 4 0 1／ ／／

（ 3 ．2 ）

7 ．1

底 部 は や や 上 げ 底 気 味 で あ る。 ／！

6 4 1 1／ ／／
（ 3 ．6）

5 ．6

平 底 の や や 小 さ な 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに 丁 寧 な ナ

デ で 仕 上 げ る 。 内 面 は 剥 落 し 、 調

整 は 不 明 で あ る 。

6 4 2 JJ ／／
（ 3 ．6 ）

7 ．0

平 底 の 底 部 で あ る 。 1／

6 4 3 ／／ ／／

（ 3 ．3 ）

7 ．7

／／ 両 面 共 に 器 表 面 が 磨 耗 し 、調 整 は

不 明 で あ る 。



挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

口径

法 量　 器 高

（c m ） 胴 径

底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 4 4 S D 7 蛮
（ 4 ．6 ）

6 ．6

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ と に ナ テで 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る 。

6 4 5 ／／ 1／

（ 4 ．0 ）

7 ．1

／／ ／／

6 4 6 ／／ ／／

（ 5 ．3 ）

6 ．3

／／ ／／

6 4 7 ／／ ／／

（ 4 ．4 ）

7 ．2

／J 外 面 は 器 表 面 の 磨 耗 が 著 し く 、調

整 は 不 明 で あ る 。 内 面 は パ ケ 調 整

の あ と に ナ デ で 仕 上 げ る 。

6 4 8 ／／ ／／

（ 4 ．5 ）

6 ．6

／J 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で 仕

上 げ る。 内 面 は 器 表 面 が 磨 耗 し 、

調 整 は 不 明 で あ る 。

6 4 9 ！／ ／／

（ 4 ．6）

7 ．1

／！ ／／

6 5 0 ／／ 1／

－
平 底 の や や し ゃ くれ た 底 部 で 器 壁 器 表 面 が 磨 耗 し 、調 整 は不 明 で あ

（ 4 ．1）

8 ．0

は 薄 い 。 る 。

6 5 1 1／ ／／

－
下 胴 部 外 面 に 小 さ な 黒 斑 が あ る 。 外 面 に は パ ケ 調 整 の 痕 跡 が 残 る が 、

（ 5 ．2 ）

6 ．4

底 部 は 平 底 で あ る 。 内 面 は 磨 耗 し 不 明 で あ る 。

6 5 2 ／／ ／／

し 5 ．7 ）

7 ．4

平 底 の や や し ゃ くれ た 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ調 整 の あ と に ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で 仕 上 げ る 。

6 5 3 ／J ／／

（・5 ．7 ）

8 ．8

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ と に 粗 い ナ デ

で 仕 上 げ る 。

焼 成 は 良 好 。

6 5 4 ／／ ／／

（ 6 ．8 ）

7 ．7

平 底 の 底 部 で 外 面 に 黒 斑 が あ る。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る。

6 5 5 ／／ ／J

（ 9 ．5 ）

9 ．0

平 底 で 胴 の 張 りは 弱 い 。 両 面 共 に ナ デ で 仕 上 げ る。

6 5 6 ／／ ／／

（1 0 ．0 ）

8 ．0

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに 粗 い ナ デ

で 仕 上 げ 、 内 面 は ナ デ 調 整 で あ る 。

6 5 7 ／1 1／

（1 0 ．1 ）

7 ．5

平 底 で 胴 の 張 りは 弱 い 。 外 面 は パ ケ 調 整 の あ とに ナ デ で 仕

上 げ 、 内 面 は ナ デ で あ る。

6 5 8 ／／ ／1

（ 7 ．5）

7 ．6

平 底 の 底 部 で あ る 。 外 面 は パ ケ 調 整 で 内面 は ナ デ で あ

る 。
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挿図 番号 遺構 番号 器　 種

口径
法量　 器 高
（cm ） 胴径

底径

形　 態　 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

6 59 S D 7 鉢

18 ．2 如意 形に 外反す る 口緑 で胴 の張 り 口綾 部外 面はパ ケ調 整の あ とに ヨ 口緑部 内面 に

（5 ．6 ） は弱 い。 コナデ で仕 上 げ る。上 胴部 外面 は

パ ケ調整 のあ とにナ デで仕上 げ 、
内面 は横 方向 のへ ラ磨 きであ る。

小 さな黒斑 が
ある。

660 ／／ ／／

15 ．8

（ 8 ．2 ）

口緑部 は如 意形 に鋭 く外反す る。 口綾 部外面 はパ ケ調 整の あ とに ヨ

コナ テで 、仕 上 げ、内面 は ヨコナ デ
で ある。上 胴部 外面 はパ ケ調 整 の
あ とに粗 いナデ で仕上 げ 、内面 は

ナデで あ る。

66 1 ／／ ／／

2 8 ．4 か な り大型 の鉢 で、 口綾 部は如 意 下 胴部 外面 はへ ラ磨 きで仕上 げ る。 上胴 部外面 に

（12 ．7 ） 形 に 外反す る。 両 面共 に磨 耗が 著 しい。 黒斑 があ る。

底面 出土。

662 ／／ 蓋
（4 ．5 ）

6 ．9

傘 形 を呈 した蓋の頂 部で ある。 外面は パケ調 整 のあ とにナデ で仕

上 げ 、内面 はナデ で ある。

頂部 外面 に黒

斑が あ る。

663 ／1 ／1

－
傘 形 を呈 した蓋で頂 部か らやや 内 外面 は器 表面 が剥落 し　 調整 は不 休 部 内面に 里

（5 ．5）

4 ．4

湾 気味 に休部へ と続 く。 ヽ明 であ る。内面 はパ ケ調 整の あ と

にナ デ で仕上 げ る。

′lヽヽ斑 が ある。

664 ／！ ／1

23 ．6

（ 3 ．4 ）

傘 形の蓋 の端部 付近 であ る。 両面 共に パケ調 整 のあ とにナデ で
仕上 げ る。

端 部 に小 さな

黒 斑が あ る。
底 面 出土。

6 65 ／1 ／／
（6 ．9 ）

6 ．8

傘形 の蓋 で、頂 部か ら外 反す る休
部へ と続 く。

／／ 頂部 外 面に黒
斑 が ある。

6 66 ／／ ／／
（7 ．2 ）

6 ．8

傘形 の蓋 であ る。 外面 はパ ケ調整 のあ とにナ デで仕

上 げ、内面 はナ デで あ る。

6 67 ／／ 1／

22 ．0

9 ．3

6 ．0

／／ 両面 共 にパケ調 整の あ とにナチで ・
仕上 げ る。

頂部 外面 に小

さな黒斑 があ
る。

底面 出土 。

668 ／／ ／／
（3 ．9 ）

6 ．2

1／ 両面 共に ナデ調 整で ある。 焼成 は良 好で
あ る。

669 ／／ ／／

2 3 ．8

（ 7 ．1 ）

倒 鐘形 の蓋 であ る。 両 面共 にパ ケ調整 の あ とにナ デで

仕 上 げる。
／／

670 ／！ 小型土器
（7 ．4 ）

9 ．2

小 型の壷 の胴 部で あ る。 外面は パ ケ調 整の あ とにナデ を施

し、粗 いへ ラ磨 きを加 え る。 内面

はナデ であ る。

上 胴部 内面 に
輪積 み成形痕

が残 る。

67 1 ／／ ！／
（6 ．9 ）

6 ．3

やや 小型 の壷 底部 であ る。 外面はパ ケ調 整の あ とにナデ で仕
上 げ、 内面 はナデ であ る。

下 胴部 外面に

か な り大 きな
黒斑 が ある。

672 P lO 士竺E

13 ．4

（ 4 ．0 ）

ロ綾 部 は鋭 く外反す る。 両面 共 に器表面 が剥 落 し、調整 は
不 明で ある。

6 73 P 3 ／／

17 ．2 頸部 には9 条のへラ描洗 練が施 され 口緑 部外 面はパ ケ調整 の あ とに ヨ

（7 ．8 ） る。や や 発達 した 口綾 部 は外反 し、 コナ デ で仕 上 げ、内面 は ヨコナデ
か な り張 l）の ある胴部 へ と続 く。 で仕上 げ る。頸 部以下 の外面 はパ

ケ調 整の あ とにナチで 、、内面 はナ
デ。
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挿 図番号 遺構番号 器　 種

口径

法 量　 器 高
（cm ） 胴 径
底 径

形　 態　　　 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考 ．

674 P 3 士
璽E

17 ．0 口緑 部内面 には 断面三 角形 の突帯 口縁部 は ヨコナチで ・仕上 げ る。頸 口綾部 内面 に

（7 ．3） 貼 、し、注 ぎ口　 形 ’ る。頸 部　　 はパ ケ調整 の　 とにナ デで 形 の竹管
部 外面はへ ラ描 沈線 間に 円形の竹

管 文 を施 す。

仕 上げ 、内面 はナ デで仕 上 げる。 文 がめ ぐらさ
れて いる。

6 75 P 2 ／／

9 ．4 わずか に斜行 す る頸部 に続 くロ縁 ロ綾部 外面 はパ ケ調 整 のあ とに ヨ や や小 型の壷

（3 ．9 ） 部 は鋭 く外反 す る。頸部 に 2 条の コナデ で仕上 げ る。 口縁 部 内面は であ る。

へ ラ描沈 線が 残 る。 ヨ コナ デで仕 上 げる。

6 76 P 3 ／／

－
胴 がか な り張 りだす平底 の底部 で 外面 はパケ調 整 で内面 はナテで 仕

（ 5 ．5 ）

8 ．7

ある。 上 げ る。

6 77 P 6 ／／
（10 ．0 ）

7 ．3

平 底の 底部 であ る占 外面 にはパ ケ調 整の痕 跡が残 る。

内面 は横方 向のへ ラ磨 きで 入念 に
仕 上 げ る。

6 78 P 5 ／／

－
か な りしゃ くれ た平底 の底部 であ 器表面 が磨 耗 し、調整 は不 明で あ

（6 ．6 ）

7 ．0

る。 る。

679 P 8 喪

19 ．7 口唇部 に はへ ラ状 原体 に よる潮 目 口綾部 は ヨ コナ デで仕 上 げる。上

（5 ．5 ） が ある。口頸部 に は4 条 のへ ラ描沈 胴部　　 はパ ケ調整 のあ とにナ デ
線か施 され る。 口緑部 は如 意形 に

外反 す る。

で仕 上げ る。

680 P l 1／

26 ．3 口綾部 は如 意形 に外 反す る。 口唇 ロ綾 部は ノニケ調 整の あ とに ヨコナ

（3 ．6 ） 部 にはへ ラ状 原体 に よる刻 目があ
る。 口頸部 にはか な り太 いへ ラ描
沈線が あ る。

デ で仕上 げ る。

68 1 P 8 ／／
（3 ．9 ）

8 ．4

平底 の底部 で ある。 外面 はパ ケ調 整の あ とに ナデで 仕
上 げ る。 内面 は器表 面が磨 耗 し、

調整 は不 明 であ る。

682 P 9 ／1
（ 3 ．2）

6 ．5

底部 は小 さな平 底 であ る。 外面 はパ ケ調 整の あ とに粗 いナ デ

で仕 上 げ、 内面はナ デ で仕 上 げる。

68 3 P 4 －＝ヒ璽E

（4 ．1）

8 ．0

平底 の底 部 であ る。 器 表面 が磨耗 し、調 整 は不 明 であ

る。

淡乳 褐 色 を呈

した薄手 の壷
底 部で あ る。

6 84 P 7 高杯
（6 ．6）

充実 した柱状 部で ある。 両 面共 にナ デで仕上 げ る。

－366－
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第29表　遺構出土石器観察表

挿図 番号 遺構 番号 器　 種

最 大長
計測値　 最大 幅
（cm ，g ） 貴大 厚

重 ’量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

68 5 S T 4 石 斧

（14 ．8 ）

6 ．6

（ 2 ．2 ）

366 ．0

凝灰 岩質

緑 色 岩

大型蛤 刃石 斧 で裏 面 の半分 が欠損 す る。表

面に は製作 時に生 じた擦 痕 が残 る。

686 S T 6 1／

（1 1．6）

7 ．2

4 ．1

625 ．0

／！

太 型蛤 刃石 斧の刃 部 が 欠 損 した あ と に 叩

石 に転用 してい る。両面 に製作 時に生 じた
擦痕 が残 る。両 面 と両側辺 部 に明瞭 な敲打
痕が 残 る。

68 7 S D 7 ／／

（ 2 ．3 ）

（ 4 ．6 ）

（ 0 ．7 ）

10 ．7

緑 色 岩

大型蛤 刃石 斧 の小 さな破 片で ある。表 面に

擦痕が 残 る。

688 S K 13 ／／

（ 4 ．2 ）

（ 3 ．7 ）

（ 0 ．5 ）

10 ．2

／／

扁 平片 刃石 斧の小 破片 であ る。表 面及 び側
面 に明瞭 な研磨 痕 が残 る。

689 S K 9 ／／

9 ．5

（ 1 ．4 ）

2 ．4

41 ．2

砂　　 岩

柱状 片方石 斧 であ るが 、 半 分 ほ ど が 欠 損
す る。表面 、裏 面 、左側面 に擦痕 が残 る。

刃部 の先端 部が やや磨 滅す る。

6 90 S T 4 ／／

（ 5 ．1）

2 ．3

（ 2 ．8 ）

44 ．5

’千 枚　 岩

柱状 片刃石 斧の 刃部 で表面 が欠損 す る。刃
部 の先 端部 は磨 滅 してい る。

69 1 S T 6 ／／

（ 7 ．2 ）

（ 3 ．8 ）

1．3

54 ．4

頁　　 岩

扁 平 片刃石 斧で刃 部 と左側辺部 が 欠損す る。
表 面 と裏 面 と右側 面に擦 痕が 残 る。

692 S D 7 ／／

（ 9 ．7）

（ 5 ．8 ）

（ 2 ．1）

149 ．8

蛇 紋 岩

環状 石 斧の未製 品 であ る。表面 の 中央部 は
明 瞭な敲 打痕が 残 り、やや くぼ ん でい る。

6 93 ／／ ／／

11 ．2

5 ．0

1 ．1

8 0 ．0

千 枚　 岩

局部磨 製石 斧 で完形 であ る。表面 に横 方向

の擦痕 が残 る。 刃部 は両面 に擦痕 が あ る。
両側辺 部 に両面か ら打 撃 を加 え 、調整 を施
して い る。

縦 方向 に長 い
長楕 円形 を呈
す 。

完形 で ある。

694 S T 4 ／！

12 ．3

6．0

1．1

106 ．6

砂質 片岩

ば ち形 を呈 した打 製石 斧で ある。 刃部 を両

面か ら打撃 を加 え、つ くり出 して い るが 、
や や磨 滅す る。

完形 で ある。

695 S D 7 ／／

9 ．2

千 枚 岩

縦 方向 に細長 い小型 の局 部磨 製石斧 であ る 刃部 に擦痕 が

2 ．9 両側 辺部 を両 面か ら打撃 し、調 整 を施 す。 0 ′　ヽ残 る。

0 ．7

25 ．4

表面 は 自然画 であ るが裏 面は全 て剥離 面 で
あ る。

完 形 であ る。

6 96 S K 39 叩石

8 ．3

10 ．8

2 ．8

33 0 ．0

砂　　 岩

両面 共にや や磨 耗 し、 もろい。表 面 と裏 面

及 び周 縁部 に敲 打痕が 認め られ るが、 周縁
部 は特 に顕 著 であ る。

完 形。

697 S K 19 ／1

15 ．7

5 ．5

3 ．0

375 ．0

／／

先端部 が敲 打部 であ l上 不整 方形 を呈 し、

5 面 に顕 著 な敲打痕 が残 る。基 部 は柄の部
分 で擦痕 が残 る箇所 が ある。

／／

698 S K 13 ／／

15 ．2

8 ．8

5 ．2

1185 ．0

凝 灰岩 質

緑 色 岩

両 面共 に 自然画 を残 す。表 面及 び側面 に敲
打痕 が残 る。

／／

6 99 S D 7 ／／

10 ．4

10 ．3 石 英 質

円形 を呈 したやや 厚 い 叩石 で あ り表 裏 両 ・

面 に明瞭 な敲 打痕 が残 る。 また、 周縁部 に
／／

5 ．0

910 ．0

緑 色 岩 も明 瞭な敲 打痕が あ る。
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挿 図 番 号 遺 構 番 号 器　 種

最 大 長

計 測 値　 最 大 幅

（c m ，g ） 最 大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

7 0 0 S K 4 3 叩 石

1 2 ．1

9 ．6

4 ．4

7 6 0 ．O r

砂　　 岩

表 裏 両 面 の 中 央 部 付 近 と 周 縁 部 の 全 面 に 顕

著 な 敲 打 痕 が 認 め ら れ る 。

完 形 。

7 0 1 S T 2 ／／

1 1 ．5

9 ．8

2 ．1

3 0 3 ．0

／1

楕 円 形 の 肩 ．平 叩 石 や あ る 。 表 面 は 縁 辺 部

の 小 剥 離 面 を 残 す 他 は 自 然 の 礫 皮 面 で あ る 。

裏 面 は 主 剥 維 面 で あ る 。 完 形 で あ る 。 P l O

出 土 。

周 縁 部 の ほ ぼ
全 面 に 高支打 痕

が 残 る 。 表 面
の 中 央 部 付 近
に も明 瞭 な 敲
打 痕 が あ る 。

7 0 2 S T 4 ／／

（ 4 ．6 ）

（ 5 ．8 ）

1 ．3

4 4 ．4

／／

扁 平 叩 石 の 割 れ で あ る 。 表 面 は 縁 辺 部 に

小 剥 離 痕 を 残 す 以 外 は 自然 の 礫 皮 面 で あ る 。

裏 面 は 主 剥 離 面 で あ る 。

周 縁 部 に 敲 打

痕 が 残 る 。

7 0 3 S T 6 ／1

1 0 ．2

8 ．8

2 ．3

2 5 8 ．0

／1

楕 円 形 を 呈 し た 扁 平 叩 石 で 縁 辺 部 に 小 剥

離 痕 を残 す 。 周 縁 部 の ほ ぼ 全 面 に敲 打 痕 が

残 る 。

完 形 。

7 0 4 ／／ ／／

9 ．7

1 3 ．0

2 ．9

4 0 7 ．0

1／

楕 円 形 の 扇 平 叩 石 で 表 裏 両 面 の 縁 辺 部 に

小 剥 離 痕 を残 す 。 周 縁 部 と表 面 の 中 央 部 に

敲 打 痕 を 残 す 。

／／

7 0 5 ／／ ／／

8 ．5

9 ．5

1 ．7

1 6 8 ．0

／1

不 整 円 形 を呈 し た扁 平 叩 石 で 表 裏 両 面 の

縁 辺 部 に 小 剥 離 痕 を残 す 。 周 縁 部 に 敲 打 痕

の 残 る 箇 所 が あ る 。

完 形 。

P 2 出 土 。

7 0 6 ／／ ／1

8 ．6

1 1 ．0

1 ．4

1 3 4 ．8

1／

楕 円 形 の 扇 平 叩 石 で 周 縁 部 に 敲 打 痕 の あ

る 箇 所 が あ る。 表 面 は 礫 皮 面 を残 し 、裏 面

は 主 剥 離 面 で あ る 。

完 形 。

P 4 出 土 。

7 0 7 ／／ ／／

9 ．6

1 2 ．0

2 ．7

3 6 2 ．0

／／

不 整 楕 円 形 の 肩 平 叩 石 で 表 面 は 自 然 の 礫

皮 面 で 裏 面 は 主 剥 離 面 で あ る。 両 面 の 縁 辺

部 に 小 剥 離 痕 を 残 す 。

周 縁 部 の ほ ぼ

全 面 に敲 打 痕

が 残 る 。 完 形 。

P 3 出 土 。

7 0 8 11 ／／

．7 ．1

7 ．9

1 ．4

8 2 ．6

1／

不 整 円 形 の 扁 平 叩 石 で 表 裏 両 面 の 縁 辺 部

に 小 剥 離 痕 を 残 す 。 周 縁 部 に敲 打 痕 は 認 め

られ な い 。

完 形 。

7 0 9 11 ／／

8 ．3

1 0 ．2

2 ．7

2 2 8 ．0

／／

不 定 形 の 扁 平 叩 石 で 表 面 に は か な り大 き

な 剥 離 痕 を 残 す が 、大 半 は 礫 皮 面 で あ る 。

周 縁 部 に敲 打 痕 の 認 め ら れ る 箇 所 が あ る 。

7 1 0 ／1 ／J

1 1 ．0

1 1 ．0

2 ．7

3 4 3 ．0

11

不 整 楕 円 形 を呈 し た 肩 平 叩 石 で 両 面 の 縁

辺 部 に 小 剥 離 痕 を残 す 。 表 面 の 中 央 部 付 近

と周 縁 部 に 敲 打 痕 が 残 る 。

完 形 。

P 4 出土 。

7 1 1 ／／ ／／

8 ．2

8 ．9

1 ．7

1 2 3 ．2

1／

ほ ぼ 円 形 を呈 し た 扁 平 叩 石 で 表 裏 両 面 の

縁 辺 部 に 小 剥 離 痕 が あ る が 、 周 縁 部 に 敲 打

痕 は 認 め ら れ な い 。

完 形 。

7 1 2 1／ ／／

8 ．0

1 1 ．3

2 ．4

2 2 6 ．0

／／

不 整 楕 円 形 を 呈 し た 肩 平 叩 石 で 表 面 は 縁

辺 部 に や や 大 き な 剥 離 痕 を 残 す が 、 礫 皮 面

が 大 半 を 占 め る 。 周 縁 部 の ほ ぼ 全 面 に 敲 打

痕 が あ る。

／／

7 1 3 ！／ 11

8 ．9

1 2 ．8

2 ．0

2 8 7 ．0

／／

楕 円 形 を呈 し た か な り大 き な 扁 平 叩 石 で

表 面 は 自 然 の 礫 皮 面 で 裏 面 は 主 剥 離 面 で あ

る 。 両 面 の 縁 辺 部 に 小 剥 離 痕 が あ る。

周 縁 部 の 一 部

に 敲 打 痕 が 認

め られ る 。 完

形 。 P l 出 土 。

7 1 4 J／ ／1

7 ．3

9 ．7

1 ．8

1 5 4 ．2

／1

楕 円 形 を 呈 し た 扁 平 叩 石 で 表 面 は 礫 皮 面

で 、 裏 面 は 主 剥 離 面 で あ る 。 両 面 の 縁 辺 部

に 小 剥 離 痕 を 残 す 。 周 縁 部 に は 明 瞭 な 敲 打

痕 が あ る 。

完 形 。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

最 大長

計測値　 最 大幅

（cm ，g ） 最 大厚

重　 量

材　　　 質 嘩　　　　　　 徴 備　　 考

7 15 S‘T 6 叩石

8 ．4

10 ．9

1 ．9

23 9 ．0

砂　　 岩

不整 楕円形 を呈 した 扁 平 叩 石 で表 面 は 自

然の礫 皮面 を残 し、裏 面は主 剥離 面で ある

両面 の縁辺 部 に小剥離痕 を残す。 周縁部 に

は敲打 痕が 残 る。

完形 。

○

716 ／／ ／／

10 ．9

10 ．7

1 ．9

265 ．0

／／

不 整楕 円形 の肩平 叩 石 で あ る。 表 面 は 自

然の礫 皮面 で裏面 は主剥 離面 であ る。両面

の縁辺部 に小 剥離痕 を残 す。 周縁部 に敲打
痕 の認め られ る箇 所が ある。

／！

717 S K 39 ／／

6 ．7

8 ．5

1 ．8

100 ．0

／／

不整 楕円 形の 小 さな扁 平 叩石 で 表 面 は 礫

皮面 で裏 面は主 剥離 面で あ る。 両面 の縁辺

部 に小剥離 痕 を残す 。周縁 部に敲 打痕 の残

る箇所が あ る。

／！

718 P　 l l ！／

9 ．8

6 ．6

1 ．2

9 1 ．6

／／

不 整楕 円形 の扁平 叩 石 で、一部 欠損す る。

表面 は礫皮 面で裏 面 は主剥 牡面 であ る。両

面の縁 辺部 に小剥 離痕 を残す 。周縁 部 に敲

打痕が 残 る。

／！

7 19 S D 5 ／／

11 ．0

15 ．1

2 ．3

450 ．0

／／

不 整楕 円形 を呈 した 非常 に 大 きな 扁 平 叩

石 であ る。表面 は 自然 の礫皮面 を残 し裏面

は主 剥離 面で あ る。 両面 の縁辺 部 に小剥離

痕を 残す 。周縁 部 に敲 打痕 の残 る箇所が あ

る。

／／

720 ／／ ／！

1 1．2

12 ．5

2 ．9

530 ．0

／／

不 整 円 形 を 呈 した か な り大 きな 扁 平 叩

石 であ る。表面 にはか な り大 きな別姓 痕 を
残 し、裏 面は主剥 離面 で ある。 周縁部 のほ

ぼ 全面 に敲 打痕 が残 る。

／／

．721 S K 39 ／／

7 ．7

9 ．2

1 ．9

173 ．0

／／

不 整楕円 形の扁平 叩 石 で 表 面 は礫 皮 面 を

残 し、裏 面は主剥 離面 で ある。両 面の縁 辺

部 に小剥 離痕が 残 る。 周縁部 に顕 著 な敲 打

痕 が残 る。

／／

7 22 S K 2 6 ／1

8 ．7

／／

不 定 形 な 扁 平 叩 石 で表 面 は礫皮 面 を残 し、 扁 平 叩 石 の

8 ．5 裏面 は主剥 離面 であ る。両面 の縁辺 部 に明

ヽ

末製 品か ？

1 ．2

10 6 ．5

瞭 な剥 離痕 は認め られ ず、 周縁部 に敲打痕

も認 め られ ない。

完形 。

72 3 S K 8 ／／

9 ．7

11．9

2 ．1

25 1．0

／／

不 定 形 の扁 平 叩 石 で 表 面 は礫皮面 を残 し、

裏 面 は主剥離 面で あ る。 両面 の縁辺 部 に小

剥 離痕 があ る。周縁 部 の一部 に敲打痕 が あ

る。

完形 。

724 S T 4 ！／

－　9 ．1

1 1．1

3 ．6

572 ．0

／／

表裏 両面 の 中央部 に顕 著 な敲打痕 が あ り、

くぼん でい る。 また、周縁 部 に も敲打 痕が

認 め られ る。

／／

725 S D 7 ／／

6 ．9

9 ．1

1 ．5

79 ．7

11

楕 円 形 の 扁 平 叩石 で 表面 は礫皮 面 を大 き

く残 すが 、裏 面 は主剥 離面 であ る。両 面の

縁辺部 に小利 牡痕 を残 す。 周縁部 のほ ぼ全

面に敲 打痕 を残す 。

！／

7 26 S T 4 ！／

10 ．5

6 ．3

2 ．0

17 6 ．0

／／

横長 の不整長 方形 を 呈 した 扁 平 叩石 で表

面は 自然の礫 皮面 を残 し、裏 面は主 剥離 面

であ る。周縁 部 に小 さな別姓痕 を残す箇 所

があ る。周 縁部 に敲 打痕 の残 る箇 所が ある。

！／

727 S T 6 ／／

6 ．3

／／

不 整楕 円形 を呈 した 扁 平 叩石 で 表 面 は 礫 表面 に も大 き

7 ．1

1．4

75 ・声

皮 面 を残 し、裏 面 は主剥離 面 であ る。周縁

部 も剥牡 し、敲 打痕 が残 る。
な剥離 面が あ

る。

完形。

728 S K 13 砥 石

16 ．3

12 ．7

3 ．0

5 35 ．0

／／

表面 と裏 面 と左 側面 の 3 両 に顕 著な研 磨痕

が 残る。 3 面共 に器表 面が やや粗 い。 不定

形 を呈 した肩平 な砥石 で ある。

完 形。

S T 4 ／／

（3 ．3 ）

玄 武 岩

暗茶 褐色 を呈 した砥石 の小破 片 であ る　 表

7 29
（1 ．8 ）

1 ．2 ）

（9 ．9 ）

′ヽ　　　　　　　　　　　　　　 」　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇裏両 面に右 下が り方 向の擦痕 が残 る。表裏

両面 に研磨痕 が残 る。
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挿 図番号 遺構 番号 器　 種

・最大長

計 測値　 最 大幅
（cm ，g ） 最大 厚

重　 量

材　　　 質 特　　　　　　　 徴 備　　 考

730 S D 7 砥石

（ 6 ．7）

（ 4 ．6）

3 ．0

1 17 ．1

砂　　 岩

表 面の みに研磨 痕 が残 る。石 質が もろ く、

風 化が著 しい。

73 1 S T 3 ／／

12．1

1 ．9

（ 1 ．2 ）

34 ．9

千 枚 岩

細長 い棒 状 の砥石 の割 れで大 半が 欠損す る。

ほぼ全 面 に右下が り方 向の擦 痕が 残 る。

P lO 出土。

732 S T 6 ／／

38 ．2

19 ．7

8 ．3

100 00 ．0

砂　　 岩

不整長 方形 を呈 した大 型の砥 石 であ る。表

裏両 面 と両 側面 の 4 両 に顕 著な研磨 痕 が認

め られ る。表面 には研 磨時 に生 じた縦 方向
の条 線が あ る。

完形 か ？
P 7 出土 。

73 3 S K 32 ／／

9 ．6

12 ．0

2 ．9

387 ．0

／／

不定 形の 扇平 な砥 石 であ る。表裏 両面 に顕

著 な研磨痕 が認 め られ る。石質 が もろ く、

両面 共 に磨 耗 して いる。

完 形か ？

7 34 S K 39 石 包丁

（ 4 ．3 ）

（ 3 ．1）

（ 0 ．5）

6 ．9

千 枚 岩

石 包丁 の小破 片で背 部 と側辺部 の一 部 しか

残 って いな い。背部 に擦痕 が認 め られ る。

735 S D 7 ／／

（．10 ．8 ）

（ 5 ．7 ）

0 ．7

3 4 ．0

緑 色 岩

直線状 の背部 に 外湾す る刃部 の続 く半 月型

の石 包丁 で一 部 欠損す る。紐 孔が 1 個残 る。
表裏両 面 に横 方 向の擦痕 が残 る。

736 1／ ／／

（10 ．7 ）

4 ．4

0 ．7

47 ．1

／1

外 湾す る背 部に 直線状 の刃部 がつ く形 態の

石 包丁で あ る。細 孔 は 2 個 残 る。 中央 部に
左下 が り方 向 の擦 痕 が残 る。

刃部 には横 方

向 の擦痕 があ
る。半 月型の
直 線刃の石 包

丁 であ る。

737 S T 4 ‘／／

（ 9 ．3 ）

5 ．2

0 ．9

56 ．3

千 枚　 岩

打製 の石包 丁 で表裏両 面が 剥離面 で ある。

両面 の刃 部に小 剥離痕 が残 る。 側辺部 が一
部 欠損す る。

粗 雑なつ く り

の石包丁 で あ
る。

7 38 ／1 11

9 ．8

6 ．1

1．5

93 ．0

砂 質 片岩

打 製のや や粗雑 なつ く りの石 包丁 で両 側辺

部 に操 りをつ くり出 してい る。表面 の刃部

に小剥 離痕が 残 る。

完形。

739 S K 26 石 鉄

2 ．2

1 ．5

0 ．6

1 ．3

サ ヌサ イ ト

両面 の中央 部に はか な り大 きな剥 離痕 を残

す。 二等辺 三角 形状の 凸基無 茎式 の打製 石

鉄 でやや 厚 く、粗雑 なつ くりであ る。

！／

740 S T 6 ／！

（ 1 ．7 ）

1 ．2

0 ．2

0 ．5

／／

二等 辺三角 形状 を呈 した平 基無 茎式の 打製

石鉄 で先端 部が わずか に 欠損す る。両面 の
中央 部 に大 きな剥牡面 を残 す。

ほ ぼ完形 。

741 S K 41 ／／

2 ．6

1 ．8

0 ．4

1 ．3

／／

二 等辺三 角形状 を呈 した凸基有 茎式 の打製

石 鉄で両 面にや や大 きな剥 離痕 を残す 。両
面 共にや や磨 滅す る。

完 形。

P l 出土 。

742 S T 3 ／／

4 ．8

2 ．8
／／

五 角形状 を呈 した平 基無 茎式 の大型 の打製

石 鉄 であ る。 両面 の中央 部に大 きな剥 離面

を残 してい る　 縁辺 部 には押庄 剥離 に よる

器 表面 がやや
磨 滅す る。

P lO 出土
0 ．8

9 ．5

0　／　　　 口
中 剥離痕 が残 る。

0完形。

743 S T 4 ／1

2 ．6

2 ．0

0 ．3
1／

二等辺 三角形 状 を呈 した凹基 無茎式 の打 製

石 鉄 で断面形 は 凸レ ンズ状 であ る。両面 共
に、押 圧剥 離に よ り入 念に仕 上げ る。

完形 。
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Loc．23・37

I．位置と調査経過

Loc．23・37は、空港拡張範囲の中央部やや北西寄りに位置し、類似した水田址が検出されて

いるLoc．39の南西に隣摸している。字名は北側を桑ノ本（Loc．37）、南側を船戸田（Loc．23）

と称す。

調査は3次に分けて行われた。まず、第1次は、試掘トレンチによる調査で、この段階で水

田址の存在を確認した。なお、発掘区の東隣りでは中～近世の遺構が検出されているが、水田

址が検出されたこの発掘区では全く検出されなかった。第2次は、第1次の試掘トレンチの範

囲を全面発掘し、さらに水田址の広がりを確認するための試掘トレンチを入れた。第3次は、

第2次の試掘トレンチ部分の全面発掘と、Loc．23・37との間にあった道路部分の調査を行っ

た。その際、弥生人の足跡を検出し、また、プラントオパール分析を宮崎大学の藤原宏志氏に

依頼して実施した。

以上調査した範囲は、全長94m、北半分は幅68m、南半分は幅35mを測る。そして、調査区

の全域で水田址を検出することができた。
l

調査期間は、昭和57年5月から6月の2か月間と同年8月から10月までの3か月間、そして

同年11月から昭和58年1月までの3か月間であり、合計、約8か月間であった。最終的な水田

址の調査面積は5，810mZであった。

2．調査概要

Loc．23・37では弥生時代前期前半と考えられる水田址244枚を検出した。検出された水田址

は、個々の水田面積が小区画のものが大半を占めるものである。これらの水田は、物部川の

自然堤防の後背湿地に立地し、微高地縁辺から低湿地に向う緩斜面と低湿地部分とを利用して

造成されている。全般に遺存状況が良好で、平面的にも上下2面の水田址が確認された部分も

あった。また、第3次で調査した北西部と南西部では弥生人の足跡と共に稲の株痕の可能性も

考えられる跡をいくつか検出された。

遺物は全般に少なく、20点あまりが出土しただけであった。これら遺物はすべて水田の埋土

中からの出土である。

3．層序と出土遺物

Loc．23・37において認められた基本層序は次のとおりである。

第I層　耕作土

第II層　褐灰色粘質土層

第III層　黄色粘質土層
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第Ⅳ層　黄暗褐色粘質土層

第Ⅴ層　灰褐色砂性粘質土層

第Ⅵ層　灰黄色粘質土層

第Ⅶ層　淡灰褐黄色粘性砂質土層

第Ⅷ層　淡褐黄灰色砂性粘質土層

第Ⅸ層　灰色砂質土層

第Ⅹ層　暗褐黄灰色砂性粘質土層

第刀層　灰暗褐色粘性砂質土層

第Ⅶ層　暗褐色粘質土層

第Ⅷ層　黒色シルト層

第ⅩⅣ層　褐色シルト層

第那層　淡黄色粘土層

発掘により水田面を検出し得たのは、第Ⅹ層上面と第Ⅱ層上面であった。第Ⅱ層の堆積はほ

ぼ全域で認められたが、第Ⅹ層の堆積は低湿地とその周辺部でしか認められなかった。

第I層は現代の水田耕作土である。

第II～Ⅳ層も水田の耕作土ではないかとみられるが、平面的には確認できなかったし、時期

的にも不明と言わざるを得ない。

第Ⅴ・Ⅳ層は、かなり起伏しており洪水等の流れ込みによる堆積層とみられ、低湿地部分で

のみこれが認められた。

第Ⅶ層も、洪水等の流れ込みによる堆積層と考えられる。

第Ⅷ層は、水田の耕作土ではないかと考えられるが、平面的には確認できなかった。丁度、第

Ⅶ層の堆積により埋没した形となっている。また、この層と第Ⅶ層は南部の低湿地でのみ確認

された。なお、プラントオパール分析での船戸田の第Ⅶ層がこの層に対応する。

第Ⅸ層は、第Ⅶ層と同じく下層の水田の埋土となり、洪水等の流れ込みによる堆積層と考え

られ、調査区の低湿地部分でのみ認められた。また、堆積が少ないため、この面でも耕作を行

っていた可能性はある。

第Ⅹ層は先に記したように水田の耕作土と考えられる層である。足跡はこの面で検出され、

第Ⅸ層の土が足跡の埋土となっていた。なお、プラントオパール分析での桑ノ本の第Ⅸ層がこ

の層に対応する。

第刃層は、第Ⅶ・Ⅸ層と同じく下層、第Ⅱ層の埋土となっており、洪水等の流れ込みによっ

て堆積した層と考えられる。調査区南部の低湿地のみで認められた。また、堆積が少ないためこ

の面でも耕作された可能性はある。

第Ⅱ層は、先に記したように水田の耕作土と考えられる層であり、調査区全域で認められた。

なお、プラントオパール分析での桑ノ本の第Ⅱ層と船戸田の第刀層がこの層に対応する。
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第Ⅷ～ⅩⅤ層は自然堆積層である。微高地では、上層部から第Ⅲ層と同じ黒色シルト層が検出

され、水田址が自然消滅した形となっている。

以上の層序からして、低湿地では多数の堆積層が認められ、水田の耕作土とみられる層もい

くつか検出されたが、微高地に行くにしたがってその堆積は少なくなり、水田面は最後には第

Ⅶ層の水田面一面しか遺存していない状態となっている。これは、削平により第Ⅷ・Ⅹ層の水

田面が遺存していないと考えるより、長い年月の間に水田に適する低湿地が埋って水田に適す

る範囲が少なくなったため、第Ⅶ層の水田面のように広範囲に水田を造成できなかったと考え

た方が妥当であるとみられる。

遺物は、第Ⅶ層と第刀層から出土しているが、少量であった。それらについては次の項で述

べる。

4．遺構と遺物

水田址

L。C．23・37の水田址は、先に記したように物部川の自然堤防上の後背湿地に立地し、低湿地

と微高地縁辺から低湿地にかけての緩傾斜面を利用して造成されている。そして、調査区のほ

ぼ全域でこれを検出することができた。

水田面は、低湿地部分を中心に2面、すなわち第Ⅱ層の水田面（I期水田）と第Ⅹ層の水田

面（II期水田）とを検出した。これらは、セクションでみられたようにほぼ重複しており、I期

水田がすべて埋没しない間に、II期水田をI期水田の畦畔に合わせて造成したことがうかがえ

る。そのため、平面的にはほとんど同じ状況を呈しているので、以下の記述はI期水田を中心

に述べていきたい。なお、先述したように断面観察によると第Ⅷ層も水田（III期水田）と考え

られ、平面的に検出できなかったが、その畦畔がI・II期水田の畦畔とほぼ重複していること

からして、ほぼ同じ形状や規模でなかったかと推考される。

まず、水田は、北東から南西方向に向って延びる幹線となる畦畔によって大きく区切られる。

その方向はN－360～380－Eである。この幹線となる畦畔は、西側では標高差0・5mの間に16

本、東側では標高差0．4mの間に8本それぞれ設けられていて、東西に隣接する水田面の標高

差が10cm以上にならないように造成されている。この畦畔間の距離は2～5mで、5mを過ぎ

るとほぼ真申に新たな畦畔を造成し、傾斜した地形を十分考慮に入れていることがうかがえる。

畦畔の規模は、上幅10～30cm、下幅30－80cm、水田面との比高3～10cmで、断面は台形ないし

カマボコ形を呈する。この幹線となる畦畔にほぼ垂直な形で、支線となる畦畔が造成されてい

る。この畦畔間の距離は傾斜の度合により2mから広いものは15m以上になっていて、幹線の

畦畔同様南北に隣接する水田面の標高差が10cm以上にならないように造成されている。支線と

なる畦畔の規模は、上幅5～20cm、下幅10～50cm、水田面との比高3－10cmで、断面は台形な
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いしカマボコ形を呈する。この支線となる畦畔には水口が部分的に設けられている。

このような畦畔に区切られた水田一枚の形状は、微高地縁辺部で不整形を呈する以外はほと

んど正方形ないし長方形を呈し、その面積は、3～80m2で、8～15mZのものが大半を占めてい

る。検出された水田は244枚であった。これら水田の標高は5．90～6．90mで、北端から南端に

至る90mの間での標高差は約1．0m、微高地縁辺から低湿地に至る20～30mの間での標高差は

0．3～0．5mで、低湿地部分の遺存状況が良好であったのに対し、微高地縁辺では畦畔が自然消

滅した部分もあった。

潅漑施設となる水路は確認されなかったが、水口を部分的に検出した。潅水は、微高地縁辺

部から水を流すことにより、畦畔越しに各水田面に掛け流したとみられ、畦畔越しの掛け流し

の不充分な所には水口が設けられたと考えられる。

弥生人の足跡は、先述したように、第3次の調査の際調査区南西部と北東部で確認した。こ

の部分だけが、足跡の残存条件を備えていたとみられる。その数量は100余であり、遺存状況の

非常に良好な図版204の左側上から3番目の足跡は、足跡長約22．5cm、足跡幅約8．8cm、かかと

部幅約5cmを測り、高知県警察本部鑑識課によると、成人男子であれば身長150～155．2cm、成

人女子であれば身長149．2－155．2cmの間と推定され、ふまず部（土ふまず）はよく発達してい

るとの結果を得た。これ以外のものは概して不完全な形でのみ遺存しており、また、歩行の痕

跡は確認されなかった。これ以外に稲の株あとではないかと考えられるものが、遺存していた

が、散在していて規則性を認めることはできなかった。

Loc．23で検出された水田址から出土した遺物は皆無であるが、Loc．37の水田址からは弥生

時代から古墳時代の遺物がごく少量出土している。

I期水田の畦畔及び水田面を形成すると考えられる第刃層の暗褐色粘質土層から出土した遺

物は皆無である。しかし、I期水田の埋土と考えられる第刀層の灰暗褐色粘性砂質土層からは、

大型の壷形土器の口綾部（1）や土製円板（2、3）、磨製石鉄（6）、磨製石包丁（7）の

他、10数点の弥生土器片が、出土している。

I期水田の埋土から出土した遺物の中でも土製円板（2）と磨製石包丁（7）は、第刀層の

中位付近で出土しているが、大型の壷形土器の口綾部（1）、土製円板（3）、磨製石鉄（6）

は、第刀層の最下層、I期水田の水田面直上から出土している。

大型の壷形土器の口綾部（1）は前期Iの壷と考えられるし、土製円板（2、3）や柳菓型

の凸基有茎式の磨製石鉄（6）も前期Iの特徴的な遺物である。また、磨製の石包丁（7）も

半月型の外湾刃形態であり、やはり弥生時代前期と考えられる遺物である。

以上のようなI期水田の埋土からの遺物の出土状況を考えると、I期水田は、前期Iの時期

に機能し、その廃絶時期は明確ではないが前期II以降と推定される。

II期水田の畦畔及び水田面を形成する第Ⅹ層の暗褐黄灰色砂性粘質土層から出土した遺物は、

皆無である。しかし、II期水田の埋土と考えられる第Ⅸ層の灰色砂質土層からは、丸底を呈し
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た小型土器の完形（4）と台付鉢形土器の脚台部（5）が、出土している。

丸底の小型土器（4）や台付鉢形土器の脚台部（5）は、胎土が微細であり、古墳時代前期

初頭頃に出現する器形である。

以上のようなII期水田の埋土からの遺物の出土状況を考えると、II期水田は、その機能した

時期は不明であるが、古墳時代前期初頭には廃絶していたと考えられる。ただ、その場合I期、

II期、III期の水田が時期的に断続して水田耕作が行われたかどうかは不明瞭であるが、三期の

畦畔がほぼ同じ位置に重複してつくられていることから考えると、その間に何百年もの間隔を

おいて造成されたと考えるには無理があるとみられる。また、遺物の出土をみたのはI及びII

期水田だけであり、遺物からIII期水田がどの時時のものであるかを具体的に決定することは困難

である。

5．まとめ

Loc．23・37では5，810mZにわたって弥生時代前期前半に位置付けられる水田址が確認された。

このような古い段階の水田址の検出は、唐津市菜畑遺跡、福岡市板付遺跡、岡山市津島遺跡に

次ぐものである。しかし、それらの水田と異って本遺跡の水田は、水田一枚の規模が小さい極

小区画水田であり、青森県垂柳遺跡等にその類例をみるものである。そして、前期前半の水田

にもこのような形のものが存することが明確になったのは、注目に値する。

検出された水田址は、傾斜した地形に幹線となる畦畔と支線となる畦畔を標高に応じ設けて

おり、効率的に平坦な水田面を確保したことが看取できる。換言すれば、このような地形でな

いと、技術、労働力からして、水田経営が行えなかったことを示しているのではなかろうか。

また、この田村地区一帯は、物部川の自然堤防上に立地しており、現地表面から1－2m掘り

下げれば、砂礫層に達するのが一般であるが、この地点は約3～3．5mも掘り下げなければ砂

礫層に達しない。そして、約2mの粘土層と約0．3mの腐植土層の上に水田が造成されている。

この土層の状況からして、水田土壌がのる第Ⅲ層は保水性に富んでいたとみられ、小区画の水

田を造成する必然性は認められないが、前述の如く地形的に小区画化しなければ水田は造成で
■

きなかったと考えられる。そのことは潅水に関連するとみられ、この土層の状況からみて、一

度潅水すればしばらく行わなくとも良かったのではなかろうか。また、微高地から潅水すると

畦畔越し、あるいは水口を通って標高の低い方へ順次流れていくと考えられる。ただ、他の遺

跡でほとんど例外なく確認されている用水路が今回の場合は全く検出されていないのは今後の

重要な問題点である。
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第30表　I期水田址面積一覧表

N o．

規　　 模 （m ）
標　 高 （m ） N o．

規　　 模 （m ＿）

標　 高 （m ）
長 辺 短 辺 面 積 （m 2） 長 辺 短 辺 面 積 （m 2）

1 （ 5 ．7 ） 1 ．7 （ 6 ．9 ） 6 ．7 1 5 － 6 ．7 4 0 39 6 ．4 4 ．0 2 5 ．6 6 ．5 74 ～ 6 ．7 14

2 （ 5 ．7 ） 1 ．2 （ 6 ．8 ） 6 ．7 0 2 ～ 6 ．7 6 2 4 0 （ 7 ．0 ） 5 ．2 （2 3 ．6 ） 6 ．58 3 － 6 ．6 2 4

3 （ 7 ．1 ） （ 2 ．7 ） （15 ．1 ） 6 ．6 6 0 ～ 6 ．6 9 8 4 1 ．5 ．4 2 ．4 13 ．0 6 ．7 8 0 － 6 ．8 0 9

4 2 ．1 （ 1 ．1 ） （ 2 ．3 ） 6 ．7 8 2 － 6 ．8 0 8 4 2 2 ．7 2 ．3 6 ．2 6 ．7 2 9 － 6 ．7 7 9

5 4 ．3 2 ．2 9 ．5 6 ．7 4 2 ～ 6 ．7 8 8 4 3 。1 3 ．5 3 ．5 2 7 ．0 6 ．5 2 9 ～ 6 ．7 0 9

6 2 ．5 2 ．1 5 ．3 6 ．7 1 8 ～ 6 ．74 4 4 4 6 ．3 3 ．0 1 8 ．9 6 ．7 7 9 － 6 ．8 3 4

7 2 ．0 0 ．8 1 ．6 6 ．7 2 9 ～ 6 ．7 54 4 5 5 ．3 3 ．1 1 6 ．4 6 ．6 5 4 － 6 ．7 34

8 3 ．3 2 ．5 8 ．3 6 ．6 7 6 ～ 6 ．7 3 2 4 6 3 ．4 2 ．8 9 ．5 6 ．6 2 3 － 6 ．6 78

9 4 ．5 （ 4 ．4 ） （1 9 ．8 ） 6 ．6 4 7 － 6 ．7 4 0 4 7 2 ．8 2 ．7 7 ．6 6 ．5 7 4 － 6 ．6 1 2

1 0 （ 4 ．0 ） 3 ．7 （1 4 ．8 ）r 6 ．6 2 1 － 6 ．6 8 9 4 8 1 6 ．2 3 ．3 4 7 ．0 6 ．5 0 4 － 6 ．5 6 9

1 1 9 ．1 （ 4 ．4 ） （4 0 ．0 ） 6 ．6 2 2 ～ 6 ．6 9 4 4 9 一 2 ．3 2 ．1 4 ．8 6 ．6 7 4 ～ 6 ．68 5

1 2 6 ．0 1 ．2 4 ．8 6 ．6 8 8 ～ 6 ．6 9 5 5 0
し
4 ．4 2 ．1 9 ．2 6 ．5 7 0 ～ 6 ．5 9 8

1 3 （ 6 ．4 ） （ 2 ．6 ） （1 6 ．6 ） 6 ．6 7 2 ～ 6 ．6 9 3 5 1 2 ．6 2 ．4 6 ．2 6 ．5 5 8 ～ 6 ．5 7 4

14 4 ．5 3 ．6 16 ．2 6 ．6 23 ～ 6 ．6 8 7 5 2 6 ．5 2 ．5 1 6 ．3 ，6 ．5 70 ～ 6 ．6 14

1 5 （ 9 ．0 ） （ 4 ．7 ） （24 ．3 ） 6 ．6 14 － 6 ．6 5 7 53 1 1 ．5 （ 3 ．0 ） （2 5 ．4 ） 6 ．47 5 ～ 6 ．4 8 3

1 6 （ 5 ．9 ） 1 ．7 （10 ．0 ） 6 ．7 4 6 － 6 ．8 0 4 54 （ 1 ．8 ） 1 ．5 （ 1 ．9 ） 6 ．89 2 － 6 ．9 0 8

17 （ 5 ．3 ） 1 ．4 （ 7 ．4 ） 6 ．7 8 4 ～ 6 ．8 3 4 5 5 7 ．7 2 ．2 16 ．9 6 ．7 7 4 － 6 ．8 3 9

18 3 ．4 3 ．1 10 ．5 6 ．7 1 8 － 6 ．7 9 2 5 6 2 ．7 2 ．4 6 ．5 6 ．7 2 8 － 6 ．7 6 7

19 3 ．5 2 ．8 9 ．8 6 ．7 1 3 ～ 6 ．7 7 7 5 7 2 ．9 2 ．0 5 ．8 6 ．6 7 4 － 6 ．7 2 2

20 4 ．5 2 ．5 11 ．3 6 ．7 0 3 ～ 6 ．7 54 5 8 2 ．6 2 ．3 6 ．0 6 ．5 9 4 ～ 6 ．6 8 1

2 1 4 ．3 2 ．6 11 ．2 6 ．6 9 2 ～ 6 ．7 8 6 5 9 3 ．3 2 ．6 8 ．6 6 ．5 6 3 ～ 6 ．5 9 3

2 2 3 ．7 2 ．4 8 ．9 6 ．6 7 2 ～ 6 ．7 3 1 6 0 1 8 ．5 3 ．1 7 1 ．8 6 ．4 9 4 － 6 ．5 54

2 3 6 ．8 2 ．9 19 ．7 6 ．6 8 5 ～ 6 ．7 3 6 6 1 3 ．9 3 ．0 1 1 ．7 6 ．5 1 9 － 6 ．5 5 9

2 4 （ 3 ．5 ） 3 ．4 （1 1 ．9 ） 6 ．7 8 8 ～ 6 ．83 4 6 2 （1 1 ．7 ） 2 ．3 （2 6 ．9 ） 6 ．7 3 8 － 6 ．7 5 3

2 5 持 ・5 2 ．0 1 0 ．9 6 ．7 8 1 ～ 6 ．79 9 6 3 2 ．4 2 ．3 5 ．5 6 ．6 8 3 ～ 6 ．7 29

2 6 （1 3 ．5 ） 2 ．0 （6 4 ．6 ） 6 ．7 0 0 － 6 ．7 8 9 6 4 4 ．1 1 ．8 7 ．4 6 ．6 5 4 ～ 6 ．70 5

　 2 7 （ 6 ．7 ） 3 ．4 （1 6 ．7 ） 6 ．6 9 6 ～ 6 ．7 8 6 6 5 3 ．2 2 ．2 7 ．0 6 ．5 9 3 － 6 ．63 9

2 8 1 8 ．5 2 ．6 4 7 ．6 6 ．7 24 ～ 6 ．7 9 1 6 6 2 ．7 2 ．4 6 ．5 6 ．5 59 － 6 ．5 9 1

2 9 9 ．7 3 ．4 3 3 ．0 6 ．69 6 ～ 6 ．7 7 2 67 3 ．0 2 ．3 6 ．9 6 ．5 17 ～ 6 ．5 6 4

3 0 4 ．0 3 ．0 16 ．6 6 ．6 4 7 ～ 6 ．7 0 7 6 8 14 ．0 3 ．3 4 6 ．2 6 ．4 54 － 6 ．5 3 3

3 1 4 ．6 3 ．8 17 ．5 6 ．6 14 ～ 6 ．7 0 1 6 9 3 ．4 3 ．3 11 ．2 6 ．4 7 9 － 6 ．5 3 2

3 2 （ 3 ．0 ） 2 ．3 （ 6 ．9 ） 6 ．6 17 － 6 ．6 7 7 7 0 5 ．8 5 ．5 3 1 ．4 6 ．4 3 2 － 6 ．5 4 4

33 2 ．6 （ 1 ．0 ） （ 2 ．6 ） 6 ．8 2 6 ～ 6 ．84 6 7 1 1 ．9 1 ．0 1 ．9 6 ．3 9 2 － 6 ．4 9 0

3 4 2 ．5 2 ．3 5 ．8 6 ．7 3 9 － 6 ．7 97 7 2 1 ．4 1 ．2 1 ．7 6 ．4 4 5 ～ 6 ．4 6 8

3 5 2 9 ．2 3 ．0 5 8 ．2 6 ．6 2 6 － 6 ．7 50 7 3 1 ．6 1 ．4 2 ．2 6 ．4 5 3 － 6 ．4 9 8

3 6 2 ．5 2 ．4 3 ．0 6 ．6 6 9 ～ 6 ．7 12 7 4 6 ．2 2 ．0 1 2 ．4 6 ．4 1 3 － 6 ．4 98

3 7 5 ．4 2 ．5 1 3 ．5 6 ．6 9 4 ～ 6 ．7 54 7 5 3 ．5 （ 1 ．0 ） （ 1 ．8 ） 6 ．4 7 5 － 6 ．4 9 1

3 8 2 9 ．3 4 ．0 6 9 ．7 6 ．5 7 8 ～ 6 ．7 2 2 7 6 2 ．4 1 ．2 2 ．9 6 ．0 9 3 ～ 6 ．・1 78
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